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高
山
寺
展
の
こ
え

　

二
〇
二
四
年
七
月
九
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
の
約
五
〇
日
間
、
北
海
道
立
近
代
美
術
館
で
「
国
宝
鳥
獣
戯
画　

京
都
高

山
寺
展　

明
恵
上
人
と
文
化
財
の
伝
承
」（
以
下
、
高
山
寺
展
）
と
い
う
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
８
万
人
を
超
え
る

入
場
者
数
を
記
録
し
た
。
こ
れ
は
、
単
独
の
寺
院
・
僧
侶
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
覧
会
と
し
て
は
、
記
録
に
残
る
も
の
と
言

え
る
。
教
科
書
に
も
載
っ
て
い
る
と
い
う
「
鳥
獣
戯
画
」（
鳥
獣
人
物
戯
画
）
が
お
目
当
て
な
の
は
も
ち
ろ
ん
、「
明
恵
上
人

の
生
き
ざ
ま
や
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
絵
画
、
資
料
、
さ
ら
に
現
代
に
至
る
ま
で
明
恵
上
人
や
高
山
寺
を
慕
っ
て
集
ま
っ
た
、

多
く
の
文
化
人
の
記
録
と
そ
の
伝
承
に
つ
い
て
大
変
興
味
深
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
［
巻
頭
言
］

人
の「
こ
え
」を
聴
く

徳
永
　

良
次
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人の「こえ」を聴く

　

私
は
、
大
学
院
生
時
代
か
ら
約
三
十
五
年

以
上
に
わ
た
り
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調

査
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
調
査
に
従
事
し
て

き
た
。
当
初
、専
門
の
国
語
学
（
日
本
語
学
）

に
関
連
し
た
資
料
の
調
査
・
分
析
ば
か
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
が
、
次
第
に
、
そ
れ
ら
が
、

い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
、
何
の

た
め
に
保
管
・
管
理
し
整
理
さ
れ
て
き
た
か

に
つ
い
て
強
く
関
心
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
う
す
る
と
、
現
存
す
る
一
万
二
千
点
以
上

と
も
言
わ
れ
る
典
籍
文
書
の
中
に
、
鎌
倉
時

代
以
降
、
現
在
に
至
る
時
々
の
人
の
「
生
き

た
あ
か
し
」
と
も
言
う
べ
き
生
の
記
録
・
記

事
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
々
に
気
が

つ
い
た
記
録
は
書
き
留
め
て
み
た
り
し
て
い

た
が
、
近
年
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
記
録
を

い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

写真①　高山寺境内にある「座禅石」にて
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明
恵
上
人
の
「
こ
え
」

　

高
山
寺
中
興
の
開
祖
で
あ
る
、
明
恵
上
人

高
弁
の
残
し
た
記
録
が
あ
る
。
こ
の
記
録
は
、

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
が
発
行
し
た

『
高
山
寺
典
籍
文
書
目
録
第
一
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
に
は
、
す
で
に
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
私
も
何
度
も
そ
の
目
録
は

利
用
し
て
い
た
の
で
目
に
し
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
今
夏
、「
高
山
寺
展
」
で
原
本
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
じ
っ
く
り
目
に
す
る

機
会
が
あ
り
、
非
常
に
衝
撃
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
記
録
を
紹
介
す
る
。
原
文
に

読
み
や
す
く
濁
点
、
句
読
点
を
付
し
た
。

 

写真②　明恵上人修行の地からみた、紀州湯浅の海
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人の「こえ」を聴く

華
厳
一
乗
教
分
記
巻
上
（
高
山
寺
聖
教
類
第
一
部
２２０
［
１
］）
一
帖

（
奥
書
）（
成
弁
筆
）　

／
は
改
行
を
示
す

哀
哉
ヽ
ヽ
□
（
擦
消
）、
南
山
ノ
キ
ハ
ニ
船
ノ
一
艘
イ
デ
キ
タ
リ
ツ
ル
ガ
、
ホ
ド
ナ
ク
ハ
セ
ト
ヲ
リ
（
馳
通
）
テ
北
山
ニ

カ
ク
レ
ナ
ム
／
ト
ス
ル
気
色
ヲ
ミ
レ
バ
、
此
耳
キ
レ
法
師
ガ
一
生
涯
ヲ
ハ
セ
ワ
タ
ラ
ム
ホ
ド
モ
、
ア
レ
ニ
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
カ

ナ
ト
思
テ
／
雙
眼
ニ
ナ
ミ
ダ
（
涙
）
ウ
カ
ブ
。
筆
ヲ
ソ
メ
テ
如
此
カ
キ
サ
シ
テ
マ
タ
筆
ヲ
ソ
メ
ム
ト
ス
ル
便
ニ
ミ
ヤ
リ
タ

レ
バ
船
ハ
／
ス
デ
ニ
北
山
ニ
ハ
セ
カ
ク
レ
ニ
ケ
リ
。
弥
（
い
よ
い
よ
）
ア
ハ
レ
ヲ
モ
ヨ
ヲ
ス
モ
ノ
カ
ナ

　

内
容
は
、
概
略
以
下
の
通
り
。

　

和
歌
山
の
湯
浅
の
海
が
見
え
る
庵
で
こ
の
聖
教
で
勉
強
し
て
い
る
と
、
南
か
ら
一
艘
の
船
が
や
っ
て
来
て
、
す
ぐ

に
北
山
に
隠
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
に
、
こ
の
「
耳
キ
レ
法
師
（
明
恵
上
人
自
身
の
こ
と
）」
の
一
生
涯
の
短

さ
と
同
じ
に
思
え
て
、
両
目
に
涙
が
浮
か
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
を
書
い
て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
船

は
北
山
に
隠
れ
て
し
ま
っ
て
、
い
よ
い
よ
寂
し
く
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

や
や
長
文
の
紹
介
に
な
っ
た
が
、
こ
の
文
章
は
、
写
本
の
末
尾
に
書
か
れ
る
「
奥
書
（
お
く
が
き
）」
の
部
分
に
、
明

恵
上
人
（
当
時
、
成
弁
と
称
し
て
い
た
）
が
漢
字
片
仮
名
交
り
で
書
き
残
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
後
に
は
、
通

常
の
奥
書
と
し
て
記
載
さ
れ
る
、「
建
久
八
年
・
・
・
」
と
い
う
年
紀
が
あ
り
、
一
一
九
七
年
の
書
写
と
さ
れ
る
。
写
真
②

に
掲
載
し
た
よ
う
な
、
紀
州
湯
浅
で
、
上
人
が
少
数
の
同
行
者
と
と
も
に
小
さ
な
僧
庵
で
ひ
た
す
ら
仏
道
修
行
を
行
っ
て

い
た
若
い
頃
の
記
録
で
あ
る
。
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明
恵
上
人
は
、
こ
れ
を
書
い
た
数
年
前
に
、
仏
道
修
行
に
専
心
す
る
こ
と
を
誓
い
、「
仏
眼
仏
母
像
」
の
前
で
自
ら
右
耳

を
切
り
落
と
し
、
痛
み
を
堪
え
て
い
る
と
空
中
か
ら
文
殊
菩
薩
が
現
れ
た
と
い
う
逸
話
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
後
、
し

ば
し
ば
自
分
を
「
耳
キ
レ
法
師
」
や
「
无
（
無
）
耳
法
師
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。
修
行
中
に
、
眼
前
に
広
が
る
海
を
走

る
船
を
自
分
の
人
生
に
重
ね
合
わ
せ
、
果
て
し
な
い
修
行
と
そ
れ
に
比
し
て
人
生
の
短
さ
を
嘆
く
、
と
い
う
明
恵
上
人
の

心
情
が
思
わ
ず
あ
ふ
れ
出
て
し
ま
い
、
こ
こ
に
書
き
付
け
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
の
資
料
に
見
え
る
記
事
も
、
明
恵
上
人
の
溢
れ
る
思
い
が
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。

大
唐
天
竺
里
程
書
（
高
山
寺
重
書
類
　
１０
）　
一
幅

（
前
半
省
略
）

印
度
ハ
仏
生
国
也
、
依
恋
慕
之
思
難
抑
、
為
遊
意
計
之
、
哀
々
マ
イ
ラ
バ
ヤ

（
以
下
、
略
）

　

明
恵
上
人
は
釈
迦
に
深
く
帰
依
し
て
お
り
、
釈
迦
と
同
時
代
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
事
を
常
々
残
念
に
思
い
、
せ
め
て
自

ら
釈
迦
の
遺
跡
を
訪
ね
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
資
料
は
鎌
倉
時
代
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
年
）
こ
ろ
に

天
竺
行
き
を
計
画
し
て
お
り
、
結
果
的
に
は
二
回
渡
航
を
企
て
、
そ
の
度
に
春
日
明
神
の
宣
託
な
ど
で
中
止
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。

　

唐
の
都
、
長
安
を
出
発
し
て
、
一
日
に
ど
の
く
ら
い
進
め
ば
天
竺
・
王
舎
城
に
到
着
す
る
か
を
三
パ
タ
ー
ン
の
行
程
で
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人の「こえ」を聴く

計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
途
中
に
、
明
恵
上
人
の
印
度
へ
の
思
い
、
釈
迦
へ
の
思
慕
が
あ
ふ
れ
出
し
て
、
先
の
よ
う

な
文
章
が
「
突
然
」
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
冷
静
に
距
離
と
日
数
を
計
算
し
て
い
る
う
ち
に
、「
あ
あ
、
ど
う
し
て
も
印
度

に
行
き
た
い
も
の
だ
」
と
思
わ
ず
あ
ふ
れ
出
る
感
情
の
豊
か
さ
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
本
来
書
く
必
要
の
な
い
表
現
を
使
う
記
録
も
見
え
る
。

五
教
章
中
巻
指
事
末
（
高
山
寺
聖
教
類
第
一
部
２９３
［
２
］）
一
帖

（
裏
表
紙
見
返
）

當
山
第
一
之
非
人
成
弁

之
本
也

當
寺
之
瓦
礫
明
恵
房

此
山
之
厠
掃
治
之
大
法
師

之
本

　

こ
の
部
分
に
は
、
通
常
、
書
写
奥
書
（
い
つ
、
誰
が
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
書
き
写
し
た
こ
と
か
の
情
報
）
を
記
載
す

る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
明
恵
上
人
は
、
自
分
を
「
第
一
之
非
人
」、「
當
（
当
）
寺
之
瓦
礫
」、「
厠
掃
治
之
大
法
師
」
と

ま
で
書
き
残
し
て
い
る
、
こ
れ
ほ
ど
自
分
を
卑
下
し
た
、
そ
の
思
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
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弟
子
達
の
「
こ
え
」

　

以
上
の
よ
う
な
明
恵
上
人
の
記
録
以
外
に
も
、
膨
大
な
現
存
資
料
群
に
は
、
興
味
深
く
、
か
つ
、
人
の
生
き
ざ
ま
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
記
録
が
見
つ
か
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
く
。

梵
網
経
記
巻
下
（
高
山
寺
聖
教
類
第
二
部
２６
［
２
］）
一
帖

（
奥
書
）

寛
喜
二
年
十
二
月
十
六
日
病
後
励
力
両
巻　
　
（
→
①
）

（
中
略
）
新
発
心
僧
空
弁
四
十
七

　

同
廿
一
日
一
交
了

同
三
年
辛
卯
正
月
十
一
日
於
禅
河
院
御
庵
室
御
披
讀
其　
（
→
②
）

次
依
御
命
加
点
了
聴
聞
衆
同
上
巻
矣　

空
弁
記
之
四
十
八
歳

自
同
三
日
始
至
今
日
首
尾
九
箇
日
被
終
其
功
而
已

（
別
筆
）

同
正
月
廿
四
日
病
中
右
筆
仰
苦
痛
再
治
点
了　
　
　

懇
念
惟
深
三
宝
必
証
明
矣　

空
弁
重
記
之
今
度
病
／
決
定
死
／
病
也　
　
（
→
③
）

　

こ
れ
は
、
私
が
、
禅
浄
房
（
空
弁
）
と
い
う
僧
侶
の
事
績
に
つ
い
て
網
羅
的
に
検
討
し
て
い
た
際
に
見
つ
け
出
し
た
奥
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人の「こえ」を聴く

書
で
あ
る
。
禅
浄
房
は
、
高
山
寺
草
創
期
、
ま
だ
、
明
恵
上
人
が
存
命
の
頃
か
ら
上
人
に
従
っ
て
高
山
寺
に
お
い
て
修
行

し
て
い
た
僧
侶
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
記
録
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
存
在
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
調
査
し
て
い
く
内
に
、
禅
浄
房
は
現
在
で
言
う
「
図
書
館
長
」
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、
高
山
寺
に
あ
っ
た

膨
大
な
聖
教
の
保
管
と
管
理
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
重
要
な
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、

明
恵
上
人
よ
り
早
く
示
寂
（
亡
く
な
る
こ
と
）
し
た
よ
う
で
、
右
に
あ
げ
た
奥
書
が
そ
の
最
後
の
記
録
と
な
っ
た
。
寛
喜

三
年
は
一
二
三
一
年
で
、
明
恵
上
人
は
寛
喜
四
年
（
一
二
三
二
年
）
の
示
寂
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
よ
り
一
年
早
く
こ
の
世

を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
禅
浄
房
が
残
し
た
最
後
の
記
録
に
は
、
死
と
向
か
い
合
い
な
が
ら
も
淡
々
と
仏
道
修
行
に
邁

進
し
て
い
る
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
最
後
の
記
録
を
時
系
列
的
に
見
て
い
く
と
、
寛
喜
二
年
十
二
月
に
「
病
後
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
を
奮
い
立
た
せ
て
経
典
を
書
写
し
（
①
部
分
）、
翌
年
正
月
に
は
九
日
間
掛
け
て
、
上
人
の
命
で

梵
網
経
の
講
義
を
行
い
、
合
わ
せ
て
経
典
に
訓
点
を
加
点
し
た
（
②
部
分
）。
そ
し
て
、
正
月
の
二
十
四
日
に
、
そ
の
経

典
に
さ
ら
に
加
点
や
修
正
を
施
し
た
（
③
部
分
）
の
で
あ
る
が
、「
病
中
、
苦
痛
」
の
中
の
作
業
で
あ
り
、
つ
い
に
は
「
こ

の
度
の
病
は
死
病
で
あ
る
」
と
自
身
が
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
禅
浄
房
に
関
す
る
記
録
は
寛
喜

三
年
以
降
、
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

禅
浄
房
没
後
、
高
山
寺
の
聖
教
類
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
に
大
規
模
な
編
成
替
え
が
あ
り
、
そ
の
状
態
は
少
な
く
と

も
江
戸
時
代
末
期
ま
で
は
続
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
江
戸
時
代
書
写
の
典
籍
に
書
き
付
け
ら
れ
た
和
歌
を
紹
介
す
る
。
書
き
付
け
た
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
が
、
明
恵
上
人
に
関
す
る
伝
記
類
を
写
し
取
っ
た
典
籍
の
裏
表
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
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や
ま
の
は
に　

か
げ
か
た
む
き
て　

く
や
し
き
は　

む
な
し
く
す
ぎ
し　

つ
き
ひ
な
り
け
り

（「
上
人
記
」
一
冊　

高
山
寺
聖
教
類
第
四
部
一
四
八
函
９
）

　

つ
き
な
い
お
も
い

　
「
鳥
獣
戯
画
」
が
伝
来
し
た
こ
と
、
ま
た
、
日
本
の
お
茶
栽
培
発
祥
の
地
と
も
さ
れ
る
高
山
寺
に
は
、
一
般
の
人
は
知

ら
な
い
膨
大
な
典
籍
文
書
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
明
恵
上
人
と
そ
の
弟
子
達
に
よ
る
収
集
や
書
写
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
明
恵
教
団
を
崇
敬
す
る
貴
人
が
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
、
幾
多
の
自
然
災
害
や
戦
乱
、

盗
難
な
ど
を
乗
り
こ
え
た
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
可
能
な
限
り
走
り
続
け
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
私
は
、

当
初
は
日
本
語
（
史
）
資
料
の
宝
庫
と
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
学
問
上
の
観
点
か
ら
高
山
寺
と
そ
の
典
籍
を
見
て
き
た
の
で

あ
る
が
、
い
つ
し
か
自
分
自
身
が
「
島
影
に
消
え
つ
つ
あ
る
船
」
や
「
む
な
し
く
過
ぎ
し
月
日
」
を
感
じ
る
う
ち
に
、
こ

れ
ら
先
人
の
書
き
残
し
た
、
あ
ふ
れ
る
思
い
に
大
き
く
共
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

い
つ
の
時
代
も
「
人
生
は
短
く
、
術
は
長
し
」「
人
生
は
短
く
時
は
過
ぎ
去
る
」
で
あ
る
。
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ABSTRACT

	 This research aimed to clarify the actual situations of Japanese prostitutes in French 
Indochina (limited to today’s Vietnam). Japanese overseas prostitutes in Singapore and 
nearby areas were notorious as revealed in plenty of previous studies. However, the situation 
in French Indochina was almost concealed. The main materials of this research derived from 
such as books, magazines and newspapers published in Japan from the 1880s to the 1930s.
	 The first Japanese prostitutes in French Indochina were stated in the 1880s. They 
developed their business at important locations of military and industry under the public 
prostitution system of the authorities there. We confirmed they were at 25 locations. They 
also functioned as “Comfort agency” for French forces. Some prostitutes were patterned with 
Japanese appearance. This pointed out that the French despised the Japanese because of the 
prostitution. Nevertheless, Japanese prostitutes served abundant customers.
	 “Rue Boresse”, today’s Yersin Street, was the Japanese Garrison Street in Saigon. 
There were at least 60 garrisons and over 120 prostitutes in this area during the early 20th 
century. 
	 In the 1920s, Japanese consulates progressed the prostitution abandonment. 
According to the official data in 1923, such abandonment was completed in French Indochina.

Keywords: Japanese overseas prostitutes, French Indochina, Public prostitution system, 
                   Colony    
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1. Prologue

	 1.1 Purpose of this Research

As Yosaburo Takekoshi, one of the pioneers’ expertise of colonization in Japan, visited French 
Indochina, the Dutch East Indies, Singapore and some other areas from June to September 
1910 and published “Memorial of Tropical Countries”, said, “Because our nation has 
colonized Taiwan already…. An-Nam and Dong-King are our neighbors”1, French Indochina 
might have been close to modern Japan. “An-Nam” indicated the central part of current 
Vietnam. “Dong-King” indicated the northern part of current Vietnam. 
	 However, with the high tariffs, the trade was sluggish, and immigrants were few 
due to the land disposal regulation of foreigners’ restriction to own land2. Some research 
showed 250-350 Japanese in French Indochina (within today’s Vietnam) before World WarⅠ3. 
Suzuki1910P60-61 said that in 1909, there were 63 males and 198 females, and added, “There 
are some females along Yunnan railway, so the total should be about 350”. This indicated 
most of the Japanese in French Indochina were female. They were people who were so-called 
overseas prostitutes. 
	 The purpose of this research is to clarify the actual situations of Japanese prostitutes 
in French Indochina (limited to today’s Vietnam). Japanese prostitutes in the areas such as 
Singapore, the Malay Peninsula and the Borneo Island are notorious as shown in plenty of 
previous studies, but their situations in French Indochina were almost concealed. The main 
materials of this research are books, magazines and newspapers published in Japan from the 
1880s to the 1930s. 
	 The Japanese overseas prostitutes had notedly been called “Karayuki-san 
(Karayuki)”. According to Kazue Morisaki who addressed this term, it was used in the 
western and northern parts of the Kyushu Island during the Meiji era (1868-1912). This 
meant “Women who went to overseas garrisons to work”. From the Taisho era (1912-
1926), “Karayuki” became the term used for going to the South Seas4, and used for people 
other than females and prostitutes5. 
	 I would like to report that the Chinese character word “娘子軍 ” was used to indicate 
Japanese overseas prostitutes. According to Miyaoka1968P15, it was used in the 1890s, before 
the Sino-Japanese War. Kim1997P211 also mentioned on the term used for Japanese residents 
in the South Seas in the early 20th century. As far as I researched, it was frequently apparent 
in the 1900s-30s in books and articles about Southeast Asia. The term “娘子軍 ” reminds 
many Japanese of woman warriors in Aidu War (1868). As it was said “The prostitutes are the 
pioneers of emigrants and soon men will emigrate to the South Seas, India, etc.”6, the term “娘
子軍 ”, indicated overseas prostitutes, was used to express some positive feelings. 
	 The woman warriors were called [jo:sigun], but in the case of Japanese prostitutes 
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in Southeast Asia, they were typically called [ro:sigun]7. Actually, in some cases, there is no 
indication to read, neither does in some books and articles [jo:sigun]. But it seems the authors 
who spent some time in Southeast Asia tended to use [ro:sigun].   

Image 1. Examples of “Roshigun” Usage
1)　　　　　2)　　　　　 3)
   

	 “Roshigun” would be a better term to indicate Japanese prostitutes in French 
Indochina. So, in this article, the original text and write “Roshigun” would be a choice if 
needed. But in the description part, I just write Japanese (overseas) prostitutes because it is 
more suitable for English text. At this moment, I just report about the term used, “Roshigun”, 
as one of the results of this research. 　　　　　　　

 

	 1.2 Overview of Previous Studies

	 Before starting the main topic, let me summarize previous studies in Japan. 
	 First, I picked up some books related to Japanese overseas prostitutes. The pioneer 
study was Katsumi Mori’s “Human Trafficking” (1959), describing “Overseas migrant work” 
of “Women from Amakusa”8 (in Kumamoto prefecture today). Kenji Miyaoka’s “Prostitutes - 
Record of Overseas Wandering” (1968) mentioned “Female stowaways”9  in Southeast Asia, 
Russia, India, Africa, and America. He used the term “娘子軍” but read it [jo:sigun]10. In 
1972, Tomoko Yamazaki sent her oral history work of Saki Yamakawa who spent her half-life 
in Sandakan, on the Borneo Island titled “Sandakan Number Eight Garrison”, then published 
“Graves in Sandakan” (1974).
	 In 1976, Kazue Morisaki published “Karayuki-san” and described Japanese 
prostitutes in Southeast Asia, Russia, China, and India. In 1978, Yamazaki created the word 
“Ameyuki-san” meaning Japanese prostitutes in America and published “Song of Ameyuki-
san - Hapless life of Waka Yamada”. 
	 After Morisaki, several books titled “Karayuki-san” were published: Kenji 
Shiraishi’s “Karayuki-san in Zanzibar”11 (1981), Masanao Kurahashi’s “Karayuki-san in 

  1) Murakami. 1912. 794.
  2) Yashiro. 1915. 34.
  3) Nagata. 1932. 23.
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the North” (1989) and “Song of Karayuki-san” (1990) written about Japanese prostitutes 
in Russia and Manchuria. Il Myeon Kim’s “Genealogy of Prostitute, Karayuki and Comfort 
Woman” (1997) and Niina Takemoto’s “‘Karayuki-san’ - Modern Era of Female <Overseas 
Workers>” (2015) starting with the selling body custom before the modern era. 

	 There are some works about Japanese prostitutes in French Indochina. Miyaoka 
mentioned in his book above. Takuji Kashiwagi published ‘Karayuki-san in Vietnam’ (1979) 
and ‘Japanese Advancement to French Indochina before World WarⅡ- Through mainly 
“Chart of Occupational Population of Overseas Japanese” (1990). Kashiwagi clarified the 
locations and number of Japanese prostitutes.

	 Japanese overseas prostitutes in Great Power’s colonies were incorporated into 
their colonial governance. The modern public prostitution system was established in 1802, 
in France, spread all over Europe during the middle of the 19th century and introduced to the 
colonies12. Let me pick up some works published in Japan mentioning the public prostitution 
system in Great Power’s colonies. Yuki Fujime’s “History of Gender - From Public 
Prostitution and Structure of Abortion Crime to Anti-Prostitution Law and the Structure 
of Eugenic Protection Law” (1997) mainly mentioned British colonies. Akane Onozawa’s 
“Modern Japanese Society and Public Prostitution System - From the Viewpoint of People’s 
History and International Relationship History” (2010) discussed prostitution abandonment 
in Asia. Hirofumi Hayashi’s “Armed Forces and Sex of Imperialist Nations - Regulations 
of the Prostitution and Sex Facilities for the Armed Forces” (2021) mentioned the public 
prostitution system in Great Power’s colonies. They mentioned French Indochina but a 
little. Hiroshi Shimizu and Hitoshi Hirakawa’s “Karayuki-san and Economic Advancement 
- History of Singapore-Japan Relationship in World Economy” (1998) discussed Japanese 
prostitutes in Singapore from the viewpoint of economy. It was suggestive for other Southeast 
Asian areas including French Indochina.

　

2. Outline of Japanese Prostitutes in Southeast Asia

	 2.1 Pioneer of Foreign Advancement

	 Let me summarize the history of Japanese prostitutes in Southeast Asia in brief. 
According to the records, the first Japanese prostitutes appeared in Singapore during 1870 
or 71, the center of Southeast Asia then. Afterward, those Japanese prostitutes gained 
massively13. 
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	 Due to Sino-Japanese Amity Treaty (1871), people started going to China so 
Japanese garrisons were built there, then invited criticisms of Japan and Japanese people14. In 
such a situation, “Regulation for the Japanese in China and Korea” was announced in March 
1883, on August 18th, 1885, the penalty of this regulation became stricter15 and this caused 
Japanese overseas prostitutes to head to Southeast Asia. Also, at the end of 1884, the Japanese 
consulate in Shanghai cut down prostitutes so the escaped prostitutes scattered16. This could 
be another reason for their going south. In 1884-85, Japan was in a situation of recession, so 
some people were pushed to sell bodies overseas17. 
	 The increased number of Japanese prostitutes in Southeast Asia invited criticism. 
In 1890, it was reported that “Contempt” and “Ridicule” to the Japanese were apparent in 
Singapore, and its reason was explained as the “Prostitutes and their kept men” were the 
majority of the Japanese there18.
	 In 1899, “Administrative Regulation of the Dutch East Indies” was amended and 
the legal status of the Japanese there was changed from “Eastern foreigner” to “Similar to 
European”19. One of the reasons impeded it was Japanese prostitutes. In the Dutch East Indies, 
it was regarded that the Japanese there were “Not civilized, mostly coolies”, “Many of them 
were prostitutes, philanderers and such kinds of people”20, so the authorities had hesitated to 
give such privileged status to the Japanese. In addition, in the early 1890s, U.S. papers started 
to criticize Japanese immigrants and prostitutes there, and anti-Japanese sentiment rose21.     
	 In such situations, instruction No.1 of the Ministry of Foreign Affairs was issued on 
February 3rd, 1893, “Abduction of women who are ignorant of foreign affairs with flattery…
after reaching the designated foreign countries…let them work as prostitutes” was forbidden. 
“Give the proper guidance for the women not to go overseas” was set as a purpose. This 
policy was to appeal that the Japanese government would manage the issues. 
	 But the main public opinion at that time was below.

Japanese overseas prostitutes are especially needed to encourage overseas emigration…. 
We should not criticize overseas prostitutes and leave them freely for economic necessity.22

	 Owing to this kind of opinion, the issues of Japanese overseas prostitutes were left 
unsolved. In December 1886, the Tokyo Women’s Temperance Union was established and 
submitted petitions to eliminate Japanese overseas prostitutes many times, but these had not 
been fulfilled23. 
	 After the Russo-Japanese War, the tendency to head overseas became stronger, and 
the descriptions such as “A woman who came back from the South Seas wears several gold 
rings and carries a silk parasol, watches the play at the best seat with a young husband, and 
manages a money lending shop”24 were apparent. Actually, “A woman who came back from 
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the South Seas” was exceedingly rare, but few successful episodes were talked about with big 
mouths.

	 Japanese prostitutes were regarded as bearers of foreign advancement. So, the 
issues were not only overlooked but also talked about frivolously.

	 2.2 In the Economic Advancement

	 A different tone of argument about Japanese overseas prostitutes appeared in the 
1910s. Rubber planting had started in the first ten years of the 20th century. Some results 
have already been brought out. Investments in different fields in Southeast Asia also became 
prosperous. Then, the number of Japanese enterprises and residents increased, especially in 
Singapore and the Malay Peninsula.
	 In such a situation, Yasuto Kajiwara, chairperson of “Taiwan Newspaper”, visited 
French Indochina, Hong Kong, the Philippines and some other places from September 1912 
to February 1913 and published “Memorial of Travel to the South”, said below.

I cannot agree with Japanese overseas prostitutes about the reasons for their money transfer 
to Japan and contributing to repay some of the external debt. In addition, I am not such a 
coward who would feel glad for their money transfer. They certainly advanced to barbaric 
areas before men, but I do not think it has any value to praise.25  

	 It had been said that Japanese overseas prostitutes played the roles of “Money 
transfer” and “Advancement to barbaric areas”. However, Kajiwara denied both roles 
because economic advancement brought them new bearers. We could say Japanese overseas 
prostitutes had completed their missions, but nobody evaluated so.
	 Such new Japanese residents saw Japanese prostitutes below.

We Japanese open our offices in downtown Singapore and manage rubber plantations in the 
Malay Peninsula with confidence as “The first-class citizens”, but our female fellows walk 
around barefoot and are ridiculed by other countries’ people. We just cannot leave them.26

	 With pride as “The first-class citizens” and some success in the business field, 
“Female fellows” came to be regarded as an obstruction to their advancement. Some rubber 
plantations’ owners were females who related to prostitution27, but such an opinion was 
regarded as the majority.
	 In addition, there were criticisms apparent like, “Japanese young men in the South 
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Seas often lose themselves to Japanese prostitutes and ruin their purposes…as a result, not a 
few people become drifters”28.  Japanese garrisons had not accepted Japanese customers, but 
the situation had changed. After World WarⅠstarted, many European people left the South 
Seas areas. Japanese garrisons lost their customers and were unable to choose customers. For 
this reason, Japanese customers became their choices. The withdrawal of European people 
during World WarⅠbrought an economic boom to Japanese business in Southeast Asia. 
Nevertheless, Japanese garrisons failed into recession so tried to develop new customers into 
fellows, then caused criticisms. 
	 Criticism of human trafficking also rose in the 1910s, the Singapore authorities 
started some policies for prostitution abandonment, then influenced nearby areas. Also, 
the British authorities decided not to allow any female Japanese who had the intention of 
prostitution to enter British colonies29. 
	 In such situations, the Japanese consulate in Singapore implemented a policy of 
exiling men from Japanese garrisons in April 1914, prohibition of British colonies’ males 
from managing garrisons within reason. In January 1920, the “Representative of Japanese 
residents” decided to make the prostitutes abandon voluntarily within the jurisdiction of the 
Japanese consulate in Singapore30. 
	 Then, what was the result? The Ministry of Foreign Affairs ed. “Chart of 
Occupational Population of Overseas Japanese” (“Chart” for short) showed that at the end 
of June 1922, the category of “Performing Woman, Prostitute, Barmaid, etc.” of Saigon, the 
Java Islands and the Celebes Island became zero. Previous studies said that some just switched 
the category to “Hired housekeeper, Cook”31. This also pointed out that, in Singapore, some 
women became private prostitutes and belonged to other working places such as restaurants, 
rooming houses and cafes32. 
	 “Chart” means completion of the abandonment, which could not be expressed 
as zero. However, we could regard such a zero person as an official declaration of complete 
prostitution abandonment, as seen in the consulates’ attitude. Incidentally, at the end of June 
1923, Singapore still had 65 prostitutes while the Malay Peninsula and the Sumatra Island had 
about 200 in this category.
　	
	 With the advancement of Japanese enterprises and people toward Southeast Asia, 
the new Japanese residents started to treat Japanese prostitutes as a nuisance. In the tide of 
criticism of human trafficking, Japanese prostitutes in Southeast Asia were forced to abandon.
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3. Actual Situations of Japanese Prostitutes in French Indochina

	 3.1 Locations and Number

	 “Choya Newspaper” (April 5th, 1885, P3) reported about the exiled Japanese 
prostitutes in Shanghai above –“Some Japanese women moved to An-Nam and Dong-King”. 
As far as I did the research, this is the oldest description of Japanese prostitutes in the area of 
today’s Vietnam. Also, the descriptions like, “There were some people who saw a grave of 
who died in 1885 around Hanoi” were often shown33. China and France were fighting over 
the suzerainty of the Nguyen Dynasty then, so it was certain that Japanese prostitutes set the 
target on officers and soldiers, and then moved. 
	 Some books and articles reported the locations and number of Japanese prostitutes 
in the same era; Kashiwagi summarized and showed them on the maps34. According to these 
descriptions, maps and some other additional materials, Japanese prostitutes were in 25 
locations and five other possibilities in French Indochina. Let me explain the background. 
	 In ‘Memoir of French Indochina’, Takekoshi mentioned “Roshigun” in Lao Cai, 
and told the reason why they were doing their business there below.

Let me explain why the base of Roshigun is in such a place. French troops are on this side of 
Lao Cai deep valley, and Qing troops are on the opposite side of the valley because this place 
is at the border area between French Indochina and Qing. So, Roshigun exist to perform as 
the comfort agency for both French and Qing troops.35

	 According to Takekoshi, “Roshigun” in Lao Cai functioned as a “Comfort agency” 
for the troops, and Japanese prostitutes might perform this role all over French Indochina. It 
is said that some Japanese prostitutes accompanied the military exercise of the troops36. This 
shows that Japanese prostitutes did their business under the colonial governance there. 
	 In France, regulations of prostitution in invaded areas were enacted in the 1830s 
to build hospitals for the registration and medical check of the prostitutes in urban areas. In 
the rural areas “Bordel militaire de campagne” (Garrisons for field troops) were opened. It 
was institutionalized in 1918 and stipulated that authorities’ permission was needed to open 
a new garrison for the force37. In the atmosphere of “Hatred of the colonized natives was the 
potential thread”38, Japanese prostitutes, people belonging to the third country, were set as 
bearers of the “Comfort agency”.
	 ‘Chart of Arrangement of the Troops in French Indochina’39 shows the locations of 
French troops, so it also implied the locations of Japanese prostitutes. According to this chart, 
French troops were assigned below.   
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Saigon, Hue, Tourane, Hanoi, Lang Son, Lang Thuong, Tuyen Quang, Yen Bai, 
Hai Phong,  Sept Pagodes, Bac Ninh, Cap Saint Jacques
	
	 We could confirm the existence of Japanese prostitutes besides Hue, Lang Thuong, 
Tuyen Quang, Sept Pagode and Bach Ninh. But these locations have high possibilities of their 
existence.
	 Tourane was today’s Da Nang (in the central part of Vietnam) and had an important 
port, close to the capital Hue of the Nguyen Dynasty. Besides the above, we noticed some 
descriptions of Japanese prostitutes in the coastal areas of Cat Hai, Nha Trang and Bac Lieu40, 
too. Cat Hai was close to the important port of Hai Phong, and Nha Trang had a big port in the 
central area. Bac Lieu was in the southern area. So, there had to have some troops, and then 
Japanese prostitutes joined. 
	 Lang Thuong was inside Hanoi today, and Bach Ninh and Sept Pagodes were near 
Hanoi. We saw there were some Japanese prostitutes in Son Tay, Hanoi41. Tuyen Quang and 
Yen Bai are inland in the northern part (mentioned later). Cap Saint Jacques is located at the 
mouth of the Mekong River. Kashiwagi1979P211 said there were 12 Japanese prostitutes at 
Cap Saint Jacques in the 1910s. 
	 Other descriptions show that there were some Japanese prostitutes in Dong Dang 
and Van Yen42. Dong Dang was in border areas like Lao Cai and Lang Son. Van Yen was near 
Dong Dang. So, there must be some troops. 
 
      	 Next, let me select their locations in industry areas43. These are in the northern area 
of today’s Vietnam.

Dap Cau, Viet Tri, Nam Dinh, Yen Bai, Thai Nguyen, Mong Cai, Vinh, Nghi An, Hon Gai

	 Dap Cau was at the crosspoint of the Cau River and the railway to Lang Son, one 
of the central cities in the northern Hong River Delta. Dap Cau was the heart city of rice 
transportation so there was a big market since the old days. Sericulture also had been started 
which was encouraged to provide raw silk for French industry44. In addition, in 1913 Indochina 
Paper Mill Company was established. Dap Cau and Viet Tri factories were started operation45. 
Around Nam Dinh was an agricultural area where settled some important manufacturing such 
as Indochina Brewing Company and Dong-King Spinning Company46. Thai Nguyen and Yen 
Bai had iron mines, northern area of Tuyen Quang and Thay Naguyen had zinc deposits, 
Tuyen Quang had coalfield, and in Mong Cai and Vinh antimony was produced47. Mong Cai 
was also at the border area. Nghi An was near Vinh. Geographer, Akamaro Tanaka said when 
he visited Thai Nguyen, he met a Japanese woman who had married a native48. She might be 
a retired prostitute.

000(009) JAPANESE PROSTITUTES IN FRENCH INDOCHINA299



	 In Hon Gai, Dong-King Coal Mine Company was established in 1888, monopolized 
20,000 km² at the east side of Hon Gai, and constructed roads, a port, and urban areas49. Kizo 
Nishihara told the reason he had opened his garrison in Hon Gai below.

Previously, a French camp was here, and it had many soldiers, so the authorities requested us 
to open a garrison for soldiers’ hygiene.50

	 This indicated the authorities requested to secure their “Comfort agency” to even 
a foreigner. This garrison certainly accepted customers from not only the camp but also the 
industry field. 
	 In Hon Gai, there was another Japanese garrison managed by Mr. and Mrs. 
Hamano51. The writer, Sakan Ando and Shingo Tazawa of the office of the Governor-General 
of Taiwan visited their garrison during their travels in 192152. Ando wrote “People Who Invite 
Their Mother Countries - Voice of Female Drifters” based on his stay and published it in 
1932.
	 In the southern area, it was recorded that Japanese prostitutes and western 
concubines were in Saigon, Bien Hoa, Baria and My Tho53. Saigon and My Tho were key 
points of commerce54. Bien Hoa and Baria were regarded as rubber planting areas55.

	 As we saw, Japanese prostitutes existed in not only urban areas but also rural areas. 
Yusaku Uehara (later minister of the Army) visited French Indochina to inspect the territory 
issue of the left bank of the Mekong River between French Indochina and Thailand in 1893, 
telling how Japanese prostitutes advanced in rural areas. 
　　　

When we entered Dong Dang, the French guide said he would show us something rare and 
took us to a cafe and brought three Japanese women. They were from Amakusa.... They said 
that they had negotiated directly with the chief of the authorities of this area to advance in 
this mountain, and they did not have any fear. Their advancement into the hinterlands was 
audacious enough to make us military men marvelously.56

	 “They had negotiated directly with the chief of the authorities of this area” 
indicated their sales activity. This was an example of how Japanese prostitutes expanded their 
business. It also showed that the authorities accepted such an offer to secure the “Comfort 
Agency”.

	 Table 1 below showed the number of Japanese prostitutes with some of selected 
descriptions. We saw many “Prostitutes” and “Roshigun” especially in Saigon. Also there 
moderately were “Western concubines” and “Concubines”. Japanese prostitutes became not 
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only concubines of the Europeans but also other people, the natives, and the Japanese, and 
some married them.

	 From March 1913 to October 1920, Sanshiro Ishikawa visited Belgium, England, 
and France. During his stop-by Saigon on his way, he met some Japanese women below.

	 After I landed, when I stopped by a shop to buy some postcards, the Chinese master 
called a name, and then a Japanese woman appeared. I felt some unexpected nostalgia, so I 
spent some time buying postcards and collars, requesting some Saigon coins, asking how to 
get to the post office, etc. Then four or five beautiful Japanese women came in and greeted 
me politely. They looked very happy but showed some nostalgia. So, I thought it was because 
they seldom see the fellow in this foreign country. When I left the shop to go to the post office, 
I saw a few Japanese women wearing dresses riding on xich lo. They looked very dignified.57

	 Another author’s story was from the shop, named “Tran Bao” –she was this 
Chinese man’s wife. Description such as “Her age was about 34 or 35 and staying in French 

Table 1. Locations and Number of Japanese Prostitutes in French Indochina
Year Place Nominal Number

1903 Research 1) Hai Phong Roshigun About 30
1904 Record 2) Saigon Prostitute 124

1908 Research 3)

Hanoi Prostitute/Wife of the French 60
Hai Phong Prostitute/Concubine 35
Saigon Prostitute/Concubine 70
Lang Son Prostitute 6
Tourane Prostitute 5
Son Tay Prostitute 3
Lao Cai Prostitute 5
Bac Lieu Prostitute 2
Others Prostitute 10

1909 Research 4) Saigon Prostitute About 70
1913 Issue 5) Saigon Roshigun 192

1913 Issue 6) Hanoi
Japanese girl About 50
Western concubine 15

Saigon Prostitute 70-80

1913 Research 7)

Saigon
Prostitute 34
Western concubine 24

Baria Western concubine 3
Bien Hoa Western concubine 4
My Tho Western concubine 3

1917 Issue 8) Saigon Roshigun About 30

1) Mizutani. 1942. 34.
2) JACAR- B07090992000.
3) JACAR- B03050447900.
4) Kobayashi. 1910. 94.
5) Kikokusei. 1913. 55.
6) Kajiwara. 1913. 280, 322.
7) JACAR-B13080352700.
8) Murayama. 1917. 149.
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Indochina for seven years”, “Came from Shimabara, Kyushu”58 indicate that she used to be 
a prostitute. Other women must be someone’s wives or concubines, too. Seeing such many 
“Japanese women” in a short stay implied how many there were. 
	 The descriptions, “Greeted me politely”, “Looked very happy”, “Looked very 
dignified” implied their stable life. “Wearing dresses riding on xich lo” might show their 
wealth. This pointed out that most of the Japanese prostitutes in the southern area of French 
Indochina lived with low-level French soldiers and low-level civil workers59. But they were 
described with such impressions. 

	 In French Indochina, Japanese prostitutes got a position of “Comfort agency” of 
the forces. They also advanced to the economic field and did their business in both urban 
areas and rural areas. Japanese garrisons were opened due to the authorities’ request and the 
suggestion by the Japanese. 

	 3.2 Recognition by the French

	 How were Japanese prostitutes recognized by the French? Let me consider a 
description of Japanese prostitutes in Hanoi below. 

In An-Nam and Dong-King, there are many prostitutes from Germany and France, but people 
fear them. On the other hand, Japanese prostitutes are very honest and cute so for the guards, 
it is the best joy to stay with them, and among high-level officers getting a Japanese girl 
as a concubine is one of their trends. On Sundays, we see the French soldiers with their 
beautiful uniforms and Japanese prostitutes wearing beautiful long-sleeved Yuzen Chirimen 
and speaking in Amakusa dialect while having fun. Right now, there are hundreds of Japanese 
prostitutes, the best class earn 30 to 50 dollars a day and not a few of them transfer money 
to their homes.60

	 The description, “European prostitutes are more professional than Japanese 
prostitutes”61 explained the reason for “There are many prostitutes from Germany and 
France, but people fear them”. They thought that Japanese prostitutes were easy to treat but 
such a factor favored the French. 
	 Morisaki1976P138-139 would imply a cause of such an atmosphere of Japanese 
prostitutes above. In Korea, Japanese prostitutes became the target of hatred from the native 
customers and the prostitutes feared them. Indeed, Japanese prostitutes in French Indochina 
did not have such a fear. This also pointed out, “Because France accepts the public prostitutes, 
Japanese prostitutes look arrogant”62, which might be true.
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	 Many people would agree that Pierre Loti’s “Madame Chrysanthème” invited 
some interest in Japanese prostitutes. Novelist Pierre Loti, French Naval Captain Louis 
Marie-Julien Viaud, published ‘Madame Chrysanthème’ in the French paper “Le Figaro” in 
1887. In March 1893, it was published as a book from Calmann-Lévy in Paris63.  
	 French people in French Indochina enjoyed reliving this popular novel through 
Japanese prostitutes. It is said that this novel attracted the readers with exoticism64, so the 
“Long-sleeved Yuzen Chirimen” of Japanese prostitutes above might fulfil such interest. 
Japanese visitors often pointed out that their Kimono appearance was mismatched and 
strange65, but the French did not mind. It was also said some prostitutes who called themselves 
“Okiku-san” (the name of a Japanese concubine in the novel) as a sales tool66.  
	 The descriptions of such mismatched appearances implied that they were forced to 
buy them. It was not certain if they had any particular intention for their Japanese appearances.

	 Yusuke Tsurumi, who visited the Philippines, French Indochina and the Malay 
Peninsula from October 1915 to January 1916, described “A Japanese woman wearing 
Japanese Kimono”, whom he saw on the ship on the Mekong River below.

A young French soldier walked around this woman persistently and tried to talk with her. 
She looked like a hassle and said “Non, monsieur”, then left for her room. The next day, that 
soldier talked with her closely all day again.67

	 The young French soldier was treated coldly but did not give up. This description 
showed their approachable atmosphere. 
	 In Hanoi, right after the opening of World WarⅠ, such a scene was apparent.
 
I heard children of the French base say “Con gái japonaise!” and point at the Japanese 
women. Then these Japanese women raised their hands with scared faces.68 

	 “Con gái” is Vietnamese meaning a young girl, and “Japonaise” is French 
meaning the Japanese woman. Such a phrase by the children’s expression showed that 
Japanese prostitutes were well known among even children.

	 Previous studies implied some factors of their approachable atmosphere in the 
business strategies of the garrisons. Nishida1977P55 said that in Vladivostok, Hong Kong 
and Singapore, the fee of Japanese prostitutes was cheaper than white prostitutes. Shimizu & 
Hirakawa1998P30 said, in Singapore, Chinese prostitutes took only Chinese customers, and 
European prostitutes took white customers mainly. However, Japanese prostitutes accepted 
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the white, Chinese, Malaysians, and many other people. The reason of those came from their 
sense of crisis such as “If the garrisons in the South Seas area would not take many native 
customers, the business might fail”69. Accepting “Many native customers” would mean 
accepting anyone. Such situations had to be similar in French Indochina.

	 There was a report that the Japanese in Hai Phong were despised by the French 
because of the prostitutes70. Kinnosuke Takagaki, who stayed in Saigon for a while in 
1910s-20s, also said, “There is no doubt that French people think that Japanese women are 
free with money”71. The French were nothing but consumers of Japanese prostitutes, but the 
prostitutes indeed succeeded in getting their favors and surviving. 

	 3.3 Background of Prostitution Abandonment

	 As for his French major from Tokyo Foreign Language School (graduated in March 
1916), Otokichi Mizutani, entered Mitsubishi Cooperation and worked at Hai Phong branch72. 
He later established Mizutani Trading Company and wrote some episodes of “Roshigun”.  
 	 He selected a person with his wife and a son in Tokyo but started to live with a 
“Roshigun” in Dong-King. He called this person “X”, but his (apparent) name is Seishu 
Yokoyama with the descriptions such as “Studied French at night school” and “Works as 
a coolies’ manager of a coal mine”73. According to “Yomiuri Newspaper” (September 24th, 
1940, P7), he started to work in French Indochina after the Russo-Japanese War. In 1940 he 
returned to Japan and at that time he was 75 years old. 
	 Mizutani also wrote a Japanese person called “Y”, who moved from Singapore to 
Hai Phong: “Got support from one of Roshigun and opened a shop, saved money successfully” 
to “Open a branch in Yunnan”74. “Y” should be Akinosuke Yasuda from Hyogo prefecture. 
Because of the railway construction, there used to be many Japanese prostitutes in Yunnan75. 
	 Anonymities were used, but we did not see any particular negative feeling against 
“Roshigun”. None of their sympathy or guilt was seen, either. We also see many descriptions 
of Japanese prostitutes written by the visitors. They just wrote down what they had seen and 
heard during their stays frankly. Due to the report above, contempt by the French would cause 
some damage to the Japanese there; nothing indicates such issues, though.
	 A report by Keiichiro Kobayashi, an apprentice translation officer of the Ministry 
of Foreign Affairs, dispatched for the inspection of immigrants in 190976, implied the cause 
in his article ‘Successful People and Strategies for Japanese Development that I Saw in An-
Nam’. 

People who are doing activities are only prostitutes, and we say other Japanese just rely on 
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them.77

	 In such a dependency, other Japanese residents could not say anthing to the 
prostitutes who were the economic superiors and the majority. In the economic boom of 
Southeast Asia brought by World WarⅠ, Japanese population in French Indochina also 
increased, but it was brought by the increase of prostitutes78. In such a situation, the issues 
behind “Roshigun”, for example, abduction, moneylending, exploitation, were overlooked. 
So, their relationships could be just sufficient.

	 The prostitution abandonment proceeded in such an atmosphere in French 
Indochina. According to “Chart”, the number of “Performing woman, Prostitute, Barmaid” 
in Saigon became zero in 192279 and 1923 in Hai Phong (data ended in June). 
	 In April 1923, a consul of Japan consulate in Hai Phong reported below.

It was said that there used to be 11 or 12 Japanese prostitutes in Hai Phong. Consul Nakamura 
had ordered them to abandon before he left, so eight or nine of them had returned to Japan 
already.80

	 Japan’s consulate in Hai Phong was established on February 23rd, 192081. They 
could proceed with the abandonment in few ties, so they made some results quickly. In 
addition, the consul Osamu Nakamura in charge above had done this mission just before his 
leaving. This might have had some effects. We also see a description, “A command to leave” 
was issued in Saigon82.  

	 In a shallow relationship between Japanese prostitutes and other residents, the 
prostitution abandonment in French Indochina was conducted quickly. 

4. Rue Boresse - Japanese Garrison Street in Saigon

	 4.1 The Establishment of “Rue Boresse”
	
	 There was a place named “Rue Boresse” in Saigon, where Takagaki described 
about below.  

Along this street, there are some cargos loading shops, billiard halls, and Japanese snack 
shops, but most of them are garrisons. In short, Boresse Street is a Japanese Garrison 
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Street…. In Saigon, people have to speak in the dialect of Nagasaki or Shimabara, or they 
can do nothing.
	 Boresse Town is located out of town and was built by landfill as a swamp, so in the 
old times crocodiles appeared there. The garrisons face the street in a line and each garrison 
is a two-story house but very shabby, so for the Japanese inside Japan it is almost impossible 
to live in. The garrisons are called No.1, No.2, according to the street address….

In the evening, they make a line at the painted parapets of the second floor of garrisons 
like shanties. They apply foundation on their sunburned faces, smoke pipes and talk to the 
customers on the street in French and the dialect of Nagasaki. I still remember that they were 
hugging and kissing the customers in full view of the public, playing the broken Japanese 
guitar, drunk European customers saying the learned obscene Japanese words, the red 
lantern hanging under the roof, etc. I still remember them.83

	 “Boresse Street” was also called “Boresse Town”, and it is today’s Yersin Street 
in district one in Ho Chi Minh. Warren2003tranP88 said that French Indochina had well 
organized Japanese brothel districts, this must be Boresse Street. Takagaki said, “Built by 
landfill as a swamp”, according to “Plan de la Ville de Saigon (Cochinchina)” issued in 1878 
(Map 1), Boresse Street was located from “Quai de I’Arroyo Chinois” (today’s Vo Van Kiet 
Street) to “Rue Lagrandiere” (a part of today’s Tran Hung Dao Street) and the length was 
about 800m. At about the center of Boresse Street, on the right side from “Quai de I’Arroyo 
Chinois”, there was “Marais Boresse” (Boresse Swamp) on the map.                    　　　　                            
	 But “Plan de la Ville de Saigon (Cochinchina)” issued in 1900 (Map 2) did not 
have this swamp. The railways from Saigon to My Tho and from Saigon to Cho Lon were 
running instead. The distance from the nearest end of Boresse Street to Saigon Station was 
about 300m.   
	 The railway from Saigon to My Tho was the first one in French Indochina and 
started construction in May 188184. On July 21st, 1885, the first train ran, and the train ran three 
times a day85. This railway was not long but its income was the most in French Indochina. 
The railway from Saigon to Cho Lon was constructed in July 1882. The train ran four times 
a day86. Takagaki said, “Boresse Street is out of town”, but it gained an advantage of the land 
because of the railways. 
	 It is said, “The garrisons are called No.1, No.2, according to the street address”. 
Some documents show us the number of garrisons and people in Boresse Street. In 1904, 
Tatsukichi Nishida and Hikojiro Igarashi transferred 375 Japanese yen to the Ministry of the 
Army. In one of the documents, they wrote one of their addresses “No.60, Boresse Street”87. 
This meant there were at least 60 garrisons on Boresse Street in 1904. 
	 Takagaki mentioned, “Very shabby”, “Like shanties”, but a line consisting of 60 
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Map 2. Issued in 1900

 Map 1. Issued in 1878
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two-story houses should be spectacular. Zenshiro Tsuboya, an employee of Hakubunkan who 
visited Saigon in 1916 as a member of Osaka Steamship Sightseeing Inspection, said his xich 
lo was pulled into a Japanese garrison88, which might be at Boresse Street.                 
	 As I wrote, Japanese garrisons acted the role of the “Comfort agency” for French 
forces. In Saigon, Boresse Street must be the one. French navy’s barracks were built on the 
site that used to be Jardin Castle89. According to Map 2 above, it was on the west side of 
“Rue Rousseau” (today’s Nguyen Binh Khiem Street), a square with sides of about 600m, 
and about 1.6 km away from the nearest end of Boresse Street. We could guess that French 
officers and soldiers started near the University of Humanities and Social Sciences today, 
passed Notre Dame Cathedral Saigon and Ben Thanh Market, turned to the left at Nguyen 
Kim Electronics Store today, and then inhaled into Boresse Street.   
          
	 Boresse Street, a street of Japanese garrisons, was in Saigon’s new city area. There 
were at least 60 garrisons in the early 20th century. Japanese Garrison Street was born in the 
development of Saigon.

	 4.2 People in Boresse Street

	 Nishida and Igarashi whom I mentioned above90 also sent a name list of the donors. 
It lasted nine sheets and showed the residents of Boresse Street. On the first and second 
sheets, there were 18 names, birthplaces and the amount. Ten of them donated 20 Japanese 
yen. Six did ten yen. One donated three yen, and another did two yen. From the third sheet to 
the ninth sheet, there were just birthplaces and names. On the tenth sheet wrote, “110 yen in 
total from 122 persons”91. The people on the first and second sheets might be the owners of 
garrisons. The rest of them should be prostitutes. 
	 These are people’s names on the first and second sheets. Six of them were female 
names, so they must be retired prostitutes. 

Tokumatsu Akita, Hatsujiro Akita, Fukutaro Murakami, Tamejiro Yamaguchi, 
Tatsukichi Nishida, Hikojiro Igarashi, Tomezo Nakamura, Chozaburo Kaneko, 
Harumatsu Nagata, Hatsutaro Hamada, Chino Matsuo, Hana Baba, Mita Nishida, 
Riyo Hayashida, Sado Iwanaga, Sami Arie/Yue, Takematsu Murakami, Daigoro Tozawa

	 In 1911, Igarashi started a rubber plantation in Bien Hoa with Saigon residents. 
Takematsu Murakami, Soji Akita and Eiji Kawai92. Murakami was in the name list above. 
Akita would be a relative of Tokumatsu Akita and/or Hatsujiro Akita. Kawai managed Nihon 
Hotel in Saigon93. 
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	 Let me add some more about Igarashi. He opened a restaurant in Saigon in 1885; 
the year that the train from Saigon to My Tho had opened. He managed both garrison and 
restaurant94. A French literature researcher, Shuto Osada wrote that he had dinner at Igarashi’s 
restaurant on his way to Singapore in 190995.

	 There were some other examples of donations from Saigon. Igarashi also donated 
five Japanese yen for Tennyodo of Bentensan Taishido (at today’s Minatomachi, Shimabara-
city, Nagasaki prefecture). It was established in 1909 and was well known as an establishment 
by many overseas residents’ donations. There were 132 donors. Ones in Malaysia were 34 
and the most, and 26 people were the residents of today’s Vietnam96. 
	 According to Kurahashi1991P7, there was a female donor who lived in Saigon 
named “Yori Hayashida”. This person might be the same one as “Riyo Hayashida” in the 
name list above. She donated five Japanese yen. The birthplace of Igarashi and Hayashida 
was Nagasaki so their donations were not for their hometown. 
	 “Official Gazette” No.6835 (April 16th, 1906, P23) said “Saigon Charity Society” 
donated 275 Japanese yen for the charity of poor harvest in Northeastern Japan. Eiji Kawai 
and Genjiro/Motojiro Mori (mentioned later) also donated to this charity (amount is 
unknown). 

	 It was said that overseas prostitutes transferred 
much money to their families, but joining such donations 
would have other meanings. I guess for the foreign workers, 
joining donation was a chance to assert themselves, and they 
could feel ties with not only their families but also Japan.

	 Table 2 shows the prostitutes’ birthplaces from 
the third to ninth sheets above97; as it was often said that 
there were many prostitutes from Nagasaki prefecture and 
Kumamoto prefecture.

	 Suzuki1909 said that Saigon and Hanoi had one 
Japanese doctor each. The doctor in Hanoi was at a house 
of prostitutes without opening a hospital. This meant medical 
check and caring for the prostitutes were the doctor’s main 
jobs. The doctor in Saigon must be in the same situation. 
	 Japanese prostitutes needed barbers for their 
Japanese-style hair. According to Takagaki1938P129, there 
were two barbers along Boresse Street. Kashiwagi1990P82 
said that there were six Japanese barbers in Saigon in 1908 

Table 2. Birthplaces and 
Number of the Prostitutes of 
Boresse Street in 1904

Prefecture Number
Nagasaki  56
Kumamoto 33
Saga  7
Fukuoka 4
Ehime  3
Hyogo  3
Yamaguchi 2
Hiroshima 2
Shimane 2
Kochi  2
Wakayama  2
Kagoshima 2
Oita 1
Kagawa  1
Osaka  1
Nara  1
Tokyo 1
Unknown 1
Total 124
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and four in 1913. The names of the barbers in Saigon in 1913 were below.

Fukumatsu Nishizaki, Genjiro/Motojiro Mori, Tokijiro Osumi, 
Yamanaka (first name is unknown) 

	 Tsuboya1917P202 said, “There is Mr. Mori’s barber in front of the hotel”. 
Koshimura1919P554 also mentioned “Mori barber shop”. It was reported, “In Mori barber 
shop, a few Japanese are working. They earn about 100 Japanese yen a month, including 
salary and tip”98. “Mr. Mori” might be “Genjiro/Motojiro Mori” above. “Hotel” indicated 
Continental Hotel, next to the theater. Mori had his shop about 1 km away from Boresse 
Street. 

	 Because of prostitution abandonment, it was said that the garrisons in Saigon 
decreased to four or five and in 1923 completely closed. However, some of them were 
changed to restaurants99. As I mentioned above, “Chart” recorded zero prostitutes in 1922. 
	 We see some episodes about retired prostitutes below.

From the late 1920s to the early 1930s, a lady named Yone opened a Japanese restaurant in 
Hanoi, and a lady named Natsu opened one in Saigon. Both businesses were quite successful. 
Natsu’s was near Saigon Port, and there were many Japanese who drank and had fun there 
during World WarⅡ.100

	 Saigon Port was about 1 km away from Boresse Street. Natsu got a chance to open 
her restaurant at a suitable location and succeeded in her business. 
	 Let me pick up some other episodes. A Japanese woman was working as a masseuse 
at Nihon-Hotel. Another was managing Akatsuka Store in Saigon. It was also said that there 
were about 50 retired Japanese prostitutes working as housekeepers at the French homes in 
Saigon101. 

	 Along Boresse Street, there were over 100 Japanese prostitutes at the early 20th 
century. We saw their charity activities. Their donations indicated their active businesses. We 
also saw some kept working there after the prostitution abandonment.

	 4.3 Around Boresse Street 

	 City Saigon had Saigon Port. Next to Saigon, there was Cho Lon area prospering 
with rice export. There were many other prostitutes in such areas. We noticed the descriptions 
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of Indian prostitutes and a native prostitute102. Also, it was pointed out that for gigolos of 
French prostitutes, Saigon was a base city. They sent the prostitutes to Singapore, Batavia, 
Manila, and other places103. Some might stay in Saigon.
	
	 Osada1917P327 wrote in the section of ‘Adventure of a Haunt of Devils’ below.

At last, we arrived at No.15 Garrison of Pierre Street and stopped our carriage. An old native 
lady Emily is managing this garrison, and at any time, there are many white and mixed-blood 
beautiful young prostitutes. This garrison is thickly forested, and it looks like a haunt of 
devils.   

	 According to some maps104, “Pierre Street” was in the northern area of the navy’s 
barracks. The description indicated at least 15 garrisons were there and there was a garrison 
managed by a native. Because of white prostitutes, Pierre Street might be more deluxe than 
Boresse Street.

	 Boresse Street did its business within the competition. 

		
5. Final Chapter

	 Lastly, let me summarize what could be clarified about Japanese prostitutes in 
French Indochina through this research.
	 In French Indochina, Japanese prostitutes were apparent from the 1880s. We 
confirmed that they did their business under the public prostitution system of the authorities 
there. The business had run in the important locations of military and industry and developed 
even in rural areas. We confirmed their 25 locations. We saw the examples of the authorities 
requesting the Japanese to open the garrisons. The Japanese made a sales call. Japanese 
prostitutes also served as “Comfort agency” for French forces. Some prostitutes did their 
business in Japanese appearance. Despite the contempt of the French, they looked popular.
	 In Saigon, there was a Japanese Garrison Street, “Rue Boresse”, which is today’s 
Yersin Street. There were at least 60 garrisons and over 120 Japanese prostitutes at the early 
20th century. Japanese prostitutes held their competitive business with the people such as the 
whites, Indians, and natives. 
	 The prostitution abandonment in the 1920s was managed quickly by Japanese 
consulates. According to the official data in 1923, the abandonment was completed in French 
Indochina.
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	 Future studies should be positioned as Japanese prostitutes in French colonial 
governance. It is necessary to clarify the situations in the places besides Saigon in detail to 
get actual examples of prostitutes. 
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１．海洋航海の再検討

　本論文では環北太平洋に位置する３つの複雑化した海洋狩猟民を取り上げ，

その異同を探ることを試みる。それらの海洋狩猟民は大陸と島嶼間の往復が必

要であり，船に関する卓越した技術を有していることが共通点である。

　2023年 11月３日から５日までの期間，国立民族学博物館を会場として国立

民族学博物館共同研究会が国際シンポジウム形式で開催された。この研究会は

岸上伸啓氏が研究代表者を務め，研究課題は「環北太平洋地域の先住民社会の

変化，現状，未来に関する学際的比較研究―人類史的視点から―」である。期

間中に国内外の研究者が集い，それぞれの研究発表の後で活発な議論が交わさ

れた。筆者は 11月３日のセッション２で“The Interaction of Complex Hunter-

Gatherer’s Societies with the Development of Seafaring Technology in the Late 

Holocene in the North Paci�c Rim”と題した口頭発表を行ったが，本論文は，

環北太平洋の後期完新世におけ
る海洋航海の発展と複雑化した
狩猟採集社会との関係

手塚　薫
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そのときの内容に多くを負っている。Complex Hunter-Gathererを本論文では，

複雑化した狩猟採集民と翻訳している。北米北西海岸地方の首長制社会にみら

れるようなポトラッチなどの慣習を有する階層化した社会は，これまでの狩猟

採集民の枠組みから逸脱しており，農業による食料生産をともなわずに定住性

の高い暮らしを実現していた。

　おおよそ 3000年前以降の後期完新世には，北米北西海岸以外にも世界の各

地で類似した事例が見いだされるようになっている。そうした複雑化した狩猟

採集民の成立の背景に，これまであまり注目されてこなかった発達した海洋技

術，とりわけ船による経済活動の重要性があることを明らかにしようとするも

のである。

　近年，研究者の間で，このような特徴を seafaring「海洋航海」という用語

を用いて説明しようとする傾向が顕著になってきている。そこで，この「海洋

航海」のフレームワークを用いながら，環北太平洋諸地域間の異同を探ってみ

ることにする。しかし，個々の地域の詳細な文化の変化を検討することまでは，

筆者の力量を超えていることもあって，意図していない。

　また，関らが明らかにしているように，約 3000年前のアンデス文明の権力

形成に，貴重な荷役用の動物として飼育されたリャマが大きな役割を果たした

ことが議論されている（関編 2017）。これは陸地の事例であるが，海上でも交

通手段の進化が社会の複雑化に同様のインパクトを与えていることも追求され

てしかるべきであろう。島嶼環境へ進出するなど，優れた海洋技術を駆使した

複雑化した狩猟採集民として以下の３つを比較対象とする。

　アラスカ先住民の代表としてアラスカ南西部のコディアック島（Kodiak）の

パシフィック・エスキモーを，北米北西海岸の先住民の代表としてハイダ・グ

ワイ諸島（Haida Gwaii）のハイダ族を，筆者も現地調査参加した北東アジア

先住民の代表として千島列島（Kuril Islands）のアイヌを考察する（図１）。千
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島列島，アラスカ南西部コディアック島，ハイダ・グワイ諸島の海上生活，と

りわけ船を比較の中心に据える。なお，筆者はアイヌ文化研究を専門としてい

るために，３地域の中でアイヌの船の構造と歴史について重点的にとりあげる

ことをあらかじめお断りしておく。

２．サケが複雑化した社会の基盤なのか

　縄文時代の東高西低の状況を示す遺跡数の差，すなわち人口の格差を説明

するものとして山内が提唱したいわゆる「サケ・マス論」がある（山内 1964）。

これは秋に大量に遡上するサケ・マス資源と同じ時期に結実するドングリ等

の堅果類を集中的に採捕し，貯蔵することで集落を形成し，安定的な定住生

活を営み，人口規模を大きくすることを可能にしたとするものである。また，

同じ論考のなかで，太平洋を挟んだ東と西の対比をこのように記す。「北米の

図１　北太平洋沿岸地域と本論文で扱う３島嶼の位置
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Indian には，サケの遡上する地帯で，これをとって保存食料とする処もある。

Salmon Area といわれる。南はカリフォルニアから北はアラスカに至る。これ

に対応するアジアの東岸もこれに似ていて，各地の原住民はサケを主食とする

といってよい。その南端が北海道アイヌであり，日本の東北部である。カリフォ

ルニア Indian は北部ではサケとドングリの両者を保存食料としている。南半

ではドングリが主食である。Acorn Area といわれている。これと似て縄紋式

文化圏の西南半は木の実を主食とし，東北半は木の実とサケの二本建になって

いたと考えられる」。民族誌と考古学資料に依拠しながら，カリフォルニア・

インディアンとアイヌから縄文社会までの豊かな食料資源に恵まれた安定的な

定住社会の姿を比較して描写した。この「サケ・マス論」は実際に遺跡からサ

ケ・マスの魚骨が出土しないことが多く，国内では大きな論争となった。近年，

いるま野市前田耕地遺跡，石狩紅葉山 49号遺跡などで，徐々に考古学的な裏

付け資料も確認されつつあるが，貝塚からの出土例が少ないなどの問題点もは

らんでいる。

　2012年にコロンビとブルックスが編者となり，サンタフェ高等調査研究所

が主催したセミナーの成果本が刊行された（Colombi and Brooks eds. 2012）。

サケは先住民族の生存と文化的アイデンティティの源泉となるキーストーンで

あり，先住民とサケが，歴史的にみても，特別に深く結びついていることを再

認識させてくれる優れた研究である。しかし，サケだけが複雑化した社会を支

えるのではない。モンクスは，サケを強調しすぎるあまり北西海岸の先住民の

経済に重要であった他の資源を見落とすことを，サーモン病（Salmonopia）と

批判した（Monks 1987）。

　サケが入手できるだけ，あるいはその捕獲が集中的に実行されるだけで，定

住的な生活や複雑化した社会が出現するわけではない。食料が欠乏する季節に

備え，捕獲貯蔵できる技術と保管場所の確保が重要である。効率的な捕獲と貯
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蔵の技術が，複雑化した社会の進展には不可欠になるからである。しかし，サ

ケが遡上したとしても，複雑化した狩猟採集民に特徴的な高度な定住性が保証

されるわけではない。サケと生活の安定度との関係は，季節的に遡上するサケ

を，どの程度恒常的なエネルギーに変換できるかにかかっている。

３．海洋航海技術にフォーカスする研究史

　この方面の研究史としてまず取り上げるべきなのは，渡辺による環北太平洋

文化の集中的な通文化比較研究の成果であり，その特徴が紹介されている（岸

上 2015）。渡辺は環北太平洋の東と西の文化の共通点を体系的に分類した（渡

辺 1988）。この論文は，同地域における船の重要性をも比較検討し，遠距離航

海による異民族間交易にも言及した初期の業績として，アーノルドの海洋狩猟

民における海洋技術の革新を取り扱った論文と並び，高く評価できる（Arnold 

1995）。しかし残念ながら，渡辺のこの研究の続編は提出されず未完に終わっ

ている。船は食生活関連要素の中で論じられ，社会生活や戦争とのかかわりや，

遠距離航海による異民族間交易についてはごく簡単に扱われているだけである。

とはいえ，環北太平洋諸文化の共通性の背後には大型の船が存在し，その存在

がこれらの特徴を強化する働きを果たしていることを示唆している点で画期的

な研究といえよう。

　また，渡辺の 1992年の論文では北太平洋沿岸の階層化した狩猟採集民社会

に普遍的にみられる４つの共通点を取り上げている（渡辺 1992）。それらは，

生業分化（狩猟の特殊化）と階層化，貧富差（財宝の蓄積），行動域と知識の

階層化，礼儀・作法と言葉の階層化から構成される（渡辺 1992）（図２）。

　まず，狩猟採集民社会に普遍的にみられる階層化は基本的に生業分化にもと

づいており，大型獣の狩猟に特化した生業パターンを持つグループ（大型獣狩
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猟者）と非専門者のグループ（非狩猟者）に区分される。前者は富者（指導者

層）に相当し，宝物類（威信財）は，エリート階層の身分の指標であったばか

りでなく，結婚関係の支払い（結納・持参金）と紛争（戦争・殺人）解決の賠

償の手段として重要な社会的・政治的機能を果たしたと述べている。

　行動域・知識の階層化現象については，大型獣狩猟者の行動域が非狩猟者の

行動域を凌駕し，彼らが技術的・儀礼的に複雑で高度な知識を保有して地域社

会の知識階級を形成した。富者（上層，指導者層，貴族）と平民の知識の差は，

両者が従事する生業の差による行動域の差に一致し，行動域の格差は知識・経

験の格差をともなっていると主張している。平民は旅行嫌いで考えも偏狭なの

に対し，高位の人は通文化的相互作用のスペシャリストであるという。そのこ

とから，当然の帰結として，船は行動域やそれを運用する知識，入手する資源

の多寡に直接関与していることが窺い知れるのである。

　礼儀・作法と言葉の階層化については，政治的・儀礼的特権とそれに起因す

図２　北太平洋沿岸狩猟採集民の社会的階層化にみられる共通性
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る経済的余剰を支配する者は，他の人々とは異なる，複雑で洗練された礼儀作

法と言葉遣いを維持していたとする。

　一方，渡辺のこの２つの研究成果については，歴史的な変化を把握する枠組

み（時間軸）が提示されず，もっぱら過去の伝統文化に焦点をあてており，現

代の先住民諸文化と彼らの将来に触れていないとの批判がある（岸上 2022）。

この問題については本稿の終盤で取り上げる。

　その後も個々の地域，たとえば，千島列島のアイヌ文化期の船による長距離

交易を扱った研究も公表されたが，環北太平洋の他地域との比較はまだ未着手

であった（Tezuka 1998）。また，世界中の海洋航海の発展が，移動手段におけ

る技術的な進歩だけではなく，移住や地域間交易の拡大を通じ，社会や経済の

変革に結びついていることを証明した画期的な研究成果が１冊の図書として刊

行された（Anderson, Barrett, and Boyle eds. 2010）。この本の中では，本稿と

も関係する北米北西海岸の３つの地域の複雑化した狩猟採集民の比較検討が行

われており，北米の海洋に適応した社会における海洋航海の重要性が論じられ

ている（Fitzhugh and Kennett 2010）ものの，環北太平洋の西側の地域は含ま

れていない。

　コディアックとハイダ・グワイでは，身分格差の出現は重要な捕鯨活動の

発展と一致しているとの見解がある（Acheson 2005; Fitzhugh 2003; Sampson 

2023）。千島アイヌの場合も，社会階層の上部が生業・情報・交易を管理しており，

先住民社会階層内の身分・立場によって，外部社会からの移入品にアクセスす

る度合いは異なっていることが知られている（手塚 2011）。

　2024年にはファウヴェルらによるカリフォルニアと北海道の海洋技術と海

洋アイデンティティに関する論文が発表された（Fauvelle, Sasaki and Jordan 

2024）。アイヌの縄綴船と同種の準構造船の特徴を持つチュマシュ（Chumash）

の海洋航海船トモル（tomol）の２つを比較している。結論部分では，進化し
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た船の出現と社会の階層化の相関関係を，技術革新，交易の拡大，人口増加，

アイデンティティの確立という４つの現象と関連させて弁証法的に論じている。

４．島嶼への適応パターン

　大陸と島嶼の関係については，生物地理学理論や社会生態システムの研究の

蓄積から一般に以下のような各段階からなるモデルを提示できる (Holling and 

Gunderson 2002)。

①島は資源の連続性のある大陸と違い，高度な航海技術が要求され，低い人口

支持力に加え，大陸の源流地で培った知識が通用しないなど，その環境に適

応するのは困難である。そこで本土（出発地）との経済的・社会的交流が維

持される必要がある。本土との間を行き来する一定の手段は存在していた。

②島の環境に適応し，内陸だけでなく海洋の資源をうまく活用することが可能

になる。島での適応がうまくいけば人口が増加する。環境収容力の高い島で

は，本土との交流は減少し，航海手段は周囲の資源開発，近隣地への移動が

中心となる。

③生息地が飽和状態になり，人口が拡大し，重要な資源をめぐる競合は激化し，

同盟関係，交易，戦争を助長する。一部の人々が，他人を排除しつつ重要な

資源の排他的な支配と外来品へのアクセスから利益を得るような象徴経済・

威信経済の段階に移行する。複雑な狩猟採集社会への移行（階層性）が特徴

であり，特定の身分・地位に富が集中する。この段階では本土などの他地域

との交流が鍵となる。

④効率的な資源・資本の集約が行われ，資源利用が安定しているものの，新規

性や柔軟性は失われ，そこに外部からの何らかの攪乱や衝撃によって崩壊が
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生じ，諸資源やエネルギーが消費され，古い適応システムは崩壊し，新たな

システムが再構成される。

　つまり，島嶼環境へ進出した当初は，島外の資源を持ち込んで利用するが，

その後，新しい環境に適応するなどして「自給自足」の度合いが高まれば，島

外よりも島内の資源への依存を深めることが予想される。③のような政治的な

競合が発生する段階に移行すれば，以前よりも広範囲で長距離の交流が行われ

るなどして，再び島外の物資を用いる可能性が高まる。この形態は，種々の要

因（環境変化，移住規模・頻度，島嶼サイズ，島と本土の距離，生業・造船技

術）によっても影響を受ける。

５．島嶼地域の拡散と適応

　千島列島への人の移住は，現地調査の結果，おおむね以下のような段階をへ

て行われたと考えられている（手塚 2011）。続縄文文化期に中部千島列島まで

の一時的な進出がみられるものの，オホーツク文化期に入るまで千島列島全域

に居住域を拡大することはできなかった。アイヌ文化に先行するオホーツク文

化の船の利用に関して，大井は集中的な調査の結果，「それらの船はけっして長

途の，少なくとも数日以上の，航海を想像せしめるものではなかった」と，総

括している（大井 1976）。千島列島の多くの地域では，造船に適した木材利用

は難しかったため，日常の生業活動での使用がメインであったと考えられる。

　ハイダ・グワイ諸島では，後期更新世に最古の遺跡が形成されるが，およそ

12000年前には本土と地続きになっていたことから，船による植民が行われた

かどうかは判然としない。北米の西部沿岸では，全球的（ユースタティック）

な海水準変動によって，中期完新世以前の移住の証拠は発見されないことが多
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い。北米北西海岸では，中期完新世以降にスギ林の自然拡大によって大型カヌー

の建造に適した木材が供給されるようになると，海岸の広大な範囲における航

海と社会的交流が増加したことが示唆されている（Ames and Maschner 1999）

ものの，本格的な大型船の建造が始まるのは，後期完新世をまたなければなら

なかった。

　コディアック島では，タンギナク・スプリング遺跡から得られた証拠から，

7500年前に人々が列島に移住しており，大陸に住む集団との定期的な接触を

維持していた（フィッツヒュー 2002, Fitzhugh 2003）。コディアック島やさら

に北方地域では，流木の骨組みに海棲哺乳類の皮を張った大型の皮船が出現す

る。

６．後期完新世における３地域の共通性
　

　これら３地域の考古学的な成果に依拠すれば，初期の居住から数百年～数千

年の期間，現地の資源に依存を深める自給自足の期間があったことを示唆して

いる。また，それぞれの地域の長期の文化編年（表１）にもとづくと，共通し

た特徴が後期完新世に登場していることがわかる。それらは主に，人口増加，

社会階層化（奴隷の存在），狩猟・交易・戦争の集中（威信活動による地位向

上の欲求），専業化（生業活動の強化）と技術革新（大量の荷物を運び，長距

離航行が可能な大型船の建造）であった（図３）。

　中期完新世では，以上の特徴がすべて出そろっているわけではないことに注

意を向けなければならない。北米北西海岸地方では，狩猟採集民における世襲

的地位の不平等性といった特徴は，4000年前以降に生じ，それらは後の同地

域の複雑化した狩猟採集民の形成へとつながっていくとされている（Prentiss 

2011）。

(042)000266



表１　３地域の完新世に関する文化編年
　　　 Ames and Maschner 1999, Fitzhugh and Kennett 2010, 手塚 2011 から作成

図３　後期完新世と３地域の共通点
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　大型の船の登場に関し，千島列島ではその証拠は，後期完新世のアイヌ文化

期になるまでみつかっていない。オホーツク文化期には千島列島全域に遺跡が

広がる一方で，カムチャツカ半島に遺跡の存在は確認されていない。千島列島

では船製作に必要な大型木材の取得は困難であるが，15世紀からロシア人と

の接触の直前に相当する 17世紀前半までアイヌ文化に関連する遺跡の分布は，

カムチャツカ半島南部地方にまで広がるために，大型船制作にふさわしい木材

が調達できたと考えられている（高瀬 2015, 2023）。

　アイヌのいわゆる「縄綴船」は，イタオマチプ（itaomacip）とも呼ばれ，北

海道本島でも使用されたが，千島列島で使用されたものは一般により大型で走

破性も高い（図４）。その構造・技術と歴史には多くの先行研究があるので，構造，

歴史，慣習を簡潔に紹介する。

　船底に一木を刳りぬいた丸木舟を置き，両舷および船首と船尾に複数の板を

縄で綴じつけて積載容量を増やし，波除の機能を持たせることから準構造船の

図４　18 世紀の千島アイヌに利用された大型縄綴船
　　　（大塚和義編著・国立民族学博物館編 2001）
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特徴を有する。また，莚でつくった帆と木製の櫂が使用されている。帆の利用

について北米では，ヨーロッパ人との接触期以降に普及するとされるが，アイ

ヌの場合は古くから用いられていることが確実視されており，これが和人の製

作技術の影響なのかどうかは不詳である。両舷に突起のついた櫂座（タカマチ）

を設け，車櫂の基部に空いた穴に通して前後に動かし推進具とする。甲板は設

置しない。1890年に北海道を旅したランドーは，アイヌのこうした船の長さ

について記している。それによると全長３～ 4.6m，全幅 0.9～ 1.1mと小型で

あり，ちょっとしたスコールでも転覆するような代物であったという（ランドー 

1985）。

　一方，秦檍麿の『蝦夷島奇観』には大船図があり，「キイタップ，クナシリ邊

の夷」が船を飾りつけ，松前藩主や箱館奉行に「お目見え」（ウイマム）する際

に，「７尋半許」とあるので一尋を五尺とするか六尺とするかで異なるが，全長

11.3m～ 13.6mの大型船が存在したことを記している。また，千島列島中部に

位置するラショア島からアイヌ 14人が 1805年にロシア人の命によりエトロフ

島の様子を探るために船で来航し，津軽藩士に捉えられ，シャナ会所に拘禁さ

れた事件があり，『休明光記』に記録されている。この際に乗船１艘が吟味され，

「長六間半　深三尺餘」（『休明光記』）とあることから，全長約 11.7m,深さが約

90㎝余りあり，14人の乗員が乗船できたことになる。

　大船を建造する際に，10mを超すような舟敷以外にも大型の板の確保が欠

かせない。近代のアイヌの物質文化の特徴として，鋸の存在は希薄であり，か

つては鋸を多用したか，和人地で板材を直接入手した可能性もある。18世紀

にはこうした船は誰もが製作できるわけではなく，首長層が制作と使用を独占

し，首長またはその妻が所有し，それを一定期間貸付け，漁獲物を賃料とする

慣習もあった。また，旅に出た長老が長い航海から帰還すると，船上と陸地の

双方で，人びとは槍と刀を振り上げ，叫びつつ地面を踏みしめながら行進す
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るという儀礼を行った。これは遠来の客人を迎え入れるための儀礼とされ，18

世紀後期には和人とロシア人により千島列島でたびたび目撃されている（瀬川 

2013）。海上からの侵入者との戦闘を演劇化しており，その背景には船による

襲撃の記憶が反映しているかもしれない。

　歴史に関しては，札幌市 K30遺跡からは９世紀の地層（擦文文化期）から

舟敷舷側部片が出土し，最古の縄綴船の事例とされている（鈴木 2003）。1520

年から 1620年代まで北海道の近世史で「城下交易」と呼称されるアイヌと和

人が松前城下で活発な交易活動を展開する時期には，アイヌが千島海域から

北海道南西端の松前城下まで片道約千キロを 90日間かけて移動する長距離

交易を実施していたことがイエズス会士の記録から知られている（チースリ

ク 1962）（図１）。民族誌や明治期に記録される小型の縄綴船とは全くことなる，

積載容量と航海性能を高めるための大型縄綴船の存在が知られていた。航海の

途中でボートを陸地に引き上げ，船体を解体して板材を乾かすなどのメインテ

ナンスをおこなう必要があった。

　以上のことから，北海道では縄綴船の出現は９世紀代に遡り，アイヌと和人

の交易活動が進展する元和年間頃には，アイヌが大型の縄綴船に乗って自由に

往来する時代があった。しかし，商場知行制に移行し，アイヌが蝦夷地内にそ

の活動を限定されるようになると，次第に大型の縄綴船が使用される機会は減

少するようになったと考えられる。

　本土から遠く隔たった島々に住むハイダ族は，必然的に海と陸地を往来す

る民族であった。全長 18.3メートルもある大型カヌーで交易船団を組み，ビ

クトリアまでの往復 1600キロを航海した (Stewart 1984)（図５）。ハイダ族は，

バンクーバーからコッパー・リバーに至る北米北西海岸の他のすべての民族と，

彼らの巧みに作られたカヌーを取引した。クイーン・シャーロット諸島の巨大

なレッドシーダーから積載量６～８トン，長さ 60フィート以上のカヌーを製
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作することができた。取引の際，先住民の時間観念に従って，交渉に長い時間

を費やすことが往々にしてあった。先住民の儀式，歌，踊り，富の披露は，通

常，交易のプロセスの一環であったことを，欧州からやってきた航海者が記録

している（Fisher 1996）。北西海岸の先住民は大型の戦争用カヌーを漕ぎ出し，

奴隷を確保するために遠隔地の村々を襲うハイダ族の存在を知っており，その

対策も講じていたという (Reid 2015)。

　後期完新世の初期，約 2000～ 2500年前から，コディアック島では政治的競

争の証拠が増加する。地域的な社会的階層化の兆候が見られ，戦争で捕虜とさ

れた奴隷も存在した。以前は使用されていなかった外来材料の使用が見られる

ようになる（Stef�an and Saltonstall 2001）。クジラの捕獲や，局地的な防御施

設の充実など，政治的な競合の証拠が増加した（Fitzhugh 2003）。

　ダヴィドフによれば，アラスカ海域では，一度に数十人を運べる規模の大型

ボートが作られ，これらの航海は片道 900㎞にも及んだ（Davydov 1976）。こ

うした皮舟はアングヤック（angyaq）（複数形は angyat）と呼ばれ（ロシア語

図 5　ハイダ族の大型カヌー（Emmons 1991）
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ではバイダーラ baidaraともいう），長距離の交易遠征や戦争，村落間の移動

に使われた大型のオープンボートである（図６）。アングヤックは軽くて丈

夫な木製のフレームを持ち，そのフレームは鯨のヒゲで結わえ付けられてい

た。このため柔軟性に富み，荒波の中でも折損を防ぐことができた (Crowell, 

Stef�an, and Pullar eds. 2001)。ステファンソンは，皮船は，縫い目を締めて

腐敗を防ぐために，数日ごとに乾燥させる必要があったという（Stefansson 

1913）。陸地で野営する際にはこの船をひっくり返して小屋として使うことも

一般的であった。

　北アメリカの太平洋岸では，ボートの容量は後期完新世の後期に拡大し，戦

闘行為の激化にも関与している（Fitzhugh and Kennett 2010）。航海の安定性

はともかく，ボートは国内生産だけでなく，威信をかけた交流や戦争にも使わ

れるようになった。ボートの大型化は，生業経済から象徴経済・威信経済への

移行にも密接に関与していることを示している。 

　これは，３地域の船の名称，全長，構造，装飾塗装，素材，継ぎ目加工，推

進具，出現期，航続距離，主要目的をまとめたものである（表２）。考古学的

証拠にもとづくならば，北海道では縄綴船の出現はもっと早い。

図 6　アングヤックの模型（Crowell, Steffian, and Pullar eds. 2001）
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７．複雑化した狩猟採集社会の歴史的展開過程

　環北太平洋の諸民族の文化的共通性を生態人類学的視点と伝播論的視点を組

み合わせて解明しようとした渡辺の先駆的な業績（渡辺 1988, 1992）に対して，

歴史的な変化を把握する枠組み（時間軸）が提示されていないとの批判がある

ことを先述した（岸上 2022）。この欠点を克服するためには，図７に示したよ

うに，具体的にいつの時期を指すか不明なことの多い「民族誌現在」の観点か

ら脱却し，各文化要素間の相互作用を歴史的なプロセスとして理解する必要が

ある。各要素は同時に出現するわけではなく，それぞれが相互に影響しながら

変化してきた流れを動的に捉えることができる。この図では時間は左から右に

経過する。

　大陸から島嶼部への移住のあとに，特定生息地内の資源を効率的・安定的に

表２　３地域の船の比較

Crowell, Steffian and Pullar eds. 2001, Emmons 1991, Fitzhugh 2003, Miller 2010, Stewart 
1984, 大塚和義編著・国立民族学博物館編 2001, 小林 1988, チ―スリク 1962 などから作成
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利用する手段を確立できれば，人口増加につながる。多くの場合，それらは安

定した海洋適応による食料の獲得を意味している。

　いずれの地域でも，海洋資源の効率的な開発により，定住化が進み，人口は

増加し，余剰が蓄えられやすくなるという状況が生まれた。海水準が安定し

（Fladmark 1989），航海に適した環境が整ったことも大きい。また，素材が入

手できる環境に居住域を拡げる試みも無視できない。外部社会から流入した珍

しい移入品が，階層化した社会の発展を支えた側面もあるだろう。

　交易価値の高い資源を生産するためには，特殊な技術と投資が必要であり，

すべての人が狩猟活動に従事できるわけではない。大型の準構造船と皮舟は技

術革新の結晶であり，小型のものから徐々に発展していった。建造には特殊な

技術と原料が必要であり，労働や制作に多大なコストがかかった。環北太平洋

において，こうした船の使用は，社会的・政治的な複雑さの増大と一致してお

り，技術的により複雑な船の設計は，造船のスポンサーとなる首長の威信を高

めることにつながった。また，海を利用した狩猟・交易・戦争・儀礼が可能に

図７　複雑化した狩猟採集社会の歴史的展開過程
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なったことで，社会階層化，安定した定住化，首長制社会の形成を促した。

　狩猟が専業化するようになると，その結果として知識・儀礼が特殊化する。

交易や略奪のための航海を支援できる富裕な首長層や，クジラ，海獣類，大型

魚類など危険な獲物を外洋で狩猟できる首長層は，威信を高め，外来の物資を

より多く入手するための長距離航海を企て，社会内部での序列に基づき，富の

蓄積は次第に非対称の様相を呈しはじめる。政治的・経済的な競合は一段と高

まり，より長距離を，より大量の交換品とより多くの戦士を載せて移動するた

めに，さらなる技術革新が船の大型化を促進させる。交易は単に経済活動の側

面からのみ説明されるべきではなく，精神文化ともかかわる種々の精巧な儀礼

が付随する。したがって，接触期後しばらくたって人口が減少し，交易が衰退

すると，そうした儀礼もまた消失することになる。

　技術革新は外部からの略奪を誘発しやすくするなどの副作用もある。本格的

な接触期を経て，長距離交易は衰退し，船体は小型化し，近海や河川での狩猟

が中心になる。しかしながら現代は，海洋航海の記憶が文化復興や伝統的知識

の継承に貢献している。

　1875年の日露間で締結された樺太・千島交換条約によって，千島アイヌは

残念ながら，千島列島内における北から南への移住を促され，海洋航海の伝統

はいったん途絶えたかに見えた。しかし北海道では 1980年代頃からこのアイ

ヌの優れた民俗知を現代によみがえらせ，そこに込められた祖先たちの知恵の

エッセンスを学び取り，そこからアイヌ民族のアイデンティティを再興する

というプロジェクトがイタオマチプを中心にして実施されてきた（大塚  1995）。

これらの製作物は日本国内の博物館に納入されることも珍しくない。同様に

今日のコディアック島でも，アングヤック民族プロジェクト（Angyaq Tribal 

Project）を通じ，伝統的な大型皮船を復元し，実際に航走する取り組みが行われ，

若い世代を含む地域コミュニティの再生・復興の原動力となっている。いずれ
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の地域でも伝統的な船や航海に関する知識の拡充が先住民のアイデンティティ

の基盤になっていることを確認できる。現代ではこうした船を再現し，実際に

海上を走らせることにより，知識伝承や文化の復興への機運が高まっている。

（てづか　かおる・北海学園大学人文学部教授）

図８　2002 年に新ひだか町で復元された
　　　イタオマチプ

（石川県立歴史博物館・小樽市総合博物館
編 2022）

図 9　コディアックのアキアックの若者が
　　　2016 年に復元したアングヤックを漕走

（バーク博物館で筆者撮影）
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一
、
は
じ
め
に
（
問
題
の
背
景
）

　

稿
者
は
前
稿
と
な
る
拙
稿
（
二
〇
二
四
）
に
お
い
て
、小
中
高
の
児
童
・
生
徒
を
短
歌
初
学
者
と
し
、短
歌
初
学
者
に
と
っ

て
の
現
代
短
歌
、
中
で
も
、
笹
井
宏
之
の
第
一
歌
集
『
ひ
と
さ
ら
い
』（
書
肆
侃
侃
房
、
二
〇
〇
八
）
の
歌
を
評
釈
・
考
察

し
た
（
１
）。
そ
こ
で
は
、『
ひ
と
さ
ら
い
』
の
歌
に
は
身
体
語
彙
「
手
」
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
ら
は
「
変
成
」
そ
し
て
「
希

求
」
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
考
察
し
、
笹
井
短
歌
は
短
歌
初
学
者
に
と
っ
て
価
値
や
魅
力
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
。
本
稿
は
前
稿
の
継
続
研
究
と
し
て
、
第
二
歌
集
『
て
ん
と
ろ
り
』（
書
肆
侃
侃
房
、
二
〇
一
一
）
の
歌
を
評
釈
・
考
察

笹
井
宏
之
の
短
歌
の
研
究
　
そ
の
二

　
︱
第
二
歌
集『
て
ん
と
ろ
り
』に
お
け
る
身
体
語
彙「
ゆ
び（
指
）」を
中
心
に
︱

大
村
　

勅
夫

［
論
文
］

014



笹井宏之の短歌の研究 その二　−第二歌集『てんとろり』における身体語彙「ゆび（指）」を中心に−

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、『
て
ん
と
ろ
り
』
に
は
、
歌
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
佐
賀
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
三
七
首
も
併
せ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
ひ
と
さ
ら
い
』
編
纂
に
あ
た
り
、
笹
井
自
身
が
佐
賀
新
聞
掲
載
の

も
の
を
収
録
せ
ず
に
い
る
た
め
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
稿
で
の
対
象
の
外
と
し
、
本
稿
で
は
こ

れ
ら
以
外
の
四
一
四
首
を
対
象
と
す
る
。

　

笹
井
宏
之
、
そ
し
て
、
笹
井
の
短
歌
は
、
今
ま
た
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
番
組
で
特
集
さ
れ
た
り
、
笹
井
の
名

を
冠
し
た
短
歌
賞
も
６
回
を
数
え
た
り
、
高
校
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
り
な
ど
で
あ
る
。
特
に
、
高
校
国
語
教
科
書

の
掲
載
は
、
必
履
修
科
目
「
言
語
文
化
」
の
１
冊
だ
け
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
発
展
的
選
択
科
目
で
あ
る
「
文
学
国
語
」

の
１
冊
に
も
一
首
で
は
あ
る
が
、
掲
載
さ
れ
た
（
２
）。
す
な
わ
ち
、
笹
井
の
歌
は
、
必
履
修
科
目
の
教
科
書
と
い
う
人
口

に
膾
炙
す
る
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
選
択
科
目
と
い
う
追
究
を
到
達
と
す
る
教
科
書
に
適
し
た
材
で
あ
る
、
と

い
う
証
左
と
も
い
え
よ
う
。
現
代
短
歌
と
し
て
の
笹
井
の
歌
が
、
穂
村
弘
や
俵
万
智
の
歌
に
比
肩
す
る
と
の
と
ら
え
方
が

な
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
の
も
そ
れ
ほ
ど
お
か
し
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
笹
井
宏
之
の
短
歌
を
研
究
す
る
こ
と
は

そ
れ
ほ
ど
の
価
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

前
稿
で
は
、『
ひ
と
さ
ら
い
』
の
特
徴
と
し
て
、
身
体
語
彙
「
手
」
の
多
用
を
明
示
し
た
。
二
六
九
首
中
、
実
に
、
十
五

首
十
八
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
身
体
語
彙
の
中
で
は
最
多
で
あ
っ
た
。
で
は
、『
て
ん
と
ろ
り
』
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。『
て

ん
と
ろ
り
』
で
の
四
一
四
首
の
う
ち
、
身
体
語
彙
「
手
」
使
用
の
歌
は
、
十
一
首
で
あ
っ
た
。「
手
」
使
用
の
歌
は
第
一
歌

集
・
第
二
歌
集
ど
ち
ら
も
ほ
ぼ
同
じ
数
で
あ
り
、
や
は
り
、
笹
井
の
歌
に
と
っ
て
「
手
」
が
重
要
で
あ
り
、
特
徴
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、『
て
ん
と
ろ
り
』
に
は
、
も
う
一
つ
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
身
体
語
彙
「
ゆ
び
（
指
）」

の
多
用
で
あ
る
。『
て
ん
と
ろ
り
』
に
お
い
て
「
ゆ
び
（
指
）」
を
使
用
し
て
い
る
歌
は
十
四
首
十
四
回
で
あ
る
。
三
％
強

015



の
歌
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、「
手
」
の
歌
よ
り
も
多
い
。
ま
た
、『
ひ
と
さ
ら
い
』
に
お
い
て
は
「
ゆ
び
（
指
）」
の
用
い
ら

れ
て
い
る
の
は
四
首
四
回
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
て
も
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、『
て
ん
と
ろ

り
』
に
お
け
る
「
手
」
の
歌
を
評
釈
・
考
察
し
、『
ひ
と
さ
ら
い
』
に
お
け
る
「
手
」
の
歌
と
比
較
・
考
察
す
る
。
次
に
、『
て

ん
と
ろ
り
』
に
お
け
る
「
ゆ
び
（
指
）」
の
全
歌
を
評
釈
・
考
察
し
、
笹
井
短
歌
に
お
け
る
「
手
」
と
「
ゆ
び
（
指
）」
に

つ
い
て
考
察
す
る
も
の
と
す
る
（
３
）。

　

前
稿
に
お
い
て
、
稿
者
は
現
代
短
歌
に
お
け
る
「
手
」
の
歌
を
、「
手
」
を
通
し
な
が
ら
作
中
主
体
の
気
づ
き
や
想
い
を

表
現
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
今
そ
こ
に
あ
る
も
の
や
こ
と
に
つ
い
て
の
改
め
て
の
発
見
や
、
そ
こ
か
ら
以
降
を
想
像
し

て
詠
ん
だ
も
の
が
多
い
と
考
察
し
た
。
で
は
、「
ゆ
び
（
指
）」
の
現
代
短
歌
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
近
代
短
歌
と
比
較
す
る
。
掲
載
歌
数
が
一
五
万
首
超
で
あ
る
「
近
代
短
歌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
か
ら
と
ら
え
る
と
、

そ
こ
で
は
、「
ゆ
び
（
指
）」
は
四
一
六
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
手
」
の
二
三
五
一
件
に
比
べ
、
大
き
く
様
相
を
異
に
し
て

い
る
（
４
）。
同
じ
く
、
比
較
と
し
て
、
野
浪
正
隆
（
二
〇
一
〇
）
よ
り
、
近
代
小
説
に
お
け
る
「
ゆ
び
（
指
）」
の
出
現
率

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
十
四
位
で
あ
っ
た
（
５
）。
こ
れ
も
、「
手
」
が
出
現
率
一
位
で
あ
り
、
か
つ
、
二
位
以
下
を
大
き
く
引

き
離
し
て
お
り
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
ゆ
び
（
指
）」
の
使
用
は
、
近
代
短
歌
・

近
代
小
説
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、「
手
」
と
比
べ
て
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
現
代
短
歌
に
よ
る
「
ゆ
び
（
指
）」
の
使
用
を
と
ら
え
る
。
前
稿
と
同
様
に
、
山
田
航
（
二
〇
一
五
）
お
よ
び

東
直
子
ら
（
二
〇
一
八
）
を
用
い
、笹
井
宏
之
と
同
世
代
の
歌
人
作
品
を
参
照
す
る
（
６
）。
す
る
と
、そ
こ
で
は
「
ゆ
び
（
指
）」

の
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
、
二
二
人
四
〇
首
・
十
四
人
十
六
首
で
あ
り
、
併
せ
る
と
、
二
九
人
四
三
首
で
あ
っ
た
。
両
書
併
せ
る

と
三
〇
〇
〇
首
近
く
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
％
強
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
て
ん
と
ろ
り
』
に
お
け
る
「
ゆ
び
（
指
）」
の
歌
は
、
近
現
代
短
歌
に
お
い
て
も
顕
著
に
多
い

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
単
に
『
て
ん
と
ろ
り
』
の
中
で
多
い
だ
け
で
な
く
、
笹
井
短
歌
そ
の
も
の
の
特
徴
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
河
路
由
佳
（
一
九
九
九
）
は
、「
現
代
で
は
指
を
扱
っ
た
秀
歌
は
少
な
く
な
い
」
と
し
、「
ゆ
び
（
指
）」
を

歌
語
と
し
た
も
の
と
し
て
、
吉
野
秀
雄
・
春
日
井
建
な
ど
の
作
品
を
例
歌
と
し
て
あ
げ
て
い
る
（
７
）。
そ
し
て
、
そ
の
例

歌
に
共
通
す
る
の
は
「
命
」「
生
」
で
あ
る
こ
と
が
と
ら
え
ら
れ
る
。

二
、『
て
ん
と
ろ
り
』
に
お
け
る
「
手
」
の
歌

　
『
て
ん
と
ろ
り
』
に
お
い
て
「
手
」
の
歌
は
十
一
首
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
三
首
を
抽
出
し
、
評
釈
を
試
み
る
。

４
９　
　

カ
フ
ェ
オ
レ
の
匂
い
の
な
か
で
い
ち
ま
い
ず
つ
恋
人
に
手
の
ひ
ら
を
渡
し
た　

　

五
七
六
五
九
で
あ
る
。

　

三
句
の
六
音
に
よ
り
、
そ
の
「
い
ち
ま
い
ず
つ
」
が
か
か
る
「
渡
し
た
」
行
為
の
ぎ
こ
ち
な
さ
や
丁
寧
さ
な
ど
が
と
ら

え
ら
れ
る
。「
カ
フ
ェ
オ
レ
の
匂
い
の
な
か
」
と
あ
り
、そ
こ
に
は
「
匂
い
」
だ
け
で
な
く
、温
か
さ
も
満
ち
て
い
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
カ
フ
ェ
オ
レ
」
か
ら
は
、
苦
み
が
抑
え
ら
れ
た
ま
ろ
や
か
さ
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
の
「
恋
人
に
手
の
ひ

ら
を
渡
」
す
行
為
を
作
中
主
体
は
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
行
為
自
体
が
、
温
か
な
も
の
で
、
ま
ろ
や
か
な
も
の
だ
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
手
の
ひ
ら
を
」「
い
ち
ま
い
ず
つ
」
は
奇
妙
も
感
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
こ
と
も
と

ら
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、「
い
ち
ま
い
ず
つ
」
か
ら
、
そ
の
「
手
の
ひ
ら
」
が
薄
っ
ぺ
ら
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、「
渡
」
す
行
為

や
「
手
の
ひ
ら
」
を
摑
む
行
為
に
丁
寧
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
次
に
、「
ず
つ
」
か
ら
、「
手
の
ひ
ら
」
は
何
枚
も
あ
り
、
そ
の

い
く
つ
も
を
繰
り
返
し
、「
恋
人
に
」「
渡
し
た
」
の
で
あ
り
、「
恋
人
」
へ
の
確
か
な
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
歌
の
各
所
か
ら
、「
恋
人
」
に
対
す
る
作
中
主
体
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思
い
が
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
、「
渡
し

た
」
も
の
が
、
手
そ
の
も
の
や
手
の
甲
な
ど
で
は
な
く
、「
手
の
ひ
ら
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
か
を
受
け
取
ろ
う
と
い
う

ベ
ク
ト
ル
が
感
じ
ら
れ
る
。「
恋
人
」
の
全
て
を
肯
定
し
よ
う
・
受
容
し
よ
う
と
の
思
い
が
と
ら
え
ら
れ
る
。「
渡
し
」
つ
つ
も
、

受
け
取
ろ
う
と
の
双
方
向
的
ベ
ク
ト
ル
が
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
手
の
ひ
ら
」
が
非
常
に
効
果
的
な
歌
語
と
な
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。「
認
識
」
の
歌
で
あ
る
。

１
９
４　
　

手
の
ひ
ら
の
は
ん
ぶ
ん
ほ
ど
を
貝
に
し
て
あ
な
た
の
胸
へ
あ
て
る
。
潮
騒　
　

　

五
七
五
七
七
、
あ
る
い
は
、
五
七
五
十
四
で
あ
る
。
初
句
で
の
「
ｈ
」
音
か
ら
導
か
れ
、
二
句
に
「
ｈ
」
音
、「
ん
」
音
、

濁
音
を
連
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も
の
が
生
ま
れ
て
い
る
。
結
句
に
句
点
を
使
い
、
切
れ
目
を
つ
く
っ

て
い
る
。

　

巻
貝
な
ど
を
耳
に
あ
て
、そ
こ
か
ら
海
の
音
＝
「
潮
騒
」
が
聴
こ
え
る
、と
い
っ
た
言
説
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
歌
で
は
、

そ
の
巻
貝
に
模
し
て
「
手
の
ひ
ら
の
は
ん
ぶ
ん
ほ
ど
」
を
用
い
て
い
る
。
手
の
指
が
巻
貝
の
文
様
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
も

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
耳
に
あ
て
る
の
で
は
な
く
、
作
中
主
体
は
「
あ
な
た
の
胸
へ
」
そ
の
「
手
の
ひ
ら
の
は
ん
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ぶ
ん
ほ
ど
」
を
「
あ
て
る
」。
た
だ
し
、貝
に
模
し
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
も
「
は
ん
ぶ
ん
」
で
あ
り
、残
り
の
半
分
は
「
手
」

の
ま
ま
で
作
中
主
体
の
耳
に
当
て
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
作
中
主
体
に
は
「
あ
な
た
」
の
命
の
鼓
動
が
聴
こ
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
鼓
動
が
ま
る
で
「
潮
騒
」
の
よ
う
に
聴
こ
え
る
の
で
あ
る
。
波
と
は
決
し
て
一
定
で
は
な
い
。
そ
の
一
定
で

な
い
と
こ
ろ
が
、「
ｈ
」
音
、「
ん
」
音
、
濁
音
の
規
則
的
で
は
な
い
並
び
の
音
に
も
表
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
句
点
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
先
に
「
潮
騒
」
は
「
あ
な
た
の
胸
」
の
音
と
書
い
た
が
、
そ
れ
は
句
点
と
い

う
切
れ
目
に
よ
り
、
別
の
も
の
も
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
潮
騒
」
は
「
あ
な
た
の
胸
」
の
も
の

だ
け
で
な
く
、
作
中
主
体
の
鼓
動
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。「
あ
な
た
の
胸
」
に
触
れ
る
と
い
う
行
為
に
は
、
親
密
性
が
感
じ

ら
れ
る
。
か
つ
、
そ
の
「
あ
な
た
の
胸
」
と
作
中
主
体
の
顔
と
は
、「
手
の
ひ
ら
」
の
み
が
間
に
存
す
る
だ
け
で
あ
る
。
命

と
命
と
が
、人
と
人
と
が
、ま
さ
に
相
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
独
特
の
緊
張
感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、「
あ

な
た
」
に
も
作
中
主
体
に
も
、「
潮
騒
」
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
こ
と
を
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。「
認
識
」
の
歌
で
あ
る
。

２
９
７　
　

耳
の
う
ら
か
ら
は
え
て
き
た
菩
提
樹
の
若
葉
を
な
で
て
い
る
あ
な
た
の
手　
　

　

五
七
五
七
七
、
あ
る
い
は
、
七
五
五
九
五
で
あ
る
。
初
句
や
四
句
に
句
ま
た
が
り
が
と
ら
え
ら
れ
る
。「
耳
」
で
始
ま
り
、

「
手
」
で
終
わ
る
体
言
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
菩
提
樹
の
葉
」
を
軸
と
し
て
、そ
の
前
後
が
「
体
言
」「
の
」「
体
言
」・

「
動
詞
」、「
動
詞
」・「
体
言
」「
の
」「
体
言
」
と
相
似
的
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
あ
な
た
」
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
ら
え
ら
れ
る
の
は
、「
手
」
が
あ
る
こ
と
と
、「
菩
提
樹
の
若
葉
を
な
で
で
い
る
」

こ
と
の
２
つ
の
み
で
あ
る
。
次
に
、「
菩
提
樹
」
が
「
は
え
て
き
た
」
の
は
誰
で
あ
る
か
を
考
え
る
と
、「
あ
な
た
」、作
中
主
体
、
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こ
の
二
者
以
外
の
誰
か
、
で
あ
る
。「
は
え
て
き
た
」
の
が
「
あ
な
た
」
で
あ
れ
ば
、
自
身
に
「
は
え
き
て
き
た
菩
提
樹
」

を
自
身
の
「
手
」
で
「
な
で
て
い
る
」
景
を
作
中
主
体
が
見
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
自
讃
・
自
愛
の
よ
う
な
情
景
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
作
中
主
体
で
あ
れ
ば
、
作
中
主
体
の
「
耳
の
う
ら
」
に
「
菩
提
樹
」
が
「
は
え
て
き
た
」
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
「
あ
な
た
の
手
」
で
「
な
で
て
い
る
」
情
景
を
作
中
主
体
が
直
接
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
作
中
主
体

が
自
身
の
「
耳
の
う
ら
」
に
「
は
え
て
き
た
」「
若
葉
」
を
知
覚
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「
あ
な
た
」
が
「
な
で
て
い
る
」
な

ら
ば
、「
菩
提
樹
」
と
い
う
特
定
は
、
鏡
で
も
見
て
気
づ
い
た
の
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
自
身
を
確
認
し
つ
つ
客

観
視
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
そ
の
景
や
行
為
か
ら
の
、「
自
」
へ
の
想
い
で
あ
っ
た
り
、
満
足
感
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
り
な
ど
が
浮
か
び
上
が
る
。
い
ず
れ
も
可
能
性
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
い
ず
れ
で
も
な
く
、
第

三
者
、
す
な
わ
ち
、「
あ
な
た
」
と
作
中
主
体
以
外
の
誰
か
、
と
し
た
い
。
そ
れ
は
、「
耳
の
う
ら
か
ら
か
ら
」「
菩
提
樹
の
若

葉
」
が
「
は
え
て
き
た
」
と
い
う
驚
く
べ
き
情
景
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
満
足
感
の
よ
う
な
調
和
は
と
ら
え
ら
れ

ず
、
意
外
性
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
第
三
者
と
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、「
菩
提
樹
」
が
「
耳
の
う
ら
か
ら
は
え
て
き

た
」
誰
か
に
対
し
て
「
あ
な
た
」
が
「
な
で
て
い
る
」
行
為
を
、
作
中
主
体
が
見
て
い
る
と
と
ら
え
た
い
。「
菩
提
樹
」
か

ら
は
そ
の
名
前
の
由
来
な
ど
か
ら
、
ブ
ッ
ダ
や
そ
の
悟
り
な
ど
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
悟
り
を
得
た
よ
う
な
誰
か
の
「
若
葉

を
な
で
て
い
る
あ
な
た
」
で
あ
る
。「
若
葉
」
と
い
う
こ
と
か
ら
悟
り
を
得
た
の
は
最
近
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
誰
か

に
対
し
、
慰
労
す
る
か
の
よ
う
に
、
肯
定
的
に
、「
若
葉
を
な
で
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
作
中
主
体
が
注

目
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
誰
か
で
は
な
く
、「
な
で
て
い
る
あ
な
た
」
で
あ
り
、「
な
で
て
い
る
」「
手
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

作
中
主
体
も
ま
た
、「
あ
な
た
」
に
、
か
つ
、「
あ
な
た
の
手
」
で
、「
な
で
」
ら
れ
た
い
、
と
希
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
心
情
に
気
づ
い
て
し
ま
っ
た
「
認
識
」
の
歌
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
「
手
」
の
三
首
の
「
手
」
は
い
ず
れ
も
、「
あ
な
た
」「
恋
人
」
と
い
っ
た
他
者
と
の
関
係
の
仲
立
ち
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、そ
の
他
者
へ
の
思
い
を
気
づ
か
せ
ら
れ
た
り
、強
く
さ
せ
ら
れ
た
り
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。「
あ

な
た
」
や
「
恋
人
」
と
い
っ
た
何
か
を
求
め
る
心
、す
な
わ
ち
、「
希
求
」
が
「
手
」
に
よ
り
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

前
稿
に
て
示
し
た
も
の
と
通
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
一
歌
集
『
ひ
と
さ
ら
い
』、
お
よ
び
、
第
二
歌
集
『
て
ん
と
ろ
り
』

に
は
「
希
求
」
が
通
底
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、『
て
ん
と
ろ
り
』
に
お
け
る
「
ゆ
び
（
指
）」
の
歌

　

笹
井
宏
之
第
二
歌
集
『
て
ん
と
ろ
り
』
に
は
、「
ゆ
び
（
指
）」
を
用
い
た
歌
が
十
四
首
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
全
首

を
評
釈
す
る
。

１
９　
　

二
千
円
札
を
ひ
と
さ
し
ゆ
び
に
巻
く　

平
和
っ
て
ど
こ
か
ら
平
和
な
の

　

八
七
二
五
九
、
な
い
し
、
五
七
五
七
七
で
あ
ろ
う
。
初
～
二
句
、
二
～
三
句
、
四
～
結
句
へ
の
句
ま
た
が
り
が
と
ら
え

ら
れ
る
。「
二
」「
一
（
ひ
と
）」「
三
（
さ
）」「
四
（
し
）」
と
い
っ
た
数
詞
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
上
の
句
と
下
の
句
の
間
に

一
字
空
け
が
あ
る
。

　

紙
幣
を
「
ひ
と
さ
し
ゆ
び
」
に
巻
い
て
い
る
動
作
か
ら
、
そ
の
「
ひ
と
さ
し
ゆ
び
」
は
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
さ
れ
て
お
り
、
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必
然
的
に
、
作
中
主
体
の
注
目
も
「
ひ
と
さ
し
ゆ
び
」、
お
よ
び
、
そ
こ
に
「
巻
」
き
付
け
ら
れ
て
い
る
「
二
千
円
札
」

に
向
か
っ
て
い
る
。
伸
び
た
「
ゆ
び
」
は
、
ベ
ク
ト
ル
を
持
ち
、
い
ず
こ
へ
か
の
方
向
を
指
し
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

か
つ
、
立
て
ら
れ
た
「
ゆ
び
」
は
「
こ
の
指
と
ま
れ
」
と
ば
か
り
、
人
々
を
募
集
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。「
二
千
円

札
」
に
は
首
里
城
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
に
お
い
て
激
戦
の
あ
っ
た
地
で
あ
り
、
平
和
を
噛
み
し
め
る
地
で
あ

る
。「
ゆ
び
」
に
ぐ
る
ぐ
る
と
「
巻
」
き
付
い
て
い
る
「
二
千
円
札
」
は
、
そ
の
辺
縁
に
よ
り
紙
幣
の
絵
図
が
区
切
ら
れ
て

も
い
る
。
す
な
わ
ち
、
紙
幣
と
い
う
経
済
的
な
「
物
体
」
に
よ
り
、
描
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
平
和
の
「
観
念
」
が
分
断

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
誰
し
も
に
求
め
ら
れ
る
平
和
の
象
徴
で
も
あ
る
は
ず
の
首
里
城
が
、
紙
幣
そ
の
も
の
に
よ
り
断

た
れ
て
い
る
転
倒
が
そ
こ
に
あ
る
。
全
て
の
人
で
全
て
の
国
を
平
和
に
し
て
い
こ
う
・
平
和
を
大
事
に
し
よ
う
と
、「
平
和
」

を
う
た
う
が
ご
と
く
編
ま
れ
た
は
ず
の
「
二
千
円
札
」
が
、
そ
の
「
二
千
円
札
」
自
身
に
よ
っ
て
断
絶
さ
れ
る
と
い
う
矛

盾
が
そ
こ
に
見
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
数
詞
に
も
、
昇
順
・
降
順
の
混
乱
が
あ
る
。
非
常
に
皮
肉
な
混
迷
の
状
態
を
詠
っ
た

「
認
識
」「
比
喩
」
の
一
首
で
あ
る
。

６
０　
　

は
じ
ま
り
の
こ
と
ば
が
ゆ
び
の
あ
い
だ
か
ら
ひ
と
ひ
ら
の
雪
の
よ
う
に
落
ち
た

　

五
七
五
八
六
、
な
い
し
、
五
七
五
五
九
で
あ
る
。「
ｈ
」
音
や
「
ｙ
」
音
を
多
用
し
て
い
る
。「
雪
」
と
「
落
」
の
み
が
漢

字
表
記
で
あ
る
。

　

二
つ
の
景
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
手
指
を
も
っ
て
「
こ
と
ば
」
を
す
く
お
う
と
し
た
け
れ
ど
「
ゆ
び
の
あ
い
だ
か

ら
」
こ
ぼ
れ
「
落
ち
た
」
様
子
、
も
う
一
つ
は
、「
は
じ
ま
り
の
こ
と
ば
」
を
発
そ
う
と
す
る
に
あ
た
っ
て
口
元
を
手
指
で
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隠
し
た
そ
の
隙
間
が「
ゆ
び
の
あ
い
だ
」で
あ
る
様
子
で
あ
る
。
後
者
を
中
心
に
考
え
る
。「
は
じ
ま
り
の
こ
と
ば
」は「
雪
」

に
喩
え
ら
れ
て
い
る
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
。
白
く
、
あ
っ
さ
り
と
溶
け
て
し
ま
い
、
ひ
ら
ひ
ら
と
落
ち
る
。
白
く
、
か
つ
、

ひ
ら
ひ
ら
と
落
ち
る
も
の
と
し
て
例
え
ば
、
花
び
ら
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
溶
け
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
い
。
儚
さ

の
よ
う
な
、
そ
の
分
、
貴
重
な
も
の
で
も
あ
る
の
が
「
雪
の
よ
う
」
な
「
は
じ
ま
り
の
こ
と
ば
」
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ

の
「
は
じ
ま
り
の
こ
と
ば
」
だ
が
、「
ゆ
び
の
あ
い
だ
か
ら
」
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
「
落
ち
た
」
と
あ
る
。
口
元
を
手
指
で
隠

し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
は
じ
ま
り
の
こ
と
ば
」
そ
の
も
の
、
な
い
し
、
そ
の
行
為
へ
の
躊
躇
や
逡
巡
で
あ
る
。
発

し
た
く
な
か
っ
た
、
発
す
る
の
を
た
め
ら
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
躊
躇
や
逡
巡
の
形
容
が
「
雪
の
よ
う
」
な

ひ
ら
ひ
ら
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
「
は
じ
ま
り
」
を
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。「
は
じ
ま
り
」
が
「
雪

の
よ
う
」
な
の
で
は
な
く
、「
こ
と
ば
」
が
「
雪
の
よ
う
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
躊
躇
や
逡
巡
が
込
め
ら
れ
た
「
こ
と
ば
」

を
発
し
て
し
ま
っ
た
・
発
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
「
雪
の
よ
う
に
」
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う

ほ
ど
の
も
の
で
あ
り
、
受
け
る
相
手
に
届
く
間
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
「
は
じ
ま
り
」
は
何
を
開
始
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
し
、「
こ
と
ば
」
な
の
で
あ
り
、
か
つ
、「
ゆ
び
の
あ
い
だ
」
と
い
う

手
指
が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
他
者
性
が
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
手
指
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
を
逆
向
き
に
し
つ
つ

も
、
相
手
へ
と
発
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
「
は
じ
ま
り
の
こ
と
ば
」
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
白
く
美
し
い
ほ
ど
の
純
水
を

感
じ
さ
せ
な
が
ら
も
、
届
か
せ
た
い
相
手
に
も
届
か
な
い
、
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
儚
い
「
こ
と
ば
」
な
の
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
へ
の
悲
し
み
が
喩
え
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。「
比
喩
」
の
歌
で
あ
る
。
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８
５　
　

き
ょ
う
は
下
駄
つ
っ
か
け
て
豆
腐
屋
へ
ゆ
く　

遠
慮
な
く
よ
ろ
こ
べ
あ
し
の
ゆ
び

　

五
五
七
五
九
、
な
い
し
、
五
五
七
九
五
で
あ
る
。
二
句
と
三
句
、
お
よ
び
、
四
句
と
結
句
に
句
ま
た
が
り
が
あ
る
。
上

の
句
と
下
の
句
の
間
に
一
字
空
け
を
用
い
、
読
み
手
の
視
線
を
「
豆
腐
屋
へ
と
行
く
作
中
主
体
そ
の
も
の
」
な
い
し
「
下

駄
」
か
ら
「
作
中
主
体
の
一
部
分
＝
あ
し
の
ゆ
び
」
へ
と
転
換
・
移
行
し
て
い
る
。

　

上
の
句
は
、豆
腐
屋
へ
行
こ
う
と
す
る
作
中
主
体
の
行
動
を
そ
の
ま
ま
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
行
動
は
、「
き
ょ
う
」

と
い
う
平
仮
名
表
記
か
ら
、
気
取
っ
た
と
こ
ろ
の
な
い
、
普
段
の
行
為
で
も
あ
る
こ
と
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
後
の
一
字
空
け
は
、
視
線
誘
導
の
意
味
の
み
な
ら
ず
、「
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
順
接
の
接
続
語
な
ど
の
省
略
を
含
ん
で
い

る
。
た
だ
し
、そ
の
こ
と
に
よ
り
、こ
の
歌
は
難
解
と
な
る
。「
あ
し
の
ゆ
び
」
に
対
し
「
よ
ろ
こ
べ
」、し
か
も
、「
遠
慮
な
く
」

と
作
中
主
体
は
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
何
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
下
駄
つ
っ
か
け
て
」
行
っ

た
か
ら
な
の
か
、「
豆
腐
屋
へ
」
行
っ
た
か
ら
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
つ
は
、

普
段
な
ら
「
下
駄
」
で
は
な
く
て
靴
を
履
い
て
い
く
の
で
、
靴
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
窮
屈
さ
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
「
あ
し
」
そ
し
て
「
ゆ
び
」
の
喜
び
、
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
あ
し
の
ゆ
び
」
に
で
き
て
困
ら
さ
れ
て
い
る
ま
め
を

消
費
す
る
か
の
よ
う
に
「
豆
腐
屋
へ
ゆ
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
句
ま
た
が
り
に
よ
り
「
豆
腐
屋
」
と
「
よ
ろ
こ
べ
」

に
注
目
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
つ
は
関
連
と
と
ら
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一

首
は
、
わ
ざ
と
平
仮
名
表
記
に
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
反
対
を
い
え
ば
、
漢
字
表
記
の
も
の
は
、
漢
字
の
も
の
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
す
る
と
、「
駄
」「
腐
」「
遠(

慮)

」と
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

漢
字
表
記
に
も
で
き
た
は
ず
の
「
き
ょ
う
（
今
日
）」「
つ
っ
か
け
（
突
っ
掛
け
）」「
ゆ
く
（
行
く
）」「
よ
ろ
こ
べ
（
喜
べ
）」
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「
あ
し
（
足
）」「
ゆ
び
（
指
）」
の
い
ず
れ
も
は
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
と
は
い
え
な
い
漢
字
ば
か
り
で
あ
る
。

一
字
空
け
に
よ
る
展
開
が
上
の
句
と
下
の
句
に
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
が
無
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
特
に
、下
の
句
の
冒
頭
に
そ
の
ま
ま
「
遠
（
慮
）」
が
「
な
く
」
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
そ
う
で
あ
る
。

解
放
や
歓
喜
を
、「
下
駄
」
を
「
つ
っ
か
け
て
」
走
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
一
首
で
あ
る
。「
展
開
」
の
歌
で
あ
る
。

１
０
３　
　

限
り
な
く
浅
い
か
な
し
み
の
行
為
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
を
つ
ぶ
す
ゆ
び
さ
き

　

五
八
六
八
七
で
あ
る
。
字
余
り
を
多
用
し
て
い
る
。「
か
な
し
み
」
を
平
仮
名
表
記
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
程
度
の
「
浅

い
」
こ
と
が
表
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
歌
の
注
目
は
「
限
り
な
く
」
と
「
ゆ
び
さ
き
」
に
あ
る
と
考
え
る
。
ま
ず
、こ
こ
で
の
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
」
と
は
、

茹
で
た
柔
ら
か
な
も
の
と
と
ら
え
た
い
。
柔
ら
か
さ
を
持
ち
つ
つ
も
、
は
っ
き
り
し
た
球
体
の
形
を
し
た
緑
の
茹
で
豆
で

あ
る
。
そ
の
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
」
を
、
作
中
主
体
は
そ
の
「
ゆ
び
」
で
「
つ
ぶ
す
」
の
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
で
、
そ
の

着
目
点
は
「
ゆ
び
」
で
は
な
く
「
ゆ
び
さ
き
」
に
あ
る
。「
ゆ
び
」
で
「
つ
ぶ
す
」
の
で
は
な
く
、「
ゆ
び
さ
き
」
で
「
つ
ぶ

す
」
の
で
あ
る
。「
ゆ
び
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
ゆ
び
」
の
「
さ
き
」
を
意
識
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
」
を
「
つ
ぶ
す
」
際
の
い
く
ら
か
の
感
触
か
ら
で
あ
る
。
形
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
た
め
、
一
見
、
手
応
え
が
あ

り
そ
う
で
、
硬
さ
を
持
ち
そ
う
な
そ
の
球
体
は
、
こ
こ
で
は
ま
さ
に
緑
の
地
球
で
あ
る
世
界
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、
外

部
か
ら
の
力
に
ぐ
ち
ゃ
り
と
壊
さ
れ
、
元
に
戻
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
為
し
て
い
る
、
す
な

わ
ち
、「
つ
ぶ
」
し
て
い
る
の
は
、「
ゆ
び
さ
き
」
と
い
う
、
人
々
に
よ
る
外
部
か
ら
の
力
な
の
で
あ
る
。
地
球
を
人
々
が
壊
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し
て
し
ま
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
つ
、
そ
の
こ
と
の
「
か
な
し
み
」
が
「
ゆ
び
さ
き
」
の
感
触
に
よ

り
顕
在
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
限
り
な
く
」
を
考
え
た
い
。
こ
の
「
限
り
な
く
」
は
連
用
形
で
あ
る
。
一
見
、「
浅

い
」
を
修
飾
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
際
の
「
限
り
な
く
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
何
で
あ
ろ
う
か
。「
非
常
に
・
ほ
ん

の
わ
ず
か
な
」
ほ
ど
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、「
い
つ
ま
で
も
・
ず
っ
と
」
な
の
か
で
あ
る
。
こ
の
「
限
り
な

く
」
は
双
方
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
し
か
も
、
こ
の
連
用
形
は
「
浅
い
」
だ
け
で
な
く
「
つ
ぶ
す
」
を
も

修
飾
し
て
い
る
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
悲
し
み
で
は
あ
る
が
、
そ
の
代
償
的
行
為
と
し

て
の
く
り
返
し
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
を
潰
す
こ
と
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
ゆ
び
さ
き
」
の
感
触
に
よ
り
は
っ
き
り
と
そ
の

悲
し
み
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
し
ま
う
こ
と
を
気
付
か
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
歌
意
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
や
は

り
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
」
の
「
グ
リ
ー
ン
」
と
「
ピ
ー
ス
」
に
も
注
目
し
た
い
。「
ピ
ー
ス
」
と
は
「
平
和
」
で
あ
り
「
断
片
」

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
グ
リ
ー
ン
」
と
は
「
自
然
環
境
」
で
あ
ろ
う
。
戦
乱
が
世
界
各
地
で
く
り
返
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
「
平
和
」
や
「
自
然
環
境
」
が
「
断
片
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
悲
し
み
も
、
そ
れ

が
余
り
に
も
日
常
的
に
な
っ
て
し
ま
い
、「
か
な
し
み
」
す
ら
も
「
限
り
な
く
浅
い
」「
断
片
」
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
へ
の
諦
念
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
こ
と
の
身
体
的
自
覚
が
「
ゆ
び
さ
き
」
の
感
触
に
よ
り
詠

ま
れ
て
い
る
。「
認
識
」「
比
喩
」
の
歌
で
あ
る
。

１
３
７　
　

ゆ
び
さ
き
の
す
る
ど
い
ひ
と
に
握
ら
れ
て
さ
わ
ら
を
さ
ば
く
春
の
包
丁

　

五
七
五
七
七
で
あ
る
。「
ｓ
」
音
「
さ
」
音
を
繰
り
返
し
た
り
、「
ｈ
」
音
を
多
用
し
た
り
す
る
こ
と
で
印
象
を
つ
く
っ
て
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い
る
。
体
言
止
め
に
よ
り
「
包
丁
」
へ
と
注
目
を
さ
せ
て
い
る
。

　
「
さ
わ
ら
」
自
体
が
「
包
丁
」
の
よ
う
な
、鋭
さ
を
持
つ
銀
色
の
魚
体
で
あ
る
。
そ
し
て
、漢
字
表
記
（
鰆
）
を
考
え
た
な
ら
、

そ
れ
を
切
り
分
け
た
と
き
、「
春
」
が
浮
か
び
上
が
る
魚
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
ウ
ィ
ッ
ト
を
感
じ
さ
せ
る
下
の
句

で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
の
句
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
ひ
と
」
も
ま
た
「
す
る
ど
い
」
も
の
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
鋭
さ
を
持
つ
も
の
が
「
ひ
と
」「
さ
わ
ら
」「
包
丁
」
と
三
者
も
登
場
す
る
物
騒
な
歌
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
「
す

る
ど
い
」「
ゆ
び
さ
き
」
を
持
つ
「
ひ
と
」
が
「
握
」
る
鋭
い
「
包
丁
」
に
よ
り
鋭
い
「
さ
わ
ら
」
は
解
体
さ
れ
る
。
平
仮

名
表
記
が
多
用
さ
れ
る
丸
み
を
帯
び
た
歌
の
よ
う
に
見
せ
る
が
、
そ
の
実
、
鋭
さ
ば
か
り
が
際
立
っ
た
一
首
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、「
ゆ
び
さ
き
の
す
る
ど
い
ひ
と
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
な
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
一
見
、
全
て
が
平
仮
名
表
記
の
た
め
、

例
え
ば
、「
す
る
ど
い
」を「
鋭
い
」と
表
記
し
て
の
人
物
よ
り
も
、の
ん
び
り
し
た
鷹
揚
な
人
の
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る
が
、「
す

る
ど
い
」「
ゆ
び
さ
き
」
を
持
つ
者
な
の
で
あ
る
。
指
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
る
が
、
指
先
と
な
る
と
そ
の
機
能
も
制

限
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
対
象
を
示
す
・
対
象
に
触
れ
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
対
象
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、

自
分
自
身
に
向
か
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
歌
で
は
「
さ
わ
ら
」
と
い
う
明
確
な
対
象
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
「
ゆ
び
さ
き
」
の
鋭
さ
も
「
さ
わ
ら
」
を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
る
。「
さ
わ
ら
」
に
と
っ
て
の
こ
の
「
ひ
と
」
は
自
身

を
ば
ら
ば
ら
に
し
て
し
ま
う
、
残
酷
な
者
で
あ
る
。
魚
に
も
魂
と
魄
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
魂
が
戻
る
べ
き
そ
の
魄
を
微
塵

に
し
て
し
ま
う
者
で
あ
る
。「
さ
わ
ら
」
の
未
来
を
指
し
示
す
「
ゆ
び
」
を
持
つ
者
、今
後
を
ど
う
す
る
か
を
「
さ
ば
く
（
裁

く
）」
者
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
相
手
の
運
命
や
先
行
き
を
も
左
右
す
る
も
の
と
し
て
の
「
ゆ
び
さ
き
」
や
「
鋭
さ
」
を
詠
っ

た
も
の
で
あ
る
。「
比
喩
」
の
歌
で
あ
る
。
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１
４
６　
　

そ
の
ゆ
び
が
火
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
世
界
を
ひ
と
つ
失
く
し
ま
し
た
ね

　

五
七
五
七
七
で
あ
る
。「
ひ
」
音
を
く
り
返
す
こ
と
で
リ
ズ
ム
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
「
そ
の
ゆ
び
」
は
「
世
界
を
」「
失
く
す
」
ほ
ど
の
も
の
で
あ
り
、「
火
」
で
あ
る
、
と
い
う
歌
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ

れ
ほ
ど
の
脅
威
で
あ
る
「
ゆ
び
」
で
あ
り
、
そ
の
「
火
」
も
ま
た
「
世
界
を
」「
失
く
す
」
こ
と
の
で
き
る
脅
威
な
の
で
あ

る
。
さ
て
、
こ
の
歌
で
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
が
二
つ
あ
る
。
そ
れ
は
「
気
づ
か
ず
に
」「
そ
の
」
で
あ
る
。
誰
が
「
気
づ
か

ず
に
」
い
た
の
か
、「
そ
の
」
の
指
示
対
象
は
何
で
あ
る
の
か
、
で
あ
る
。
作
中
主
体
は
歌
末
を
「
～
ね
」
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
身
以
外
の
対
象
に
言
葉
を
投
げ
か
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
対
象
が
「
気
づ
か
ず
に
」

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
こ
の
」
で
は
な
く
「
そ
の
」
と
い
う
語
か
ら
、「
そ
の
ゆ
び
」
と
は
作
中
主
体
の
も
の
で
は

な
く
、
こ
の
対
象
な
い
し
別
の
者
の
「
ゆ
び
」
で
あ
る
。
こ
の
二
者
の
ど
ち
ら
の
「
ゆ
び
」
で
あ
る
か
は
判
然
と
し
な
い

が
、
こ
こ
で
は
作
中
主
体
が
言
葉
を
か
け
た
対
象
の
持
つ
「
ゆ
び
」
と
す
る
。
す
る
と
、
歌
末
の
「
～
ま
し
た
ね
」
と
い

う
表
現
が
単
な
る
指
摘
で
は
な
く
、
対
象
に
対
す
る
若
干
以
上
の
非
難
や
侮
蔑
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
、
失
意
と
い
っ
た

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
で
あ
る
こ
と
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、「
世
界
を
失
く
し
」
た
と
い
う
こ
と
は
誰
に
わ
か
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
「
世
界
」
が
、地
球
上
の
実
世
界
を
指
す
な
ら
ば
、そ
れ
は
誰
し
も
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。「
世
界
」

を
滅
ぼ
す
ほ
ど
の
「
火
」
が
、
例
え
ば
、
戦
火
や
原
爆
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
ゆ
び
」
は
、
そ
れ
を
為

す
こ
と
の
で
き
る
者
の
「
ゆ
び
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、そ
う
で
は
な
く
、こ
の
「
ゆ
び
」
が
大
衆
の
誰
か
の
も
の
で
あ
っ

た
な
ら
ば
、
こ
の
「
世
界
」
と
は
地
球
規
模
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
個
人
に
と
っ
て
の
い
く
つ
か
の
「
世
界
」
の
う
ち

の
一
つ
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
ひ
と
に
と
っ
て
の
環
境
や
関
係
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
環
境
や
関
係
の
消
滅
は
、
そ
れ
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ら
を
持
つ
者
以
外
に
知
覚
で
き
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
認
知
も
ま
た
作
中
主
体
自
身
に
よ
る
も
の
と

な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
作
中
主
体
自
身
が
、
自
身
を
客
体
視
し
た
歌
で
あ
る
。
作
中
主
体
自
身
が
、
自
身
に
対
し
、
お

前
は
気
づ
か
な
か
っ
た
な
、
と
突
き
放
す
よ
う
に
自
身
の
過
ち
を
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
想
起
」
の
歌
で
あ
る
。

２
０
６　
　

感
傷
の
ま
ぶ
た
に
そ
っ
と
ゆ
び
を
お
く　

救
わ
れ
る
の
は
い
つ
も
私
だ

　

五
七
五
七
七
で
あ
る
。
上
の
句
と
下
の
句
の
間
に
一
字
空
け
を
し
て
い
る
。

　
「
ゆ
び
を
お
く
」
こ
と
を
し
た
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
一
字
空
け
に
よ
る
効
果
を
考
え
た
い
。
一
字
空
け
と
い
う
区
別

が
無
け
れ
ば
、
そ
れ
は
作
中
主
体
で
あ
る
「
私
」
と
も
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
一
字
空
け
に
よ
り
、
そ
の
主
語
が

変
わ
り
、
作
中
主
体
で
は
な
い
誰
か
だ
と
考
え
る
。「
感
傷
」
の
語
か
ら
、「
私
」
が
涙
し
た
こ
と
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
。
そ

の
涙
の
浮
か
ん
だ
「
ま
ぶ
た
」
に
誰
か
が
「
そ
っ
と
ゆ
び
を
お
」
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
、
作
中
主
体
に

は
「
救
わ
れ
る
」
と
の
想
い
を
も
つ
。
し
か
も
、
そ
の
「
救
わ
れ
る
」
は
「
い
つ
も
」
で
あ
る
。「
感
傷
」
や
涙
の
あ
る
た

び
に
、
作
中
主
体
は
こ
の
誰
か
に
「
救
わ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ま
ぶ
た
に
」「
ゆ
び
を
お
く
」
と
い
う
行
為
を
考
え

る
。「
ま
ぶ
た
に
」「
お
く
」
と
い
う
こ
と
は
、「
お
く
」
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ

の
「
ま
ぶ
た
」
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
感
傷
」
と
は
「
ま
ぶ
た
」
を
閉
じ
て
し
ま
う
よ
う
な

も
の
、
か
つ
、「
救
わ
れ
る
」
と
感
じ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
決
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
そ
の
誰
か
は
「
ま
ぶ
た
に
」「
ゆ
び
を
お
く
」
こ
と
の
で
き
る
距
離
に
い
る
。
ご
く
身
近
な
距

離
、
ご
く
身
近
な
関
係
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
ま
ぶ
た
に
」「
お
く
」
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
作
中
主
体
が
あ
る
、
と
い
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う
こ
と
で
あ
る
。「
お
く
」
と
は
、
上
か
ら
下
へ
の
ベ
ク
ト
ル
を
も
つ
。
作
中
主
体
は
横
た
わ
っ
て
涙
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
涙
を
押
さ
え
る
か
の
よ
う
に
、「
ゆ
び
を
お
く
」
身
近
な
誰
か
が
お
り
、
そ
れ
も
ま
た
、
何
度
も
繰
り
返
し
な
さ

れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
最
後
に
、「
そ
っ
と
」
に
注
目
し
た
い
。
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
「
ま
ぶ
た
」
に
「
ゆ
び
」
が
「
お
」

か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
作
中
主
体
は
「
そ
っ
と
」
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
ま
ぶ
た
」
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
の
「
そ
っ
と
」
は
感
触
と
し
て
作
中
主
体
は
と
ら
え
て
い
る
。「
そ
っ
と
」
と
は
、
そ
の
行
為
が
相
手
を
思
い
や
っ

て
い
る
こ
と
が
表
さ
れ
る
。
相
手
の
た
め
に
「
そ
っ
と
」「
お
く
」
の
で
あ
る
。
作
中
主
体
の
「
感
傷
」
を
と
ら
え
、
そ
れ

に
同
情
・
共
感
な
ど
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
同
情
の
ベ
ク
ト
ル
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
し
て
の
「
ゆ
び
」
な
の
で

あ
る
。「
ゆ
び
」
の
「
そ
っ
と
」
の
感
触
・
ベ
ク
ト
ル
に
よ
り
、
作
中
主
体
は
「
救
わ
れ
る
」。
つ
ま
り
、
く
り
返
し
く
り

返
し
、
作
中
主
体
は
「
感
傷
」
的
と
な
り
、
く
り
返
し
く
り
返
し
、
身
近
な
誰
か
の
同
情
に
よ
り
作
中
主
体
は
「
救
わ
れ

る
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
作
中
主
体
が
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
身
近
な
誰
か
に
よ
る
同
情
と
作
中
主
体
の
「
救
わ
れ
る
」
思
い
は
、
繰
り
返
さ
れ
、
瞬
間
瞬
間
に
解

消
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。「
救
わ
れ
る
の
は
い
つ
も
私
」
で
あ
り
、
作
中
主
体
は
「
い
つ
も
」
受
け
手
で
い
る
ば

か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、「
救
」
い
を
求
め
て
い
る
も
の
は
、「
私
」
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。「
救
」
う
こ
と
を
作
中

主
体
こ
そ
が
し
た
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
救
わ
れ
る
」
ば
か
り
の
「
私
」
な
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
悲
し
み
や
や
り
き
れ
な
さ
の
永
遠
的
循
環
が
あ
る
。「
認
識
」「
展
開
」
の
歌
で
あ
る
。

２
４
２　
　

感
覚
の
お
こ
り
と
と
も
に
ゆ
び
さ
き
が
葉
で
も
花
で
も
な
い
の
に
気
づ
く
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五
七
五
七
七
で
あ
る
。

　
「
感
覚
の
お
こ
り
と
と
も
に
」「
気
づ
く
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
感
覚
の
お
こ
り
」
ま
で
は
「
ゆ
び
さ
き
が
葉
で
も
花

で
も
な
い
」
こ
と
に
「
気
づ
」
い
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
、「
ゆ
び
さ
き
が
」「
葉
」
で
あ
り
「
花
」

で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
ゆ
び
さ
き
」
を
も
つ
作
中
主
体
が
、
自
身
に
「
葉
」「
花
」
が
あ

る
と
思
っ
て
い
た
、「
葉
」「
花
」
が
あ
る
よ
う
な
草
木
と
自
身
を
と
ら
え
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
考

え
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
が
、「
感
覚
の
お
こ
り
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
お
こ
り
」
は
い
く
つ
か
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
起
り
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
感
覚
の
お
こ
り
」
は
、「
感
覚
」
が
「
お
こ
」
っ
た
、「
感
覚
」
が

醒
ま
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
眠
り
や
夢
か
ら
醒
ま
さ
れ
た
状
態
と
と
ら
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
が
、で
は
、

こ
の
「
気
づ
」
き
に
対
し
、
作
中
主
体
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
夢
の
中
で
、
作
中

主
体
は
、「
葉
」
や
「
花
」
の
あ
る
草
木
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
自
身
を
感
じ
て
い
た
。「
花
」
の
語
用
か
ら
、
そ
の
変
成
し

て
い
る
自
身
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を
し
て
い
た
と
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
と
は
い
え
、
夢
か
ら
醒
め
る
と
、「
ゆ
び
さ
き
」

に
「
葉
」「
花
」
は
な
く
、「
ゆ
び
」
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
残
念
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
想
も
と
ら

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
方
、「
ゆ
び
さ
き
」
以
外
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
夢
の
中
で
は
、「
ゆ
び
さ
き
」
は
「
葉
」「
花
」

に
変
成
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
腕
や
体
は
枝
や
幹
へ
の
変
成
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
。「
葉
」
や
「
花
」
の
よ
う
に
、
そ
よ
風
に
ひ
ら
ひ
ら
と
揺
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
散
っ
て
は
芽
吹
く

よ
う
な
変
化
の
あ
る
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
。「
感
覚
の
お
こ
り
と
と
も
に
」「
気
づ
」
い
た
も
の
は
、「
ゆ
び
さ
き
」
が
、
変

成
な
く
、
指
で
し
か
な
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
体
も
ま
た
、
変
成
な
く
、
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
に
作
中
主
体
は
「
気
づ
」
い
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
ゆ
び
さ
き
」
だ
け
へ
の
言
及
な
の
で
あ
る
。
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「
認
識
」
の
歌
で
あ
る
。

２
８
９　
　

ゆ
び
さ
き
の
き
れ
い
な
ひ
と
に
ふ
れ
ら
れ
て
名
前
を
な
く
す
花
び
ら
が
あ
る

　

五
七
五
七
七
で
あ
る
。「
な
」
音
を
繰
り
返
し
、
ま
た
、「
ｈ
」
音
を
繰
り
返
し
、
リ
ズ
ム
を
生
み
出
し
て
い
る
。
平
仮
名

ば
か
り
で
あ
り
、「
名
前
」「
花
」
の
み
漢
字
表
記
で
あ
る
。

　
「
名
前
を
な
く
す
」
に
表
現
の
難
解
さ
が
あ
る
。
慣
用
的
な
フ
レ
ー
ズ
で
も
な
い
。「
名
前
」
と
い
う
、
そ
れ
を
そ
れ
た

ら
し
め
て
い
る
も
の
を
「
な
く
す
」
の
で
あ
る
か
ら
、そ
れ
自
体
の
混
乱
や
存
在
の
危
う
さ
な
ど
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
正
体
を
な
く
す
」「
我
を
忘
れ
る
」に
近
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ
ろ
う
。自
身
を
自
身
た
ら
し
め
て
い
る「
名
前
」を
、「
き
れ
い
な
」

「
ゆ
び
さ
き
」
を
も
つ
「
ひ
と
」
に
「
ふ
れ
ら
れ
」
た
こ
と
に
よ
り
、「
花
び
ら
」
は
「
な
く
」
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
花
び
ら
」
は
、
そ
の
「
ひ
と
」
の
「
ゆ
び
さ
き
」
が
「
き
れ
い
」
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
名
前
を
な
く
」
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
「
ひ
と
」
が
何
に
よ
っ
て
「
花
び
ら
」
に
「
ふ
れ
」
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
単
に
、
身
体
の

ど
こ
か
が
か
す
っ
た
だ
け
の
よ
う
な
「
ふ
れ
」
か
た
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
ふ
れ
」
る
と
い
う
行
為
が
意
図
的

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、「
花
び
ら
」
と
い
う
、
そ
の
大
き
さ
に
さ
ほ
ど
の
も
の
を
ほ
と
ん
ど
が
も
た
な
い
も
の
に
「
ふ
れ
」
る

に
は
、
そ
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、「
ゆ
び
さ
き
」
に
よ
っ
て
「
ふ
れ
」
た
の
は
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
の
な
い
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
き
れ
い
な
」「
ゆ
び
さ
き
」
を
も
つ
「
ひ
と
」
と
い
う
の
は
、「
花
び
ら
」
が
「
名
前
を
な
く
す
」

な
ど
と
い
う
ほ
ど
稀
有
な
も
の
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
ゆ
び
さ
き
の
き
れ
い
な
ひ
と
」
は
全
て
平
仮
名
で
の
表

記
で
あ
る
。
そ
れ
は
幼
さ
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
無
垢
や
純
粋
と
い
っ
た
「
ひ
と
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
無
垢
で
あ
る
「
ひ
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と
」
に
「
ふ
れ
ら
れ
」
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
「
花
」
は
、
そ
の
「
名
」
を
「
な
く
」
し
、
我
を
忘
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
「
花
」
の
「
名
前
」
は
勿
忘
草
で
あ
る
。「
認
識
」
の
歌
で
あ
る
。

３
２
３　
　

て
の
ひ
ら
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
冬
の
日
を
あ
な
た
の
ほ
そ
い
ゆ
び
が
ほ
ど
い
た

　

五
七
五
七
七
で
あ
る
。「
ほ
そ
い
」
と
「
ほ
ど
い
」
と
似
た
音
韻
を
く
り
返
し
て
い
る
。

　
『
て
ん
と
ろ
り
』
に
お
い
て
、「
手
」
と
「
ゆ
び
（
指
）」
の
ど
ち
ら
も
が
詠
ま
れ
た
唯
一
の
歌
で
あ
る
。「
あ
な
た
の
ほ
そ

い
ゆ
び
が
」
作
中
主
体
の
「
て
の
ひ
ら
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
冬
の
日
を
」「
ほ
ど
い
た
」
の
で
あ
る
。
語
順
を
考
え
た
い
。「
ほ

そ
い
」「
あ
な
た
の
」「
ゆ
び
」
で
は
な
く
、「
あ
な
た
の
ほ
そ
い
ゆ
び
」
で
あ
る
。「
あ
な
た
」
が
ど
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
な
の

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、「
あ
な
た
の
」「
ゆ
び
」
は
「
ほ
そ
い
」
の
で
あ
る
。「
縫
い
つ
け
」
ら
れ
た
も
の
を
「
ほ
ど
」
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
細
さ
を
も
つ
「
ゆ
び
」
な
の
で
あ
る
。
針
や
縫
い
針
の
よ
う
な
、
硬
さ
や
鋭
さ
を
も
つ
「
ほ
そ
い
」「
ゆ

び
」
で
あ
り
、「
あ
な
た
」
は
そ
の
よ
う
な
確
と
し
た
ベ
ク
ト
ル
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
「
ゆ
び
」

そ
の
も
の
の
「
ほ
そ
」
さ
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、「
縫
い
つ
け
」
ら
れ
て
い
る
も
の
を
単
純
に
「
ほ
ど
」
く
こ
と
が
で
き

る
ほ
ど
の
「
ほ
そ
」
さ
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
は
、
そ
の
「
ほ
ど
」
こ
う
と
し
て
い
る
「
あ
な

た
」
に
は
、
何
度
も
何
度
も
く
り
返
し
ト
ラ
イ
す
る
熱
心
な
ベ
ク
ト
ル
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
ベ
ク

ト
ル
は
作
中
主
体
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
一
方
、
こ
の
「
て
の
ひ
ら
」
は
作
中
主
体
の
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
手
で
は
な
く
「
て
の
ひ
ら
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
受
け
止
め
る
行
為
や
性
向
を
示
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
「
縫
い
つ
け
て
あ
る
」
の
「
あ
る
」
で
あ
る
。「
い
る
」
で
は
な
く
、「
あ
る
」
な
の
で
あ
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る
。
こ
の
「
あ
る
」
に
よ
り
、「
冬
」
と
い
う
人
の
身
に
は
過
酷
な
も
の
が
、
作
中
主
体
の
「
て
の
ひ
ら
」
に
は
既
に
確
た

る
も
の
と
し
て
あ
る
こ
と
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
あ
る
程
度
以
上
の
経
過
が
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
う

長
い
間
、「
冬
の
日
」
を
「
縫
い
つ
け
て
あ
る
」
こ
と
に
よ
り
、
作
中
主
体
は
「
て
の
ひ
ら
」
を
使
う
こ
と
が
で
き
ず
、
何

も
の
を
も
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
作
中
主
体
の
心
身
の
双
方
も
「
冬
」
な
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
を
「
ほ
ど
い
」
て
く
れ
た
・
解
放
し
て
く
れ
た
の
が
「
あ
な
た
」
の
ま
っ
す
ぐ
で
厳
然
と
し
た
意
志
で
あ

る
。
そ
の
困
難
か
ら
の
解
放
の
様
子
は
、「
縫
」「
冬
」「
日
」
と
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
の
画
数
が
減
じ
ら
れ
て
い
く
と
こ
ろ
か

ら
も
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
「
冬
の
日
」
か
ら
「
縫
い
つ
け
て
あ
る
」
ほ
ど
作
中
主
体
と
一
体
的
で
あ
っ
た
暗
く
寒
い

「
冬
の
日
」
が
、
明
る
く
暖
か
い
春
の
日
の
よ
う
に
一
変
し
た
こ
と
を
示
し
た
歌
で
あ
る
。「
比
喩
」
の
歌
で
あ
る
。

３
５
４　
　

ゆ
び
さ
し
た
ほ
う
に
か
な
ら
ず
星
が
あ
る　

そ
れ
だ
け
が
よ
く
、
そ
れ
だ
け
の
日
々

　

五
七
五
七
七
、
あ
る
い
は
、
八
四
五
七
七
で
あ
る
。
上
の
句
と
下
の
句
の
間
に
一
字
空
け
が
あ
る
。「
日
々
」
と
体
言
止

め
を
し
て
い
る
。
平
仮
名
ば
か
り
で
あ
り
、「
星
」「
日
」
だ
け
が
漢
字
で
あ
る
。「
そ
れ
だ
け
」
を
反
復
さ
せ
て
い
る
。「
か
な

ら
ず
星
が
あ
る
」
に
「
ａ
」
＋
「
ａ
」
＋
「
ｒ
」
音
を
く
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
耳
馴
染
み
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

深
い
意
図
も
な
く
ど
ち
ら
か
に
向
け
て
「
ゆ
び
」
を
「
さ
」
す
と
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
「
か
な
ら
ず
星
が
あ
る
」
の
を

見
つ
け
る
。
そ
れ
は
一
見
、「
星
」
と
い
う
輝
き
や
き
ら
め
き
を
意
識
せ
ず
と
も
感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
さ
の
よ
う
に
思
え

る
。
し
か
し
、
で
は
、
そ
の
「
ゆ
び
」
を
も
つ
作
中
主
体
は
ど
こ
に
い
る
の
か
を
考
え
た
い
。「
星
」
は
常
に
遠
く
に
あ
る
。

作
中
主
体
と
は
遠
く
離
れ
た
位
置
に
あ
る
。
そ
し
て
、「
星
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
闇
の
中
で
あ
る
。
自
身
の
身
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近
が
煌
々
と
し
て
い
る
と
き
、「
星
」
は
見
え
な
い
。
作
中
主
体
は
暗
い
中
に
い
る
。
い
ず
れ
の
方
向
に
も
き
ら
め
く
「
星
」

を
感
じ
ら
れ
る
作
中
主
体
は
、
そ
の
「
星
」
の
き
ら
め
き
に
比
し
て
暗
い
中
に
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
き
ら
め

き
は
自
身
と
は
遠
い
存
在
で
あ
り
、
か
つ
、
自
身
以
外
は
い
ず
れ
も
き
ら
め
い
て
い
る
の
を
見
つ
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
の
状
況
に
、
ひ
と
息
を
つ
く
か
の
よ
う
に
、
一
字
空
け
を
用
い
、
作
中
主
体
は
「
そ
れ
だ
け
の
日
々
」
と
、
体
言
止
め

に
よ
り
、
確
認
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
歌
を
終
わ
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
さ
は
、
自
身
以
外
の

き
ら
め
き
で
あ
り
、「
そ
れ
だ
け
が
よ
」
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
留
意
し
た
い
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
歌
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
の
二
つ
で
あ
る
。
そ
の
漢
字
の
一
つ
は
、「
日
」で
あ
り
、か
つ
、そ
れ
が「
々
」に
よ
り「
日
々
」

と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
毎
日
の
み
が
続
い
て
い
っ
て
い
る
こ
と
を
表
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
一
方
の

漢
字
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
漢
字
は
「
星
」
で
あ
る
。「
星
」
は
分
解
す
る
と
、「
日
」
と
「
生
」
と
な
る
。
つ
ま

り
、き
ら
め
き
を
発
見
す
る
ば
か
り
の
「
日
々
」
は
続
い
て
い
る
が
た
だ
し
、そ
れ
ら
の
「
日
」
に
よ
り
作
中
主
体
は
「
生
」

を
実
感
し
て
い
る
。「
そ
れ
だ
け
」
で
、
そ
の
き
ら
め
き
だ
け
で
、
作
中
主
体
は
「
生
」
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

で
あ
る
。「
そ
れ
だ
け
」
の
反
復
と
「
日
々
」
の
体
言
止
め
に
よ
り
き
ら
め
き
の
存
在
を
、
そ
し
て
、「
日
」「
星
」
だ
け
の
漢

字
使
用
に
よ
り
「
生
」
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
認
識
」
の
歌
で
あ
り
、「
展
開
」
の
歌
で
も
あ
る
。

　
３
５
６　
　

本
棚
に
戻
さ
れ
た
な
ら
本
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
ゆ
び
を
待
つ
の
で
し
ょ
う
ね

　

五
七
五
七
七
で
あ
る
。

　
「
ゆ
び
」
と
は
、
そ
の
「
本
」
を
読
も
う
と
す
る
人
々
の
喩
え
で
あ
る
。「
ゆ
び
」
を
も
つ
者
、
す
な
わ
ち
、
人
の
ニ
ュ
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ア
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
本
」
は
単
な
る
「
本
」
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。「
本
と
し
て
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
で
な
い

も
の
が
「
本
」
と
い
う
役
割
「
と
し
て
」
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
時
に
、「
本
棚
に
戻
」
す
と
い
う
こ

と
か
ら
、
元
々
、「
本
棚
に
」
あ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
や
は
り
、「
本
」
で
は
あ
る
。
そ
し
て
、「
本
棚
」
か
ら
取
り
出
し
た

の
が
作
中
主
体
な
の
で
あ
る
。「
本
」
で
あ
り
な
が
ら
も
、「
本
」
で
は
な
い
役
割
な
い
し
「
本
」
と
し
て
だ
け
で
は
な
い
役

割
と
な
っ
て
い
る
「
本
」
が
、
本
来
あ
っ
た
「
本
棚
に
戻
」
る
と
、「
あ
ら
ゆ
る
ゆ
び
を
待
つ
」
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
歌
に
は
い
く
つ
か
の
留
意
し
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
が
、「
～
な
ら
」、「
あ
ら
ゆ
る
」、「
～
で

し
ょ
う
」、「
～
ね
」
で
あ
る
。「
～
な
ら
」
は
仮
定
で
あ
る
。「
本
棚
に
戻
さ
れ
た
な
ら
」
と
い
う
の
は
仮
定
で
あ
り
、「
戻
さ
れ
」

る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
逆
説
的
に
表
し
て
い
る
。「
本
棚
に
戻
さ
れ
た
な
ら
」
そ
の
「
本
」
は
「
本
」
と
し
て
の
本
来
的
役

割
と
な
る
も
の
の
、
そ
う
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
～
で
し
ょ
う
」
は
、
推
量
、
か
つ
、
敬
体
で
あ
る
。
こ
の

推
量
は
「
～
な
ら
」
と
呼
応
し
て
い
る
た
め
、
有
り
得
な
い
だ
ろ
う
こ
と
を
推
量
し
て
い
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
な
る
。
こ
の

敬
体
は
、
丁
寧
語
で
あ
る
た
め
、
特
定
の
誰
か
に
対
し
て
の
敬
意
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
不
特
定
の
誰
か
・
誰
か
達
へ
の

敬
意
と
考
え
ら
れ
よ
う
。「
～
ね
」
は
、
呼
び
か
け
や
念
押
し
で
あ
る
。
不
特
定
の
誰
か
・
誰
か
達
へ
の
呼
び
か
け
・
念
押

し
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、「
本
」
が
「
本
棚
に
戻
さ
れ
」
な
い
こ
と
を
逆
説
的
に
示
す
宣
言
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
い
え
る
。
そ

し
て
、「
あ
ら
ゆ
る
」
は
、
全
て
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
り
、「
あ
ら
ゆ
る
ゆ
び
」
と
は
全
て
の
人
々
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
作
中
主
体
に
よ
る
、
全
て
の
人
々
に
対
し
て
の
、
こ
の
「
本
」
は
全
て
の
人
々
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ

れ
ら
の
「
ゆ
び
」
に
渡
す
つ
も
り
は
な
い
、
と
い
う
宣
言
な
の
で
あ
る
。
作
中
主
体
に
と
っ
て
、
こ
の
「
本
」
は
単
な
る

「
本
」
で
は
な
く
、「
本
」
以
上
の
存
在
な
の
で
あ
る
。「
認
識
」
の
歌
で
あ
る
。
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３
６
２　
　

栓
抜
き
に
ゆ
び
を
と
お
し
て
星
が
降
る
の
を
待
っ
て
い
る
翡
翠
少
年

　

五
七
五
七
七
、
な
い
し
、
五
七
七
五
七
で
あ
る
。
三
句
・
四
句
に
句
ま
た
が
り
が
あ
る
と
と
ら
え
た
い
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
、
上
の
句
と
下
の
句
の
区
別
が
薄
れ
、
連
続
性
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
「
栓
抜
き
」
は
ガ
ラ
ス
瓶
の
王
冠
に
使
う
も
の
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
は
「
翡
翠
」
の
質
感
や
色
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

砕
け
て
し
ま
う
よ
う
な
透
明
感
を
も
つ
質
感
で
あ
る
。「
星
が
降
る
の
を
」
見
る
こ
と
の
で
き
る
夜
空
も
ま
た
、
透
明
感
を

も
つ
。
そ
し
て
、「
星
が
降
る
」
そ
の
軌
跡
は
、
夜
空
を
両
断
す
る
よ
う
な
一
条
の
線
で
あ
る
。
か
つ
、「
星
が
降
る
」
と
は
、

そ
の
「
星
」
の
燃
え
つ
き
る
終
焉
の
姿
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
歌
に
は
、
透
明
感
や
そ
の
喪
失
が
歌
全
体
に
と
ら
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
「
翡
翠
少
年
」
は
「
待
っ
て
い
る
」
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
は
「
翡
翠
少

年
」
を
「
翡
翠
少
年
」
た
ら
し
め
る
「
待
っ
て
い
る
」
行
為
の
終
わ
り
を
意
味
し
て
い
る
。「
栓
抜
き
」
と
は
、
ガ
ラ
ス
瓶

の
封
を
開
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ガ
ラ
ス
瓶
の
役
目
を
終
わ
ら
せ
る
も
の
で
も
あ
る
が
、
そ
の
中
身
を
解
放
す
る

も
の
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
翡
翠
少
年
」
も
ま
た
、そ
の
硬
質
さ
ゆ
え
の
身
動
き
の
と
り
づ
ら
さ
か
ら
の
解
放
を
「
待
っ

て
い
る
」
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
栓
抜
き
」
の
使
用
を
、「
ゆ
び
」
と
い
う
意
志
の
感
じ
ら
れ
る
ベ
ク
ト
ル
と
併
せ
つ
つ
、

「
待
」
ち
望
ん
で
い
る
姿
が
そ
こ
に
は
と
ら
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
翡
翠
」
に
強
く
注
目
し
た
い
。「
翡
翠
」
は
ど
う
読
む
の
が
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、「
ヒ
ス
イ
」
で

は
あ
ろ
う
が
、こ
こ
で
は
「
カ
ワ
セ
ミ
」
と
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。「
カ
ワ
セ
ミ
」
は
、そ
の
羽
の
色
が
「
ヒ

ス
イ
」
色
で
あ
る
た
め
に
、「
翡
翠
」
と
の
漢
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
鳥
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
翡
翠
」
に
く
り
返
し
使
わ
れ

て
い
る
「
羽
」
は
ま
さ
に
鳥
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
翡
翠
少
年
」
を
「
カ
ワ
セ
ミ
少
年
」
と
読
む
な
ら
ば
、
そ
の
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と
き
、
こ
の
「
少
年
」
は
、「
カ
ワ
セ
ミ
」
の
真
っ
直
ぐ
な
く
ち
ば
し
の
よ
う
に
、
そ
し
て
、
そ
の
く
ち
ば
し
の
真
っ
直
ぐ

さ
は
、
真
っ
直
ぐ
に
の
び
る
「
ゆ
び
」
に
ま
さ
に
表
さ
れ
、
夜
空
に
「
星
が
降
る
の
を
」
一
心
に
「
待
っ
て
い
る
」
景
が

浮
か
ぶ
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
心
持
や
姿
勢
の
美
し
さ
を
「
ヒ
ス
イ
」
の
よ
う
な
き
ら
め
く
美
し
さ
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る

こ
と
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
「
少
年
」
や
未
来
へ
の
真
摯
な
態
度
の
き
ら
め
く
美
や
彩
が
感
じ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
未
来
へ
羽
ば
た
く
こ
と
へ
の
予
兆
す
ら
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
由
へ
飛
び
立
つ
こ
と
へ
の
期

待
や
熱
望
、
そ
し
て
、
そ
の
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
「
展
開
」
の
歌
で
あ
る
。

　
３
９
８　
　

未
明
。
い
ち
ご
つ
ぶ
し
の
達
人
の
ゆ
び
の
舐
り
方
の
う
つ
く
し
い

　

三
七
五
九
五
で
あ
る
。
初
句
の
三
音
に
よ
る
字
足
ら
ず
で
あ
り
、
四
句
・
結
句
に
句
ま
た
が
り
が
あ
る
。
初
句
が
三
音

＋
句
点
で
あ
り
、
一
字
空
け
と
は
ま
た
異
な
る
余
白
を
用
い
て
い
る
。「
の
」
音
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　
「
未
明
。」
と
い
う
、
三
音
の
破
格
、
か
つ
、
句
点
で
の
句
切
れ
に
よ
り
、
読
み
手
に
違
和
感
と
期
待
が
与
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、
こ
の
「
未
明
」
は
、
時
制
に
つ
い
て
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
判
然
と
し
な
い
意
識
と
い
っ
た
も
の
で
も
あ
る
だ

ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
、
ぼ
ん
や
り
し
た
時
間
帯
に
、
一
体
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
、
と
読
み
手
は
二
句
目
以
降
に
引
き

込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
「
い
ち
ご
つ
ぶ
し
」、
か
つ
、「
い
ち
ご
つ
ぶ
し
の
達
人
」
と
い
う
不
明
の
語
句

に
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
作
中
主
体
は
、「
未
明
」
の
時
間
帯
に
、
ぼ
ん
や
り
と
し
た
意
識
で
い
た
が
、
覚
醒
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
理
由
が
、
二
句
目
以
降
に
詠
ま
れ
る
。
こ
こ
で
、
二
つ
の
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
一
つ
は
、「
い
ち
ご
つ
ぶ
し
」

は
何
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
か
、と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、道
具
な
ど
で
は
な
い
。「
舐
り
方
」と
い
う
こ
と
か
ら
、「
達
人
」
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の
「
ゆ
び
」
に
よ
っ
て
「
い
ち
ご
つ
ぶ
し
」
が
な
さ
れ
、
そ
の
「
ゆ
び
」
を
「
舐
」
っ
て
い
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
の

景
は
、「
つ
ぶ
」
さ
れ
た
「
い
ち
ご
」
に
よ
り
、「
ゆ
び
」
が
鮮
や
か
に
赤
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、そ
の
赤
の
彩
が
「
う

つ
く
し
い
」
の
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
も
、「
う
つ
く
し
い
」
の
は
「
舐
り
方
」
で
あ
る
。
赤
に
ま
み
れ
た
「
達
人
の
ゆ
び
」

の
「
舐
り
方
」
が
「
う
つ
く
し
い
」
の
で
あ
る
。
作
中
主
体
は
、
こ
の
「
達
人
」
を
「
達
人
」
た
ら
し
め
て
い
る
「
い
ち

ご
つ
ぶ
し
」
と
い
う
技
に
対
し
て
「
う
つ
く
し
い
」
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
と
ら
え
て
お
き
た
い
。
そ
の
技
の
結
果
へ

の
行
為
で
あ
る
「
舐
り
方
」、
そ
の
技
を
為
さ
せ
る
「
ゆ
び
」
を
き
ら
り
と
磨
き
上
げ
る
か
の
よ
う
な
「
舐
り
方
」
を
賛

美
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
ゆ
び
」
で
「
い
ち
ご
」
を
破
壊
し
た
こ
と
へ
の
舌
な
め
ず
り
と
い
っ
た
よ
う
な
「
達
人
」

の
達
成
感
・
満
足
感
を
受
け
、
そ
れ
を
賛
美
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
四
句
終
わ
り
の
「
の
」
で
あ
る
。
こ

の
「
の
」
に
は
二
つ
の
こ
と
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
主
格
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
舐
り

方
」「
が
」「
う
つ
く
し
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
な
る
。「
が
」
で
あ
る
と
こ
ろ
を
「
の
」
と
す
る
こ
と
に
よ
る
違
和
感
が

出
さ
れ
る
。
次
に
、
連
体
修
飾
格
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
、「
う
つ
く
し
い
」
の
後
に
、
例
え
ば
「
姿
が

あ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
省
略
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
省
略
が
何
で
あ
る
の
か
を
読
み
手
は
考
え
続
け
る
こ
と
に
な
り
、

か
つ
、「
の
」
が
く
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
永
遠
的
循
環
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
作
中
主
体
の
気
づ

い
た
「
う
つ
く
し
」
さ
は
永
遠
に
忘
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
認
識
」「
展
開
」
の
歌
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
ゆ
び
」
に
て
「
つ
ぶ
」
す
行
為
の
歌
が
先
に
も
あ
っ
た
。
１
０
３
歌
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
、「
ゆ
び
さ
き
」

に
よ
り
「
つ
ぶ
」
す
行
為
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
両
歌
に
共
通
し
て
い
る
。
他
に
も
共
通
が
い
く
つ
も
あ
る
。
く
り
返
さ
れ

る
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
、野
菜
・
食
べ
物
が
「
つ
ぶ
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
す
る
と
、３
９
８
歌
の
「
い

ち
ご
」
も
、
１
０
３
歌
の
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
」
と
同
様
に
、
地
球
を
喩
え
た
も
の
だ
と
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
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か
。
ほ
ぼ
球
体
の
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
」
と
異
な
り
、「
い
ち
ご
」
は
球
体
と
は
単
純
に
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
球
体
で

は
な
い
そ
の
歪
さ
こ
そ
が
、
地
球
が
「
つ
ぶ
」
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
況
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
す
で

に
、
球
を
保
て
ず
に
歪
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
の
世
界
を
、「
達
人
」
が
「
つ
ぶ
」
し
て
し
ま
う
、
と
ど
め
を
さ
し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
い
ち
ご
」
だ
か
ら
こ
そ
、
と
ら
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、「
い
ち
ご
」
の
果
肉
・
果
汁
で
あ
る
赤
に
ま

み
れ
た
「
ゆ
び
」
は
、
血
ま
み
れ
を
表
す
か
の
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
、「
い
ち
ご
」
を
漢
字
表
記
す
る
と
「
一
期
」
と
も
と

ら
え
ら
れ
、「
い
ち
ご
つ
ぶ
し
」
と
は
、
生
涯
を
終
わ
ら
さ
れ
る
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
地
球
の
終
わ
り
、
世

界
の
終
わ
り
を
ほ
ん
の
小
さ
な
事
物
・
事
象
か
ら
も
く
り
返
し
感
じ
ず
に
い
ら
れ
な
い
作
中
主
体
の
姿
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

や
は
り
、「
認
識
」「
展
開
」
の
歌
で
あ
り
、「
比
喩
」
の
歌
で
あ
る
。

四
、
小
考

　
『
て
ん
と
ろ
り
』
に
お
け
る
「
ゆ
び
（
指
）」
お
よ
び
「
手
」
の
歌
を
評
釈
し
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
手
」
の
歌

に
つ
い
て
は
、『
ひ
と
さ
ら
い
』
の
「
手
」
の
歌
と
同
様
の
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
や
は
り
、
笹
井
宏
之
は
「
希
求
」

の
歌
人
で
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
「
ゆ
び（
指
）」の
十
四
首
は
、い
く
つ
か
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、１
９
歌
・
３
６
２
歌
は
、「
手
」の
歌
と
同
じ
よ
う
に「
希

求
」
の
歌
で
あ
る
。
１
９
歌
は
「
～
な
の
」
と
「
平
和
」
へ
の
疑
問
を
提
示
し
つ
つ
、
読
み
手
を
含
め
た
他
者
に
そ
の
答

え
を
求
め
て
い
る
。
３
６
２
歌
で
は
、「
翡
翠
少
年
」
が
「
待
っ
て
い
る
」。「
星
が
降
る
の
を
」
希
み
、求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
ゆ
び
（
指
）」
の
歌
か
ら
も
、
笹
井
の
短
歌
に
は
「
希
求
」
を
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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次
に
、「
変
成
」
の
歌
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
前
稿
に
お
い
て
、
笹
井
の
歌
に
は
「
希
求
」
や
「
変
成
」
が
と
ら
え
ら

れ
る
と
し
た
。
そ
の
「
変
成
」
の
歌
が
、
１
９
歌
・
８
５
歌
・
１
４
６
歌
・
２
０
６
歌
・
２
４
２
歌
・
３
２
３
歌
で
あ
る
。

特
に
、
８
５
歌
と
３
２
３
歌
は
、「
解
放
」
を
詠
っ
て
い
る
。
不
自
由
や
窮
屈
か
ら
の
「
解
放
」
と
い
っ
た
「
変
成
」
で
あ

る
。『
ひ
と
さ
ら
い
』
に
お
け
る
「
手
」
の
歌
と
通
ず
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
１
９
歌
・
１
３
７
歌
・
１
４
６
歌
の
よ
う
に
、「
ゆ
び
（
指
）」
を
道
具
に
見
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
１
９
歌
は
、

「
ゆ
び
」
を
人
を
集
め
る
も
の
や
象
徴
た
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
詠
っ
て
い
る
。
１
３
７
歌
は
、「
ゆ
び
さ
き
」
を
そ
の
ま
ま
、

何
ら
か
の
道
具
と
し
て
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
包
丁
」
と
同
様
に
「
す
る
ど
い
」
も
の
と
し
て
い
る
。
１
４
６

歌
は
、「
ゆ
び
」
を
「
火
」
と
し
て
い
る
。
３
５
６
歌
も
、
道
具
で
は
な
い
が
、「
ゆ
び
」
を
人
々
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

歌
に
共
通
す
る
の
は
、大
き
な
対
象
を
扱
う
も
の
と
し
て
の「
ゆ
び（
指
）」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、「
平
和
」「
命
」

「
世
界
」「
人
々
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
き
な
対
象
を
、
わ
ず
か
で
小
さ
な
「
ゆ
び
（
指
）」
に
よ
り
、
考
え
さ
せ
る
こ
と

を
為
し
て
い
る
。
小
さ
な
存
在
に
よ
り
大
き
な
概
念
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

河
路
由
佳
（
一
九
九
九
）
が
現
代
短
歌
に
お
け
る
「
ゆ
び
（
指
）」
の
秀
歌
を
あ
げ
て
い
る
（
８
）
が
、そ
れ
ら
に
は
「
命
」「
生
」

が
共
通
し
て
い
る
。
笹
井
短
歌
も
そ
れ
ら
の
秀
歌
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
笹
井
短
歌
は
、
共
通

し
つ
つ
も
、「
命
」「
生
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
対
象
を
よ
り
拡
充
し
て
い
る
こ
と
も
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。

　

そ
し
て
、力
を
も
つ
も
の
と
し
て
の
「
ゆ
び
（
指
）」
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
１
０
３
歌
・
１
４
６
歌
・
２
０
６
歌
・
２
８
９
歌
・

３
２
３
歌
・
３
９
８
歌
で
あ
る
。
１
０
３
歌
で
は
、「
ゆ
び
さ
き
」
は
「
ピ
ー
ス
を
つ
ぶ
」
し
て
い
た
。
平
和
を
も
壊
し
て

し
ま
う
「
ゆ
び
」
な
の
で
あ
る
。
１
４
６
歌
で
は
、「
ゆ
び
」
は
「
世
界
を
」「
失
く
」
す
「
火
」
で
あ
る
。
２
０
６
歌
の
「
ゆ

び
」
は
、「
私
」
を
「
救
」
う
も
の
で
あ
る
。
２
８
９
歌
に
お
い
て
、「
き
れ
い
な
ひ
と
」
の
「
ゆ
び
さ
き
」
に
よ
り
、「
花
び
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ら
」
は
「
名
前
を
な
く
」
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る
。「
て
の
ひ
ら
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
」
ほ
ど
の
も
の
を
、「
ゆ
び
が
ほ
ど

い
」
て
い
る
の
が
３
２
３
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
、
作
中
主
体
の
「
冬
の
日
」
を
一
変
さ
せ
て
い
る
。
３
９
８
歌
は
「
い
ち

ご
つ
ぶ
し
」
を
「
ゆ
び
」
が
し
て
い
る
。「
い
ち
ご
」
を
「
い
ち
ご
」
た
ら
し
め
な
く
す
る
ほ
ど
の
力
を
「
ゆ
び
」
が
も
っ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
、「
ゆ
び
（
指
）」
は
、
何
ら
か
の
力
を
も
つ
。

　

力
を
も
つ
の
も
の
と
し
て
の
「
ゆ
び
（
指
）」
に
は
、こ
の
よ
う
な
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。
つ
ま
り
、そ
の
「
ゆ
び
（
指
）」

の
力
を
向
け
る
対
象
で
あ
る
。「
ゆ
び
（
指
）」
は
、
１
９
歌
・
６
０
歌
・
１
０
３
歌
・
１
３
７
歌
・
１
４
６
歌
・
２
０
６

歌
・
２
８
９
歌
・
３
６
２
歌
・
３
９
８
歌
と
実
に
九
首
に
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
力
が
大
き
な
対
象
に
向
け
ら
れ

て
い
る
。
１
９
歌
・
１
０
３
歌
で
は
、「
平
和
」
を
分
断
し
た
り
「
つ
ぶ
」
し
た
り
し
て
い
る
。
６
０
歌
で
は
、「
は
じ
ま
り
」

が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
よ
う
に
始
ま
る
た
め
の
関
門
と
な
っ
て
い
る
。
１
３
７
歌
の
「
ゆ
び
」
は
「
さ
わ
ら
」
の
運
命
や
未
来

を
決
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
１
４
６
歌
に
お
け
る
「
ゆ
び
」
は
「
世
界
を
」「
失
く
」
す
べ
く
力
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

２
０
６
歌
の
「
ゆ
び
」
に
よ
り
、「
私
」
は
「
救
わ
れ
る
」
こ
と
を
実
感
す
る
。
２
８
９
歌
に
お
い
て
、「
名
前
を
な
く
す
」

と
い
う
「
自
身
」
を
失
う
こ
と
へ
、「
ゆ
び
さ
き
」
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
３
６
２
歌
に
は
、
未
来
へ
の
ベ
ク
ト
ル
と
し
て

の
「
ゆ
び
」
が
表
さ
れ
て
い
る
。
３
９
８
歌
で
の
「
い
ち
ご
」
を
「
つ
ぶ
」
す
の
も
「
ゆ
び
」
で
あ
る
。「
未
明
」
と
い
う

判
然
と
し
な
い
何
か
を
覚
醒
さ
せ
、
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
何
ら
か
の
大
き
な
対
象
へ
「
ゆ
び
」
は
力

を
行
使
し
て
い
る
・
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
ゆ
び
（
指
）」
は
力
を
も
つ
、
す
な
わ
ち
、「
解
放
」「
変

成
」
を
「
希
求
」
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
力
は
「
平
和
」「
は
じ
ま
り
」「
運
命
」「
世
界
」「
救
い
」「
自
身
」「
未
来
」
な
ど

と
い
っ
た
哲
学
的
概
念
、す
な
わ
ち
、人
間
課
題
の
本
質
や
真
理
の
「
希
求
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。「
自
身
と
は
何
か
」「
平

和
は
実
現
で
き
る
か
」
な
ど
と
い
っ
た
莫
大
な
命
題
に
つ
な
が
る
対
象
に
差
し
向
け
ら
れ
た
、
強
大
な
力
で
あ
る
。
つ
ま
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り
、「
ゆ
び
（
指
）」
は
課
題
か
ら
の
解
放
・
課
題
の
解
消
を
「
希
求
」「
懇
求
」
す
る
「
ベ
ク
ト
ル
」
で
あ
る
。
笹
井
短
歌
は
、

真
理
の
究
明
の
「
希
求
」「
懇
求
」
を
詠
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
前
稿
に
続
く
も
の
と
し
て
、
笹
井
宏
之
第
二
歌
集
『
て
ん
と
ろ
り
』
に
お
け
る
「
ゆ
び
（
指
）」
の
歌
を

中
心
に
考
察
を
進
め
た
。短
歌
初
学
者
が
笹
井
短
歌
を
読
む
と
き
に
や
は
り
、「
希
求
」を
、か
つ
、人
間
課
題
解
消
の「
懇
求
」

を
視
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
解
釈
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
代
表
的
な
歌
が
、
３
２
３
歌
「
て
の
ひ
ら
に
縫
い
つ
け
て
あ
る

冬
の
日
を
あ
な
た
の
ほ
そ
い
ゆ
び
が
ほ
ど
い
た
」
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、「
冬
の
日
」
と
い
う
人
間
の
誰
し
も
に
必
ず

巡
り
来
て
し
ま
う
、
そ
の
よ
う
な
辛
く
厳
し
い
課
題
を
、
対
照
的
な
「
あ
な
た
の
ほ
そ
い
ゆ
び
」
が
解
消
し
た
こ
と
の
感

激
が
詠
わ
れ
て
い
る
。「
ゆ
び
（
指
）」
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
大
き
な
辛
さ
す
ら
解
く
こ
と
の
で
き
る
力
な
の
で
あ
る
。
こ
の

課
題
に
対
す
る
力
と
し
て
の
「
ゆ
び
（
指
）」
は
、
１
４
６
歌
「
そ
の
ゆ
び
が
火
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
世
界
を
ひ

と
つ
失
く
し
ま
し
た
ね
」
に
も
詠
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
１
４
６
歌
に
お
け
る
「
ゆ
び
」
は
「
火
」
と
い
う
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
で
あ
る
。
力
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
ゆ
び
」
を
行
使
す
る
こ
と
は
、「
世
界
を
」「
失
く
」
す
こ
と
の
で

き
る
ほ
ど
の
圧
倒
的
な
「
ベ
ク
ト
ル
」
な
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
課
題
解
消
の
「
懇
求
」
を
「
ゆ
び
（
指
）」
と
い
う

力
を
も
つ
「
ベ
ク
ト
ル
」
に
仮
託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、こ
の
課
題
解
消
の
「
希
求
」
の
片
鱗
は
、す
で
に
『
ひ

と
さ
ら
い
』
に
お
い
て
詠
ま
れ
て
い
た
。
高
校
国
語
「
言
語
文
化
」
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
「
え
ー
え
ん
と
く
ち
か
ら
え
ー

え
ん
と
く
ち
か
ら
永
遠
解
く
力
を
下
さ
い
」
で
あ
る
。「
永
遠
」
と
い
う
課
題
を
打
破
す
る
ほ
ど
の
強
大
な
「
力
を
下
さ
い
」
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と
笹
井
は
ま
さ
に
「
希
求
」「
懇
求
」
し
て
い
る
。
笹
井
短
歌
は
課
題
を
注
視
し
、
詠
も
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
え
ー
え

ん
と
～
～
」
に
続
き
、
高
校
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
二
首
目
の
笹
井
短
歌
が
そ
れ
で
あ
る
。「
砂
時
計
の
な
か
を
流
れ

て
い
る
も
の
は
す
べ
て
こ
ま
か
い
砂
時
計
で
あ
る
」
で
あ
る
。『
て
ん
と
ろ
り
』
か
ら
の
歌
で
あ
る
。
高
校
国
語
選
択
科
目

「
文
学
国
語
」
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
歌
も
ま
た
、「
砂
時
計
」
の
中
に
「
こ
ま
か
い
砂
時
計
」
が
あ
る
と
し
、「
永
遠
」

の
循
環
お
よ
び
「
時
間
」
を
詠
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、「
永
遠
」「
時
間
」
と
い
う
哲
学
的
課
題
が
詠
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
一
見
、
単
に
観
念
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
。
笹
井
短

歌
は
そ
う
い
っ
た
哲
学
的
対
象
を
、「
ゆ
び
（
指
）」
と
い
っ
た
身
体
性
に
よ
っ
て
対
峙
す
る
こ
と
で
、
よ
り
現
実
的
な
も

の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
解
消
を
本
気
で
「
懇
求
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
身
の
身
体
と
い
う
現
実
と
世

に
あ
る
課
題
と
の
接
地
点
や
せ
め
ぎ
合
い
を
模
索
す
る
日
々
を
過
ご
す
青
少
年
で
あ
る
短
歌
初
学
者
に
と
っ
て
も
、
親
和

性
や
親
近
性
を
も
つ
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
意
識
的
に
、
あ
る
い
は
、
無
意
識
に
、
体
験
ー
体
感
ー
体
得
と
身
体

感
覚
を
通
じ
て
学
び
深
め
て
い
く
青
少
年
に
は
、
評
釈
へ
の
一
視
点
に
な
る
と
考
え
る
。
と
き
に
は
、
笹
井
短
歌
の
「
希

求
」「
懇
求
」
の
姿
勢
が
、
短
歌
初
学
者
の
生
き
る
道
を
勇
気
づ
け
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
生
き
て
い
く
た
め
の
支
え
に

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
姿
勢
が
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
に
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
る
た
め
の
導
入
材
と
も
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
笹
井
短
歌
は
実
学
と
し
て
の
一
首
で
あ
り
、
文
学
初
学
者
の
た

め
の
一
首
と
も
な
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

（
お
お
む
ら　

と
き
お
・
文
学
研
究
科
博
士
課
程
三
年
）
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笹井宏之の短歌の研究 その二　−第二歌集『てんとろり』における身体語彙「ゆび（指）」を中心に−

［
註
］

（
１
）
大
村
勅
夫
（
二
〇
二
四
）「
笹
井
宏
之
の
短
歌
の
研
究　

そ
の
一
」
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
『
新
人
文
学vol.20

』

（
２
）「
新
文
学
国
語
」
三
省
堂　

二
〇
二
三
年
検
定
済

（
３
）『
て
ん
と
ろ
り
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
佐
賀
新
聞
掲
載
歌
三
七
首
の
中
に
も
、「
み
づ
う
み
に
沈
ん
で
ゐ
た
る
秋
空
を
十
の
指
も
て
壊
し

て
し
ま
ふ
」（
二
〇
〇
六
、一
〇
、一
二
）
と
、
漢
字
の
「
指
」
表
記
で
は
あ
る
が
、「
ゆ
び
（
指
）」
を
用
い
た
作
品
も
あ
っ
た
。

（
４
）
村
田
祐
菜
「
近
代
短
歌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」kindaitannkadatabase.com　

二
〇
二
四
，
六
，
四
閲
覧

（
５
）
野
浪
正
隆
（
二
〇
一
〇
）「
近
代
小
説
に
使
わ
れ
た
身
体
語
彙
に
つ
い
て　

―
大
量
語
彙
検
索
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
―
」

『
学
大
国
文
』
５３　

大
阪
教
育
大
学
国
語
教
育
講
座
・
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
講
座　

七
五
頁

（
６
）
山
田
航
（
二
〇
一
五
）『
桜
前
線
開
架
宣
言
』
左
右
社
、　

東
直
子
・
佐
藤
弓
生
・
千
葉
聡
（
二
〇
一
八
）『
短
歌
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
』

書
肆
侃
侃
房

（
７
）
河
路
由
佳
（
一
九
九
九
）「
指
」
岡
井
隆
監
修
・
三
枝
昂
之
ら
編
『
岩
波
現
代
短
歌
辞
典
』
岩
波
書
店

（
８
）（
７
）
に
同
じ
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は
じ
め
に

　
『
宝
物
集
』
は
作
者
の
平
康
頼
が
「
鹿
ケ
谷
の
謀
議
」
に
参
加
し
た
罪
で
流
罪
と
な
っ
た
後
、
流
刑
地
で
あ
っ
た
鬼
界

が
島
か
ら
京
に
帰
洛
し
た
と
い
う
治
承
三
（
一
一
七
九
）
年
以
降
数
年
間
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
。

　

内
容
は
、
人
間
に
と
っ
て
こ
の
世
に
お
け
る
最
勝
の
宝
は
仏
法
で
あ
る
と
し
、
苦
の
世
界
で
あ
る
六
道
か
ら
脱
け
出
し

て
成
仏
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
様
々
な
例
証
や
和
歌
を
利
用
し
て
示
し
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
宝
物
集
』
で
は
天
皇
に
関
す
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
例
証
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
数
え
る
限
り
で
は
、

『
宝
物
集
』に
お
け
る
天
皇

伊
藤
　

翔
太

［
論
文
］
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『宝物集』における天皇

○
○
天
皇
の
ほ
か
、
帝
（
御
門
）・
院
・
法
皇
な
ど
の
語
も
合
わ
せ
る
と
、
作
品
内
に
天
皇
の
語
は
一
〇
〇
カ
所
ほ
ど
み

ら
れ
る
。
本
稿
で
は
『
宝
物
集
』
に
お
い
て
天
皇
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

　

な
お
『
宝
物
集
』
に
は
内
容
の
異
な
る
伝
本
が
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
小
泉
弘
氏
の
伝
本
研
究
（
１
）
を
承
け
た
山
田

昭
全
氏
に
よ
れ
ば
、
康
頼
は
「
最
初
に
一
巻
本
を
書
き
、
次
に
大
幅
な
増
補
を
加
え
て
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」
を
書
き
、

「
さ
ら
に
例
証
歌
の
補
充
整
備
を
中
心
と
す
る
第
二
次
増
訂
を
行
っ
て
第
二
種
七
巻
本
」
を
作
っ
た
と
す
る
（
２
）。
本
稿
で

は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
第
二
種
七
巻
本
系
の
吉
川
康
雄
氏
蔵
本
を
底
本
と
す
る
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
３
）
を
使
用

し
て
検
討
を
進
め
、
他
の
諸
本
（
４
）
は
必
要
に
応
じ
て
使
用
し
て
い
き
た
い
。

　

は
じ
め
に
、『
宝
物
集
』
に
お
け
る
天
皇
を
検
討
す
る
意
義
に
関
し
て
、
一
二
世
紀
に
成
立
し
た
作
品
と
い
う
こ
と
と
、

作
者
康
頼
の
特
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
一
二
世
紀
と
い
う
時
代
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
天
皇
に
関
す
る
言
説
の
新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
て
い
る
。
吉
原

浩
人
氏
は
院
政
期
往
生
伝
に
お
い
て
天
皇
の
伝
が
収
載
さ
れ
た
意
義
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

摂
関
期
す
な
わ
ち
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
時
代
に
お
い
て
は
、
天
皇
も
人
界
の
一
員
で
あ
り
、
輪
廻
転
生
す
る

存
在
で
あ
る
と
は
っ
き
り
述
べ
る
こ
と
は
、
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
。
初
め
て
天
皇
を
往
生
伝
に
登
載
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
禁
忌
を
破
り
、
天
皇
を
も
輪
廻
転
生
の
枠
の
中
に
お
い
て
と
ら
え
た
の
が
大
江
匡
房
な
の
で
あ
る
。（
中
略
）

罪
障
の
有
無
ま
で
も
論
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
裏
返
せ
ば
往
生
で
き
な
い
天
皇
も
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、「
現
人
神
」
と
し
て
全
く
別
の
論
理
体
系
の
中
に
あ
っ
た
天
皇
が
、
完
全
に
仏
教
的
世
界
観
の
体
系
に

組
み
込
ま
れ
た
こ
と
意
味
し
、
院
政
期
に
天
皇
観
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
貎
し
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
（
５
）。
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吉
原
氏
は
大
江
匡
房
が
『
続
本
朝
往
生
伝
』（
一
一
〇
一
～
一
一
一
一
年
成
立
）
に
お
い
て
、
一
条
天
皇
と
後
三
条
天
皇
伝

を
登
載
し
、両
天
皇
の
往
生
を
明
確
に
記
述
し
て
天
皇
を
輪
廻
転
生
の
枠
の
中
で
と
ら
え
た
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、「「
現

人
神
」
と
し
て
全
く
別
の
論
理
体
系
の
中
に
あ
っ
た
天
皇
が
、
完
全
に
仏
教
的
世
界
観
の
体
系
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
意

味
」
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
皇
が
仏
教
的
世
界
観
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
は
、「
院
政
期
に
天
皇
観
そ
の
も

の
が
大
き
く
変
貎
し
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
」
現
象
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

匡
房
以
降
も
往
生
伝
類
に
は
、
三
善
為
康
の
『
後
拾
遺
往
生
伝
』（
一
一
三
七
～
一
一
三
九
年
成
立
）
に
お
い
て
、
下
巻

の
冒
頭
に
清
和
天
皇
伝
が
収
録
さ
れ
、
蓮
禅
の
『
三
外
往
生
記
』（
一
一
三
九
年
以
降
の
成
立
）
に
は
、
白
河
上
皇
が
死
後

に
生
前
の
善
悪
二
業
が
同
量
だ
っ
た
た
め
に
次
の
生
所
が
定
ま
ら
な
い
と
の
記
述
が
あ
る
（
源
雅
俊
伝
）。
一
二
世
紀
は

天
皇
の
往
生
が
論
じ
ら
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
天
皇
と
輪
廻
転
生
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
一
二
世
紀
は
天
皇
の
前
世
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
る
時
代
で
あ
っ
た

（
６
）。
匡
房
の
『
江
談
抄
』（
一
一
〇
四
～
一
一
〇
八
年
頃
成
立
）
に
は
、
清
和
天
皇
の
前
世
が
内
供
奉
十
禅
師
職
を
望
ん

だ
が
伴
善
男
に
任
命
を
阻
ま
れ
た
僧
だ
っ
た
と
す
る
説
話
が
載
っ
て
お
り
、
後
述
の
よ
う
に
『
宝
物
集
』
に
も
採
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、『
扶
桑
略
記
』（
一
〇
九
四
年
以
降
の
成
立
）
や
『
東
大
寺
要
録
』（
一
一
〇
六
年
成
立
）
に
は
、
聖
武
天
皇
の

前
世
を
震
旦
の
流
沙
の
船
師
と
す
る
説
話
が
存
在
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
吉
原
氏
が
指
摘
し
た
天
皇
が
往
生
伝
へ
記
載
さ
れ
る
こ
と
や
天
皇
の
前
世
説
話
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
併

せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
確
か
に
一
二
世
紀
は
天
皇
観
の
変
化
に
よ
っ
て
天
皇
が
仏
教
的
世
界
観
に
組
み
込
ま
れ
た
時
代
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
天
皇
観
の
変
化
が
み
ら
れ
る
一
二
世
紀
の
末
に
成
立
し
た
『
宝
物
集
』
に
お
い
て
、
天
皇

が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
天
皇
観
を
考
え
る
う
え
で
も
意
味
の
あ
る
作
業
に
な
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る
と
考
え
る
。

　

も
う
一
つ
、
著
者
の
康
頼
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
（
７
）。

　

康
頼
の
出
自
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
建
武
四
（
一
三
三
七
）
年
成
立
の
『
勅
撰
作
者
部
類
』
に
よ
れ
ば
、
康
頼
の
父

は
中
原
顕
季
だ
と
い
う
。
中
原
氏
は
太
政
官
の
外
記
を
世
襲
し
、
明
経
博
士
・
直
講
・
助
教
に
任
じ
ら
れ
る
者
が
多
い
学

問
の
家
柄
と
さ
れ
る
（
８
）。
こ
の
中
原
氏
出
身
説
は
、他
の
史
料
で
傍
証
で
き
る
も
の
で
は
な
い
た
め
確
定
し
難
い
が
、『
宝

物
集
』
に
お
い
て
多
様
な
資
料
を
用
い
、
そ
れ
ら
を
適
宜
『
宝
物
集
』
の
筋
書
き
に
合
う
よ
う
に
切
り
継
ぎ
・
縮
小
を
し

て
い
る
（
９
）
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
学
問
の
家
系
と
さ
れ
る
中
原
氏
出
身
で
な
く
と
も
、
康
頼
は
相
当
の
学
識
あ
る
人
物
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

官
人
と
し
て
の
康
頼
は
、
仁
安
三
（
一
一
六
八
）
年
に
左
衛
門
尉
と
な
り
、
承
安
四
（
一
一
七
四
）
年
に
は
検
非
違
使

を
兼
官
し
た
。
ま
た
、
後
白
河
上
皇
の
近
臣
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
安
元
三
（
一
一
七
七
）
年
の

六
月
の
「
鹿
ケ
谷
の
謀
議
」
に
参
加
し
た
罪
で
流
罪
と
な
り
、『
平
家
物
語
』
に
よ
れ
ば
配
所
に
赴
く
途
中
に
周
防
の
室
積

で
出
家
し
、
法
名
を
性
照
と
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
赦
免
さ
れ
て
治
承
三
年
の
春
に
帰
洛
し
た
と
さ
れ
、
こ
れ
以
降
の

数
年
間
に
『
宝
物
集
』
が
成
立
す
る
。

　

康
頼
は
官
人
と
し
て
朝
廷
に
仕
え
、
院
近
臣
と
し
て
も
活
動
し
、
さ
ら
に
は
多
様
な
資
料
を
利
用
し
て
『
宝
物
集
』
を

形
成
で
き
る
ほ
ど
の
学
識
を
有
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、流
罪
と
な
り
出
家
し
た
後
に
『
宝
物
集
』
を
成
立
さ
せ
た
。

　

こ
う
し
た
作
者
の
特
性
か
ら
、『
宝
物
集
』
に
お
け
る
天
皇
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
一
二
世
紀
後
半
の
知
識
人
貴

族
が
有
す
る
天
皇
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
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一　
『
宝
物
集
』
の
国
王
観

　
『
宝
物
集
』
に
お
け
る
天
皇
を
と
り
あ
げ
る
前
に
、
本
章
で
は
『
宝
物
集
』
の
基
本
的
な
国
王
観
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
た
い
。

　
『
宝
物
集
』
は
、
こ
の
世
の
人
間
に
と
っ
て
仏
法
こ
そ
が
最
勝
の
宝
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
様
々
な
例
証
や
和
歌
を

用
い
て
読
者
に
示
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、天
皇
を
含
む
国
王
に
関
す
る
説
話
も
基
本
的
に
は
こ
う
し
た『
宝

物
集
』
の
筋
書
き
に
合
う
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
小
見
出
し
目
次
を
参
考
に
、『
宝
物
集
』
の
構
成
の
項
目
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
一
）
鬼
界
が
島
か
ら
帰
っ
て
き
た
隠
士
（
巻
一
）

（
二
）
嵯
峨
清
凉
寺
釈
迦
堂
参
詣
の
道
行
（
巻
一
）

（
三
）
釈
迦
像
の
由
来
（
巻
一
）

（
四
）
こ
の
世
に
お
け
る
宝
物
は
何
か
と
い
う
議
論
（
巻
一
）

（
五
）
仏
法
こ
そ
が
宝
で
あ
る
と
い
う
論
証
（
巻
二
）

（
六
）
六
道
と
そ
の
苦
の
諸
相
（
巻
二
～
三
）

（
七
）
成
仏
の
た
め
の
十
二
門
開
示
（
巻
四
～
七
）
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『宝物集』における天皇

こ
の
よ
う
に
『
宝
物
集
』
は
、
鬼
界
が
島
か
ら
帰
洛
し
た
男
に
よ
る
清
凉
寺
釈
迦
堂
の
参
詣
に
舞
台
が
設
定
さ
れ
（（
一
）

～
（
三
））、
参
詣
者
た
ち
に
よ
っ
て
こ
の
世
に
お
け
る
宝
と
は
何
か
と
い
う
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
（（
四
））。
そ
の
後
に

「
声
少
し
な
ま
り
た
る
」
法
師
に
よ
っ
て
、
仏
法
こ
そ
が
最
勝
の
宝
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
（（
五
））、
六
道
の
苦
の
諸

相
や
成
仏
の
た
め
の
十
二
の
道
が
説
か
れ
る
（（
六
）
～
（
七
））
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

仏
法
の
価
値
を
説
き
、
成
仏
の
た
め
の
道
を
示
し
て
い
く
筋
書
き
で
あ
る
た
め
、『
宝
物
集
』
の
本
題
は
（
五
）
以
降
に

始
ま
る
と
考
え
る
が
、（
五
）
の
冒
頭
に
「
普
安
王
の
さ
と
し
」
の
話
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
内
容
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

昔
、
天
竺
に
普
安
王
と
い
う
国
王
が
い
た
。
ま
た
、
普
安
王
の
国
の
周
辺
に
も
四
人
の
国
王
が
い
た
が
、
彼
ら
は
慙
愧

の
心
が
無
く
、
普
安
王
は
そ
れ
を
悲
し
ん
で
お
り
一
策
を
講
じ
る
こ
と
に
し
た
。

　

普
安
王
は
四
人
の
国
王
を
招
い
て
宴
を
催
し
、
物
語
の
つ
い
で
に
四
人
に
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
好
ま
し
く
思
う
か
」

と
い
う
質
問
を
す
る
。
す
る
と
四
人
は
、「
常
に
国
王
と
し
て
人
々
に
仰
が
れ
る
こ
と
」、「
常
に
父
母
六
親
に
添
う
こ
と
」、

「
常
に
美
し
い
人
に
対
面
し
て
遊
び
戯
れ
る
こ
と
」、「
常
に
春
の
野
に
出
て
小
松
を
引
き
花
を
見
る
こ
と
」
と
そ
れ
ぞ
れ
答

え
た
。

　

そ
し
て
四
人
の
国
王
は
普
安
王
に
同
じ
く
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
好
ま
し
く
思
う
か
」
と
質
問
を
返
す
。
す
る
と
普
安

王
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

つ
ね
に
十
善
の
位
に
あ
り
て
、
た
の
し
む
は
め
で
た
け
れ
ど
も
、
妻
子
珍
宝
及
び
王
位
、
後
世
ま
で
身
に
つ
く
事
に

あ
ら
ず
。
つ
ね
に
父
母
六
親
に
そ
は
ば
や
と
お
も
へ
ば
、
孝
養
の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
ふ
か
け
れ
ど
も
、
生
死
無
常
心
に
か
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な
ふ
べ
か
ら
ず
。
つ
ね
に
形
よ
き
も
の
に
む
つ
れ
た
は
ぶ
る
ゝ
は
よ
け
れ
ど
も
、
つ
ゐ
に
は
病
の
た
め
に
く
づ
を
れ
、

老
の
た
め
に
や
つ
さ
る
。
つ
ね
に
春
の
野
に
出
て
、
花
に
た
は
ぶ
れ
、
霞
に
う
そ
ぶ
く
は
お
も
し
ろ
け
れ
ど
も
、
春

を
と
ゞ
む
る
に
と
ゞ
ま
ら
ず
。
花
を
お
し
む
に
お
し
ま
れ
ず
。
一
旦
の
興
に
侍
る
べ
し
。
我
、
生
〻
世
〻
の
宝
と
な

る
ゆ
へ
に
、
仏
法
と
申
物
ぞ
、
こ
の
も
し
く
侍
る
。

こ
こ
で
普
安
王
は
、
四
人
の
国
王
が
現
世
に
お
け
る
楽
し
み
を
語
っ
た
こ
と
に
対
し
、
国
王
と
し
て
現
世
の
楽
を
享
受
す

る
の
は
立
派
な
こ
と
で
あ
る
が
、
妻
子
・
珍
宝
・
王
位
は
後
世
ま
で
身
に
つ
い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
永
遠
の
宝

と
な
る
仏
法
こ
そ
好
ま
し
く
思
う
と
語
っ
た
。
こ
れ
を
聴
い
た
四
人
は
普
安
王
に
帰
し
て
仏
の
も
と
へ
向
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
普
安
王
の
こ
と
ば
に
『
宝
物
集
』
の
基
本
的
な
国
王
観
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
前
世
に
十
善
を

守
っ
た
功
徳
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
国
王
だ
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
現
世
の
は
か
な
い
存
在
で
あ
り
、
仏
法
に
帰
依
し
て
成

仏
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
普
安
王
説
話
の
後
に
は
、
仏
法
に
は
遭
い
難
い
こ
と
を
語
り
、
そ
の
後
に
諸
法
空
・
諸
行
無
常
に
つ

い
て
語
る
部
分
が
続
く
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、

蜉
蝣
の
あ
だ
な
る
命
也
。
無
常
な
り
と
観
ぜ
よ
。
渇
鹿
の
あ
だ
な
る
命
也
。
是
生
滅
法
と
お
も
へ
。
出
る
息
入
息
を

ま
た
ず
。
石
火
の
光
の
う
ち
に
い
く
ば
く
た
の
し
み
か
あ
ら
む
。
昔
の
た
の
し
み
は
今
は
な
し
。
今
の
栄
、
後
に
有

べ
か
ら
ず
。
金
輪
聖
王
の
位
を
経
し
事
、
い
く
ば
く
ぞ
。
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と
し
て
、
仏
教
の
理
想
的
帝
王
で
あ
る
金
輪
聖
王
で
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
現
世
に
お
け
る
は
か
な
い
地
位
に
す
ぎ
な
い

と
さ
れ
、
普
安
王
説
話
の
国
王
観
に
通
ず
る
記
述
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
国
王
観
が
語
ら
れ
る
説
話
が
、
先
の
構
成
に
示
し
た
（
五
）
の
冒
頭
や
そ
れ
に
続
く
部
分
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、『
宝
物
集
』
に
お
け
る
天
皇
の
記
述
を
分
析
す
る
際
に
は
普
安
王
説
話
に
み
ら
れ
る
国
王
観
を
念
頭
に

置
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

次
章
以
降
、
こ
こ
で
確
認
し
た
国
王
観
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、『
宝
物
集
』
の
天
皇
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　

六
道
部
に
お
け
る
天
皇

　
『
宝
物
集
』
で
は
釈
迦
堂
に
お
け
る
宝
の
議
論
に
居
合
わ
せ
た
法
師
に
よ
っ
て
、
人
間
に
と
っ
て
最
勝
の
宝
が
仏
法
で

あ
る
と
さ
れ
、
六
道
と
そ
の
苦
の
諸
相
が
語
ら
れ
て
成
仏
す
る
べ
き
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
く
。

　
『
宝
物
集
』
で
は
六
道
に
つ
い
て
論
じ
る
部
分
に
お
い
て
、
様
々
な
苦
の
例
証
と
し
て
天
皇
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
た
め
、
本
章
で
は
そ
れ
ら
の
天
皇
の
記
述
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

①
地
獄
道
部
に
お
け
る
天
皇

　

地
獄
に
つ
い
て
説
く
部
分
（
巻
二
）
で
は
、
醍
醐
天
皇
と
白
河
法
皇
の
説
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

醍
醐
天
皇
の
説
話
は
、
金
峯
山
の
修
行
僧
日
蔵
が
地
獄
で
醍
醐
天
皇
に
会
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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金
峯
山
の
日
蔵
上
人
は
、
無
言
断
食
に
て
行
じ
け
る
ほ
ど
に
、
秘
密
瑜
伽
の
鈴
を
に
ぎ
り
な
が
ら
死
い
り
侍
り
け

る
。
地
獄
に
し
て
延
喜
の
聖
主
に
あ
ひ
奉
る
。
御
門
、
上
人
を
見
給
ひ
て
の
た
ま
は
く
、「
地
獄
に
来
る
も
の
、
ふ

た
ゝ
び
人
間
に
帰
る
事
な
し
。
汝
は
よ
み
が
ヘ
る
べ
き
も
の
な
り
。
我
、
父
寛
平
法
皇
の
た
め
に
不
孝
な
り
き
。
ま

た
、
無
実
を
も
っ
て
菅
原
右
大
臣
を
流
罪
し
た
り
き
。
こ
の
罪
科
に
よ
り
て
、
今
地
獄
に
落
て
苦
患
を
う
く
。
か
な

ら
ず
皇
子
に
か
た
り
て
苦
患
を
と
ぶ
ら
ふ
べ
し
」
と
仰
事
あ
り
け
れ
ば
、
か
し
こ
ま
り
て
う
け
給
け
れ
ば
、「
冥
途
に

は
罪
な
き
を
も
っ
て
あ
る
じ
と
す
。
上
人
わ
れ
を
う
や
ま
ふ
事
な
か
れ
」
と
仰
ら
れ
け
る
こ
そ
か
な
し
く
侍
り
つ
れ
。

醍
醐
天
皇
の
堕
地
獄
説
話
は
、
す
で
に
一
〇
世
紀
半
ば
の
『
道
賢
上
人
冥
途
記
』（『
扶
桑
略
記
』
天
慶
四
〈
九
四
一
〉
年

三
月
条
所
引
）
と
『
日
蔵
夢
記
』
に
お
い
て
登
場
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
に
は
「
冥
途
に
は
罪

な
き
を
も
っ
て
あ
る
じ
と
す
。
上
人
わ
れ
を
う
や
ま
ふ
事
な
か
れ
」
に
あ
た
る
部
分
が
存
在
せ
ず
、『
日
蔵
夢
記
』
に
は

「
不
レ
可
レ
敬
、
冥
途
無
レ
罪
為
レ
王
、
不
レ
論
二
貴
賤
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
宝
物
集
』
の
醍
醐
の
堕
地
獄
説
話
は
後
者
の

記
述
に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
宝
物
集
』
で
は
こ
の
後
に
『
俊
頼
髄
脳
』
を
出
典
と
す
る
歌
を
載
せ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
丘
親
王　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ふ
な
ら
く
奈
落
の
中
に
入
り
ぬ
れ
ば
刹
利
も
首
陀
も
か
は
ら
ざ
り
け
り

こ
の
歌
こ
そ
お
も
ひ
あ
は
せ
ら
れ
て
あ
は
れ
に
侍
つ
れ
。
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こ
こ
ま
で
が
『
宝
物
集
』
に
お
い
て
醍
醐
天
皇
の
堕
地
獄
を
語
る
部
分
（
⓾
）
と
い
え
よ
う
。
醍
醐
の
「
冥
途
に
は
罪
な
き

を
も
っ
て
あ
る
じ
と
す
。
上
人
わ
れ
を
う
や
ま
ふ
事
な
か
れ
」
と
い
う
こ
と
ば
と
、
高
丘
親
王
の
「
地
獄
に
入
っ
た
な
ら

ば
身
分
の
上
下
は
関
係
な
く
苦
を
う
け
る
」
と
い
う
意
味
の
歌
を
併
せ
て
示
す
こ
と
で
、
誰
に
も
容
赦
は
な
い
地
獄
の
苦

の
恐
ろ
し
さ
を
強
調
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
地
獄
の
語
り
は
次
の
白
河
法
皇
に
関
す
る
記
述
を
含
む
話
で
締
め
ら
れ
て
い
る
。

ち
か
く
は
、
よ
み
が
へ
り
の
若
狭
守
国
忠
も
、
か
や
う
の
物
が
た
り
し
侍
り
け
り
。

「
右
衛
門
権
介
重
高
〈
号
二
条
衛
門
介
〉、
地
獄
に
し
て
冥
官
に
ま
じ
り
て
居
た
り
け
る
が
、
国
忠
を
見
て
、
座
を
立

て
、
か
た
ら
ひ
む
つ
び
て
い
ふ
、『
白
河
の
法
皇
の
、
功
徳
も
大
に
、
罪
も
大
に
て
、
い
ま
だ
生
所
も
さ
だ
ま
り
給
は

ぬ
を
見
奉
れ
』
と
て
見
せ
た
り
」
と
ぞ
か
た
り
け
る
。

す
な
わ
ち
、「
若
狭
守
国
忠
」
が
地
獄
の
冥
官
に
ま
じ
っ
て
い
た
藤
原
重
隆
か
ら
、「
白
河
法
皇
は
生
前
に
功
徳
も
大
い
に
、

罪
も
大
い
に
作
っ
た
た
め
に
生
ま
れ
変
わ
る
場
所
が
定
ま
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
を
拝
見
し
て
く
だ
さ
い
」
と
語
ら

れ
、
白
河
の
様
子
を
見
せ
ら
れ
た
と
す
る
話
で
あ
る
。

　

こ
の
説
話
が
地
獄
の
語
り
の
最
後
に
あ
り
、
死
後
の
白
河
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
が
地
獄
の
「
冥
官
」
と
な
っ
て
い

た
重
隆
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、『
宝
物
集
』
は
白
河
も
先
の
醍
醐
と
同
様
に
地
獄
に
堕
ち
て
苦
し
む
可
能
性
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
（
⓫
）（
以
下
三
巻
本
）
の
上
巻
で
は
「
と
ぞ
か
た

り
け
る
」
の
後
に
、「
返
々
モ
地
獄
ハ
イ
ト
ヒ
侍
ル
ベ
キ
物
也
」
と
あ
る
。
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ま
た
、
出
典
と
考
え
ら
れ
る
『
三
外
往
生
記
』
の
源
雅
俊
伝
に
は
、「
太
上
法
皇
去
年
帰
泉
。
以
来
生
所
未
定
。
善
悪
二

業
同
分
難
量
之
故
也
。
善
業
者
引
善
趣
。
悪
業
者
引
悪
趣
」
と
あ
り
、
も
し
悪
業
の
量
が
善
業
の
量
を
上
回
っ
て
い
た
場

合
は
、
白
河
は
悪
趣
に
堕
ち
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

地
獄
の
語
り
の
部
分
に
お
い
て
は
醍
醐
と
白
河
の
説
話
が
あ
り
、
醍
醐
は
地
獄
に
堕
ち
た
天
皇
と
し
て
、
白
河
は
地
獄

に
堕
ち
る
可
能
性
が
あ
っ
た
天
皇
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
語
ら
れ
て
い
た
。
醍
醐
の
「
冥
途
に
は
罪
な
き
を
も
っ
て
あ
る
じ
と

す
。
上
人
わ
れ
を
う
や
ま
ふ
事
な
か
れ
」
と
い
う
こ
と
ば
や
、
高
丘
親
王
の
「
い
ふ
な
ら
く
奈
落
の
中
に
入
り
ぬ
れ
ば
刹

利
も
首
陀
も
か
は
ら
ざ
り
け
り
」
と
い
う
歌
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
宝
物
集
』
で
は
前
世
に
お
け
る
十
善
の
功
徳
が
あ

る
天
皇
で
あ
っ
て
も
、
現
世
で
罪
を
作
れ
ば
他
の
衆
生
と
同
様
に
地
獄
に
堕
ち
る
存
在
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

②
人
道
部
に
お
け
る
天
皇

　

人
道
部
で
は
、
生
老
病
死
の
四
苦
と
怨
憎
会
苦
（
巻
二
）・
愛
別
離
苦
・
求
不
得
苦
・
五
盛
陰
苦
（
巻
三
）
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
く
。

　

四
苦
で
は
、
病
苦
の
部
分
で
病
に
苦
し
ん
だ
者
の
例
を
挙
げ
て
い
く
先
頭
に
、

　

病
は
ま
こ
と
に
た
え
が
た
く
、
か
な
し
き
事
に
て
ぞ
侍
な
り
。
国
王
大
臣
に
も
と
こ
ろ
を
を
き
た
て
ま
つ
ら
ず
。

と
を
き
国
を
申
に
及
ば
ず
。
冷
泉
院
・
三
条
院
な
ど
の
、
十
善
の
位
を
さ
ら
せ
給
ひ
し
も
、
御
悩
ゆ
へ
と
こ
そ
う
け

た
ま
は
り
し
か
。
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と
し
て
、
冷
泉
天
皇
と
三
条
天
皇
の
退
位
は
病
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
病
苦
は
高
貴
な
「
国
王
大
臣
」
で

あ
っ
て
も
関
係
な
く
悩
ま
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　

次
に
死
苦
で
は
、

ゑ
ん
ま
王
の
使
は
、
高
貴
を
も
き
ら
は
ず
。
無
常
の
殺
鬼
は
賢
愚
を
も
え
ら
ば
ず
。
尭
帝
・
舜
帝
の
賢
主
音
に
の
み

き
こ
え
給
ふ
。
延
喜
・
天
暦
の
聖
の
御
門
、
か
げ
を
だ
に
も
の
こ
し
給
は
ず
。
三
平
・
三
道
の
臣
、
ま
た
か
く
の
ご

と
し
。

と
し
て
、
理
想
的
な
治
世
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
「
聖
の
御
門
」
た
る
村
上
天
皇
・
醍
醐
天
皇
で
あ
っ
て
も
、
閻
魔
の
使
い

や
無
常
の
殺
鬼
は
容
赦
な
く
死
を
も
た
ら
し
、
死
後
に
は
そ
の
姿
を
少
し
も
残
さ
な
い
と
す
る
。

　

ま
た
怨
憎
会
苦
で
は
、
他
人
を
怨
ん
だ
り
、
他
人
か
ら
怨
ま
れ
た
り
し
た
者
の
事
例
を
語
る
部
分
で
、

　

一
条
の
摂
政
伊
尹
と
朝
成
の
中
納
言
と
は
、
蔵
人
頭
争
ひ
に
、
中
納
言
は
お
そ
ろ
し
き
も
の
に
な
り
て
、
一
条
殿

の
御
族
を
ば
ほ
ろ
ぼ
し
た
ま
ふ
ぞ
か
し
。

　

御
孫
花
山
院
も
、
い
ま
だ
御
歳
十
九
と
申
し
に
、
位
を
す
て
て
修
行
に
出
お
は
し
ま
し
に
き

と
し
て
、
藤
原
朝
成
の
祟
り
と
花
山
天
皇
の
退
位
を
結
び
つ
け
る
記
述
が
あ
る
。

　
『
栄
花
物
語
』
や
『
大
鏡
』
で
は
、
朝
成
は
藤
原
行
成
な
ど
の
藤
原
氏
の
伊
尹
の
子
孫
に
祟
っ
た
と
す
る
が
、
朝
成
の
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祟
り
と
伊
尹
の
孫
に
あ
た
る
花
山
天
皇
（
冷
泉
天
皇
と
伊
尹
女
懐
子
の
所
生
）
の
退
位
を
明
確
に
結
び
つ
け
る
記
述
は
み

ら
れ
な
い
。
し
か
し
『
宝
物
集
』
で
は
、
朝
成
の
祟
り
が
花
山
の
退
位
に
も
影
響
し
た
と
す
る
。
伊
尹
が
朝
成
の
怨
み
を

得
た
た
め
に
、
後
に
そ
の
外
孫
の
花
山
は
若
く
し
て
天
皇
の
地
位
か
ら
降
り
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

他
人
を
怨
ん
だ
・
他
人
か
ら
怨
ま
れ
た
人
物
の
事
例
の
後
は
、
怨
ん
だ
・
怨
ま
れ
た
こ
と
で
流
さ
れ
た
事
例
（
藤
原
伊

周
・
隆
家
兄
弟
、
菅
原
道
真
な
ど
）
が
語
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
に
は
次
の
よ
う
に
、

　

こ
れ
ま
で
は
命
な
が
ら
ふ
れ
ば
、
又
古
郷
へ
か
へ
る
事
侍
る
め
り
。
天
竺
・
震
旦
・
我
朝
お
ろ
〳
〵
申
し
侍
る
べ
し
。

　

先
、
耳
ち
か
き
吾
朝
よ
り
申
し
侍
ら
ん
。

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
怨
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
命
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
者
の
事
例
を
語
っ
て
い
く
（
⓬
）。

　

上
宮
太
子
の
御
時
、
崇
峻
天
皇
、
曾
我
大
臣
に
お
か
さ
れ
給
ふ
。

　

孝
徳
天
皇
の
御
代
に
、
入
鹿
の
臣
・
曾
我
の
山
田
石
川
丸
右
大
臣
、
二
人
な
が
ら
天
智
天
皇
に
誅
せ
ら
れ
た
て
ま

つ
る
。

　

大
伴
の
王
子
は
、
天
武
天
皇
の
い
ま
だ
お
ほ
う
み
の
王
子
と
申
し
し
お
り
こ
ろ
さ
れ
た
ま
ふ
。

　

左
大
臣
長
屋
の
王
は
聖
武
天
皇
に
こ
ろ
さ
れ
た
ま
ふ
。

　

恵
美
押
勝
は
高
野
の
天
皇
に
こ
ろ
さ
れ
た
て
ま
つ
る
。
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伊
与
親
王
は
平
城
天
皇
に
こ
ろ
さ
れ
給
ふ
。

　

平
城
天
皇
は
嵯
峨
の
御
門
に
ま
け
、
御
子
真
如
親
王
は
、
春
宮
の
位
を
お
り
て
天
竺
へ
わ
た
り
、
道
に
て
う
せ
た

ま
ひ
に
き
。

こ
の
よ
う
に
六
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
怨
憎
会
苦
に
よ
っ
て
命
を
失
う
に
至
っ
た
者
の
事
例
と
し
て
、
天
皇
が
関
係
す
る
事

例
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
後
に
は
一
〇
世
紀
の
事
例
と
し
て
、
平
将
門
や
藤
原
純
友
な
ど
の
武
士
の
名
が
み
ら
れ
、
最
後
に
は
、
救
世
観
音

の
垂
迹
で
あ
る
聖
徳
太
子
も
物
部
守
屋
を
討
ち
、
第
三
地
の
菩
薩
で
あ
る
空
海
も
守
敏
を
調
伏
し
た
こ
と
を
語
っ
て
日
本

の
事
例
を
終
え
て
い
る
。

　

怨
み
に
よ
っ
て
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
、
怨
憎
会
苦
に
よ
る
現
象
に
お
い
て
は
最
も
過
酷
な
も
の
と
い
え
よ
う
。『
宝
物

集
』
は
怨
憎
会
苦
に
よ
る
死
の
事
例
で
、
天
皇
を
武
士
や
菩
薩
の
垂
迹
と
さ
れ
る
人
間
と
と
も
に
語
る
こ
と
で
、
い
か
な

る
人
間
で
あ
っ
て
も
怨
憎
会
苦
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

三　

十
二
門
部
に
お
け
る
天
皇

　
『
宝
物
集
』
は
二
章
で
示
し
た
項
目
（
六
）
で
六
道
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、「
声
少
し
な
ま
り
た
る
」
法
師
が
苦
の
世
界

で
あ
る
六
道
か
ら
「
仏
に
な
ら
ざ
ら
ん
か
ぎ
り
は
、
い
か
で
か
は
は
な
れ
侍
る
べ
き
」
と
し
て
、
巻
四
以
降
の
項
目
（
七
）
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で
「
仏
に
な
る
道
」
の
十
二
門
に
つ
い
て
説
い
て
い
く
。

　

法
師
は
項
目
（
六
）
の
末
で
、こ
の
後
に
詳
細
に
説
い
て
い
く
「
仏
に
な
る
道
」
の
十
二
門
の
概
要
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

第
一
に
は
道
心
を
お
こ
し
て
出
家
遁
世
し
、

第
二
に
は
深
く
三
宝
に
信
を
い
た
し
、

第
三
に
は
如
来
の
禁
戒
を
か
た
く
た
も
ち
、

第
四
に
は
も
ろ
〳
〵
の
行
業
を
つ
み
、

第
五
に
は
仏
に
な
ら
ん
と
願
を
お
こ
し
、

第
六
に
は
業
障
を
さ
ん
げ
し
、

第
七
に
は
も
ろ
〳
〵
の
施
を
行
じ
、

第
八
に
は
観
念
を
も
つ
ぱ
ら
に
し
、

第
九
に
は
善
知
識
に
あ
ひ
、

第
十
に
は
臨
終
の
悪
念
を
と
め
、

第
十
一
に
は
法
花
経
を
お
こ
な
ひ
、

第
十
二
に
は
弥
陀
仏
を
恭
敬
す
る
な
り
。

こ
れ
ら
の
十
二
門
部
に
お
い
て
も
、
天
皇
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、

十
二
門
部
に
お
い
て
天
皇
は
、
他
の
人
間
と
同
様
に
成
仏
の
た
め
の
十
二
門
の
道
を
行
う
べ
き
存
在
と
さ
れ
て
お
り
、
輪
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廻
転
生
の
世
界
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
た
め
本
章
で
は
、
十
二
門
部
に
お
け
る
天
皇
の
前
世
・
現
世
・
来
世
に
関
す
る
記
述
を
と
り
あ
げ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

①
天
皇
の
前
世
に
つ
い
て

　

十
二
門
部
で
は
天
皇
の
前
世
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
。

　

十
二
門
第
三
「
持
戒
」（
巻
五
）
で
は
、
五
戒
の
最
後
に
不
妄
語
が
語
ら
れ
た
後
に
次
の
よ
う
な
説
話
が
あ
る
。

　

恵
心
院
の
源
信
僧
都
の
、
年
の
は
じ
め
に
は
、
か
な
ら
ず
首
楞
厳
院
の
洞
よ
り
出
て
、
朝
覲
の
行
を
見
た
ま
ひ
け

れ
ば
、
御
妹
に
安
養
の
尼
と
申
け
る
人
の
、
此
事
を
怪
し
み
て
、「
君
は
無
極
の
道
心
の
人
な
り
。
何
の
料
に
、
年
ご

と
に
朝
覲
の
行
幸
を
み
た
ま
ふ
ぞ
」
と
問
ひ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、「
昔
の
戒
力
に
よ
り
て
、
今
、
十
善
の
位
に
生
た
ま
へ

る
が
な
つ
か
し
さ
に
、
見
た
て
ま
つ
る
也
。
又
、
大
臣
公
卿
よ
り
は
じ
め
て
、
あ
や
し
の
か
ら
か
さ
も
て
る
も
の
に

い
た
る
ま
で
、
前
世
の
戒
力
に
よ
り
て
差
別
あ
る
を
見
る
に
、
過
去
遠
ゝ
の
流
転
の
観
ぜ
ら
る
ゝ
な
り
」
と
ぞ
の
た

ま
ひ
け
る
。

天
皇
の
行
幸
を
見
た
源
信
が
妹
の
安
養
の
尼
に
、
現
世
に
「
十
善
の
位
」、
つ
ま
り
天
皇
と
し
て
生
ま
れ
る
の
は
前
世
の

戒
力
に
よ
る
と
し
、
現
世
に
お
け
る
身
分
の
差
は
、
前
世
に
積
ん
だ
戒
力
の
差
に
起
因
し
て
い
る
と
語
っ
た
と
い
う
説
話

で
あ
る
。
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こ
の
説
話
が
不
妄
語
の
直
後
に
置
か
れ
て
い
る
意
味
は
分
か
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
が
、
こ
の
説
話
の
直
前
に
「
五
戒

の
大
意
と
す
」
と
あ
り
、
説
話
内
で
も
「
戒
力
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
持
戒
に
よ
る
功
徳

の
力
を
示
す
話
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
二
巻
本
『
宝
物
集
』
で
は
、
こ
の
源
信
の
説
話
の
後
に
「
今
世
後

世
の
め
で
た
き
事
は
、
た
だ
五
戒
を
た
も
つ
に
過
ぎ
た
る
事
な
し
」
と
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
天
皇
が
過
去
遠
々
に
流
転
し
て
き
た
と
い
う
点
で
は
、「
大
臣
公
卿
」
や
「
あ
や
し
の
か
ら
か
さ
も
て
る
も

の
」
と
同
じ
輪
廻
の
中
の
衆
生
と
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
⓭
）。

　

し
か
し
、「
前
世
の
戒
力
に
よ
り
て
差
別
あ
る
」
と
も
し
て
お
り
、
前
世
の
戒
力
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
他
の

人
間
か
ら
差
別
さ
れ
て
い
る
と
も
み
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
天
皇
の
前
世
に
つ
い
て
は
、
十
二
門
第
十
一
「
法
華
経
」（
巻
七
）
に
清
和
天
皇
の
前
世
説
話
が
存
在
す
る
。

　

文
徳
天
皇
の
御
時
、
法
花
経
三
千
部
よ
み
た
る
沙
門
、
内
供
奉
を
申
。
大
納
言
伴
善
男
、
是
を
う
け
ず
し
て
申
と

め
つ
。
沙
門
、
悪
念
を
お
こ
し
て
、「
三
千
部
の
経
を
三
つ
に
わ
け
て
、
一
千
部
を
も
て
は
国
王
と
む
ま
れ
、
一
千
部

が
力
を
も
て
は
伴
大
納
言
を
罰
し
、
一
千
部
が
力
に
て
難
行
苦
行
し
て
、
後
世
の
資
粮
に
せ
ん
」
と
ち
か
ひ
て
う
せ

ぬ
。
願
力
た
が
ふ
事
な
し
。
清
和
天
皇
と
む
ま
れ
て
、
伴
大
納
言
を
伊
豆
国
へ
な
が
し
つ
か
は
す
。

こ
の
よ
う
に
清
和
天
皇
の
前
世
を
「
法
花
経
三
千
部
よ
み
た
る
沙
門
」
と
す
る
説
話
で
あ
る
。
清
和
の
前
世
と
さ
れ
る
僧

は
「
内
供
奉
」
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
、伴
善
男
に
そ
の
願
望
を
阻
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
怨
ん
で
「
悪

心
」
を
発
し
た
僧
は
、『
法
華
経
』
三
千
部
を
読
ん
だ
功
徳
を
三
つ
に
分
け
、
そ
の
う
ち
一
千
部
の
功
徳
に
よ
っ
て
天
皇
に
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転
生
す
る
こ
と
を
願
い
、
そ
の
願
に
違
う
こ
と
な
く
清
和
と
な
っ
た
と
す
る
。
な
お
こ
の
説
話
は
、
細
部
は
多
少
異
な
る

部
分
が
あ
る
が
『
江
談
抄
』
に
す
で
に
み
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
⓮
）。

　

こ
の
説
話
で
は
、
僧
は
「
悪
念
」
と
い
う
一
種
の
執
着
心
を
抱
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
天
皇
に
転
生
す
る
こ
と

を
願
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
僧
で
あ
れ
ば
現
世
に
お
け
る
執
着
心
を
無
く
し
て
輪
廻
の
世
界
か
ら
解
脱
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、

『
法
華
経
』
の
功
徳
を
廻
向
し
て
ま
で
再
び
人
間
世
界
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
天
皇
の
前
世
に
関
す
る
記
述
か
ら
は
、
天
皇
が
過
去
世
の
業
に
よ
っ
て
人
間
世
界
に
生
ま
れ
た
存
在
と
し
て

明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

た
だ
し
、
次
節
の
検
討
に
関
連
し
て
、
他
の
人
間
よ
り
も
前
世
の
戒
力
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
差
別
も
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

②
現
世
に
お
け
る
天
皇

　

前
節
で
は
、
十
二
門
第
三
で
源
信
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
天
皇
観
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
そ
こ
で
天
皇
は
、
大
臣
公
卿

以
下
の
人
間
と
同
じ
く
過
去
遠
々
に
流
転
し
て
き
た
存
在
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
最
も
優
れ
た
前
世
の
戒
力
を
持
つ
存
在
と

し
て
差
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
。

　

こ
の
点
に
関
係
し
て
、
次
の
十
二
門
第
二
「
三
宝
」（
巻
四
）
に
み
ら
れ
る
説
話
を
取
り
上
げ
た
い
。
そ
の
概
要
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

後
一
条
天
皇
の
時
代
に
行
わ
れ
た
法
成
寺
金
堂
供
養
の
日
に
、
と
あ
る
河
内
国
の
聖
人
が
上
京
し
て
出
席
し
た
。

　

聖
人
は
関
白
藤
原
頼
通
が
多
く
の
官
人
ら
の
ほ
か
、
兄
弟
の
公
達
以
下
の
様
々
な
人
々
に
奉
仕
さ
れ
て
い
る
様
子
を
見
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て
「
一
の
人
」
こ
そ
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
に
後
一
条
が
鳳
輦
の
御
輿
に
乗
り
、
左
右
の
近
衛
の
陣
が
引
か
れ
、
乱
声
の
演
奏
と
と
も
に
出
御
す

る
様
子
を
見
て
鳥
肌
が
立
ち
、「
公
こ
そ
め
で
た
き
事
な
り
け
れ
」
と
感
じ
、「
う
ら
山
し
く
」
も
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
後
一
条
は
御
輿
か
ら
降
り
、
極
楽
の
よ
う
に
荘
厳
さ
れ
た
堂
の
「
金
色
の
御
仏
」
の
前
を
両
袖
を
か
き
あ
わ

せ
て
畏
ま
り
な
が
ら
通
過
し
た
。
こ
れ
を
見
た
聖
人
は
最
終
的
に
仏
こ
そ
が
最
も
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、「
は
や
く
彼
の
聖
人
の
お
も
ひ
を
な
し
て
、
諸
仏
に
た
の
み
を
か
け
奉
り
て
、
仏
道
を
ね
が
ひ
給
ふ
べ
き
也
」

と
し
て
、
帰
依
仏
を
説
く
部
分
が
締
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
話
で
河
内
国
の
聖
人
は
最
勝
た
る
存
在
を
、
関
白
頼
通
→
後
一
条
天
皇
→
仏
の
順
で
思
い
な
お
し
て
い
く
。
最
終

的
に
は
仏
に
帰
依
し
て
成
仏
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
当
然
な
が
ら
仏
を
除
け
ば
、
最
も
「
め
で
た
き
」

存
在
は
天
皇
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
こ
の
河
内
国
の
聖
人
の
説
話
は
、『
大
鏡
』
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
こ

で
は
関
白
頼
通
→
大
殿
道
長
→
天
皇
→
仏
の
順
で
聖
人
は
最
勝
た
る
存
在
を
思
い
な
お
し
て
い
る
。

　

前
節
の
源
信
の
説
話
と
併
せ
、『
宝
物
集
』
で
は
天
皇
を
現
世
で
は
最
も
優
れ
た
存
在
と
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。

　

た
だ
し
、『
宝
物
集
』
の
筋
書
き
に
お
い
て
は
当
然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
存
在
で
あ
る
天
皇
も
十
二
門
を
実
践
し
成
仏
す

べ
き
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、「
道
心
を
お
こ
し
、
出
家
遁
世
し
て
仏
道
を
も
と
む
」
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
る
十
二
門
第
一
「
道
心
」（
巻
四
）

で
は
、
日
本
の
出
家
遁
世
し
た
者
の
事
例
の
先
頭
に
、

　

寛
平
法
皇
、
出
家
遁
世
し
て
、
所
ゝ
に
修
行
し
給
ひ
け
り
。（
中
略
）
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花
山
の
法
皇
は
、
十
善
の
位
、
万
機
の
政
を
す
て
て
、
清
涼
紫
宸
の
玉
の
す
だ
れ
を
出
て
、
は
る
か
に
那
智
の
山

に
こ
も
り
給
ふ
。

と
し
て
、
宇
多
法
皇
と
花
山
法
皇
の
事
例
を
挙
げ
る
。

　

こ
の
説
話
の
前
に
は
、天
竺
の
事
例
と
し
て
「
十
善
の
位
」
を
捨
て
て
仏
道
を
求
め
た
善
無
畏
三
蔵
と
「
天
竺
の
国
王
」

の
話
、
続
い
て
仏
法
に
帰
依
し
た
震
旦
の
国
王
の
話
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
続
い
て
宇
多
と
花
山
か
ら
始
ま
る
日
本
の
出
家

遁
世
者
の
事
例
が
語
ら
れ
て
い
る
。
両
法
皇
の
話
は
、
日
本
の
出
家
者
の
模
範
的
事
例
の
先
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
。

　

こ
の
他
に
も
、「
も
ろ
〳
〵
の
行
業
を
つ
み
て
仏
に
な
る
べ
し
」
と
し
、「
心
あ
る
人
は
皆
、
仏
像
を
あ
ら
は
し
、
堂
を
つ

く
ら
ぬ
や
は
侍
る
」
と
し
て
造
仏
・
造
寺
の
事
例
が
語
ら
れ
る
十
二
門
第
四
「
行
業
」
で
は
、東
大
寺
建
立
説
話
の
後
に
、「
仏

を
申
せ
ば
十
六
丈
、
金
銅
の
盧
舎
那
な
り
。
こ
れ
を
営
み
た
ま
ひ
け
ん
、
い
か
ゞ
行
業
と
な
ら
ず
侍
ら
ん
」
と
あ
り
、
聖

武
天
皇
の
東
大
寺
建
立
が
成
仏
の
た
め
の
行
業
の
例
証
と
さ
れ
て
い
る
。

　

十
二
門
部
で
は
、
模
範
的
な
事
例
と
し
て
天
皇
の
事
績
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
が
、
現
世
で
最
も
優
れ
た

存
在
で
あ
る
天
皇
で
す
ら
成
仏
を
目
指
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
で
、十
二
門
を
実
践
し
て
成
仏
す
べ
き
と
い
う
『
宝
物
集
』

の
思
想
を
強
調
す
る
効
果
が
あ
っ
た
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。

③
天
皇
の
罪
業
に
つ
い
て

　

第
二
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、『
宝
物
集
』
で
は
す
で
に
六
道
部
の
地
獄
に
つ
い
て
語
る
部
分
（
巻
二
）
で
醍
醐
天
皇
や

065



白
河
上
皇
の
罪
業
が
語
ら
れ
て
い
た
が
、
十
二
門
部
第
六
「
懺
悔
」（
巻
六
）
に
も
、
本
節
で
確
認
す
る
よ
う
に
醍
醐
天
皇

が
自
身
の
罪
業
を
恐
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
説
話
が
存
在
し
て
い
る
。

　

十
二
門
第
六
で
は
、
人
間
の
様
々
な
行
為
や
思
い
は
悉
く
罪
業
と
な
る
と
し
、
そ
れ
ら
の
往
生
の
妨
げ
と
な
る
罪
業
を

懺
悔
し
て
成
仏
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
懺
悔
を
説
く
た
め
に
、『
宝
物
集
』
は
「
刹
利
居
士
の
懺
悔
」
を
利
用
し

て
お
り
、
こ
れ
は
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
に
み
ら
れ
る
も
の
（
⓯
）
と
さ
れ
る
が
、『
宝
物
集
』
で
は
、
正
法
に
よ
る
治
国

→
六
斎
日
の
不
殺
生
→
深
く
因
果
を
信
じ
る
こ
と
の
順
で
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
は
、正
法
に
よ
る
治
国
を
説
く
部
分
で
醍
醐
が
「
政
す
な
ほ
な
ら
ざ
る
」
罪
を
恐
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
確
認
の
た
め
に
は
、
醍
醐
の
説
話
に
至
る
ま
で
の
筋
書
き
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
多
少
長

く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
醍
醐
の
説
話
に
至
る
ま
で
の
大
筋
を
示
し
て
か
ら
醍
醐
の
説
話
を
み
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
正
法
に
よ
る
治
国
に
つ
い
て
は
、「
政
、
正
法
な
ら
ざ
れ
ば
、
天
下
み
だ
れ
ぬ
。
天
下
み
だ
れ
ぬ
る
は
民
の
歎
き
、

則
、
罪
業
な
り
」
と
し
、
正
法
に
よ
っ
て
国
を
治
め
な
け
れ
ば
結
果
と
し
て
罪
業
と
な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

政
を
改
め
て
正
し
く
行
う
こ
と
は
懺
悔
に
な
る
と
い
い
、
中
国
の
事
例
が
語
ら
れ
て
い
く
。

　

中
国
の
事
例
で
は
、
ま
ず
周
の
文
王
が
太
公
望
を
得
た
こ
と
や
殷
の
高
宗
が
傅
説
を
も
と
め
て
政
を
と
ら
せ
た
こ
と
な

ど
、
優
秀
な
臣
下
を
用
い
た
国
王
の
事
例
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
後
に
は
、
唐
の
玄
宗
が
一
行
阿
闍
梨
を
楊
貴
妃
に
近
づ
い

た
疑
い
で
流
罪
に
し
、
そ
の
後
に
安
禄
山
に
な
や
ま
さ
れ
た
こ
と
を
語
る
。

　

さ
ら
に
、「
屈
原
、
罪
な
く
し
て
い
ま
し
め
ら
れ
し
か
ば
、
汨
羅
の
淵
に
身
を
な
げ
、
邦
術
、
犯
し
な
く
し
て
罪
を
か
ぶ

り
し
か
ば
、
五
月
天
に
霜
く
だ
り
き
」
な
ど
、
讒
言
に
よ
り
失
脚
し
た
臣
下
や
、「
夫
差
の
五
員
を
う
し
な
ふ
末
に
、
越
王

勾
践
に
ほ
ろ
ぼ
さ
る
」
な
ど
、
臣
下
の
諫
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
国
王
の
事
例
が
語
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
な
事
例
を
述
べ
、「
政
す
な
ほ
な
ら
ざ
る
は
、
現
当
二
世
の
た
ゝ
り
に
侍
る
事
な
り
」
と
し
て
、
正
法
に
よ
ら

な
い
政
に
よ
っ
て
現
世
・
来
世
で
罪
報
を
受
け
る
こ
と
を
説
く
。

　

そ
の
後
、
日
本
に
も
そ
の
よ
う
な
事
例
は
多
く
あ
る
と
し
て
、
僧
位
を
め
ぐ
っ
て
怨
み
を
抱
い
た
観
算
が
雷
と
な
っ
て

藤
原
清
貫
と
平
希
世
ら
を
殺
し
た
こ
と
を
語
り
、
続
け
て
醍
醐
の
説
話
と
な
る
。

　

又
、
公
忠
の
弁
よ
み
が
へ
り
て
、
急
ぎ
参
内
し
て
、「
閻
魔
王
宮
に
し
て
、
政
を
う
ら
み
て
、
延
喜
の
帝
を
め
し
て

給
ひ
候
へ
と
い
ふ
声
な
ん
侍
り
つ
る
」
と
奏
し
け
れ
ば
、
俄
か
に
延
長
と
云
ふ
年
号
に
か
は
り
て
こ
そ
、
と
は
申
て

侍
る
め
れ
。

閻
魔
王
宮
は
醍
醐
天
皇
の
政
を
正
法
な
ら
ざ
る
も
の
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
政
に
不
満
を
抱
き
冥
界
に
召
喚

し
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
源
公
忠
か
ら
聞
い
た
醍
醐
は
、
延
喜
か
ら
延
長
に
改
元
し
た
と
い
う
。

　

ち
な
み
に
、延
長
の
改
元
は『
日
本
紀
略
』の
改
元
当
日
条
に
よ
れ
ば「
水
潦
疾
疫
」が
理
由
と
さ
れ
る（
延
長
元〈
九
二
三
〉

年
閏
四
月
十
一
日
条
）。
し
か
し
、
改
元
前
の
同
年
三
月
二
十
一
日
に
醍
醐
皇
子
保
明
親
王
の
死
に
つ
い
て
、「
挙
レ
世
云
、

菅
帥
霊
魂
宿
忿
所
レ
為
也
」
と
も
さ
れ
、
改
元
後
の
四
月
二
十
日
に
は
道
真
の
本
官
復
位
と
正
二
位
の
追
贈
が
さ
れ
て
い

る
た
め
、
道
真
の
怨
霊
へ
対
処
す
る
意
味
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
宝
物
集
』
で
は
道
真
の
姿
は
み
ら
れ
な
い
説
話
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
話
は
『
宝
物
集
』
以
前
に
は
『
江
談
抄
』
に

み
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
道
真
と
さ
れ
る
冥
界
の
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。
類
聚
本
『
江
談
抄
』
三
に
お
い
て
は
次
の

よ
う
に
始
ま
る
説
話
と
な
っ
て
い
る
。
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急
死
し
た
公
忠
が
家
中
の
者
た
ち
に
「
私
を
参
内
さ
せ
よ
」
と
、
や
た
ら
と
熱
心
に
告
げ
た
の
で
、
家
人
た
ち
に
扶
助

さ
れ
な
が
ら
参
内
し
、醍
醐
に
閻
魔
庁
で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
奏
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
し
て
公
忠
が
奏
し
た
こ
と
は
、

初
め
頓
滅
の
剋
、
覚
え
ず
し
て
冥
官
に
至
る
。
門
前
に
一
り
の
人
有
り
。
一
丈
余
り
、
紫
の
袍
を
衣
て
、
金
の
書
札

を
捧
げ
、
訴
へ
て
云
は
く
、『
延
喜
の
主
の
所
為
、
尤
も
安
か
ら
ず
』
と
い
へ
り
。
堂
上
に
朱
と
紫
を
、
紆
へ
る
者

三
十
ば
か
り
の
輩
有
り
。
そ
の
中
の
第
二
座
の
者
咲
ひ
て
云
は
く
、『
延
喜
の
帝
は
す
こ
ぶ
る
も
っ
て
荒
涼
な
り
。
も

し
く
は
改
元
有
る
か
』
と
云
々
。
事
了
り
て
夢
の
ご
と
く
、
た
ち
ま
ち
に
蘇
生
す
（
⓰
）。

と
の
こ
と
で
あ
り
、
紫
の
袍
を
着
た
人
物
（
新
大
系
の
注
で
は
『
水
言
鈔
』
の
説
話
配
列
か
ら
こ
の
人
物
を
菅
原
道
真
と

す
る
）、
つ
ま
り
道
真
が
「
延
喜
の
帝
が
自
分
を
左
遷
し
た
こ
と
は
実
に
お
も
し
ろ
く
な
い
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
さ
ら

に
冥
官
の
「
第
二
坐
の
者
」
が
「
延
喜
の
帝
は
す
こ
ぶ
る
思
慮
に
か
け
た
振
舞
い
を
す
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
改
元
が
あ

る
か
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
こ
の
引
用
部
の
後
に
、
醍
醐
が
た
ち
ま
ち
に
改
元
し
た
と
し
て
本
話
は
終
わ
っ
て
い
る
。

　
『
宝
物
集
』で
は「
閻
魔
王
宮
」の
声
の
主
に
つ
い
て
細
か
く
記
さ
な
い
が
、『
江
談
抄
』に
拠
っ
た
な
ら
ば
道
真
と
な
ろ
う
。

ま
た
『
宝
物
集
』
で
は
、
公
忠
の
説
話
以
前
に
は
中
国
に
お
い
て
臣
下
が
適
切
に
処
遇
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
が
語
ら
れ
て

い
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
醍
醐
は
地
獄
道
部
で
堕
地
獄
説
話
が
語
ら
れ
て
お
り
、
地
獄
に
堕
ち
た
理
由
と
し
て
「
無
実
を

も
つ
て
菅
原
右
大
臣
を
流
罪
」
と
し
た
罪
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　

と
す
れ
ば
、『
宝
物
集
』
で
は
声
の
正
体
は
明
確
で
は
な
い
が
、
閻
魔
王
宮
が
「
政
を
う
ら
み
て
、
延
喜
の
帝
を
め
し
て

給
ひ
候
へ
と
い
ふ
声
」
を
発
し
た
理
由
も
、
罪
の
無
い
道
真
を
誤
っ
て
左
遷
し
た
こ
と
に
関
わ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
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醍
醐
は
政
を
改
め
な
け
れ
ば
死
亡
し
て
閻
魔
王
宮
で
罪
が
問
わ
れ
、
最
悪
の
場
合
に
は
地
獄
に
堕
ち
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
話
に
お
け
る
醍
醐
は
こ
の
よ
う
な
事
態
を
恐
れ
て
改
元
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

説
話
の
解
釈
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
本
話
か
ら
は
罪
業
に
よ
る
報
い
を
恐
れ
る
天
皇
の
姿
が
語
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

④
天
皇
の
往
生
に
つ
い
て

　
『
宝
物
集
』
が
天
皇
の
堕
地
獄
や
罪
業
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と
は
確
認
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
同
じ
く
来

世
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
天
皇
の
往
生
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
い
。

　

ま
ず
は
、
一
節
で
示
し
た
十
二
門
第
十
一
「
法
華
経
」（
巻
七
）
の
清
和
天
皇
の
説
話
を
取
り
上
げ
る
。

　

再
度
の
引
用
は
省
略
す
る
が
、
こ
こ
で
は
先
行
す
る
『
江
談
抄
』
の
類
話
に
は
み
ら
れ
な
い
次
の
部
分
を
示
す
。

　

さ
て
後
に
、
丹
波
国
水
の
尾
と
云
ふ
所
に
こ
も
り
ゐ
て
、
難
行
苦
行
し
給
ひ
き
。
悪
念
を
も
て
廻
向
す
る
、
猶
し
、

た
が
ふ
事
な
し
。
い
は
ん
や
、
往
生
極
楽
の
た
め
に
廻
向
せ
ん
人
、
た
が
ふ
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。

第
一
節
で
引
用
し
た
説
話
に
続
く
部
分
で
あ
る
が
、
清
和
は
後
に
水
尾
山
で
「
難
行
苦
行
」
し
た
と
い
い
、『
法
華
経
』
の

功
徳
を
廻
向
し
た
三
つ
目
の
願
で
あ
っ
た
「
難
行
苦
行
し
て
、
後
世
の
資
粮
に
せ
ん
」
こ
と
が
叶
え
ら
れ
た
こ
と
を
語
る
。

そ
し
て
、「
悪
念
」
を
も
っ
て
法
華
経
の
功
徳
を
廻
向
し
た
と
し
て
も
全
て
願
が
叶
う
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
や
極
楽
往
生
の

た
め
に
功
徳
を
廻
向
す
る
者
の
願
が
叶
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
、
と
す
る
。
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清
和
の
「
難
行
苦
行
」
の
記
述
は
、お
そ
ら
く
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
（
八
八
〇
）
年
一
二
月
四
日
条
が
基
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
⓱
）。
そ
こ
で
は
、
清
和
は
山
林
修
行
や
巡
礼
、
酒
酢
塩
豉
を
断
つ
な
ど
の
厳
し
い
食
事
制
限
を

行
い
、
臨
終
に
は
金
剛
陀
羅
尼
を
誦
し
て
西
方
を
向
き
、
結
跏
趺
坐
し
て
定
印
を
結
び
崩
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
後
に
三

善
為
康
は
本
条
を
基
に
し
て
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
の
下
巻
冒
頭
に
清
和
天
皇
伝
を
載
せ
て
い
る
。

　

清
和
の
「
難
行
苦
行
」
の
記
述
が
『
日
本
三
大
実
録
』
の
記
事
に
拠
っ
て
い
る
な
ら
ば
（
⓲
）、『
宝
物
集
』
は
明
確
に
は

記
し
て
い
な
い
も
の
の
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
と
同
様
に
清
和
は
「
難
行
苦
行
」
に
よ
り
往
生
を
遂
げ
た
人
物
と
し
て
想
定

し
て
い
る
と
考
え
る
（
⓳
）。

　

次
に
十
二
門
第
十
二
「
称
念
弥
陀
」（
巻
七
）
の
記
述
を
取
り
上
げ
る
。

　

こ
こ
に
は
、
日
本
に
お
い
て
「
弥
陀
を
称
念
し
て
極
楽
に
往
生
し
た
る
人
」
の
名
前
を
挙
げ
る
部
分
が
あ
る
が
、
そ
の

な
か
に
「
花
山
院
」
と
「
先
一
条
院
」
の
名
が
み
ら
れ
る
。

　

一
条
天
皇
は
、
す
で
に
十
二
門
第
六
「
懺
悔
」（
巻
六
）
で
往
生
を
遂
げ
た
人
物
と
さ
れ
て
い
た
（
⓴
）。
一
条
が
往
生
し

た
と
語
ら
れ
る
前
に
は
、
魏
の
文
帝
に
つ
い
て
「
政
す
な
ほ
に
し
て
他
の
善
な
し
と
い
へ
ど
も
、
往
生
の
素
懐
を
と
げ
給

へ
り
」
と
し
、政
が
正
法
で
あ
っ
た
た
め
他
の
善
は
無
か
っ
た
が
往
生
を
遂
げ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
日
本
に
も
「
政

す
な
ほ
」
で
あ
り
民
を
い
つ
く
し
ん
だ
天
皇
が
多
く
存
在
し
た
と
い
い
、
そ
の
例
と
し
て
仁
徳
天
皇
と
一
条
を
挙
げ
、
一

条
に
つ
い
て
は
往
生
を
遂
げ
た
と
す
る
。
そ
こ
で
は
、『
続
本
朝
往
生
伝
』
に
み
ら
れ
る
一
条
朝
に
活
躍
し
た
親
王
や
大
臣

公
卿
以
下
の
人
物
の
記
述
が
あ
り
、『
宝
物
集
』
の
一
条
の
往
生
に
つ
い
て
の
記
述
は
同
伝
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
花
山
天
皇
に
関
し
て
は
、
院
政
期
の
往
生
伝
の
類
に
は
そ
の
伝
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
摂
関
期
に

あ
た
る
一
一
世
紀
前
半
の
『
楞
厳
院
廿
五
三
昧
結
衆
過
去
帳
』（
㉑
）
の
中
に
、
花
山
法
皇
伝
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
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し
て
お
き
た
い
。

　
『
楞
厳
院
廿
五
三
昧
結
衆
過
去
帳
』
は
そ
の
名
の
通
り
、
比
叡
山
横
川
の
楞
厳
院
で
催
さ
れ
た
廿
五
三
昧
会
の
会
衆
の

過
去
帳
で
、
五
十
一
名
の
会
衆
を
没
年
順
に
並
べ
て
生
没
年
を
記
し
、
往
生
業
が
顕
著
な
十
七
名
の
会
衆
に
つ
い
て
は
そ

の
行
業
が
記
さ
れ
て
い
る
。
廿
五
三
昧
会
は
源
信
の
『
往
生
要
集
』
に
影
響
さ
れ
て
発
足
し
た
念
仏
集
団
と
さ
れ
る
（
㉒
）。

な
お
、
こ
の
過
去
帳
に
つ
い
て
書
写
者
の
慶
政
は
、
源
信
が
書
き
始
め
、
そ
の
没
後
に
覚
超
が
書
き
継
い
だ
も
の
と
す
る

説
を
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
過
去
帳
に
収
録
さ
れ
て
い
る
花
山
法
皇
伝
に
は
、

　
　

花
山
法
皇
〈
寛
弘
五
年
二
月
八
日
崩
御
生
年
四
十
一
〉

捨
金
輪
位
、
作
沙
門
形
、
忝
至
尊
之
叡
質
、
蹔
為
一
結
之
等
侶
、
彼
時
結
衆
択
一
勝
地
、
各
立
一
卒
堵
婆
、
以
占

墳
墓
之
処
、
降
綸
旨
云
、
現
世
昇
沈
上
下
雖
隔
、
菩
提
依
正
、
彼
我
何
異
、
我
与
汝
等
、
欲
同
事
矣
、
即
依
宣
旨
、

二
十
五
中
心
、
立
御
願
卒
堵
婆
了
、
今
依
遣
詔
、
以
御
骨
奉
安
置
彼
処
也
、
仙
骨
俗
骨
共
契
東
山
之
暮
雲
、
聖
霊
凡

霊
同
期
西
方
之
暁
月
、
御
願
之
旨
深
以
随
喜
、
抑
聖
霊
帰
花
城
、
而
遷
化
、
御
臨
終
事
難
知
、
和
光
同
塵
、
形
迹
不

定
、
示
善
現
悪
、
凡
情
叵
測
、
大
権
方
便
、
不
可
軽
議
者
也
、

と
あ
る
。
た
だ
し
、
往
生
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
而
遷
化
、
御
臨
終
事
難
知
、
和
光
同
塵
、
形
迹
不
定
、
示
善
現

悪
、
凡
情
叵
測
、
大
権
方
便
、
不
可
軽
議
者
也
」
と
あ
り
、
凡
人
に
は
測
り
難
く
軽
々
し
く
論
じ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て

明
言
を
避
け
て
い
る
（
㉓
）。
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し
か
し
、
花
山
は
念
仏
集
団
廿
五
三
昧
会
の
「
一
結
之
等
侶
」
と
な
り
、
過
去
帳
に
往
生
業
が
顕
著
で
あ
っ
た
人
物
と

み
な
さ
れ
て
そ
の
伝
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
事
実
に
拠
っ
て
『
宝
物
集
』
は
花
山
を
「
称
念
弥
陀
」
に
よ
っ
て
往
生
し

た
人
物
と
明
記
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
源
信
の
『
往
生
要
集
』
は
『
宝
物
集
』
に
強
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る
（
㉔
）。
康
頼
は
そ
の
源
信
の
著
と
さ
れ
た
『
楞
厳
院
廿
五
三
昧
結
衆
過
去
帳
』
を
見
て
花
山
を
往
生
者
と
み
な

し
た
と
考
え
る
。

　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
『
宝
物
集
』
に
お
け
る
天
皇
の
記
述
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
本
稿
で
の
各
説
話
の
検
討
を
総
合

し
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
く
。

　
『
宝
物
集
』
で
は
天
皇
も
六
道
に
お
い
て
苦
を
受
け
る
存
在
と
さ
れ
、
成
仏
の
た
め
の
十
二
門
の
道
の
い
ず
れ
か
を
行

う
こ
と
で
成
仏
・
往
生
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
人
間
と
し
て
苦
を
受
け
、
十
二
門
の
い
ず
れ
か
で
仏
と
な
る
と
さ
れ
る
こ

と
は
、
他
の
者
と
区
別
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
天
皇
観
は
、
巻
二
の
先
頭
の
「
普
安
王
の
さ
と
し
」
に
み
ら
れ
る
、「
前

世
に
十
善
を
守
っ
た
功
徳
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
国
王
だ
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
現
世
の
は
か
な
い
存
在
で
あ
り
、
仏
法
に

帰
依
し
て
成
仏
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
国
王
観
に
通
ず
る
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
で
、
日
本
の
人
間
の
中
で
は
最
も
前
世
の
戒
力
が
あ
る
と
さ
れ
、
最
も
「
め
で
た
き
」
存
在
と
も
さ
れ
、
他
の
人

間
と
は
一
線
を
画
す
存
在
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
み
ら
れ
た
。
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本
稿
で
検
討
し
て
き
た
天
皇
に
関
す
る
記
述
が
、「
人
間
に
と
っ
て
こ
の
世
に
お
け
る
最
勝
の
宝
は
仏
法
で
あ
り
、
苦
の

世
界
で
あ
る
六
道
か
ら
脱
け
出
し
て
成
仏
す
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
を
示
す
た
め
の
例
証
と
し
て
『
宝
物
集
』
で
用
い
ら
れ

て
い
る
意
味
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
お
き
た
い
。

　

現
世
で
最
も
優
れ
た
存
在
で
あ
る
天
皇
も
生
老
病
死
の
苦
を
受
け
、
生
前
に
罪
を
作
れ
ば
来
世
で
は
地
獄
に
堕
ち
る
。

だ
か
ら
こ
そ
天
皇
の
地
位
を
捨
て
て
修
行
し
た
り
、
造
寺
造
仏
を
行
っ
た
り
、
正
法
に
よ
っ
て
国
を
治
め
た
り
し
て
、
功

徳
を
積
ん
で
六
道
を
離
れ
て
成
仏
し
よ
う
と
す
る
。
日
本
の
人
間
の
中
で
最
勝
の
存
在
で
あ
る
天
皇
で
す
ら
こ
の
よ
う
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
下
の
人
間
は
い
う
ま
で
も
な
く
仏
法
に
思
い
を
か
け
て
成
仏
の
た
め
の
道
を
行
う
べ
き
で
あ
る
、
と

読
者
に
説
く
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

ま
た
、『
宝
物
集
』
は
作
品
の
筋
書
き
に
合
わ
せ
て
天
皇
の
前
世
、
現
世
に
お
け
る
功
徳
や
罪
業
、
来
世
に
関
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
採
り
込
み
、天
皇
を
輪
廻
転
生
の
世
界
の
中
に
完
全
に
組
み
込
ん
で
い
た
。
管
見
の
限
り
こ
れ
ま
で
『
宝
物
集
』

と
い
う
一
つ
の
作
品
内
に
お
い
て
、
天
皇
の
三
世
が
漏
れ
な
く
語
ら
れ
、
明
確
に
輪
廻
転
生
す
る
存
在
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

天
皇
を
輪
廻
転
生
す
る
存
在
と
し
て
明
確
に
語
り
始
め
ら
れ
る
の
が
院
政
期
、
特
に
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
～

一
一
一
一
年
）
の
時
代
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
天
皇
を
輪
廻
転
生
す
る
存
在
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
、
約
一
世
紀
を
経
て
貴

族
の
間
に
浸
透
し
て
い
た
（
㉕
）
こ
と
を
『
宝
物
集
』
の
記
述
は
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
天
皇
観

を
有
す
る
作
品
が
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
移
行
す
る
時
代
の
転
換
期
に
成
立
し
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

（
い
と
う　

し
ょ
う
た
・
文
学
研
究
科
日
本
文
化
専
攻
博
士
課
程
三
年
）
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［
註
］

（
１
）
小
泉
弘
編
『
宝
物
集　

中
世
古
写
本
三
種
』（
古
典
文
庫
、一
九
七
一
年
）、同
『
古
鈔
本
寶
物
集　

研
究
編
』（
角
川
書
店
、一
九
七
三
年
）。

小
泉
氏
は
著
者
平
康
頼
は
ま
ず
一
巻
本
を
書
い
た
と
す
る
。
さ
ら
に
第
二
種
七
巻
本
も
康
頼
自
身
の
改
稿
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
『
千

載
和
歌
集
』
の
成
立
（
文
治
四
〈
一
一
八
八
〉
年
四
月
二
十
二
日
）
以
前
に
完
成
し
て
い
た
と
す
る
。

（
２
）
山
田
昭
全
「
宝
物
集　

解
説
」（
小
泉
弘
ほ
か
校
注
『
宝
物
集　

閑
居
友　

比
良
山
古
人
霊
託
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）。

（
３
）
前
掲
注
（
２
）
小
泉
弘
ほ
か
校
注
文
献
。

（
４
）
一
巻
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
を
翻
刻
し
た
小
泉
弘
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
寶
物
集
』
翻
刻
」（『
国
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
六
、

一
九
八
八
年
三
月
）、
二
巻
本
は
北
海
道
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
を
翻
刻
し
た
追
塩
千
尋
・
北
海
道
説
話
文
学
研
究
会
「
北
海
道
大
学
付

属
図
書
館
蔵　

二
巻
本
『
宝
物
集
』
校
訂
本
文
」（『
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
』
三
七
、二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）、
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本

は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
す
る
山
田
昭
全
ほ
か
編
『
宝
物
集
』（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
五
年
）
に
よ
る
。

（
５
）
吉
原
浩
人
「
日
本
往
生
極
楽
記
と
院
政
期
往
生
伝
―
天
皇
の
往
生
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
本
田
義
憲
ほ
か
編
『
説
話
の
講
座　

第
四
巻　

説
話
集
の
世
界
Ⅰ
―
古
代
―
』
所
収
、
勉
誠
社
、
一
九
九
四
年
、
一
三
三
頁
）。

（
６
）
筆
者
は
吉
原
氏
の
論
な
ど
に
導
か
れ
な
が
ら
、
一
二
世
紀
に
天
皇
の
前
世
に
つ
い
て
の
説
話
が
展
開
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
が

天
皇
権
威
の
変
化
に
関
わ
る
現
象
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
「
院
政
期
の
天
皇
前
世
説
話
に
つ
い
て
」〈『
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
』

七
一
、二
〇
二
一
年
八
月
〉）。

（
７
）
以
下
、康
頼
に
つ
い
て
は
、橘
純
孝
「
平
康
頼
伝
考
」（『
大
谷
學
報
』
一
二
―
一
、一
九
三
一
年
一
月
）、山
田
昭
全
「
平
康
頼
伝
記
研
究
」

（
同
『
山
田
昭
全
著
作
集　

第
２
巻　

宝
物
集
研
究
』
所
収
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
一
九
七
五
年
）
参
照
。

（
８
）『
国
史
大
辞
典
』「
中
原
氏
」
の
項
参
照
。

（
９
）
山
田
昭
全
「
平
康
頼
の
資
料
蒐
集
と
処
理
方
法
―
『
宝
物
集
』
の
場
合
―
」（
前
掲
注
（
７
）
山
田
昭
全
文
献
所
収
、初
出
一
九
八
〇
年
）。

（
１０
）醍
醐
天
皇
の
堕
地
獄
と
高
丘
親
王
の
歌
を
セ
ッ
ト
で
語
る
こ
と
は
、中
世
の
説
話
集
で
は『
十
訓
抄
』と『
沙
石
集
』に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

（
１１
）
以
下
、
三
巻
本
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
す
る
山
田
昭
全
ほ
か
編
『
宝
物
集
』（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
五
年
）
に
よ
る
。

（
１２
）
三
巻
本
上
巻
で
は
、「
是
迄
ハ
命
ア
ラ
バ
、
又
古
郷
ヘ
帰
ル
事
モ
有
ヌ
ベ
シ
。
永
命
ニ
及
ブ
恨
ミ
モ
多
ク
侍
メ
リ
」
と
す
る
。

（
１３
）
田
中
徳
定
氏
は
こ
の
源
信
の
説
話
か
ら
、「
現
世
の
天
皇
を
、
前
世
の
戒
行
に
よ
る
転
生
と
捉
え
る
視
点
」
と
「
現
世
に
お
い
て
こ
そ
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身
分
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
前
世
に
お
け
る
戒
行
の
結
果
で
あ
っ
て
、
前
世
に
あ
っ
て
は
天
皇
は
大
臣
公
卿
以
下
の
人
々
と
差

別
が
な
い
」
と
す
る
考
え
を
読
み
と
っ
て
い
る
（
田
中
徳
定
「「
十
善
の
君
」
考
―
天
皇
の
前
世
を
め
ぐ
る
問
題
と
関
連
さ
せ
て
―
」〈
水

原
一
編
『
古
文
学
の
流
域
』
所
収
、
新
典
社
、
一
九
九
六
年
〉）。

（
１４
）
類
聚
本
『
江
談
抄
』
三
に
よ
れ
ば
、「
清
和
太
上
天
皇
、
先
身
は
僧
為
り
。
件
の
僧
、
内
供
奉
十
禅
師
を
望
む
。
深
草
天
皇
は
補
せ
し

め
ん
と
欲
ひ
た
ま
ふ
。
し
か
る
に
善
男
奏
し
て
も
つ
て
停
む
。
件
の
僧
、
悪
心
を
発
し
法
華
経
三
千
部
を
読
み
奉
る
。
願
に
云
は
く
、「
千

部
の
功
力
を
も
つ
て
、
当
生
に
よ
ろ
し
く
帝
王
と
為
る
べ
し
。
千
部
の
功
力
を
も
つ
て
、
善
男
の
た
め
に
そ
の
妨
げ
を
成
す
べ
し
。
残

り
の
千
部
の
功
力
を
も
つ
て
、
ま
さ
に
妄
執
を
蕩
し
て
苦
を
離
れ
道
を
得
べ
し
」
と
。
こ
の
僧
、
命
終
し
て
幾
程
も
な
く
、
清
和
天
皇

誕
生
し
た
ま
ふ
。
童
稚
の
齢
為
り
と
い
へ
ど
も
、
先
世
の
宿
縁
に
依
り
、
事
に
触
れ
て
善
男
を
悪
ま
し
め
た
ま
ふ
。
善
男
そ
の
気
色
を

見
て
修
験
の
僧
を
語
ら
ひ
得
て
、
如
意
輪
法
を
修
せ
し
む
。
よ
り
て
す
な
は
ち
寵
を
成
せ
り
。
し
か
れ
ど
も
宿
業
の
答
ふ
る
と
こ
ろ
、

事
に
坐
し
て
罪
に
至
る
」
と
あ
る
。

（
１５
）
前
掲
注
（
２
）
小
泉
弘
ほ
か
校
注
文
献
二
六
〇
頁
注
四
。

（
１６
）『
江
談
抄
』
の
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
後
藤
昭
雄
ほ
か
校
注
『
江
談
抄　

中
外
抄　

富
家
語
』〈
岩
波
書
店
、一
九
九
七
年
〉）

に
よ
る
。

（
１７
）
前
掲
注
（
６
）
拙
稿
。

（
１８
）『
後
拾
遺
往
生
伝
』
の
成
立
は
、
同
じ
く
為
康
著
の
『
拾
遺
往
生
伝
』
の
成
立
後
一
一
二
三
年
か
ら
為
康
の
没
年
一
一
三
九
年
の
間
と

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
は
『
宝
物
集
』
の
成
立
時
に
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
巻
七
の
「
称
念
弥
陀
」

で
挙
げ
ら
れ
る
「
弥
陀
を
称
念
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
事
」
を
記
し
た
書
名
の
中
に
は
「
三
善
為
康
拾
遺
往
生
伝
」
と
あ
る
が
、『
後
拾

遺
往
生
伝
』
の
名
は
み
ら
れ
な
い
。

（
１９
）
一
巻
本
で
は
十
二
門
第
一
「
道
心
」
に
、「
清
和
天
皇
ハ
、
十
善
之
位
、
万
機
之
政
ヲ
ス
テ
ヽ
、
山
林
流
浪
シ
テ
、
水
尾
丹
後
之
国
ニ

有
ト
イ
フ
ト
コ
ロ
ニ
コ
モ
リ
ヰ
タ
マ
ヒ
ニ
キ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
三
巻
本
で
は
清
和
の
前
世
の
僧
の
三
つ
目
の
願
を
「
我
終
ニ
仏
道
ヲ

成
サ
ン
」
と
し
、
清
和
の
修
行
と
そ
の
評
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
御
門
未
ダ
若
ク
ヲ
ワ
シ
マ
シ
ケ
レ
ド
モ
、
道
心
ヲ
発
シ
、
御

出
家
有
テ
、
水
尾
ト
云
処
ニ
籠
リ
居
サ
セ
給
テ
、
イ
ミ
ジ
ク
行
ナ
ヒ
ス
マ
サ
セ
給
ヒ
ケ
リ
。
彼
御
誓
ヒ
三
ニ
別
テ
、
廻
向
シ
給
ヒ
ケ

ル
。
一
モ
不
違
遂
サ
セ
給
ヒ
ケ
ル
事
ヲ
思
ニ
、
法
華
経
ノ
イ
ミ
シ
キ
タ
メ
シ
云
ハ
カ
リ
ナ
シ
。
カ
ゝ
ル
タ
メ
シ
多
ク
侍
レ
ド
モ
、
難
申
尽
。
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ト
ク
〳
〵
此
経
ヲ
修
行
シ
テ
仏
道
ヲ
遂
サ
セ
給
フ
ベ
キ
也
」。
三
巻
本
に
よ
れ
ば
、
清
和
は
前
世
の
願
に
違
う
こ
と
な
く
修
行
を
積
ん
で

仏
道
を
成
就
し
た
人
物
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
２０
）『
続
本
朝
往
生
伝
』
か
ら
一
条
朝
に
活
躍
し
た
親
王
や
大
臣
公
卿
以
下
の
人
物
の
記
述
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、『
宝
物
集
』
の
一
条
の
往

生
に
つ
い
て
の
記
述
は
同
伝
に
拠
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
２１
）
序
文
は
長
和
二
（
一
〇
一
二
）
年
に
記
さ
れ
て
お
り
、
最
末
の
伝
は
長
元
七
（
一
〇
三
四
）
年
没
の
覚
超
で
あ
る
。

（
２２
）
平
林
盛
徳
「
資
料
紹
介　

楞
厳
院
廿
五
三
昧
結
衆
過
去
帳
」（『
書
陵
部
紀
要
』
三
七
、一
九
八
六
年
二
月
）。
花
山
法
皇
伝
の
引
用
も

こ
れ
に
よ
る
。

（
２３
）
前
掲
注
（
５
）
吉
原
浩
人
文
献
。

（
２４
）
前
掲
注
（
９
）
山
田
昭
全
文
献
。

（
２５
）
大
隅
和
雄
氏
は
時
期
に
つ
い
て
明
言
し
て
い
な
い
が
、「
貴
族
の
中
に
は
、
因
果
と
輪
廻
の
思
想
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１．研究の背景と目的

１－１．研究の背景

　北海道の小樽市では，現在，「地域における歴史的風致の維持及び向上に関す

る法律（以後，「歴史まちづくり法」）」に基づき，「小樽市歴史的風致維持向上計

画」の策定に取り組んでいる。策定に向けたスケジュールは，2023年４月から

歴史的風致の検討や資料収集を開始し，2025年２月下旬の認定申請，同年３月

の認定を目指している１）。

　「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」は2008年11月４日に

施行され，国土交通省，文部科学省（文化庁），農林水産省が共管している法

律である。２．で詳述するが，歴史的風致維持向上計画の2024年７月17日時点

の認定状況は，40府県97都市であり，そのうち１期で計画を終了したのが３都

市，計画期間の終了を見越し，２期計画が認定済みなのが42都市である２）。なお，

歴史的風致として選定された
小樽の祭礼文化
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これまで北海道における認定事例はなく，小樽市が認定された場合は道内初認

定となる。

 　小樽市の策定体制として，学識経験者や重要文化財関係者，まちづくり団

体などに携わるメンバーで構成された「小樽市歴史的風致維持向上協議会委

員」のほか，小樽市の職員で構成される「庁内検討会議委員」がある３）。「庁

内検討会議委員」の事務局は，建設部新幹線・まちづくり推進室， 産業港湾部

観光振興室，教育委員会生涯学習課の３部署が務め，委員は事務局以外の11

部署の課長および主幹が務めている４）。11部署のうちの１つが小樽市総合博

物館で，主幹が委員として参加しており，事務局からの依頼に応じる形で筆

者も「歴史まちづくり法」の歴史分野の監修に携わっている。小樽市の歴史

的風致のうち，市内全域に人々の営

みが最も反映されていると考えるの

が「祭りの賑わいにみる歴史的風致」

であることから５），小樽市内の祭礼を

調査テーマとしている筆者は，事務

局の要請に対して日頃の調査研究成

果を提供する役割を担っている。小

樽市のなかで策定の中心的な役割を

担っているのは，建築物や景観など

のハード面を担当している建設部新

幹線・まちづくり推進室であり，博

物館はソフト面やその他の文化的な

事柄に関する貢献が求められている。
図１　祭礼のイラストが表紙に掲載されている
　　　パンフレット７）
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１－２．研究の目的

　歴史的風致維持向上計画が認定されている国内97都市のうち，「維持向上すべ

き歴史的風致」の項目およびその内容に地域の祭礼を挙げている都市は，97都

市全てであった６）。パンフレットの表紙が示すように，歴史的風致を定めるう

えで，祭礼がソフト面（人々の活動）を示す代表的な事例となっていると言え

る（図１）。したがって，小樽市の歴史的風致維持向上計画においても，2024

年10月時点で「祭りの賑わいにみる歴史的風致」として神社例大祭４件と，小

樽市民によって生み出された祭り１件が挙げられている８）。人々の営みの内容

として，神社の神輿渡御といった移動ルートが可視化できるものと，祭礼で伝

承されている民俗芸能が中心である。筆者は2022年から小樽市総合博物館に勤

務し小樽の祭礼調査を始めたが，「歴史まちづくり法」では重点区域や歴史的風

致の範囲などの子細なデータが求められることから，必要な情報を提供している。

 　以上のことから，本稿では，下記２点を目的とする。１点目は，「歴史まち

づくり法」において計画書に盛り込まれる伝統的な祭礼の１つである水天宮多

賀神社例大祭について詳細を明らかにすることである。２点目は，歴史的風致

維持向上計画の策定にあたって今回のように博物館の日常的な調査研究の成果

が必要とされたように，博物館が果たすことのできる役割について考察するこ

とである。

図 2　歴史的風致の概念図９）
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２.「歴史まちづくり法」と博物館に関する法令

　「歴史まちづくり法」における歴史的風致とは，「歴史まちづくり法」第１条

において「地域におけるその固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動とその

活動が行われる歴史上価値の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体となっ

て形成してきた良好な市街地の環境」と定義される。図２のとおり，ハード（建

造物）とソフト（人々の活動）が一体化した概念であることが特徴で，歴史的

風致を維持及び向上させることにより，個性豊かな地域社会の実現，都市の健

全な発展と文化の向上に寄与することを目的としている10）。自治体が歴史的風

致維持向上計画を作成し国から認定されることで，社会資本整備総合交付金等

における各種事業による支援や法律上の特例措置といった，重点的な支援を受

けることができる11）。本計画のなかでは，歴史・文化を活かしたまちづくりを

進めるため，核となる国指定文化財とそれと一体となって歴史的風致を形成す

る周辺市街地を「重点地区」として設定する12）。「重点区域」とは，「歴史まちづ

くり法」第２条において「歴史的風致の維持及び向上を図るための施策を重点

的かつ一体的に推進することが特に必要であると認められる土地の区域」とさ

れ，「重要文化財，重要有形民俗文化財又は史跡名勝天然記念物として指定され

た建造物の用に供される土地」，「重要伝統的建造物群保存地区内の土地の区域」，

「その周辺の土地の区域」という条件に基づき明確に範囲を定める必要がある

ことから，本稿で扱う祭礼についても地理的な情報が要求される13）。

　「歴史まちづくり法」は，自治体が文化財を活用して地域振興を実現しよう

とする狙いがあり，共通した方向性を有する文化財や地域振興に関する法令は

少なくない。互いに影響を及ぼしあっているために，それらを総合的に取り扱

い概観する。「歴史まちづくり法」の背景には，日本における文化財保護に関す

る最初の措置である1871年の「古器旧物保存法」や，都市の風致や美観保全の
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最初の都市計画関連法規である「広告物取締法（1911年）」といった明治期の

制度にはじまり，戦後の「文化財保護法（1950年）」，「都市計画法の全部改正（1968

年）」などがある（歴史まちづくり法研究会2009：5‒13）。しかし，「古都保存法

（1966年）」，「文化財保護法」，「景観法（2004年）」や「都市計画法（1968年）」と

いった歴史的なまちなみの保全などに関する既存の法律では対象とする範囲や

内容に限界が生じ，地域の文化財を周辺環境を含めて総合的に把握し，保存・

活用する地方公共団体中心の取り組みの必要性や，現存する歴史的風致の保存・

継承・再生を図るまちづくりを積極的に推進するための制度構築が求められた

ことから，「歴史まちづくり法」が制定された（歴史まちづくり法研究会2009：

20）。

　小林は2018年の「文化財保護法」の改正に関する議論のなかで，文化財保護

行政が国からのトップダウンであった時代から主体を地域（市町村や所有者）

に置くという移行が法的に表面化されたのは，2007年に提唱された「歴史文化

基本構想」であると述べている（2022：138‒140）。「歴史文化基本構想」は，地

域の文化財を幅広く捉え，的確に把握し，周辺環境も含めて文化財を総合的に

保存・活用することを目的とした提言で，この構想に見られる「指定の有無に

関わらずという捉え方」，「点から面へという発想」，「地域づくりに資するという

考え方」は，「歴史まちづくり法」や「日本遺産」の認定14）などその後の施策

に大きな影響を与えたことが指摘されている。また小谷は，文化財の活用につ

いて論じるなかで，歴史的風致維持向上計画と「歴史文化基本構想」の差異

について，歴史的風致維持向上計画は目に見える文化財に力点が置かれてお

り，無形民俗文化財も要素に含まれるが比重が小さい点を指摘している（2021：

250‒251）。

　本稿で取り上げる祭礼に直接関わる法令として，1992年制定の「地域伝統芸

能等を活用した行事の実施による観光及び特定地域商工業の振興に関する法律
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（以後，「お祭り法」）」がある。「お祭り法」の目的は，第２条にあるように「地

域の民衆の生活のなかで受け継がれ，当該地域の固有の歴史，文化等を色濃く

反映した伝統的な芸能及び風俗慣習」を活用し，国内外の観光旅客に対する

観光の魅力増進や，商工業の振興を図ることである。小谷は，仙台市で行った

民俗芸能の上演イベントの事例から，「通常のイベントには関心のない民俗芸能

好きな人たちも集めつつ，一方で民俗芸能に関心のない人たちを集めるイベン

ト」が，「お祭り法」で実現しようとしている活用の在り方であると述べている

（2021：248）。

　また，文化に関わる法令として「文化芸術基本法（2017年）」がある。この

法令は，もともとの「文化芸術振興基本法（2001年）」が，少子高齢化やグロー

バル化などの社会変化によって，観光やまちづくり・国際交流など関連分野と

連携した総合的な政策が求められたことを背景に改正されたものである15）。文

化芸術そのものの振興に加えて，観光，まちづくり，国際交流，福祉，教育，

産業等文化芸術に関連する分野の施策についても新たに法律の範囲となった16）。

この「文化芸術基本法」の精神に基づき，2022年に約70年ぶりに改正されたのが，

「博物館法」である。これまで博物館が求められていた，「収集・保管」，「調査研究」，

「展示・教育」の役割に加え，まちづくり，観光，福祉，国際交流などの様々な

分野との連携による地域振興への貢献が期待されている。そして新たな事業と

して，デジタルアーカイブの作成と公開の取り組みが明確に位置づけられた17）。

３．歴史的風致の抽出に至るまでの小樽市の取り組み

　小樽市の歴史的風致維持向上計画の第２章では，維持及び向上すべき歴史的

風致として，４点挙げている。１つ目は「海に関わる営みにみる歴史的風致」，

２つ目は「まちづくりの変遷にみる歴史的風致」，３つ目は「祭りの賑わいに
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みる歴史的風致」，４つ目は「景勝地の行楽などにみる歴史的風致」である18）。

これらの選定にあたり，基礎となった小樽市の取り組みについて，文化面，景

観および建築物，観光面の３点から述べる。

　文化面について，歴史的風致の抽出には，各種文献や資料のほか，2019年に

策定された「小樽市歴史文化基本構想」を参考に行われた19）。この構想では，「地

域を構成する多様で価値が高いと考えられる文化財（指定，未指定を含む）の

みならず，その周辺環境との関係のもとに形成されるさまざまな価値を総体的

に組み入れながら，市民が暮らしのなかで大切に受け継いできた歴史的，文化

的，自然的遺産を含むもの」を，「小樽文化遺産」と定義し，多様な文化遺産を

基盤としたまちづくりや人材育成に重要な役割を果たすマスタープランとして

策定された（小樽市2019：４）。また，「歴史まちづくり法」第２条では，重点

区域の要件として，「重要文化財，重要有形民俗文化財又は史跡名勝天然記念物

として指定された建造物の用に供される土地」または「重要伝統的建造物群保

存地区内の土地の区域」か「その周辺の土地の区域」であることが定められて

いる。小樽市には，国指定重要文化財が３件（「旧日本郵船株式会社小樽支店」，

「旧手宮鉄道施設」，「旧三井銀行小樽支店」），国指定史跡が２件（「手宮洞窟」，「忍

路環状列石」）あるが，後者の周辺ではそれを伝承している人々の活動が見ら

れないため除外され，小樽市により重要文化財３件を中心とした重点区域が設

定された。

　景観および建造物について，小樽市では歴史的建造物や景観地区の保全など

を目的に，1983年に北海道で初めての景観条例である「小樽市歴史的建造物お

よび景観地区保全条例」が制定された（小樽市2009：13）。1992年には「小樽

の歴史と自然を生かしたまちづくり景観条例」を制定し，歴史的景観のみなら

ず自然景観や眺望景観を守り，新築される建物の景観誘導や緑化の推進が行わ

れた。2009年には「小樽市景観計画」が策定され，「景観計画区域（市域全域）」
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のなかで，歴史，文化等からみて小樽らしい良好な景観を形成している重要な

区域を「歴史景観区域」として指定している（小樽市2009：１）。良好な景観

形成への具体的な取り組みとして，「小樽市指定歴史的建造物」や「小樽市登録

歴史的建造物」20），「小樽市都市景観賞」21），「保存樹木等の指定」22）などがある。

　観光面については，2006年に「小樽市観光基本計画」が策定され，2017年

には持続可能な観光都市としてさらに発展するため，「第二次小樽市観光基本

計画」が策定された（小樽市産業港湾部観光振興室2017：１）。このなかの主

要施策の１つとして，文化庁が2015年より開始した「日本遺産」の認定に向け

た活動も推進しており（小樽市産業港湾部観光振興室2017：10），2024年現在

で小樽市には２件のシリアル型（複数の市町村にまたがる）の日本遺産があり，

地域型（単一の市町村で完結）の認定も目指している23）。

　上記の取り組みを背景に抽出されたのが小樽市の４つの歴史的風致である。

次章では，小樽市の歴史的風致の１つである「祭りの賑わいにみる歴史的風致」

について，重点区域に唯一社殿が含まれている水天宮多賀神社について取り上

げる。

４．水天宮多賀神社例大祭

　水天宮多賀神社（以後，水天宮）は，小樽市相生町に鎮座する神社である。

水天宮の境内は約56ｍの高台に位置し，小樽港や街並みを見渡すことのできる

眺望景観に優れた場所であることから，「重要眺望地点」24）に指定されている

（小樽市2009：30）。祭神は，弥津波能売神，保食神，伊邪那岐神，伊邪那美神

の４柱で，由緒については，1859（安政６）年の創祀と伝えられる（北海道神

社庁誌編輯委員会1999：388）。現在の社殿は1919年に建設され，1920年９月22

日には改築に伴い住吉神社に奉移してあった御霊代を新築の社殿に移す移霊式
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が行われた記録がある（小樽市総合博物館2012：144）。本殿及び拝殿は，1994

年に小樽市指定歴史的建造物となっている25）。創祀150年を迎えた2007年には，

老朽化が進んでいた社殿を修繕するために協賛金を募り，集まった2,000万円

で修繕が行われた26）。2024年現在，神職は常駐しておらず，小樽市内にある高

島稲荷神社の兼務社となっている。

　例大祭は，毎年６月14 ～ 16日の３日間に日付を固定して行われる（写真１）。

水天宮の例大祭のほか，龍宮神社例大祭（６月20日～ 22日）と住吉神社例大祭

（７月14 ～ 16日）と合わせて「小樽三大祭り」と称され，人々に親しまれている。

水天宮の参道を少し下ったところにある建物には，牛車と鳳輦が保管されてお

り，例大祭の期間中はシャッターが開いており見学することができる（写真２）。

牛車と鳳輦の渡御については，かつては牛が曳いていたが（写真３），その後

は馬が曳くようになり（写真４），現在はトラックに載せて行われている27）。渡

御は本来毎年行われるものだったが，人手不足や金銭的などの理由から2008年

からは２年おきに行っており28），2020年初頭の新型コロナウイルス感染症の影

響で2020年と2021年の休止を経た2024年現在は，３年に１度となっている29）。

　2022年の例大祭のスケジュールは，６月14日18時から宵宮祭，15日10時か

ら本祭大祭式，16日９時から発御祭，20時から還御祭と終了奉告祭であった30）。

そのほか境内で行われるイベントについては，2022 ～ 2024年はカラオケ大会

が行われたほか，2023年は６月16日18時30分より結成32年目の「銭函創作太鼓 

童夢」による太鼓演奏が行われた。

　直近の渡御である2022年のルートについて，水天宮より提供いただいた「水

天宮多賀神社例大祭渡御行列予定」の地図と，渡御に参加した関係者が記録

したデータ，「北海男塾」の関係者からの証言をもとに作成したのが，図３であ

る。北は豊川町，南は奥沢まで，約21.5㎞であった。なお，2022年は６月16日

の午前９時に発御祭が行われ，10時に渡御が出発し，15時前には水天宮に戻り31），
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写真１　例大祭時の境内の様子
（2023 年筆者撮影）

写真３　大正～昭和初期頃の牛による渡御
（小樽市総合博物館所蔵 小野コレクション）

写真２　牛車と鳳輦の保管場所
（2023 年筆者撮影）

写真４　1973 年の馬による渡御
（個人提供）

20時から還御祭が行われた。

　また，水天宮の渡御のほかに，小樽の神輿会「北海男塾」が取り仕切る担

ぎ神輿がある（写真５）。1987年に設立された「北海男塾」は40代を中心に男

女を含め60人ほどで活動しており，水天宮の創祀150年であった2007年に初め

て担ぎ神輿を実施し，それ以降，水天宮の例大祭に合わせて行われている32）。

2024年は６月15日に「北海男塾」が所有する神輿１基が，本妙寺から小樽の歓

楽街である公園通りやスパル通り，花園銀座商店街を通り，花園交番までの約
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710ｍを，19時30分から20時30分まで練り歩いた33）。ルートを見ると，水天宮

の渡御ではカバーしきれていない，露店が立ち並ぶ参道や，スナックなどが軒

を連ねる細い道を進んでいることがわかる。年間25箇所ほど小樽市内外で神輿

を担ぐ「北海男塾」の関係者によると，「この神輿は，飲み屋街である花園を盛

り上げるために始めたもの。飲み屋の人が神輿の上に乗ることもあり，他のと

ころにはない，珍しい神輿」だという34）。毎年同じルートで行われるこの担ぎ

神輿は，水天宮の渡御とは別に実施されており，神様が乗っていない「から」

神輿である。しかし，市内外から担ぎ手が集まり，多くの人で賑わう参道や商

店街，飲み屋街を練り歩く光景は，祭礼文化の重要な一場面と言えるだろう。

　調査を続けるなかで，コロナ禍の１年ほど前まで水天宮の例大祭時に担がれ

ていたという，山田町会による神輿35）（写真６）やそれとは別にあったという

子ども神輿36），花園銀座商店街が例大祭に合わせて開催する「水天市」のスタ

ンプラリーやワゴンセール，ビアガーデンといった催しなど37），町会や商店街

といった単位でも地域を盛り上げるイベントが多数行われていることが判明し

写真５　2023 年の北海男塾による渡御
（北海男塾提供）

写真６　山田町会事務所の神輿
（2024 年筆者撮影）
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写真７　小樽稲荷神社の渡御と旧日本郵船
　　　　株式会社小樽支店（2024年筆者撮影）

写真８　龍宮神社の渡御と旧第一銀行小樽
　　　　支店（2024年筆者撮影）

写真９　龍宮神社の渡御と旧国鉄手宮線
　　　　（2024年筆者撮影）

写真10　恵美須神社の渡御と旧白鳥家番屋
　　　　（2024年筆者撮影）

写真11　高島稲荷神社の渡御と旧高島町役場
　　　　庁舎（2024年筆者撮影）

写真12　住吉神社の渡御と旧三井銀行小樽
　　　　支店（2024年筆者撮影）

写真13　住吉神社の渡御と旧共成㈱
　　　　（2024年筆者撮影）

写真14　天満宮の渡御と旧岡川薬局
　　　　（2024年筆者撮影）
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た。このような活動は，神社単体を調査するだけでは見えてこない人々の営み

であり，神社周辺で行われている人々の活動やそれに携わる組織の存在も，祭

礼文化を構成する重要な要素であると考えられる。

　本稿では，市内の神社のなかで唯一社殿が重点区域内に含まれる予定の水天

宮多賀神社例大祭を取り上げたが，重点区域外にも数々の祭礼が存在しており，

歴史的風致維持向上計画のなかで歴史的風致として挙げられている。写真に見

られるように歴史的建造物などの周辺で人々の営みが行われており，これらの

活動も数々の組織やコミュニティによって支えられている実態があることを忘

れるわけにはいかない（写真７～ 14）。

５．博物館が果たすことのできる役割と課題

　今回の歴史的風致維持向上計画の策定へ向けた取り組みを通じて認識された

博物館の役割について，２点述べる。１点目は，デジタルアーカイブについて

である。「博物館法」の改正で，データの公開やそれを用いた創造的活用が求め

られているが，どのように取り組めばよいのか戸惑いを抱える博物館の現場は

少なくない。小樽市では，歴史的風致を示すにあたり，地理的な情報を踏まえ

た祭礼調査の蓄積不足が課題として見えてきた。小樽市には祭礼の実質的な地

理情報を記録した先行研究は存在せず38），筆者が渡御ルートの経年変化を把握

しようと毎年渡御への同行や聞き取り調査を行いながらＧＩＳ（地理情報シス

テム）上にデジタルアーカイブしてきたデータが，図らずも役に立った。資料

のデジタル化が情報提供時の速やかな対応につながり，歴史的風致を可視化す

る際の地図化にも有効だったことから，祭礼などの人々の営みに関する個別具

体的な事柄を，位置情報とともにアーカイブする必要性を再認識した。

　２点目は，地域振興への貢献である。「まちづくり」という視点を持って祭礼
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調査を行うなかで，地域の商店街や町内会，神輿会といった周辺のコミュニティ

と祭礼との密接なつながりが判明した。このなかには，50年以上の継続を立証39）

することの難しさや，「歴史まちづくり法」第１条にある歴史的風致の条件であ

るハード（建造物）とソフト（人々の活動）の一体化という特徴に当てはまら

ず，歴史的風致維持向上計画への記載が見送られる事象も存在する。過去の祭

礼の様子を知る証言者の高齢化や，聞き取り調査を行っても人によって回答が

異なるなど，情報は散逸しがちである。しかし，本計画ではカバーされない組

織や団体も，地域の歴史的風致を支えていることは，まぎれもない事実である。

祭礼文化を存続させ次世代に継承する基盤となるのは，種々の組織の存在と活

動である。活動計画が認定されれば重点区域を中心に支援が行われるが，一過

性の金銭的支援ではこれらの営みは維持できない。

　小林は，文化財の捉え方が大きく変化した理由として地域というキーワード

を挙げ，文化財をはじめとする地域文化の継承活動を通じて，コミュニティの

活性化，地域振興，地域アイデンティティの醸成などの効果が期待されている

ことから，このような場面に，民俗学がこれまで培ってきた地域研究の見識が

活かされてしかるべきと述べている（2022：143‒144）。また，既に歴史的風致

維持向上計画が認定されている自治体において，第１期でハード整備を中心に

行い，第２期では「担い手・後継者の確保・育成」などのソフト事業の増強を

行う傾向が顕著であることが指摘されている（宮下ほか2021，永田ほか2022）。

小樽市においても，これまでハード面が重要視されてきたが，歴史的風致維持

向上計画に取り組むなかで，ソフト面の重要性に遅まきながら気が付いた側面

があるのではないか。計画の策定時の調査で完結させず，祭礼をはじめとする

ソフト面の地域文化について長期的な見通しを持って現状と課題を把握し続け

ることが，歴史的風致を維持向上するための有効な支援に資すると考える。ハー

ド偏重にならないためにも，改正された「博物館法」で求められている様々な
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分野との連携について，博物館として祭礼といった地域に根差した活動への調

査研究を継続することが，地域振興への１つの貢献の形となるだろう。

　今後の課題として，祭礼の調査や年ごとに変化する渡御ルートなどの地理情

報のアーカイブを継続することで，歴史的風致の背景や祭礼文化の今後につい

ての対応策も見えてくるだろう。また，祭礼に携わる市民との交流を通じて，

大切な地域文化であることを人々が意識し，これからも守り伝えようとする意

識を醸成することが，「博物館法」第３条に記載されている「地域の活力の向上

に寄与」することにつながる。地域住民や祭礼文化を支える組織と協働しなが

ら小樽市の地域振興と向き合っていきたい。
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［注］
（証言者に関する情報は，性別／年齢／祭礼での役割／調査年，不明な箇所は―で記す）

１）第５回小樽市歴史的風致維持向上協議会「小樽市歴史的風致維持向上計
画 の 策 定 に つ い て 」https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2023081500021/�le_

contents/20241031-siryou1.pdf

２）国土交通省「歴史的風致維持向上計画認定状況（Ｒ６年７月17日時点）」https://

www.mlit.go.jp/toshi/rekimachi/content/001754095.pdf
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３）第４回小樽市歴史的風致維持向上協議会「令和６年度 小樽市歴史的風致維
持向上計画 策定体制」https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2023081500021/�le_

contents/20240521_siryou1-1.pdf

４）３に同じ。
５）第５回小樽市歴史的風致維持向上協議会「協議会及び三省庁の意見等に対する対

応状況」https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2023081500021/�le_contents/20241031-

siryou2.pdf

６）国土交通省国土技術政策総合研究所「『歴まち』情報サイト―歴史的風致維持向
上計画『認定都市』アーカイブ―」の「全国の歴まち都市」に掲載されている
各都市の「歴史的風致維持向上計画概要版」より集計。「概要版」で祭礼に関す
る情報が得られなかった都市については，「歴史的風致維持向上計画」を参照した。

７）国土交通省「歴史まちづくりパンフレット（2023年３月）」https://www.mlit.

go.jp/toshi/rekimachi/content/001597421.pdf

８）５に同じ。
９）国土交通省「歴史まちづくりパンフレット（2023年３月）」https://www.mlit.

go.jp/toshi/rekimachi/content/001597421.pdfの概念図をもとに作成。
10）７に同じ。
11）国土交通省都市局 公園緑地・景観課 景観・歴史文化環境整備室「「歴史的風致
維持向上計画」策定に向けた手引き―事例からみる計画策定の意義・効果―（2020
年３月）」https://www.mlit.go.jp/toshi/rekimachi/content/001352089.pdf

12）７に同じ。
13）松本ほか（2018：624）は，すでに認定を受けている自治体における「重点区域」
と祭礼の関係について，祭礼の巡行区間など線上に展開する市街地の区域が一
部の「重点区域」に組み込まれていることから，有形資源だけでは重点的に施
策を展開する区域としての位置づけが難しかった区域を，歴史的風致維持向上
計画の対象にすることができている点を指摘している。

14）日本遺産は，文化庁が2015年から開始した制度で，地域に点在する遺産を「面」
として活用および発信し地域活性化を図ることで，地域住民のアイデンティティ
の再確認や地域のブランド化，地方創生に資するとされる。文化庁「日本遺産ポー
タルサイト」https://japan-heritage.bunka.go.jp/ja/about/（最終閲覧：2024年12
月19日）

15）文化庁「文化芸術基本法」https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/
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shokan_horei/kihon/geijutsu_shinko/index.html（最終閲覧：2024年12月19日）
16）15に同じ。
17）文化庁博物館総合サイト「法改正の概要」https://museum.bunka.go.jp/law/（最
終閲覧：2024年12月10日）

18）５に同じ。
19）第１回小樽市歴史的風致維持向上協議会「歴史的風致，重点区域及び事業の検
討について」https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2023081500021/file_contents/

shiryou6-1.pdf

20）「小樽市指定歴史的建造物」とは，歴史的建造物の実態調査をもとに，保全すべ
き建物を「小樽市登録歴史的建造物」として登録し，そのなかで特に重要であり，
所有者の同意が得られたものが指定される（小樽市2009：２）。

21）「小樽市都市景観賞」とは，1988年に創設され，小樽の歴史と風土に調和した
都市景観をつくり出している建築物やイベントなどを表彰することで，都市
環境の向上とまちづくりへの関心を高めることを目的とするもの。令和５年度
までの受賞は74件で，そのうち８件は現存していない。建設部新幹線・まち
づくり推進室「小樽市都市景観賞ガイドマップ」https://www.city.otaru.lg.jp/

docs/2020112000239/�le_contents/2024gaidomapweb.pdf

22）保存樹木等の指定は，地域の美観風致を維持し都市景観の形成を図るため，保
存樹木，保全樹林または保全緑地として指定される。建設部新幹線・まちづく
り推進室「保存樹木等の一覧」https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020101500092/

（最終閲覧：2024年12月19日）
23) 産業港湾部観光振興室「日本遺産の認定について」https://www.city.otaru.lg.jp/

docs/2021031700095/（最終閲覧：2024年12月19日）
24）「小樽市景観計画（小樽市2009：73）」によると，「重要眺望地点」とは，特に小
樽を代表する眺望の場所として広く市民に親しまれている公園，山頂等で，市
長が指定する場所を指す。

25）小樽市建設部新幹線・まちづくり推進室「小樽市指定歴史的建造物第50号水天
宮本殿，拝殿」https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2020101500757/（最終閲覧：
2024年12月10日）

26）どうしん記事データベース「創祀150年で修復，小樽の水天宮，例大祭催し多彩に，
14日から３日間，商店街も関連行事」2007年６月９日，北海道新聞朝刊地方（小
樽・後志）28ページより。
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27）Ａ氏（男性／ 70歳代／水天宮の元関係者／ 2024年）のご教示。
28）どうしん記事データベース「鳳輦78年ぶり人力巡行，きょうまで水天宮例大祭，
小樽」2019年６月16日，北海道新聞朝刊地方（小樽・後志）17ページより。本
記事によると，元号が新しくなったことを記念して，1923年に作成された鳳輦
が78年ぶりに人力で担がれたという。

29）Ａ氏（男性／ 70歳代／水天宮の元関係者／ 2024年）と，Ｂ氏（男性／―／水天
宮の関係者／ 2023年）のご教示。

30）例大祭時に社殿の脇に設置されていた「令和四年水天宮多賀神社例大祭日程」より。
31）Ｂ氏（男性／―／水天宮の関係者／ 2023年）のご教示。
32）どうしん記事データベース「「みこし渡御」初お目見え，水天宮150年例大祭，男
女200人練り歩く」2007年６月16日，北海道新聞朝刊地方（小樽・後志）30ページと，
Ｃ氏（男性／ 30歳代／北海男塾の関係者／ 2024年）のご教示。

33）Ｃ氏（男性／ 30歳代／北海男塾の関係者／ 2024年）のご教示。
34）33に同じ。
35）どうしん記事データべース「小樽・水天宮例大祭あす本祭，山田町会みこし10
年ぶり復活，地元と札幌から担ぎ手16人，「興奮再び」」2014年６月14日，北海道
新聞朝刊地方（小樽・後志）30ページより。

36）Ｄ氏（男性／―／山田町会の関係者／ 2024年）のご教示。
37）どうしん記事データベース「射的，かき氷…露店にぎわう，小樽三大祭り，水
天宮例大祭始まる」2023年６月15日北海道新聞朝刊地方（小樽・後志）15ペー
ジ，花園銀座商店街ホームページ「はなぞのさんぽ」http://www.hanagin.

org/?p=1783（最終閲覧：2024年12月19日）
38）小樽の祭礼に関する先行研究として，史料にもとづき明治中期の祭礼の様子を
検討した菅原（2018）が挙げられる。そのほか，『おたる潮まつり第50回記念誌』
や『小樽総鎮守住吉神社鎮座百五十年記念誌』のような記念誌は発行されてい
るものの，研究としてはほとんど見られない。

39）11に同じ。
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人　
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精
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ら
し　

ず
れ

　
　
　
『
河
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』　
『
文
芸
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な
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余
り
に
文
芸
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な
』　
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方
の
人
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ヴ
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ゴ
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キ
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芥
川
龍
之
介『
河
童
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一
考
察

　
　
　
︱「
対
」と「
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ら
し（
ず
れ
）」の
視
点
か
ら
︱

太
田
　

幸
夫

［
論
文
］
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芥川龍之介『河童』の一考察　〜「対」と「ずらし（ずれ）」の視点から～

　

〇
は
じ
め
に

　

芥
川
龍
之
介
（
一
八
九
二
～
一
九
二
七
）
の
晩
年
の
創
作
態
度
は
「
詩
的
精
神
」「
詩
人
」
と
い
う
視
点
で
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
が
「
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ス
ト
」
と
し
て
捉
え
る
と
異
な
っ
た
一
面
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
小
説
『
河

童
』
に
つ
い
て
「
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ス
ト
」
の
視
点
を
軸
に
検
討
し
、
新
た
な
『
河
童
』
像
を
見
出
し
た
い
。

　

○
第
一
章　
『
河
童
』
と
は

　

芥
川
龍
之
介
の
小
説
『
河
童
』
は
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
三
月
一
日
発
行
の
雑
誌
「
改
造
」（
第
九
巻
第
三
号
）
に

掲
載
さ
れ
た
。
精
神
病
院
の
患
者
「
第
二
十
三
号
」（「
序
」
以
降
は
「
僕
」
と
も
名
乗
る
）
が
、河
童
の
国
で
経
験
し
た
様
々

な
こ
と
を
「
僕
」（「
序
」
に
の
み
登
場
す
る
人
物
）
に
語
る
こ
と
か
ら
物
語
が
展
開
し
て
い
く
。

　

上
高
地
か
ら
穂
高
山
へ
の
山
登
り
（
１
）
の
途
中
、穴
に
落
ち
て
河
童
の
国
に
迷
い
込
ん
だ
「
僕
」（
後
の
「
第
二
十
三
号
」）

は
「
特
別
保
護
住
民
」
と
し
て
生
活
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
多
く
の
河
童
と
交
友
を
深
め
る
。
や
が
て
憂
鬱
を
感
じ
て
人

間
世
界
に
戻
る
が
、
事
業
の
失
敗
後
に
再
び
河
童
の
国
に
戻
ろ
う
と
す
る
。
駅
で
捕
ま
っ
た
「
僕
」
は
精
神
病
院
の
患
者

「
第
二
十
三
号
」
と
し
て
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
を
訪
れ
た
者
に
対
し
て
河
童
の
国
で
の
出
来
事
を
話
し
続
け
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
多
く
の
研
究
者
が
語
る
よ
う
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
の
体
裁
を
取
る
現

代
社
会
批
評
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

助
川
幸
彦
は
「
対
語
的
世
界
の
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
―
芥
川
龍
之
介
『
河
童
』
試
論
―
」（
２
）

の
中
で
、
現
実
世
界
と
「
対
語
」
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的
関
係
で
「
河
童
の
世
界
」
が
対
置
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
ま
で
あ
ま
り
指
摘
を
受
け
ず
に
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、「
河
童
」
を
含
め
た
最
晩
年
の
作
品
に
於
て
は
、

対
語
関
係
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
略
）
問
題
は
こ
う
し
た
対
語
的
世
界
が
「
河
童
」
に
於
て
、
異
常
と

言
え
る
ほ
ど
多
く
見
出
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
主
人
公
が
狂
人
で
あ
る
こ
と
、
架
空
の
動
物
で
あ
る
河
童

の
国
を
訪
れ
、
や
が
て
帰
国
す
る
と
い
う
設
定
か
ら
だ
け
で
も
、
正
常
／
異
常
、
意
識
／
無
意
識
、
現
実
／
超
現
実
、

故
郷
／
異
郷
、
等
の
対
語
的
世
界
を
導
き
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
対
語
が
「
或
阿
呆
の
一

生
」
中
の
一
文
の
よ
う
に
反
転
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
も
限
り
な
く
相
対
的
で
不
安
定
な
認
識
、
精
神
状
態
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。（
略
）
今
ま
で
述
べ
て
き
た
反
転
す
る
対
語
的
世
界
は
、「
河
童
」
の
構
成
シ
ス
テ

ム
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

助
川
論
は
、『
河
童
』
か
ら
『
或
阿
呆
の
一
生
』
ま
で
を
貫
く
「
相
対
的
で
不
安
定
な
認
識
、
精
神
状
態
」
と
い
う
解
釈

を
導
く
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
『
河
童
』
に
つ
い
て
は
「
意
識
／
無
意
識
」
の
反
転
と
い
う
構
図
で

読
み
解
く
前
提
で
論
が
進
め
ら
れ
、最
終
的
に
「
狂
人
」
芥
川
龍
之
介
の
実
際
の
人
生
と
軌
を
一
に
す
る
精
神
状
況
を
『
河

童
』
は
描
い
た
、
と
い
う
読
み
方
に
至
る
。「
意
識
／
無
意
識
」
は
フ
ロ
イ
ト
の
心
理
学
の
援
用
で
作
品
を
読
む
こ
と
が
一

般
化
さ
れ
た
頃
の
、
時
代
の
産
物
と
も
い
え
る
手
法
で
あ
り
、
現
時
点
の
私
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
ま
た
「
対
語
」

の
対
象
が
内
容
・
場
面
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
も
不
徹
底
さ
を
感
じ
る
。
と
は
い
え
「
対
語
」
と
い
う
概
念
に
着
目
す
る

こ
と
は
、『
河
童
』
と
い
う
作
品
の
分
析
に
お
い
て
、
極
め
て
有
効
な
視
点
と
思
わ
れ
る
。
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芥川龍之介『河童』の一考察　〜「対」と「ずらし（ずれ）」の視点から～

　

そ
こ
で
、
全
十
七
章
の
各
章
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
を
「
※
」
を
付
け
て
紹
介
し
た
上
で
、
今
回
は
「
対
」
と
な
っ
て
い

る
登
場
人
物
を
取
り
上
げ
、「
↑
→
」
で
示
し
て
み
た
い
。

　

□
序　

※
東
京
市
外
の
精
神
病
院
、
患
者
第
二
十
三
号
の
紹
介

　
　

精
神
病
院
の
患
者　

第
二
十
三
号　

↑
→ 　

僕
（
こ
こ
で
の
語
り
手
）
／
面
会
す
る
人
全
般

　

□
第
一
章　
　

※
第
二
十
三
号
が
河
童
の
国
に
迷
い
込
む
経
緯

　
　

僕
（
第
二
十
三
号
）　

↑
→　

聞
き
手
（
読
者
）
／
河
童
（
第
三
章
で
バ
ッ
グ
と
判
明
）

　

□
第
二
章　
　

※
患
者
二
十
三
号
が
河
童
の
国
で
「
特
別
保
護
住
民
」
と
な
る
経
緯

　
　

僕　

＝　
「
特
別
保
護
住
民
」　

↑
→　

チ
ヤ
ツ
ク
（
医
者
）・
バ
ツ
グ
（
漁
夫
）・
ゲ
エ
ル
（
硝
子
会
社
の
社
長
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
の
河
童

　

□
第
三
章　
　

※
河
童
の
特
徴
を
、
読
者
に
向
け
て
説
明
、
特
に
着
物
を
着
る
⇅
着
な
い

　
　

僕　

↑
→　

バ
ツ
グ

　

□
第
四
章　
　

※
河
童
の
風
俗
・
習
慣
の
紹
介
。
中
心
は
産
児
制
限

　
　

僕　

↑
→　

チ
ヤ
ツ
ク
・
バ
ツ
グ
・
バ
ツ
グ
の
妻
と
子
供

　
　

僕　

↑
→　

チ
ヤ
ツ
ク
・
ラ
ツ
プ
（
学
生
）・
或
る
河
童
（
万
年
筆
の
ス
リ
）
／
ポ
ス
タ
ア
「
遺
伝
的
義
勇
隊
・

　
　
　
　
　
　
　

健
全
な
男
女
の
河
童
・
悪
遺
伝
の
撲
滅
・
不
健
全
な
河
童
と
の
結
婚
の
推
奨

　

□
第
五
章　
　

※
芸
術
論
が
中
心
。
芸
術
家
は
善
悪
を
超
越
し
た
「
超
人
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
力
説
。

　
　

僕　

↑
→　

ラ
ツ
プ
・
バ
ツ
グ
・
ト
ツ
ク
（
詩
人
）・
超
人
倶
楽
部
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ト
ツ
ク　

↑
→　

雄
雌
の
河
童
＋
子
供
二
、
三
匹

　

□
第
六
章

　
　

※
河
童
の
国
で
の
恋
愛
の
概
念

　
　
　

雌
が
雄
を
追
う
／
時
に
は
雄
が
雌
を
追
う
・
・
・
雌
に
仕
向
け
ら
れ
る
／

　
　
　

雌
が
、
小
さ
い
雄
を
捨
て
て
、
大
き
い
雄
を
選
ぶ
／

　
　
　

取
り
締
ま
り
対
象
で
は
な
い
:
官
吏
の
中
に
雌
が
少
な
い
た
め

　
　

僕　

↑
→　

ラ
ツ
プ
:
雌
に
抱
き
付
か
れ
、
や
が
て
嘴
が
腐
れ
落
ち
る

　
　

僕　

↑
→　

マ
ツ
グ
（
哲
学
者
）

　

□
第
七
章

　
　

※
河
童
に
は
耳
が
な
い
→
音
楽
は
「
風
俗
を
壊
乱
す
る
曲
」
で
も
わ
か
ら
な
い

　
　

※
検
閲
:
ど
の
国
よ
り
も
進
歩
↑
→
日
本
（「
現
に
つ
ひ
一
月
ば
か
り
前
に
も
、」
と
濁
す
）

　
　

僕
・
マ
ツ
グ
・
ト
ツ
ク
・
ト
ツ
ク
の
雌
の
河
童
・
ク
ラ
バ
ツ
ク
（
音
楽
家
）　

↑
→　

巡
査

　
　

ク
ラ
バ
ツ
ク　

↑
→　

ト
ツ
ク
の
雌
の
河
童
（
一
〇
何
年
か
前
に
ク
ラ
バ
ツ
ク
を
掴
ま
え
損
ね
た
）

　

□
第
八
章

　
　

※
ゲ
エ
ル
に
導
か
れ
河
童
の
国
の
工
場
を
巡
る
。
僕
は
話
を
聞
き
嘔
吐
を
吐
き
続
け
る
。

　
　

僕　

↑
→　

ゲ
エ
ル
（
・
チ
ヤ
ツ
ク
・
ベ
ツ
プ
（
裁
判
官
））

　
　

人
間
＝
第
４
階
級
の
娘
た
ち
が
売
笑
婦　

↑
→　

職
工
の
肉
を
食
う

　

□
第
九
章
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芥川龍之介『河童』の一考察　〜「対」と「ずらし（ずれ）」の視点から～

　
　

※
河
童
の
社
会
の
支
配
関
係

　
　

※
新
聞
＝
労
働
者
の
味
方　

↑
→　

ゲ
エ
ル
（
の
支
配
）

　
　

※
柳
田
國
男
「
山
島
民
譚
集
」
…
「
水
虎
考
略
」
の
引
用
で
使
用

　
　

※
雌
の
河
童
が
生
命
保
険
を
か
け
た
夫
（
雄
の
河
童
）
を
殺
そ
う
と
し
て
青
酸
加
里
を
飲
物
に
混
入

　
　
　

来
客
の
獺
が
死
亡
・
・
・
戦
争
・
・
・
河
童
の
勝
利
、
三
十
六
万
九
千
五
百
匹
の
死
亡

　
　
　
（
日
露
戦
争
が
八
万
四
千
人
）

　
　

僕
・
ゲ
エ
ル
（
・
マ
ツ
グ
）　

↑
→　

ロ
ツ
ぺ
（
政
治
家
）

　
　

ゲ
エ
ル　

＝　

ク
イ
ク
イ
（
新
聞
社
社
長
）・
ロ
ツ
ペ
・
ゲ
エ
ル
夫
人

　
　

河
童　

↑
→　

獺　

　
　

僕　

↑
→　

ゲ
エ
ル　

※
ゲ
エ
ル
の
家
＝
火
災
保
険　

…　

軽
蔑
も
憎
悪
も
出
来
な
い

　

□
第
十
章

　
　

※
批
評
家
の
判
断
:
ト
ツ
ク　

＞

　

ロ
ツ
ク
（
音
楽
家
）　＞

　

ク
ラ
バ
ツ
ク　
　

　
　

※
僕
:
ク
ラ
バ
ツ
ク　

＞

　

ロ
ツ
ク　
「
近
代
的
情
熱
」　

　
　
　

…
ク
ラ
バ
ツ
ク
は
納
得
せ
ず
、『
阿
呆
の
言
葉
』
を
投
げ
つ
け
る　

　
　

※
ト
ツ
ク
:
ク
ラ
バ
ツ
ク
は
神
経
衰
弱
、
冷
や
汗
を
流
し
「
緑
色
の
猿
が
一
匹
首
を
出
し
た
」

　
　

※
僕
:
ト
ツ
ク
に
チ
ヤ
ツ
ク
へ
の
診
察
を
勧
め
る
・
・
・
ト
ッ
ク
と
別
れ
る

　
　

僕
・
ラ
ツ
プ
・
ク
ラ
バ
ツ
ク　

↑
→
ト
ツ
ク　
　

※
家
族
と
の
関
わ
り

　
　

ラ
ツ
プ　

↑
→　

妹
・
お
ふ
く
ろ　

… 

虫
取
り
菫
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□
第
十
一
章

　
　

※
僕
:
マ
ツ
グ
『
阿
呆
の
言
葉
』
を
読
む
・
・
・『
侏
儒
の
言
葉
』
を
思
わ
せ
る
内
容

　
　
　

阿
呆
、
自
然
、
生
活
、
習
慣
、
誇
り
、
偶
像
（
阿
呆
・
悪
人
・
英
雄
）、
思
想
、
意
識
、
超
越
、

　
　
　

幸
福
、
平
和
、
弁
護
、
罪
（
矜
誇
、
愛
慾
、
疑
惑
）、
欲
望
、
不
幸
、
成
す
、
白
痴
、
天
才
、

　
　
　

理
性
、
ヴ
オ
ル
テ
エ
ル

　
　

＊
対
と
な
る
概
念
は
示
さ
れ
て
い
な
い

　

□
第
十
二
章　
　

※
河
童
の
国
の
刑
罰

　
　

僕
・
巡
査　

↑
→　

グ
ル
ツ
ク
（
万
年
筆
を
盗
ん
だ
河
童
）・
グ
ル
ツ
ク
の
子
（
１
週
間
前
死
亡
）

　
　

僕
・
マ
ツ
グ
・
ベ
ツ
プ　

↑
→　

巡
査　

＊
刑
法
第
千
二
百
八
十
五
条

　
　

人
間
（
日
本
）
の
刑
法　

↑
→　

河
童
の
国
の
刑
法

　
　

絞
罪　

↑
→　

犯
罪
の
名
を
聞
か
せ
る　

＞
　

電
気

　
　

僕　

↑
→　

ベ
ツ
プ

　

□
第
十
三
章　
　

　
　

※
ト
ツ
ク
の
ピ
ス
ト
ル
自
殺

　
　

※
マ
ツ
グ
「
河
童
の
生
活
を
全
う
す
る
」
…
「
河
童
以
外
の
何
も
の
か
の
力
を
信
じ
る
こ
と
」

　
　

僕
（
第
二
十
三
号
）
＝
「
特
別
保
護
住
民
」・
ト
ツ
ク
の
雌
の
河
童
・
ゲ
エ
ル
・
チ
ヤ
ツ
ク
・

　
　

マ
ツ
グ　

↑
→　

ベ
ツ
プ

　
　

マ
ツ
グ　

↑
→　

ク
ラ
バ
ツ
ク
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□
第
十
四
章　
　

　
　

※
僕
は
ラ
ツ
プ
と
近
代
教
の
大
寺
院
に
向
か
う

　
　

※
ラ
ツ
プ
:
宗
教
で
も
「
近
代
教
」
が
強
い
こ
と
を
示
唆

　
　

※
近
代
教
:「
生
命
の
樹
」
の
教
え
。

　
　
　
「
旺
盛
に
生
き
よ
」。
神
は
最
初
に
雌
の
河
童
を
造
り
、
雌
の
脳
髄
で
雄
の
河
童
を
造
っ
た
。

　
　
　
「
食
へ
よ
、
交
合
せ
よ
、
旺
盛
に
生
き
よ
」
と
祝
福

　
　

※
聖
徒
に
ス
ト
リ
ン
ド
べ
リ
イ
・
ニ
イ
チ
エ
・
ト
ル
ス
ト
イ
・
国
木
田
独
歩
・
ワ
グ
ネ
ル
・

　
　
　

仏
蘭
西
の
画
家
（
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
か
）・
第
七
の
龕
（
人
物
不
明
）。

　
　

※
長
老
:
ト
ツ
ク
は
「
気
の
毒
な
詩
人
」、
我
々
の
神
を
信
ず
る
わ
け
に
い
か
な
い

　
　
　

…
雌
の
河
童
に
投
げ
ら
れ
る

　
　

僕
・
ラ
ツ
プ
・
長
老　

↑
→　

宗
教

　

□
第
十
五
章

　
　

※
ト
ツ
ク
の
家
が
写
真
館
と
な
る
が
、
そ
こ
で
写
真
を
撮
る
と
ト
ツ
ク
も
写
っ
て
い
る
。

　
　
　

心
霊
学
協
会
の
調
査
が
行
わ
れ
、
新
聞
記
事
と
な
る
。

　
　

僕
・
チ
ヤ
ツ
ク　

↑
→　

ト
ツ
ク
の
幽
霊

　
　

僕　

↑
→　

心
霊
学
協
会
（
の
記
事
）

　
　

＊
ホ
ツ
プ
夫
人
（
元
俳
優
） 

―　

心
霊
学
協
会
？

　

□
第
十
六
章
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※
心
霊
学
協
会
の
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
後
、
河
童
の
国
に
い
る
こ
と
を
憂
鬱
に
思
う
僕
。

　
　
　

人
間
の
国
に
帰
る
こ
と
を
決
意
。

　
　

※
「
後
悔
な
ど
は
し
ま
せ
ん
」
↑
→
「
出
て
行
つ
て
後
悔
し
な
い
や
う
に
」

　
　

僕　

↑
→　

百
一
五
六
（
歳
）
の
河
童
（
見
た
目
は
一
二
三
（
歳
））
…
生
ま
れ
た
時
に
年
寄
り
だ
っ
た

　

□
第
十
七
章

　
　

※
人
間
の
世
界
に
帰
っ
て
き
た
「
僕
」。

　
　
　

事
業
に
失
敗
し
た
た
め
河
童
の
国
に
帰
り
た
い
と
思
い
出
し
た
が
、
精
神
病
院
に
入
れ
ら
れ
る
。

　
　

※
ベ
ツ
プ
は
裁
判
官
の
職
を
失
っ
た
後
、
発
狂
―
精
神
病
院
に
入
れ
ら
れ
る

　
　

僕　

↑
→　

Ｓ
博
士

　
　

僕　

＝　

バ
ツ
グ
（
夜
の
み
チ
ヤ
ツ
ク
・
ゲ
エ
ル
・
マ
ツ
グ
・
ラ
ツ
プ
・
ク
ラ
バ
ツ
ク
来
訪
）

　

こ
こ
ま
で
を
総
括
す
る
と
、
助
川
論
で
言
う〝
現
実
世
界
―
河
童
の
国〟

だ
け
で
な
く
、
登
場
人
物
（
動
物
）
に
お
い

て
も
「
対
語
」
を
前
提
と
し
て
筋
が
展
開
し
て
い
る
。
だ
が
、
登
場
人
物
間
に
お
い
て
生
活
心
情
・
理
念
と
い
う
点
で
対

立
し
て
い
る
人
物
・
動
物
は
、
第
九
章
で
の
ゲ
エ
ル
と
第
十
七
章
の
Ｓ
博
士
（
精
神
病
院
の
医
師
）、
そ
し
て
精
神
病
院

に
第
二
十
三
号
を
訪
ね
る
来
客
に
限
定
さ
れ
る
の
だ
。
少
な
く
と
も〝

敵
役〟

の
よ
う
な
関
係
は
『
河
童
』
に
は
登
場
し

な
い
と
言
え
る
。

　
「
僕
」
こ
と
患
者
第
二
十
三
号
は
、
河
童
の
国
で
「
特
別
保
護
住
民
」
と
し
て
厚
遇
さ
れ
、
河
童
た
ち
と
の
関
係
も
良

好
で
あ
っ
た
。
本
作
で
の
「
対
」
は
対
立
軸
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
組
」（
ペ
ア
）
に
近
い
。
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と
す
れ
ば
、
登
場
人
物
間
に
お
け
る
「
対
語
」
は
、
理
念
の
対
立
を
示
す
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
両
者
の
間
に

存
在
す
る〝

ず
れ〟

を
示
す
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
加
え
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
両
者
の
差
異
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

よ
う
と
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
改
め
て
次
章
以
降
で
検
証
し
て
み
た
い
。

　

〇
第
二
章　
『
河
童
』
は
ど
う
評
価
さ
れ
て
き
た
か

　

こ
こ
で
は
『
河
童
』
が
従
来
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
を
概
観
し
た
い
。
ま
ず
、
芥
川
龍
之
介
の
書
簡
か
ら
、
自

身
の
評
価
を
確
認
し
よ
う
（
３
）。

　

執
筆
当
時
、
芥
川
龍
之
介
に
と
っ
て
『
河
童
』
と
い
う
作
品
は
そ
れ
ほ
ど
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
向
き
が
あ
る
。
昭
和

二
年
二
月
二
日
、
斎
藤
茂
吉
に
宛
て
た
書
簡
で
は

唯
今『
海
の
秋
』と
云
ふ
小
品
を
製
造
中
、同
時
に
又『
河
童
』と
云
ふ
グ
ァ
リ
ヴ
ア
の
旅
行
記
式
の
も
の
を
も
製
造
中
、

そ
の
間
に
年
三
割
と
云
ふ
借
金
（
姉
の
家
の
）
の
こ
と
も
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
困
憊
こ
の
事
に
存
じ
居
り
候
。

と
述
べ
て
お
り
、
む
し
ろ
『
海
の
秋
』
に
注
力
す
る
姿
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
二
月
十
六
日
の
佐
々
木
茂
索
宛
書
簡
で
は

書
き
終
わ
っ
た
直
後
の
感
想
と
し
て
、「
河
童
百
六
枚
脱
稿
、
聊
か
鬱
懐
を
消
し
た
」
と
述
べ
、
二
月
二
十
七
日
の
瀧
井
孝

作
宛
書
簡
で
は
「
近
年
に
な
い
速
力
」
で
書
か
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。

　

更
に
同
年
三
月
二
十
八
日
の
斎
藤
茂
吉
宛
書
簡
を
見
る
と
、
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度
々
御
手
紙
頂
き
、
恐
縮
に
存
じ
候
。『
河
童
』
な
ど
は
時
間
さ
へ
あ
れ
ば
、
ま
だ
何
十
枚
で
も
書
け
る
つ
も
り
。
唯

婦
人
公
論
の
「
蜃
気
楼
」
だ
け
は
多
少
の
自
信
有
之
候
。
但
し
こ
れ
も
片
々
た
る
も
の
に
て
ど
う
に
も
致
し
方
無
之

候
。
何
か
ペ
ン
を
動
か
し
居
り
候
へ
ど
も
、
い
づ
れ
も
楠
正
成
が
湊
川
に
て
戦
ひ
を
る
や
う
な
も
の
に
有
之
、
疲
労

に
疲
労
を
重
ね
を
り
候
。

と
述
べ
、『
河
童
』
よ
り
も
『
蜃
気
楼
』
に
期
待
を
寄
せ
る
一
方
で
、『
河
童
』
と
い
う
作
品
へ
の
気
安
さ
・
親
し
み
が
垣
間

見
え
る
。

　

次
に
、
研
究
史
上
の
主
要
な
論
文
を
紹
介
し
た
い
。

　

吉
田
精
一
（
一
九
〇
八
～
一
九
八
四
）
は
芥
川
本
人
の
書
簡
・
小
文
を
踏
ま
え
、『
芥
川
龍
之
介
』（
４
）
に
お
い
て
、『
河
童
』

は
「
グ
ァ
リ
ヴ
ア
の
旅
行
記
式
の
も
の
」
と
し
て
書
か
れ
、「
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
対
す
る
、
就
中
、
彼
自
身
に
対
す
る
デ
グ

ウ
か
ら
生
れ
た
」
寓
意
的
な
小
説
だ
、
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「『
河
童
』
の
世
界
の
問
題
は
、
す
べ
て
彼
自
身
に
と
っ
て

痛
切
な
問
題
」
だ
っ
た
遺
伝
、
家
族
制
度
、
恋
愛
を
扱
う
「
自
画
像
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、「
彼
自
身
狂
人
に
な
る
こ

と
を
恐
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
想
像
も
浮
か
ば
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
」
と
、
自
殺
と
関
連
づ
け
た
上
で
、「
龍

之
介
は
生
涯
の
総
決
算
と
い
う
気
持
で
、
こ
の
篇
を
書
い
た
」
と
結
論
づ
け
た
。　

　

関
口
安
義
（
一
九
三
五
～
二
〇
二
二
）
は
、
論
文
『「
河
童
』
か
ら
『
西
方
の
人
』
へ
』
で
、
芥
川
は
病
気
と
家
庭
と

時
代
に
か
な
り
の
不
安
を
感
じ
つ
つ
『
玄
鶴
山
房
』、『
河
童
』
を
発
表
し
、
谷
崎
潤
一
郎
と
「
小
説
の
筋
」
論
争
を
た
た

か
わ
す
中
「
話
ら
し
い
話
の
な
い
小
説
」
を
説
き
、
詩
的
精
神
を
主
張
す
る
こ
と
で
「
彼
の
鋭
く
細
い
神
経
は
か
な
り
痛
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め
つ
け
ら
れ
て
い
た
」
と
す
る
。「
人
間
的
な
誠
実
な
歩
み
へ
の
願
い
と
、
そ
れ
の
阻
ま
れ
る
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
は
深

く
な
る
ば
か
り
で
、
彼
の
苦
悩
は
、
ま
さ
に
「
刃
の
こ
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
、
細
い
剣
」
の
状
態
だ
っ
た
と
し
、
そ
う
い
う

中
で
、
芥
川
は
「
天
上
か
ら
地
上
へ
登
る
」
キ
リ
ス
ト
の
姿
に
動
か
さ
れ
、
そ
こ
に
自
己
の
姿
を
見
、
さ
ら
に
は
彼
に
呼

び
か
け
る
キ
リ
ス
ト
の
姿
を
感
じ
、
彼
自
身
の
キ
リ
ス
ト
論
を
書
い
た
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。『
河
童
』
前
後
の
創
作

に
芥
川
の
不
安
が
反
映
さ
れ
、
そ
れ
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
評
伝
（
の
体
裁
を
と
っ
た
）
小
説
『
西
方
の
人
』
の
執
筆

に
つ
な
が
っ
た
と
す
る
（
５
）。

　

平
岡
敏
夫
（
一
九
三
〇
～
二
〇
一
八
）
は
、「
河
童
の
構
造
」（
６
）
の
中
で
、河
童
が
「
莫
迦
な
、嫉
妬
深
い
、猥
褻
な
、図
々

し
い
、
う
ぬ
惚
れ
切
っ
た
、
残
酷
な
、
虫
の
善
い
動
物
」
で
は
な
い
と
し
た
上
で
、「
轢
死
し
た
人
足
の
心
も
ち
を
は
つ
き

り
知
つ
て
ゐ
た
詩
人
」
独
歩
が
河
童
の
寺
院
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
芥
川
は
、
独
歩
も
ふ
く
め
た
河
童
た
ち
の
生

き
方
に
親
近
感
を
持
ち
、
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
、
と
論
じ
る
。
北
村
透
谷
・
国
木
田
独
歩
と
続
く
詩
人
の
系
譜
の
延
長
に

芥
川
が
い
る
、
と
す
る
平
岡
氏
独
自
の〝

抒
情
の
系
譜〟

か
ら
の
論
点
で
あ
る
。

　

福
田
和
也
（
一
九
六
〇
～
二
〇
二
四
）
は
、「
芥
川
龍
之
介
の
『
笑
い
』」（
７
）
の
中
で
、芥
川
の
実
人
生
と
切
り
離
す
視
点
で
、

次
の
よ
う
に
語
る
。

　

少
な
く
と
も
『
河
童
』
は
自
嘲
の
作
品
で
は
な
い
し
、
文
明
批
評
と
い
っ
た
穏
健
な
作
で
も
な
い
。『
河
童
』
は
直

接
的
な
憎
悪
を
基
調
と
し
た
作
品
で
あ
り
、
罵
り
が
快
感
を
も
た
ら
し
「
鬱
を
散
じ
」
て
い
る
、
わ
が
国
で
は
類
例

の
な
い
作
品
で
あ
る
。（
略
）
こ
こ
に
は
、
セ
リ
ー
ヌ
や
Ｌ
・
ブ
ロ
ウ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
罵
倒
の
リ
ズ
ム
が
、
息
づ

い
て
い
る
。
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妊
婦
の
生
殖
器
に
口
を
つ
け
て
、
胎
児
に
生
ま
れ
た
い
か
と
尋
ね
る
儀
式
、
失
業
し
た
労
働
者
を
ガ
ス
で
殺
し
て

食
用
に
供
す
る
職
工
屠
殺
法
、
悪
遺
伝
を
撲
滅
す
る
た
め
に
不
健
全
な
結
婚
を
推
進
す
る
遺
伝
的
義
勇
隊
と
い
っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
風
刺
で
も
な
ん
で
も
な
く
、
悪
意
に
満
ち
た
世
間
へ
の
憎
悪
の
表
明
で
あ
り
取
り
つ
く
島
も
な
い

嘲
笑
で
あ
る
。「
た
と
へ
ば
我
々
人
間
は
正
義
と
か
人
道
と
か
云
ふ
こ
と
を
眞
面
目
に
思
ふ
、
し
か
し
河
童
は
そ
ん
な

こ
と
を
聞
く
と
、
腹
を
か
か
へ
て
笑
ひ
出
す
の
で
す
。」

　
『
河
童
』
の
憎
悪
を
、
わ
れ
わ
れ
が
自
嘲
と
見
做
す
の
は
、
こ
の
嘲
り
が
自
分
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め

る
の
が
恐
ろ
し
く
、
ま
た
真
摯
な
敵
意
が
も
た
ら
す
爽
快
感
に
耐
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

芥
川
の
作
家
と
し
て
の
最
も
重
要
な
特
質
は
、
彼
が
こ
う
し
た
読
者
や
周
囲
の
甘
え
を
予
測
し
て
い
た
だ
け
で
な

く
、
自
ら
仕
組
ん
で
い
る
処
に
あ
る
。
彼
の
作
品
は
読
者
を
甘
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
読
者
を
彼
の
描
い
た
劇
に
取
り

込
む
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
彼
の
枕
元
に
集
ま
っ
た
知
友
た
ち
と
同
様
に
、
彼
の
作
品
に
感
動
す
る
も
し
く
は
た
か

を
く
く
る
読
者
は
、
芥
川
龍
之
介
に
よ
っ
て
仕
組
ま
れ
た
筋
書
き
の
中
で
静
か
に
笑
わ
れ
て
い
る
。

　

福
田
の
論
は
従
来
の
研
究
史
を
俯
瞰
し
、
と
り
わ
け
吉
田
精
一
論
を
土
台
か
ら
批
判
し
た
上
で
、
言
表
主
体
・
芥
川
龍

之
介
の
表
象
の
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
論
を
進
め
る
。
印
象
批
判
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
見
方
も
で
き
る
が
、
読
者
へ

の
表
現
効
果
を
計
算
し
て
書
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
こ
と
で
、「
グ
ァ
リ
ヴ
ア
の
旅
行
記
式
の
も
の
」
の
要
素
を
言
語
化
す

る
、
と
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　

小
林
洋
介
（
一
九
七
七
～
）
は
執
筆
当
時
の
医
学
の
空
間
・
言
説
を
援
用
し
て
、こ
の
作
品
の
「
語
り
」
を
分
析
す
る
（
８
）。
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大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
鋭
敏
な
感
受
性
や
正
義
感
ゆ
え
に
、
社
会
の
矛
盾
や
人
間
の
醜
悪
さ
に
耐
え

き
れ
ず
に〈
狂
気
〉へ
と
追
い
や
ら
れ
た（
と
信
じ
ら
れ
た
）〈
狂
人
〉の
手
記
が
広
ま
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
の
だ
。（
略
）

同
時
代
的
背
景
を
考
慮
す
れ
ば
、
河
童
の
国
の
物
語
は
、〈
狂
人
〉
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
人
間

に
対
す
る
〈
告
発
〉〈
啓
示
〉
と
し
て
の
効
果
を
決
定
的
に
増
し
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。（
略
）

　

文
学
に
お
け
る
〈
狂
人
の
一
人
称
語
り
〉
は
多
く
の
場
合
、〈
健
常
者
〉
と
そ
の
社
会
が
本
質
的
に
抱
え
込
む
欺

瞞
・
矛
盾
を
炙
り
出
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
時
代
の
多
く
の
人
々
が
共
有
し
て
い
た
は
ず
の
不
安
を
表
出
す
る
た
め

に
、
戦
略
的
に
仕
組
ま
れ
た
言
説
装
置
な
の
だ
。
芥
川
「
河
童
」
は
、〈
狂
人
の
一
人
称
語
り
〉
の
持
つ
そ
の
よ
う
な

性
質
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
た
代
表
的
な
小
説
と
し
て
、
文
学
史
上
特
権
的
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
小
林
論
に
至
っ
て
、『
河
童
』
は
作
者
・
芥
川
龍
之
介
の
実
人
生
と
完
璧
に
袂
を
分
か
ち
、
一
時
代
の
文
化
空
間
が

生
み
出
し
た
言
説
と
し
て
、
新
た
な
解
釈
を
持
ち
う
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
論
者
は
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
諸
説
に
与
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

　

晩
年
の
芥
川
龍
之
介
は
、「
自
殺
」
や
「
敗
北
」、「
狂
気
」
と
い
う
語
句
に
収
斂
す
る
方
向
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
、
仮
に
死
が
前
提
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自
己
の
欲
望
の
充
足
（
こ
の
場
合
は
、
自
死
の
正
当
化
）
の
た
め

に
言
表
主
体
・
芥
川
が
小
説
を
し
た
た
め
る
と
は
考
え
づ
ら
い
。

　

芥
川
の
実
生
活
を
結
び
つ
け
る
こ
と
な
く
、『
河
童
』
の
表
現
そ
の
も
の
に
対
し
て
的
確
な
評
価
を
行
う
術
は
な
い
も
の

だ
ろ
う
か
。
私
は
、
そ
の
方
向
で
論
を
進
め
た
い
。
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○
第
三
章　

同
時
代
批
評
と
し
て
の
『
河
童
』

　
『
河
童
』
に
つ
い
て
、
三
つ
の
章
を
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
ま
ず
は
七
章
で
あ
る
。

　

ク
ラ
バ
ッ
ク
は
全
身
に
情
熱
を
こ
め
、
戦
ふ
や
う
に
ピ
ア
ノ
を
弾
き
つ
づ
け
ま
し
た
。
す
る
と
突
然
会
場
の
中
に

神
鳴
り
の
や
う
に
響
渡
っ
た
の
は
「
演
奏
禁
止
」
と
云
ふ
声
で
す
。
僕
は
こ
の
声
に
び
つ
く
り
し
、
思
は
ず
後
を
ふ

り
返
り
ま
し
た
。
声
の
主
は
紛
れ
も
な
い
、
一
番
後
の
席
に
ゐ
る
身
の
丈
抜
群
の
巡
査
で
す
。
巡
査
は
僕
が
ふ
り
向

い
た
時
、
悠
然
と
腰
を
お
ろ
し
た
ま
ま
、
も
う
一
度
前
よ
り
も
お
ほ
声
に
「
演
奏
禁
止
」
と
怒
鳴
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
―
―

　

そ
れ
か
ら
先
は
大
混
乱
で
す
。「
警
官
横
暴
！
」「
ク
ラ
バ
ッ
ク
、
弾
け
！ 

弾
け
！
」「
莫
迦
！
」「
畜
生
！
」「
ひ
つ
こ

め
！
」「
負
け
る
な
！
」
―
―
―
―
か
う
云
ふ 

声
の
湧
き
上
つ
た
中
に
椅
子
は　
　

倒
れ
る
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
飛
ぶ
、

お
ま
け
に
誰
が
投
げ
る
の
か
、
サ
イ
ダ
ア
の
空
爆
や
石
こ
ろ
や
噛
ぢ
り
か
け
の
胡
瓜
さ
へ
降
つ
て
来
る
の
で
す
。
僕

は
呆
つ
気
に
と
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
ト
ッ
ク
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
よ
う
と
し
ま
し
た
。
が
、
ト
ッ
ク
も
興
奮
し
た
と

見
え
、
椅
子
の
上
に
突
つ
立
ち
な
が
ら
、「
ク
ラ
バ
ッ
ク
、
弾
け
！ 

弾
け
！
」
と
喚
き
つ
づ
け
て
る
ま
す
。
の
み
な

ら
ず
ト
ッ
ク
の
雌
の
河
童
も
い
つ
の
間
に
敵
意
を
忘
れ
た
の
か
、「
警
官
横
暴
」
と
叫
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
少
し
も
ト
ッ

ク
に
変
り
ま
せ
ん
。
僕
は
や
む
を
得
ず
マ
ッ
グ
に
向
か
ひ
、「
ど
う
し
た
の
で
す
？
」
と
尋
ね
て
見
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
で
す
か
？ 

こ
れ
は
こ
の
国
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
よ
。
元
来
画
だ
の
文
芸
だ
の
は･･････

」

　

マ
ツ
グ
は
何
か
飛
ん
で
来
る
度
に
ち
よ
つ
と
頭
を
縮
め
な
が
ら
、
不
相
平
静
に
説
明
し
ま
し
た
。 

「
元
来
画
だ
の
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文
芸
だ
の
は
誰
の
目
に
も
何
を
表
は
し
て
ゐ
る
か
は
兎
に
角
ち
ゃ
ん
と
わ
か
る
筈
で
す
か
ら
、
こ
の
国
で
は
決
し
て

発
売
禁
止
や
展
覧
禁
止
は
行
は
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
代
り
に
あ
る
の
が
演
奏
禁
止
で
す
。
何
し
ろ
音
楽
と
云
ふ
も
の
だ

け
は
ど
ん
な
に
風
俗
を
壊
乱
す
る
曲
で
も
、
耳
の
な
い
河
童
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。」

　
「
し
か
し
あ
の
巡
査
は
耳
が
あ
る
の
で
す
か
？
」

　
「
さ
あ
、
そ
れ
は
疑
問
で
す
ね
。
多
分
今
の
旋
律
を
聞
い
て
る
る
う
ち
に
細
君
と
一
し
よ
に
寝
て
ゐ
る
時
の
心
臓

の
鼓
動
で
も
思
ひ
出
し
た
の
で
せ
う
。」

　

か
う
云
ふ
間
に
も
大
騒
ぎ
は
愈
盛
ん
に
な
る
ば
か
り
で
す
。ク
ラ
バ
ッ
ク
は
ピ
ア
ノ
に
向
っ
た
ま
ま
、傲
然
と
我
々

を
ふ
り
返
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
が
、
い
く
ら
傲
然
と
し
て
ゐ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
の
も
の
の
飛
ん
で
来
る
の
は
よ
け
な
い

訣
に
行
き
ま
せ
ん
。
従
つ
て
つ
ま
り
二
三
秒
置
き
に
折
角
の
態
度
も
変
つ
た
訣
で
す
。
し
か
し
兎
に
角
大
体
と
し
て

は
大
音
楽
家
の
威
厳
を
保
ち
な
が
ら
、
細
い
目
を
凄
ま
じ
く
赫
や
か
せ
て
ゐ
ま
し
た
。
僕
は
―
―
僕
も 

勿
論
危
険

を
避
け
る
為
に
ト
ッ
ク
を
小
楯
に
と
つ
て
ゐ
た
も
の
で
す
。
が
、
や
は
り
好
奇
心
に
駆
ら
れ
、
熱
心
に
マ
ッ
グ
と
話

し
つ
づ
け
ま
し
た
。

　
「
そ
ん
な
検
閲
は
乱
暴
ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

　
「
何
、
ど
の
国
の
検
閲
よ
り
も
却
つ
て
進
歩
し
て
ゐ
る
位
で
す
よ
。
た
と
へ
ば
日
本
を
御
覧
な
さ
い
。
現
に
つ
ひ

一
月
ば
か
り
前
に
も
、･･････

」

　

丁
度
か
う
言
ひ
か
け
た
途
端
で
す
。
マ
ツ
グ
は
生
憎
脳
天
に
空
罎
が
落
ち
た
も
の
で
す
か
ら
、quack

（
こ
れ
は

唯
間
投
詞
で
す
）
と
一
声
叫
ん
だ
ぎ
り
、
と
う
と
う
気
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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「
警
官
横
暴
」「
演
奏
禁
止
」「
風
俗
を
壊
乱
す
る
」「
検
閲
」「
乱
暴
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
背
後
に
強
い
権
力
を
持
つ
組
織

の
存
在
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
河
童
の
国
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
設
定
に
よ
っ
て
、
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ア
を

感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
雰
囲
気
を
纏
わ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
警
官
と
河
童
た
ち
と
の
や
り
取
り
は
そ
の
真
骨
頂
と

い
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
中
に
、
ち
ゃ
っ
か
り
と
「
日
本
」
の
「
検
閲
」
に
つ
い
て
の
言
及
を
挟
む
。
こ
れ
を
見
る
と
、

研
究
史
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
社
会
批
評
」
と
い
う
評
価
は
、
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
さ
そ
う
に
思
え
て
く
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
章
に
は
不
可
解
な
表
現
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

「
元
来
画
だ
の
文
芸
だ
の
は
誰
の
目
に
も
何
を
表
は
し
て
ゐ
る
か
は
兎
に
角
ち
ゃ
ん
と
わ
か
る
筈
で
す
か
ら
、
こ
の

国
で
は
決
し
て
発
売
禁
止
や
展
覧
禁
止
は
行
は
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
代
り
に
あ
る
の
が
演
奏
禁
止
で
す
。
何
し
ろ
音
楽

と
云
ふ
も
の
だ
け
は
ど
ん
な
に
風
俗
を
壊
乱
す
る
曲
で
も
、
耳
の
な
い
河
童
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。」

　

こ
の
作
品
の
設
定
は
、
患
者
第
二
十
三
号
と
河
童
た
ち
と
の
交
流
・
意
思
疎
通
に
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
章
の
「
耳
の
な

い
河
童
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
文
字
面
通
り
に
取
れ
ば
、
何
を
演
奏
し
て
も
河
童
に
は
耳
が
な
い
か
ら
、
価

値
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
で
は
両
者
の
意
思
疎
通
の
方
法
は
何
な
の
か
。
本
文
で
は
第
二
十
三
号
と
河
童
た
ち

の
意
思
疎
通
の
手
段
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
超
能
力
で
相
手
の
心
を
読
み
取
っ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
（
実

際
、
後
の
章
に
は
霊
媒
師
の
よ
う
な
超
常
現
象
に
係
る
河
童
た
ち
が
登
場
す
る
）
が
、
そ
れ
を
こ
こ
に
当
て
は
め
る
の
に

は
無
理
が
あ
る
。我
々
読
者
は
、両
者
が
何
ら
か
の
手
段
で
理
解
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
の
み
を
追
認
す
る
に
と
ど
ま
る
の
だ
。

　

と
す
れ
ば
、
こ
う
い
う
見
方
も
で
き
ま
い
か
。「
耳
の
な
い
河
童
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
言
い
切
る
こ
と
で
、
何
が
ど
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の
よ
う
に
検
閲
さ
れ
て
い
る
か
が
朧
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
書
き
方
ゆ
え
『
河
童
』
は
当
時
の
日
本
社
会
の
検
閲
体
制

を
巧
み
に
批
判
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
発
行
禁
止
を
免
れ
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
、
と
言
え
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

続
い
て
、
九
章
を
見
て
み
よ
う
。

　
「
そ
れ
は
―
―
ど
う
か
怒
ら
ず
に
下
さ
い
。
そ
れ
は
戦
地
に
ゐ
る
河
童
た
ち
に
は･･････

我
々
の
国
で
は
醜
聞
で

す
が
ね
。」

　
「
こ
の
国
で
も
醜
聞
に
は
違
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
わ
た
し
自
身
か
う
言
つ
て
ゐ
れ
ば
、
誰
も
醜
聞
に
は
し
な

い
も
の
で
す
。
哲
学
者
の
マ
ツ
グ
も
言
つ
て
ゐ
る
で
せ
う
。『
汝
の
悪
は
汝
自
ら
言
へ
。
悪
は
お
の
づ
か
ら
消
滅
す
べ

し
。』･･････

し
か
も
わ
た
し
は
利
益
の
外
に
も
愛
国
心
に
燃
え
立
つ
て
ゐ
た
の
で
す
か
ら
ね
。」 

　

丁
度
そ
こ
へ
は
ひ
つ
て
来
た
の
は
こ
の
倶
楽
部
の
給
仕
で
す
。
給
仕
は
ゲ
エ
ル
に
お
時
宜
を
し
た
後
、
朗
読
で
も

す
る
や
う
に
か
う
言
ひ
ま
し
た
。

　
「
お
宅
の
お
隣
に
火
事
が
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
「
火
―
火
事
！
」

　

ゲ
エ
ル
は
驚
い
て
立
ち
上
り
ま
し
た
。
僕
も
立
ち
上
っ
た
の
は
勿
論
で
す
。
が
、
給
仕
は
落
ち
着
き
払
っ
て
次
の

言
葉
を
つ
け
加
へ
ま
し
た
。

　
「
し
か
し
も
う
消
し
止
め
ま
し
た
。」

　

ゲ
エ
ル
は
給
仕
を
見
送
り
な
が
ら
、
泣
き
笑
ひ
に
近
い
表
情
を
し
ま
し
た
。
僕
は
か
う
云
ふ
顔
を
見
る
と
、
い
つ
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か
こ
の
硝
子
会
社
の
社
長
を
憎
ん
で
ゐ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
が
、
ゲ
エ
ル
は
も
う
今
で
は
大
資
本
家
で
も
何

で
も
な
い
唯
の
河
童
に
な
つ
て
立
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。
僕
は
花
瓶
の
中
の
冬
薔
薇
の
花
を
抜
き
、
ゲ
エ
ル
の
手
へ
渡

し
ま
し
た
。

　
「
し
か
し
火
事
は
消
え
た
と
云
つ
て
も
、奥
さ
ん
は
さ
ぞ
お
驚
き
で
せ
う
。さ
あ
、こ
れ
を
持
つ
て
お
帰
り
な
さ
い
。」

　
「
難
有
う
。」 

ゲ
エ
ル
は
僕
の
手
を
握
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
急
に
に
や
り
と
笑
ひ
、
小
声
に
か
う
僕
に
話
し
か
け

ま
し
た
。

　
「
隣
は
わ
た
し
の
家
作
で
す
か
ら
ね
。
火
災
保
険
の
金
だ
け
は
と
れ
る
の
で
す
よ
。」

　

僕
は
こ
の
時
の
ゲ
エ
ル
の
微
笑
を
―
―
軽
蔑
す
る
こ
と
も
出
来
な
け
れ
ば
、
憎
悪
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
ゲ
エ
ル

の
微
笑
を
未
だ
に
あ
り
あ
り
と
覚
え
て
ゐ
ま
す
。

　
「
哲
学
者
の
マ
ツ
グ
も
言
つ
て
ゐ
る
で
せ
う
。『
汝
の
悪
は
汝
自
ら
言
へ
。
悪
は
お
の
づ
か
ら
消
滅
す
べ
し
。』」
と
い
う

言
葉
を
軸
に
分
析
す
れ
ば
、
に
や
り
と
笑
っ
た
あ
と
に
「
隣
は
わ
た
し
の
家
作
で
す
か
ら
ね
。
火
災
保
険
の
金
だ
け
は
と

れ
る
の
で
す
よ
。」
と
第
二
十
三
号
に
語
る
ゲ
エ
ル
は
、
ま
さ
に
「
汝
の
悪
は
汝
自
ら
言
へ
」
の
実
践
者
な
の
だ
。
そ
し

て
こ
こ
に
「
僕
は
か
う
云
ふ
顔
を
見
る
と
、
い
つ
か
こ
の
硝
子
会
社
の
社
長
を
憎
ん
で
ゐ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」
と

い
う
語
り
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
後
に
も
先
に
も
、
第
二
十
三
号
が
河
童
た
ち
に
憎
悪
を
感
じ
る
と
表
明
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
ゲ
エ
ル
に
対
し
て
だ
け
な
の
だ
。

　

実
在
の
人
物
と
し
て
の
芥
川
龍
之
介
は
、
義
兄
が
放
火
に
よ
る
保
険
金
詐
取
の
疑
い
に
よ
っ
て
自
殺
し
、
そ
の
事
後
対

応
で
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
疲
弊
し
て
い
た
。
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し
か
し
言
表
主
体
・
芥
川
は
そ
ん
な
事
実
は
お
構
い
な
し
に
、
社
会
問
題
の
一
つ
「
保
険
金
詐
取
」
を
出
来
事
そ
の
も

の
と
し
て
取
り
込
み
、
ま
ん
ま
と
保
険
金
を
手
に
入
れ
る
ゲ
エ
ル
を
描
き
出
す
。
し
か
も
「
僕
」
は
「
こ
の
時
の
ゲ
エ
ル

の
微
笑
を
―
―
軽
蔑
す
る
こ
と
も
出
来
な
け
れ
ば
、
憎
悪
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
」
と
語
る
。
実
在
の
「
芥
川
龍
之
介
」

を
パ
ロ
デ
ィ
と
す
る
か
の
よ
う
な
書
き
振
り
で
、
保
険
金
詐
取
を
許
容
す
る
か
の
よ
う
な
姿
勢
を
見
せ
る
、
意
地
の
悪
い

「
第
二
十
三
号
」
像
を
ち
ら
つ
か
せ
る
の
だ
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
第
十
四
章
を
見
て
み
た
い
。

　

自
殺
し
た
ト
ツ
ク
（
詩
人
）
の
家
を
訪
れ
た
第
二
十
三
号
は
、
マ
ツ
グ
（
哲
学
者
）
と
の
会
話
で
「
宗
教
」
の
こ
と
を

考
え
る
。

　

僕
は
勿
論
物
質
主
義
者
で
す
か
ら
、
真
面
目
に
宗
教
を
考
へ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
つ
た
の
に
違
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。

が
、
こ
の
時
は
ト
ツ
ク
の
死
に
或
感
動
を
受
け
て
ゐ
た
為
に
一
体
河
童
の
宗
教
は
何
で
あ
る
か
と
考
へ
出
し
た
の
で

す
。

　

そ
し
て
第
二
十
三
号
は
、ラ
ツ
プ
（
学
生
）
と
共
に
、「
河
童
の
国
」
で
一
番
勢
力
を
持
つ
「
近
代
教
」（
生
活
教
と
も
い
う
）

の
寺
院
を
訪
れ
る
。
そ
こ
に
い
た「
長
老
」（「
近
代
教
」の
教
祖
と
考
え
ら
れ
る
）に
寺
院
内
を
案
内
さ
れ
、礼
拝
対
象
の『
生

命
の
樹
』
に
向
か
う
途
中
「
聖
徒
」
の
像
の
紹
介
を
受
け
る
。
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
イ
、
ニ
イ
チ
エ
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
国
木

田
独
歩
、
ワ
グ
ネ
ル
、「
商
売
人
上
が
り
の
仏
蘭
西
の
画
家
」（
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
と
考
え
ら
れ
る
）
が
紹
介
さ
れ
、
第
七
の
聖
徒

を
紹
介
す
る
手
前
で
、
像
の
説
明
は
終
わ
る
。
詩
人
ト
ツ
ク
の
話
題
に
及
び
、
ト
ツ
ク
に
深
い
共
感
を
抱
く
長
老
は
こ
う
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語
る
。

　
「
わ
た
し
も
実
は
―
―
こ
れ
は
わ
た
し
の
秘
密
で
す
か
ら
、
ど
う
か
誰
に
も
仰
有
ら
ず
に
下
さ
い
。
―
―
わ
た
し

も
実
は
我
々
の
神
を
信
ず
る
訣
に
行
か
な
い
の
で
す
。
し
か
し
い
つ
か
わ
た
し
の
祈
祷
は
、
―
―
」

　

丁
度
長
老
の
か
う
言
つ
た
時
で
す
。
突
然
部
屋
の
戸
が
あ
い
た
と
思
ふ
と
、
大
き
い
雌
の
河
童
が
一
匹
、
い
き
な

り
長
老
へ
飛
び
か
か
り
ま
し
た
。
僕
等
が
こ
の
雌
の
河
童
を
抱
き
と
め
よ
う
と
し
た
の
は
勿
論
で
す
。
が
、
雌
の
河

童
は
咄
嗟
の
間
に
床
の
上
へ
長
老
を
投
げ
倒
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
爺
め
！　

け
ふ
も
又
わ
た
し
の
財
布
か
ら
一
杯
や
る
金
を
盗
ん
で
行
つ
た
な
！
」

　

十
分
ば
か
り
た
つ
た
後
、
僕
等
は
実
際
逃
げ
出
さ
な
い
ば
か
り
に
長
老
夫
婦
を
あ
と
に
残
し
、
大
寺
院
の
玄
関
を

下
り
て
行
き
ま
し
た
。

　
「
あ
れ
で
は
あ
の
長
老
も
『
生
命
の
樹
』
を
信
じ
な
い
筈
で
す
ね
。」

　

宗
教
と
い
う
も
の
に
、
そ
も
そ
も
救
い
を
見
出
し
て
い
な
い
第
二
十
三
号
。
ト
ツ
ク
の
死
に
よ
っ
て
宗
教
へ
の
接
近
を

試
み
た
も
の
の
、
そ
の
最
大
勢
力
で
あ
る
「
近
代
教
」
の
長
老
夫
婦
の
在
り
よ
う
を
目
の
当
た
り
に
し
、
若
い
ラ
ツ
プ
と

共
に
近
代
教
へ
接
近
を
中
断
す
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
始
め
と
す
る
、
当
時
の
日
本
で
の
宗
教
界
の
状

況
を
念
頭
に
表
現
さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。

　

第
二
十
三
号
は
勿
論
、
実
生
活
者
の
芥
川
龍
之
介
も
、
宗
教
と
は
無
縁
の
生
活
を
送
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
、
そ
し
て
聖
書

と
い
う
も
の
に
接
近
を
試
み
た
芥
川
が
、
つ
い
ぞ
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
入
信
を
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
研
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究
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
実
を
差
し
引
い
て
も
、
自
分
自
身
の
存
在
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、
宗
教
と
い
う
も
の
に
安
易
に
身
を

委
ね
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
近
代
日
本
人
の
在
り
よ
う
が
、
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
第
十
四
章

で
あ
る
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
こ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、『
河
童
』
の
言
説
の
表
層
に
は
、
社
会
批
評
・
現
実
社
会
へ
の
パ
ロ
デ
ィ
が
散
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
折
し
も
当
時
の
日
本
の
出
版
物
へ
の
検
閲
が
、
時
を
追
う
ご
と
に
厳
し
さ
を
増
し
て
く
る
中
、

人
間
社
会
の
窮
屈
さ
を
笑
い
飛
ば
す
河
童
た
ち
の
姿
が
見
え
て
く
る
。　
　
　

　

と
は
い
え
、
人
間
社
会
の
窮
屈
さ
を
そ
の
ま
ま
描
き
、
体
制
批
判
と
受
け
取
ら
れ
る
内
容
を
書
い
て
し
ま
っ
て
は
、
こ

の
作
品
の
出
版
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
小
説
の
言
表
主
体
・
芥
川
は
、
巧
み
な
筆
使
い
で
こ
の
危
機
を
打
開
す
る
の
だ
。
一
言
で
言
え
ば
、

〝

ず
ら
し〟

の
手
法
で
あ
る
。

　

◯
第
四
章　
「
ず
ら
し
」
と
『
河
童
』
の
視
点

　

佐
々
木
健
一
（
一
九
四
三
～
）
は
、
日
本
の
詩
歌
を
研
究
対
象
と
し
て
論
じ
た
『
日
本
的
感
性
』（
９
）
の
中
で
、
対
象
と

距
離
を
取
る
西
洋
的
世
界
観
（
バ
ラ
型
）
に
対
し
「
日
本
的
感
性
は
直
接
の
接
触
性
を
求
め
る
」
と
指
摘
し
「
サ
ク
ラ
型
」

と
定
義
す
る
。
そ
し
て
「
け
し
き
」「
な
つ
か
し
」「
な
ご
り
」
と
い
う
語
彙
に
そ
の
特
性
を
見
出
す
。
更
に
そ
の
接
触
性
に

よ
り
「
世
界
の
動
性
」
は
「
風
と
天
体
の
動
き
を
基
本
と
す
る
」
循
環
が
基
本
形
だ
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
意
識
の
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動
性
」
は
「
こ
こ
ろ
に
粘
着
し
た
イ
メ
ー
ジ
や
記
憶
な
ど
を
ず
ら
す
想
像
力
の
は
た
ら
き
」
を
生
む
。
ま
た
「
日
本
的
感

性
は
、
触
覚
性
を
本
質
的
要
素
と
し
、︽
世
界
―
わ
れ
︾
の
基
軸
上
の
位
置
と
、
宇
宙
と
意
識
そ
れ
ぞ
れ
の
動
性
と
い
う
二

つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
、
触
覚
性
を
多
様
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
」
し
た
上
で
、「
ず
ら
し
を
基
本
と
す
る
意
識
の
動

性
は
、
感
性
の
知
的
領
域
を
展
開
し
て
ゆ
く
。」
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

具
体
例
を
一
つ
挙
げ
よ
う
。
佐
々
木
は
、
万
葉
集
の
山
部
赤
人
の
歌
、

　
　

ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
ふ
け
ぬ
れ
ば
久
木
お
ふ
る
清
き
河
原
に
千
鳥
し
ば
な
く

を
取
り
上
げ
、
こ
の
歌
が
「
心
中
に
あ
る
も
の
（
昼
間
見
た
河
原
の
久
木
）
を
、
遠
く
の
場
所
へ
ず
ら
す
」
こ
と
で
「
夜

の
ふ
け
ぬ
れ
ば
」
と
い
う
表
現
を
可
能
に
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
久
木
と
い
う
「
粘
着
し
た
像
や
思
い
が
あ
る
と
き
、
そ

れ
を
展
開
す
る
基
本
的
な
操
作
が
ず
ら
し
で
あ
る
」
と
言
う
の
だ
。

　

目
の
前
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
実
際
の
あ
り
よ
う
か
ら〝

ず
ら
す〟

こ
と
で
、
想
像
力
が
広
が
り
、
感
性
の
発
動
に
よ

る
豊
か
な
芸
術
的
表
現
が
可
能
に
な
る
、
と
言
う
の
が
佐
々
木
の
見
立
て
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
河
童
』
に
当
て
は
め
る
と
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

前
章
末
に
も
述
べ
た
が
、『
河
童
』
の
中
に
出
て
く
る
登
場
人
物
（
動
物
）
に
、
明
確
な
対
立
軸
を
持
つ
も
の
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
近
代
以
前
で
あ
れ
ば
理
想
の
一
つ
で
あ
っ
た
宗
教
的
存
在
も
、
第
十
四
章
の
「
近
代
教
」
の
よ
う
に
、
理
想
の

対
象
と
は
言
い
難
い
姿
で
第
二
十
三
号
の
前
に
現
れ
る
。
現
実
の
人
間
社
会
と
「
河
童
の
国
」
に
あ
る
も
の
は
、
明
確
な

対
照
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
似
て
い
て
、
か
つ
差
異
が
あ
る
も
の
ば
か
り
が
存
在
し
て
い
る
。「
対
」
と
言
え
な
く
も
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な
い
が
、
む
し
ろ
同
じ
よ
う
な
も
の
の
差
異
、〝

ず
れ〟

が
、
第
二
十
三
号
を
通
し
て
語
ら
れ
る
の
だ
。

　

こ
れ
は
別
の
見
方
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
仕
事
で
あ
る
。

　

風
刺
、
社
会
批
評
と
い
う
表
現
行
為
は
、「
理
想
―
現
実
」
と
い
う
対
の
存
在
が
設
定
さ
れ
、
表
現
意
図
を
持
っ
た
者
＝

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、理
想
と
現
実
と
の
落
差
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、初
め
て
そ
の
行
為
を
完
結
す
る
。
そ
の
意
味
で
『
河

童
』
に
お
け
る
患
者
第
二
十
三
号
は
、
河
童
の
国
の
現
実
を
伝
え
る
こ
と
で
、
自
分
の
住
む
国
（
お
そ
ら
く
日
本
）
へ
の

問
題
提
起
を
、
あ
た
か
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
よ
う
な
立
場
で
行
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
河
童
』

を
詳
細
に
分
析
す
る
と
、
基
本
的
に
ど
の
章
も
「
理
想
―
現
実
」
を
匂
わ
せ
る
「
対
」
の
関
係
を
構
築
す
る
も
の
は
存
在

し
な
い
。
人
間
社
会
の
現
実
を
匂
わ
せ
る
事
実
は
紹
介
さ
れ
な
が
ら
も
、
比
較
対
象
と
な
る
「
理
想
」
は
つ
い
ぞ
登
場
し

な
い
。
あ
る
の
は
た
だ
、
作
中
の
架
空
の
存
在
で
あ
る
「
河
童
」
の
国
の
現
実
で
あ
る
。
読
者
は
そ
こ
に
現
代
日
本

と
の〝

ず
れ〟

を
感
じ
取
る
。
理
想
と
の
比
較
軸
こ
そ
表
現
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、

〝

ず
れ〟

を
描
く
こ
と
自
体
も
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
行
為
の
一
形
態
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
作
中
で
は
精
神
病
院
の
患
者
、
第
二
十
三
号
の

言
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
自
体
は
社
会
の
現
実
に
対
す
る
明
白
な
抗
議
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
周
到
な
表
象
装
置

を
仕
込
ん
で
い
た
こ
と
で
、『
河
童
』
は
昭
和
二
年
の
日
本
に
お
い
て
何
ら
の
支
障
も
な
く
出
版
さ
れ
、
読
ま
れ
た
に
違
い

な
い
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
が
一
般
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
だ
、
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
こ
の
作
品
が
明
快
な
「
社
会
批
評
」
を

行
っ
た
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、『
河
童
』
の
目
指
し
た
表
現
は
何
だ
っ
た
の
か
。

　

そ
の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
『
寓
話
』、
寓
喩
の
表
現
、
と
い
う
選
択
肢
が
浮
か
び
上
が
る
。
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○
第
五
章　
『
河
童
』
と
寓
話
一
般
と
の
比
較

　

旧
ソ
連
の
発
達
心
理
学
・
教
育
心
理
学
者
で
あ
っ
た
レ
フ
・
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
（
一
八
九
六
～
一
九
三
四
）
は
、
二
九
歳

の
時
に
『
芸
術
心
理
学
』（
一
九
二
五
）
を
著
し
た
。

　

芥
川
が
小
説
家
と
し
て
活
躍
し
た
時
期
、
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
は
日
本
に
お
い
て
無
名
の
存
在
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
『
芸
術

心
理
学
』
は
書
か
れ
た
時
期
こ
そ
一
九
二
五
年
だ
が
、
実
際
に
ソ
連
（
旧
）
で
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
六
五
年
で
あ
っ
た
。

こ
の
書
の
中
で
、
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
は
「
寓
話
」
に
つ
い
て
、
レ
ッ
シ
ン
グ
や
ポ
チ
ェ
ブ
ニ
ャ
ら
の
先
行
研
究
を
下
敷
き
と

し
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
（
⓾
）。

　

寓
話
が
そ
の
発
生
に
お
い
て
疑
い
な
く
二
元
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
も
つ
教
訓
的
部
分
と
描
写
的
な
部
分
、

換
言
す
れ
ば
詩
的
な
部
分
と
散
文
的
な
部
分
と
が
闘
っ
て
来
た
も
の
で
、
そ
の
発
展
の
歴
史
の
中
で
互
い
に
勝
っ
た

り
、
負
け
た
り
し
て
き
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
主
に
ビ
ザ
ン
チ
ン
的
な
土
壌
の
上
で
は
、
寓
話
は
芸
術

的
な
性
格
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
道
徳
的
、
教
訓
的
な
作
品
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は

逆
に
ラ
テ
ン
的
な
土
壌
の
上
で
は
、
詩
で
書
か
れ
た
文
学
と
し
て
成
育
し
た
の
で
あ
る
。（
略
）

　

イ
ソ
ッ
プ
、
レ
ッ
シ
ン
グ
、
ト
ル
ス
ト
イ
な
ど
の
寓
話
は
散
文
的
な
寓
話
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー

ヌ
、
ク
ル
イ
ロ
ー
フ
、
お
よ
び
両
者
の
流
れ
を
汲
む
人
た
ち
の
寓
話
は
詩
的
な
寓
話
で
あ
る
。

　　

そ
し
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ホ
ー
メ
ロ
ス
の
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
を
引
き
合
い
に
し
て
こ
う
続
け
る
。
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も
し
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
か
ら
そ
の
散
文
的
な
部
分
を
、
こ
の
叙
事
詩
の
中
の
出
来
事
の
経
過
を
ぬ
き
出
し
、
こ
れ

ら
の
事
件
を
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
も
の
す
べ
て
を
捨
て
去
る
と
す
れ
ば
、
旦
那
方
が
け
ん
か
す
り
ゃ
、
百
姓

ど
も
の
額
が
割
ら
れ
る
と
い
う
テ
ー
マ
の
寓
話
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
詩
的
な
作
品
か
ら
そ
こ
に
あ
る
詩
的

な
も
の
を
と
り
去
れ
ば
寓
話
に
な
る
の
だ
。
寓
話
と
散
文
作
品
の
間
の
等
式
が
全
面
的
に
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、

こ
こ
で
は
全
く
明
白
と
な
る
。（
略
）
寓
話
の
中
に
は
抒
情
詩
、
叙
事
詩
、
ド
ラ
マ
の
萌
芽
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
寓
話
の
人
物
た
ち
は
、
寓
話
を
構
成
す
る
他
の
要
素
す
べ
て
と
同
様
、
物
語
文
学
や
ド
ラ
マ
の
一
切
の
主
人

公
た
ち
の
原
型
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
努
め
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
寓
話
と
詩
は
一
続
き
の
創
作
営
為
で
あ
り
、
か
つ
、
寓
話
に
は
「
物
語
文
学
や
ド
ラ
マ
の
一
切
の
主
人
公
た

ち
の
原
型
」
が
存
在
す
る
と
い
う
の
だ
。

　

こ
れ
に
続
け
て
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
は
、
登
場
す
る
も
の
が
人
間
で
は
な
く
「
動
物
」
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に
着
目
す
る
。

ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
や
ク
ル
イ
ロ
ー
フ
の
寓
話
を
踏
ま
え
て
、
登
場
す
る
動
物
た
ち
を
こ
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

　

か
く
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
な
り
ク
ル
イ
ロ
ー
フ
な
り
の
作
品
の
ど
れ
で
も
一
つ
を
よ
く
読
む
な

ら
、
主
人
公
へ
の
、
作
者
と
読
者
の
決
し
て
冷
淡
で
は
な
い
態
度
を
い
た
る
所
に
見
つ
け
出
す
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま

た
人
間
が
呼
び
起
こ
す
の
と
は
本
質
的
に
ち
が
う
感
情
を
呼
び
起
こ
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
の
主
人
公
た
ち
は
終
始
、

わ
れ
わ
れ
の
態
度
の
中
に
強
い
情
動
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
し
、
寓
話
で
詩
人
た
ち
が
動
物
や
不
活
動
体
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の
描
写
に
頼
る
最
大
の
理
由
の
一
つ
は
、
こ
う
し
た
手
法
か
ら
生
じ
る
一
つ
の
可
能
性
、
す
な
わ
ち
そ
の
よ
う
な
象

徴
的
な
主
人
公
の
中
に
あ
る
情
動
的
な
要
素
だ
け
を
隔
離
し
て
、
濃
縮
す
る
可
能
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

寓
話
の
多
く
に
動
物
が
（
人
間
の
代
わ
り
に
）
登
場
す
る
こ
と
の
意
味
と
は
何
か
。
人
間
で
描
い
て
し
ま
う
と
普
遍
性

に
走
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
逆
に
登
場
人
物
そ
の
も
の
へ
の
強
烈
な
感
情
を
伴
っ
て
理
解
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
避
け
「
情

動
的
な
要
素
」
の
「
濃
縮
」
に
よ
っ
て
、「
個
別
の
事
例
」
を
物
語
る
た
め
だ
、
と
説
明
す
る
。

　

更
に
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
は
、
イ
ソ
ッ
プ
作
と
し
て
伝
わ
る
、
猿
と
二
匹
の
子
供
の
話
を
引
用
す
る
。

　

猿
は
二
匹
ず
つ
子
ど
も
を
生
む
と
い
う
こ
と
だ
。
う
ち
の
一
匹
を
母
猿
は
可
愛
が
る
が
、
他
の
一
匹
は
憎
む
と
い

う
。
母
猿
は
可
愛
が
っ
て
い
る
方
を
抱
き
し
め
て
窒
息
死
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
、
生
き
残
っ
て
大
人
に
な
る
の
は
憎

ま
れ
て
い
る
方
だ
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
検
証
を
進
め
る
。

　

個
別
的
な
事
例
と
し
て
物
語
ら
れ
た
こ
の
寓
話
は
当
然
読
者
の
考
え
を
、
往
々
に
し
て
お
の
れ
の
子
ど
も
を
溺
愛

す
る
人
間
の
親
と
の
類
似
に
向
わ
せ
る
の
で
あ
る
。（
略
）
だ
が
実
際
に
は
、
詩
的
な
寓
話
で
は
同
じ
特
性—

物
語
の

個
別
性
と
簡
潔
性
―
―
が
全
く
ち
が
っ
た
意
味
と
使
命
を
も
つ
（
略
）
こ
の
特
性
が
詩
的
な
物
語
全
体
に
、
全
く
別
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の
思
想
傾
向
、
ち
が
っ
た
目
の
向
け
所
を
付
与
し
、
美
的
反
応
に
不
可
欠
な
、
前
述
の
現
実
の
刺
戟
か
ら
の
隔
離
を

保
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実
猿
一
般
の
話
を
聞
け
ば
、
筆
者
の
思
考
は
当
然
の
よ
う
に
現
実
に
向
け
ら
れ
る
。
こ

の
話
を
筆
者
は
、
新
し
い
思
想
を
自
分
の
も
の
に
す
る
と
き
い
つ
も
助
け
と
な
る
知
的
器
官
を
動
員
し
て
、
真
実
か

真
実
で
な
い
か
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
の
で
あ
る
。（
略
）
こ
の
事
例
を
話
全
体
か
ら
隔
離
し
て
、
通
例
美
的
反
応
を

可
能
に
す
る
よ
う
な
関
係
で
こ
の
事
例
に
対
す
る
の
だ
。（
略
）
前
述
の
よ
う
に
詩
的
な
物
語
は
一
般
に
ラ
・
フ
ォ
ン

テ
ー
ヌ
が
言
っ
た
ご
と
く
魂
を
犠
牲
に
し
て
、
寓
話
の
肉
体
を
強
く
し
よ
う
と
努
め
、
し
た
が
っ
て
描
く
対
象
の
具

体
性
と
現
実
性
を
強
め
よ
う
と
努
め
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
寓
話
は
こ
う
し
た
と
き
に
の
み
読
者
へ
の
情

動
効
果
を
も
ち
う
る
か
ら
で
あ
る
。（
略
）
こ
れ
は
独
特
の
、
条
件
つ
き
の
現
実
性
、
読
者
が
自
己
を
入
れ
る
た
め
に

自
ら
作
る
幻
覚
の
持
つ
現
実
性
な
の
で
あ
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
芥
川
が
活
執
筆
動
を
行
っ
て
い
た
頃
、
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
の
研
究
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
は
い
な

か
っ
た
。「
芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録
増
補
改
訂
版
」（⓫
）
を
見
る
限
り
、
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
の
著
作
は
芥
川
の
手
元
に
所
蔵
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
今
回
紹
介
し
た
著
作
『
芸
術
心
理
学
』
が
旧
ソ
連
国
内
で
出
版
さ
れ
た
の
は
、
死
後
か
ら
遥
か
後

の
一
九
六
五
年
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
童
話
作
家
で
も
あ
っ
た
芥
川
と
い
う
言
表
主
体
が
、
自
身
の
童
話
創
作
か
ら
経
験

的
に
童
話
・
寓
話
の
文
法
を
身
に
つ
け
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

河
童
と
い
う
動
物
を
用
い
る
こ
と
で
、
事
実
そ
の
も
の
を
直
接
的
に
読
者
に
ぶ
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
説
教
め

い
た
普
遍
性
を
語
り
か
け
る
の
で
も
な
く
、
河
童
た
ち
が
人
間
の
読
者
に
個
別
の
具
体
的
な
事
例
―
「
条
件
付
き
の
現
実

性
」
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
は
動
物
を
登
場
さ
せ
て
物
語
（
寓
話
）
を
描
く
こ
と
に
つ
い
て
、
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
の
言
葉

を
引
用
し
て
こ
う
紹
介
す
る
。

　

彼
は
「
こ
れ
ら
の
寓
話
は
単
に
道
徳
的
な
も
の
で
は
な
い
。
別
の
い
ろ
い
ろ
な
知
識
も
与
え
る
。
動
物
た
ち
の
性

質
と
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
な
ど
が
そ
こ
に
表
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。

　

詩
的
な
寓
話
で
動
物
た
ち
の
性
格
に
つ
い
て
の
博
物
学
的
な
知
識
と
モ
ラ
ル
が
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
が
正
し
く
も

言
っ
た
よ
う
に
、
同
じ
位
置
を
占
め
て
い
る
、
言
い
か
え
れ
ば
い
か
な
る
位
置
も
占
め
て
い
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
ら

を
比
較
す
る
だ
け
で
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

描
か
れ
た
動
物
の
性
格
・
性
質
一
般
が
読
者
の
理
解
に
も
た
ら
さ
れ
、
新
た
な
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
に
寄
与
す
る
、

と
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
は
述
べ
る
。
キ
ツ
ネ
が
は
ず
る
賢
い
、
と
か
、
ラ
イ
オ
ン
は
権
威
的
な
存
在
だ
が
思
慮
深
い
と
は
限
ら

な
い
、
と
い
っ
た
種
類
の
説
明
が
こ
こ
で
言
う
「
博
物
学
的
な
知
識
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
モ
ラ
ル
」
と
等
価
で
は
な
い
。

つ
ま
り
「
寓
話
」
は
モ
ラ
ル
あ
り
き
で
は
無
い
の
だ
。
読
者
が
二
次
的
に
「
こ
の
作
品
に
は
ど
ん
な
モ
ラ
ル
が
隠
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
作
者
の
側
は
最
初
か
ら
モ
ラ
ル
を
託
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

　

改
め
て
、
河
童
を
「
博
物
学
的
」
に
見
る
と
、
ど
の
よ
う
な
存
在
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
古
く
は
『
古
事
記
』『
日
本
書

紀
』
の
記
述
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
動
物
は
、
人
間
に
害
を
及
ぼ
す
危
険
な
存
在
と
し
て
忌
み
嫌
わ
れ
る
存
在
だ
が
、

人
間
の
世
界
と
付
か
ず
離
れ
ず
の
距
離
感
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
。
近
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
親

近
感
す
ら
感
じ
さ
せ
る
存
在
で
も
あ
る
。　
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斎
藤
次
男
は
『
河
童
ア
ジ
ア
考
』（⓬
）
の
中
で
「
河
童
は
一
種
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
機
能
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
実
は
人
間
と
し
て
立
派
に
実
在
し
な
が
ら
、
一
方
で
実
在
し
な
い
と
い
う
形
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
、
河
童
に
よ
っ
て
社
会
の
矛
盾
が
解
消
さ
れ
る
と
い
う
社
会
シ
ス
テ
ム
を
担
っ
て
い
る
の
だ
、
と
説
明
す
る
。
実

在
の
芥
川
龍
之
介
は
し
ば
し
ば
河
童
の
絵
を
墨
で
描
い
て
い
る
が
、
あ
の
絵
に
凶
暴
性
が
託
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え

な
い
。
川
、あ
る
い
は
「
河
童
の
国
」
に
近
づ
い
た
人
間
に
の
み
い
た
ず
ら
を
仕
掛
け
て
く
る
、親
し
げ
な
存
在
と
し
て
『
河

童
』
は
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
平
岡
敏
夫
の
、
河
童
が
「
莫
迦
な
、
嫉
妬
深
い
、
猥
褻
な
、
図
々
し
い
、
う

ぬ
惚
れ
切
っ
た
、
残
酷
な
、
虫
の
善
い
動
物
」
で
は
な
い
、
と
い
う
指
摘
に
も
重
な
り
合
う
。

　

こ
こ
ま
で
の
論
点
を
、
改
め
て
『
河
童
』
に
当
て
は
め
て
整
理
し
よ
う
。

　

河
童
（
＝
動
物
）
の
世
界
に
患
者
第
二
十
三
号
（
＝
人
間
）
が
迷
い
込
む
こ
と
で
物
語
世
界
が
展
開
す
る
『
河
童
』
と

い
う
作
品
は
、
純
粋
な
「
寓
話
」
と
し
て
の
成
立
要
件
を
欠
い
て
い
る
。
と
は
い
え
そ
の
作
品
世
界
の
大
半
は
、
河
童
の

世
界
で
あ
る
。
不
十
分
と
は
い
え
「
寓
話
」
作
中
の〝

動
物〟

の
持
つ
表
現
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
物
語
世
界
を
展
開
す
る
た
め
に
人
間
を
使
っ
て
直
截
的
に
表
現
す
る
と
、
特
定
の
感
情
表
出
が
過
剰
に
行
わ
れ

た
り
、
逆
に
普
遍
的
な
読
み
方
を
読
者
に
（
無
自
覚
に
）
要
求
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
と
も
す
る
と
道
徳
・
教
訓
的
な

一
面
的
な
読
み
方
の
促
進
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
ら
を
巧
み
に
避
け
る
た
め
に
動
物
を
登
場
さ
せ
て
描
く
と
、

「
個
別
」
に
提
示
し
よ
う
と
目
論
ん
だ
場
面
設
定
と
表
現
効
果
を
適
切
に
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

加
え
て
、
人
間
世
界
を
そ
の
ま
ま
描
い
て
し
ま
う
と
風
刺
の
要
素
が
強
く
出
て
き
て
し
ま
う
。
と
も
す
る
と
発
行
禁
止

と
判
断
さ
れ
る
事
態
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
「
河
童
」
の
世
界
と
し
て
物
語
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
現
実
世
界
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の
描
写
は
希
薄
と
な
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
（
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
説
の
範
囲
内
で
は
）「
詩
」
と
紙
一
重
の
「
寓
話
」
の
世
界

な
の
だ
。「
詩
人
兼
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ス
ト
」
を
標
榜
す
る
芥
川
に
と
っ
て
、
こ
の
「
寓
話
」
的
な
手
法
は
、
願
っ
た
り
叶
っ
た

り
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
お
い
て
「
寓
話
」
か
否
か
と
議
論
さ
れ
て
き
た
『
河
童
』
だ
が
、
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
の
「
寓
話
」

の
定
義
を
重
ね
て
み
る
と
、
本
作
が
寓
話
の
要
件
を
十
分
に
満
た
す
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
寓
話
の
持
つ
特
殊
な
表
現

効
果
に
よ
っ
て
、
芥
川
の
表
象
意
図
が
効
果
的
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

で
は
、
も
う
一
つ
別
の
視
点
を
加
え
て
み
よ
う
。「
河
童
の
国
」
で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
人
間
世
界
で
語
っ
た
患
者
・
第

二
十
三
号
は
、
精
神
病
院
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
芥
川
最
晩
年
の
小
説
『
西
方
の
人
』『
続
西
方
の
人
』

の
ク
リ
ス
ト
と
重
ね
て
み
よ
う
。

　

自
ら
の
信
念
に
従
っ
て
行
動
し
た
だ
け
の
殉
教
者
「
ク
リ
ス
ト
」
は
、己
の
信
念
に
従
っ
て〝

福
音〟

を
述
べ
る
こ
と
で
、

多
く
の
受
苦
・
受
難
を
被
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、「
河
童
の
国
」
で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
た
だ
述
べ
て
い
る
だ
け
な
の

に
、
人
間
の
現
実
世
界
に
帰
っ
て
き
て
精
神
病
院
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
第
二
十
三
号
と
重
な
り
は
し
ま
い
か
。

　
「
河
童
の
国
」
の
真
実
を
伝
え
よ
う
と
す
る
『
河
童
』
の
第
二
十
三
号
と
、『
西
方
の
人
』
で
伝
記
的
に
語
ら
れ
る
ク
リ

ス
ト
は
、
共
に
「
受
難
」
の
人
だ
。
社
会
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
思
想
・
事
実
を
伝
え
る
＝
「
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ス
ト
」
は
、

第
二
十
三
号
や
ク
リ
ス
ト
の
よ
う
に〝

受
難〟

の
憂
き
目
に
遭
う
。

　

実
在
の
芥
川
は
発
行
禁
止
処
分
を
ま
と
も
に
受
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
作
家
だ
が
、
そ
の
周
囲
に
は
常
に
検
閲
・
発
行

禁
止
の
危
機
が
迫
っ
て
い
た
。
日
本
人
特
有
の
「
ず
ら
し
」
の
視
点
や
、寓
話
の
手
法
を
経
験
的
に
援
用
し
た
描
写
に
よ
っ

て
、あ
か
ら
さ
ま
な
現
実
批
判
＝
風
刺
と
な
る
こ
と
を
巧
み
に
回
避
し
た
。
そ
の
上
で
ユ
ー
ト
ピ
ア
な
ら
ぬ
「
河
童
の
国
」
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芥川龍之介『河童』の一考察　〜「対」と「ずらし（ずれ）」の視点から～

と
の
比
較
か
ら
、
当
時
の
日
本
社
会
の
現
実
を
感
じ
さ
せ
る
と
い
う
戦
略
が
『
河
童
』
に
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ

こ
そ
が
言
表
主
体
・
芥
川
龍
之
介
の
目
指
し
た
「
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ス
ト
」
の
有
り
よ
う
だ
っ
た
の
だ
。

　

小
説
と
し
て
人
間
の
世
界
を
そ
の
ま
ま
描
い
て
し
ま
う
と
、
社
会
批
判
と
い
う
解
釈
を
さ
れ
か
ね
な
い
極
め
て
デ
リ

ケ
ー
ト
な
話
題
・
思
考
が
『
河
童
』
に
は
盛
ら
れ
て
い
る
。「
寓
話
」
の
装
い
を
ま
と
う
こ
と
で
、
発
行
禁
止
に
も
繋
が
り

か
ね
な
い
内
容
を
巧
み
に
回
避
し
て
描
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
表
現
の
指
向
が
『
河
童
』
を
『
河
童
』
た

ら
し
め
た
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
、芥
川
と
い
う
言
表
主
体
は
自
身
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
中
で
、『
河
童
』の
執
筆
に
あ
た
っ
て
様
々

な
文
学
の
方
法
論
を
（
無
自
覚
な
事
項
も
含
め
て
）
駆
使
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
当
時
の
日
本
社
会
に
あ
っ
て
問
題
提
起
の

必
要
を
感
じ
ら
れ
て
い
た
社
会
課
題
に
つ
い
て
、「
河
童
」
と
狂
人
「
第
二
十
三
号
」
の
視
点
を
通
し
た〝

ず
ら
し〟

の
方

法
で
表
現
し
、「
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ス
ト
」
の
よ
う
に
公
に
流
布
し
よ
う
と
努
め
た
の
だ
っ
た
。

　

○
結
論　

～
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ス
ト
の
視
点
か
ら
～

　

芥
川
龍
之
介
の
小
説
『
河
童
』
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ウ
ィ
フ
ト
『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
、
社
会
風
刺
、
芥

川
龍
之
介
の
「
狂
人
」
と
し
て
の
実
人
生
と
結
び
つ
い
た
狂
気
・
憎
悪
の
表
象
、
憎
悪
の
寓
意
の
表
象
、
と
い
っ
た
よ
う

な
読
み
方
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
作
中
の
登
場
人
物
の
関
係
を
「
対
語
」
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
「
ず
ら
し
」
の
視
点
に
注
目
す

る
と
、
動
物
を
多
用
し
た
「
寓
意
」
の
表
現
を
援
用
し
、
特
定
の
批
判
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
た
せ
な
い
表
現
を
可
能
と
し
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た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
こ
れ
は
見
方
を
変
え
れ
ば
、
検
閲
制
度
を
巧
み
に
す
り
抜
け
る
社
会
批
評
と
し
て
の
表
象
で
あ

る
。
そ
れ
こ
そ
が
芥
川
龍
之
介
の
実
生
活
と
創
作
を
切
り
離
し
、
純
粋
に
作
品
と
し
て
の
読
み
を
可
能
と
す
る
。

　

言
表
主
体
・
芥
川
龍
之
介
は
、
そ
の
時
代
状
況
を
踏
ま
え
、「
ず
ら
し
」
や
「
寓
意
」
と
い
っ
た
多
彩
な
表
現
方
法
を
用

い
て
『
河
童
』
を
描
き
、
新
た
な
表
現
を
目
指
し
た
の
だ
っ
た
。

（
お
お
た
ゆ
き
お　

文
学
研
究
科
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
）

［
註
］

（
１
）
ウ
ェ
ブ
雑
誌
「P

E
A

K
S

」（https://funq.jp/peaks/article/600979/

）
二
〇
二
〇
年
四
月
八
日
号
を
参
照
し
た
。
文
を
書
い
た

森
山
健
一
に
よ
る
と
「
槍
ヶ
岳
の
初
登
頂
は
１９
世
紀
前
半
（
１
８
２
８
年
、
播
隆
上
人
に
よ
っ
て
）。（
略
）
け
わ
し
い
岩
壁
で
囲
ま
れ

た
剱
岳
の
山
頂
で
平
安
時
代
の
錫
杖
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
穂
高
も
も
っ
と
早
く
に
修
験
者
や
猟
師
な
ど
に

よ
っ
て
登
頂
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
し
、
少
な
く
と
も
記
録
に
残
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
１
８
９
３
（
明
治
２６
）
年
、

測
量
士
の
館
潔
彦
と
山
案
内
人
の
上
條
嘉
門
次
に
よ
る
前
穂
高
岳
初
登
頂
が
最
初
と
な
る
。
そ
の
後
、
１
９
０
６
（
明
治
３９
）
年
に
奥

穂
高
岳
と
西
穂
高
岳
が
登
ら
れ
、次
々
に
そ
の
後
、
１
９
０
６
（
明
治
３９
）
年
に
奥
穂
高
岳
と
西
穂
高
岳
が
登
ら
れ
、穂
高
山
域
は
次
々

に
〝
開
山〟

さ
れ
て
い
く
。
１９
世
紀
か
ら
２０
世
紀
に
移
る
こ
の
こ
ろ
に
、
穂
高
岳
の
登
山
の
歴
史
は
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
河
童
』
に
お
け
る
第
二
十
三
号
の
登
山
は
、
極
め
て
近
代
的
な
行
為
だ
っ
た
こ
と
と
な
る
。

（
２
）
芥
川
龍
之
介
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
二
十
巻
、
岩
波
書
店
（
一
九
九
六
）
よ
り
引
用
。

　
　

こ
の
後
、
特
に
示
さ
な
い
限
り
は
芥
川
龍
之
介
の
執
筆
し
た
内
容
は
す
べ
て
こ
の
全
集
に
依
る
。
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芥川龍之介『河童』の一考察　〜「対」と「ずらし（ずれ）」の視点から～

（
３
）
助
川
幸
彦
「
対
語
的
世
界
の
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
―
芥
川
龍
之
介
『
河
童
』
試
論
―
」（『
芥
川
龍
之
介
作
品
論
集
成
第
六
巻
河
童
・
歯
車
―

晩
年
の
作
品
世
界
』
所
収
）
翰
林
書
房
（
一
九
九
九
）。
特
に
九
六
～
九
八
頁
を
参
照
し
た
。

（
４
）
吉
田
精
一
『
芥
川
龍
之
介
』
三
省
堂
（
一
九
五
一
）。
こ
こ
で
は
新
潮
文
庫
版
（
一
九
五
八
）
を
参
照
し
た
。

（
５
）
関
口
安
義
『「
河
童
』
か
ら
『
西
方
の
人
』
へ
』「
日
本
文
学
」
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
五
月
号
。

（
６
）
平
岡
敏
夫
「
河
童
の
構
造
」（『
抒
情
の
美
学
』
大
修
館
書
店
（
一
九
八
二
）
所
収
）
の
四
四
四
頁
を
参
照
し
た
。

（
７
）
福
田
和
也
「
芥
川
龍
之
介
の
『
笑
い
』」（『
甘
美
な
人
生
』
新
潮
社
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
所
収
）

（
８
）
小
林
洋
介
「
方
法
と
し
て
の
〈
狂
人
の
一
人
称
語
り
〉（『〈
狂
気
〉
と
〈
無
意
識
〉
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
笠
間
書
院
（
二
〇
一
三
））。

（
９
）
佐
々
木
健
一
『
日
本
的
感
性　

触
覚
と
ず
ら
し
の
構
造
』
中
公
新
書
（
二
〇
一
〇
）
の
「
結
び
」
お
よ
び
十
二
章
よ
り
引
用
。

（
１０
）
Ｌ
・
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
（
峯
俊
夫
訳
）『
寓
話
・
小
説
・
ド
ラ
マ　

そ
の
心
理
学
』
国
文
社
（
一
九
八
二
）
第
一
章
（
一
～
三
〇
頁
）
よ

り
引
用
。
原
典
は
『
芸
術
心
理
学
』（
一
九
二
五
）。
峯
俊
夫
訳
の
本
書
は
、
原
典
の
第
二
版
（
一
九
六
八
）
か
ら
〈
美
的
反
応
の
分
析
〉

の
部
分
の
み
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
（「
あ
と
が
き
」
よ
り
）。

（
１１
）
公
益
財
団
法
人
日
本
近
代
文
学
館
「
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
資
料
目
録
三
五　

芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録　

増
補
改
訂
版
」（
二
〇
二
三
）。

（
１２
）
大
野
芳
『
河
童
よ
、
き
み
は
誰
な
の
だ
』
中
公
新
書
（
二
〇
〇
〇
）
一
二
一
頁
よ
り
引
用
。
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序
、
タ
イ
ト
ル
「
銃
口
」
を
め
ぐ
る
二
つ
の
対
談

　

三
浦
綾
子
（
一
九
二
二
―
一
九
九
九
、
以
下
綾
子
）「
最
後
の
小
説
」（
１
）
に
し
て
「
遺
言
」（
２
）
と
も
言
わ
れ
る
『
銃
口
』

は
、
小
学
館
の
月
刊
誌
「
本
の
窓
」
に
、
一
九
九
〇
年
一
月
号
か
ら
一
九
九
三
年
八
月
号
ま
で
三
年
八
カ
月
、
計
三
七
回

に
渡
り
連
載
さ
れ
、
翌
一
九
九
四
年
三
月
一
〇
日
に
上
巻
と
下
巻
が
単
行
本
と
し
て
同
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
原
稿
用
紙

一
一
一
〇
枚
、
デ
ビ
ュ
ー
作
『
氷
点
』（
一
九
六
五
）
の
長
さ
を
超
え
る
長
編
（
３
）
で
あ
る
。
昭
和
も
暮
れ
な
ず
も
う
と
し

て
い
た
一
九
八
八
年
九
月
に
、
同
誌
編
集
長
の
眞
杉
章
か
ら
「
昭
和
を
背
景
に
神
と
人
間
を
書
い
て
欲
し
い
」（４
）、
と
新

宮
本
百
合
子『
道
標
』と
三
浦
綾
子『
銃
口
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︱
︱
タ
イ
ト
ル「
銃
口
」を
め
ぐ
る
一
考
察
︱
︱

林
　

香
苗

［
論
文
］
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連
載
の
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
る
。
綾
子
は
故
郷
旭
川
と
、
初
任
地
の
炭
坑
街
歌
志
内
（
小
説
で
は
幌
志
内
）、
そ
し
て
満

州
を
舞
台
に
据
え
、
大
正
天
皇
の
御
大
葬
か
ら
昭
和
天
皇
の
御
大
葬
ま
で
を
背
景
に
、
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
く
主
人
公
北
森
竜
太
の
半
生
を
描
い
た
。

　

こ
の
小
説
の
特
色
の
一
つ
に
、「
銃
口
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
挙
げ
ら
れ
る
。
連
載
終
了
直
後
の
対
談
（
５
）
で
、
文
芸
評

論
家
の
黒
古
一
夫
は
逸
早
く
、「『
銃
口
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
、
ぼ
く
は
非
常
に
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
」、「
戦
争
の
時
代

の
象
徴
と
い
う
こ
と
で
も
十
分
に
い
い
の
で
す
が
、
そ
の
銃
口
が
誰
に
よ
っ
て
誰
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
三
浦
さ
ん

の
深
い
思
い
が
こ
め
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
だ
」
と
述
べ
る
。
す
る
と
綾
子
は
、「
昭
和
を
三
浦
さ
ん
の
立
場
か
ら
総
括
し
て
ほ

し
い
」
と
連
載
を
依
頼
さ
れ
、「
昭
和
と
い
え
ば
戦
争
」、「
戦
場
で
火
を
噴
く
銃
口
も
あ
る
け
れ
ど
も
」「
あ
な
た
に
も
私
に

も
、
銃
口
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
向
け
ら
れ
て
い
る
」、「
目
に
見
え
て
く
る
形
も
あ
る
し
、
見
え
な
い
形
も
あ
る
。
敵

も
味
方
も
わ
か
ら
な
い
、
気
味
の
悪
さ
」
と
答
え
る
。
続
い
て
眞
杉
も
、「
そ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
書
い
て
こ
ら
れ
た
作
品
の

中
で
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
だ
け
が
硬
質
」、「
例
え
ば
野
間
宏
が
『
銃
口
』
と
い
っ
た
っ
て
、
ぼ
く
は
別
に
驚
か
な
い
。
三
浦

綾
子
さ
ん
が
こ
の
昭
和
と
い
う
時
代
を
書
く
小
説
に
、『
銃
口
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
し
か
も
、
き
っ
ぱ
り
と
。

こ
れ
は
す
ご
い
ぞ
、
と
ま
ず
思
い
ま
し
た
」
と
、
や
は
り
タ
イ
ト
ル
を
告
げ
ら
れ
た
時
に
抱
い
た
強
い
印
象
に
つ
い
て
言

及
す
る
。

　

一
方
、
そ
の
翌
年
の
対
談
（
６
）
で
、
教
育
運
動
家
の
碓
田
の
ぼ
る
は
、「
銃
口
」
連
載
中
で
あ
る
一
九
九
二
年
刊
、
小
林

多
喜
二
の
母
を
描
い
た
小
説
『
母
』
と
比
較
し
、「
作
品
の
表
題
と
し
て
は
非
常
に
対
照
的
で
、
三
浦
さ
ん
の
作
品
の
中
で

も
『
銃
口
』
と
い
う
よ
う
な
表
題
は
、
あ
ま
り
な
い
」、「
こ
の
作
品
を
読
む
と
、
三
浦
さ
ん
が
、
長
い
時
間
、『
銃
口
』
と

い
う
言
葉
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
気
が
す
る
」と
述
べ
る
。す
る
と
綾
子
は
、先
の
対
談
や
単
行
本
の「
あ
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と
が
き
」
で
は
述
べ
て
い
な
か
っ
た
次
の
言
及
を
す
る
。「
宮
本
百
合
子
の
小
説
に
出
て
き
ま
す
ね
、『
銃
口
』
が
。
何
で
し

た
っ
け
？
」。
こ
れ
に
対
し
碓
田
が
、「
三
浦
さ
ん
が
書
か
れ
て
い
ま
す
よ
ね
、『
十
二
年
の
手
紙
』を
読
ま
れ
た
感
想
に
。『
あ

の
軍
国
主
義
時
代
、
天
皇
を
神
と
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
天
皇
制
反
対
、
侵
略
戦
争
反
対
を
と
な
え
る
こ
と
が
、
ど
れ
だ

け
の
勇
気
を
要
す
る
か
、言
っ
て
み
れ
ば
銃
口
の
前
に
飛
び
出
す
に
ひ
と
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
』と
。」と
答
え
る
。
つ
ま
り
、

碓
田
は
、
綾
子
が
か
つ
て
、
宮
本
顕
治
・
百
合
子
の
書
簡
集
『
十
二
年
の
手
紙
』
の
読
後
感
（
７
）
で
、
喩
え
と
し
て
「
銃
口
」

を
使
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
わ
け
だ
が
、
綾
子
は
さ
ら
に
、「
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
百
合
子
の
小
説
の
中
に
『
銃
口

だ
け
が
長
い
間
、
光
っ
て
土
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
』
と
い
う
よ
う
な
感
じ
の
文
章
が
何
回
か
繰
り
返
し
出
て
く
る
ん
で

す
。
そ
れ
を
読
ん
だ
と
き
、
非
常
に
心
ひ
か
れ
た
ん
で
す
ね
」
と
述
べ
る
。

　

こ
の
「
百
合
子
の
小
説
」
と
は
、
宮
本
百
合
子
（
一
八
九
九
―
一
九
五
一
、
以
下
百
合
子
）
最
後
の
小
説
『
道
標
』
を

指
し
、
こ
の
点
に
佐
藤
将
寛
（
８
）
や
上
出
恵
子
（
９
）
も
着
眼
す
る
も
の
の
、「
銃
口
」
が
、『
道
標
』
と
『
銃
口
』
両
作
品
の

ど
の
場
面
で
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
詳
し
い
考
察
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
管
見
の
限
り
、
先

行
研
究
に
お
い
て
、
三
浦
綾
子
『
銃
口
』
の
タ
イ
ト
ル
が
宮
本
百
合
子
の
『
道
標
』
に
由
来
す
る
説
明
は
あ
っ
た
が
、
宮

本
百
合
子
と
三
浦
綾
子
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
考
察
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
銃
口
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
着
目
し
、
そ
の
由
来
と
さ
れ
て
い
る
小
説
『
道
標
』
の
作
者
宮
本

百
合
子
を
綾
子
が
知
る
い
き
さ
つ
、
及
び
受
け
た
影
響
を
検
証
す
る
。
つ
い
で
、『
道
標
』
と
『
銃
口
』
両
作
品
に
お
け
る

「
銃
口
」
の
描
写
を
分
析
す
る
。
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一
、
前
川
正
か
ら
渡
さ
れ
た
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
『
十
二
年
の
手
紙
』

　

本
章
で
は
、綾
子
が
百
合
子
を
真
に
（
⓾
）
知
る
に
至
っ
た
経
緯
を
確
認
す
る
。
主
な
典
拠
を
「
三
浦
綾
子 

年
譜
」（⓫
）、「
自

作
年
譜
」（
⓬
）
及
び
、
自
伝
小
説
『
道
あ
り
き
』（
⓭
）、
前
川
正
と
堀
田
（
旧
姓
）
綾
子
の
往
復
書
簡
集
『
生
命
に
刻
ま
れ
し

愛
の
か
た
み
』（
⓮
）、『
わ
が
青
春
に
出
会
っ
た
本
』（
⓯
）
と
し
、
時
系
列
に
沿
い
初
出
順
に
次
に
挙
げ
る
。
な
お
、
年
齢
は
満

年
齢
で
統
一
し
、
傍
線
は
筆
者
が
施
し
た
。
以
下
同
。

・
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
、
綾
子
二
三
歳
。

　

八
月
一
五
日
。
玉
音
放
送
を
聴
き
、
奉
安
殿
に
ひ
れ
伏
し
泣
く
。
日
本
、
無
条
件
降
伏
。
九
月
、
生
徒
た
ち
に
墨
塗

り
（
教
科
書
の
軍
国
主
義
的
部
分
の
削
除
）
を
さ
せ
る
。

・
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
、
綾
子
二
四
歳
。

　

三
月
、
敗
戦
ま
で
の
国
家
の
欺
瞞
、
教
育
の
過
ち
に
気
付
き
、
七
年
間
務
め
た
教
職
を
辞
す
。
不
信
と
虚
無
の
荒
廃

し
た
生
活
が
始
ま
る
。
四
月
一
三
日
、
昏
倒
。
六
月
、
肺
結
核
に
て
療
養
所
に
入
る
。
一
三
年
間
に
及
ぶ
療
養
生
活
が

始
ま
る
。

　

日
本
の
勝
利
を
信
じ
て
疑
わ
ず
、
全
身
全
霊
を
捧
げ
軍
国
主
義
教
育
を
行
っ
て
い
た
綾
子
が
敗
戦
で
抱
い
た
屈
辱
感
、
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自
責
の
念
は
大
き
く
、
翌
年
結
核
に
倒
れ
る
が
、
も
は
や
悲
し
み
も
絶
望
も
な
か
っ
た
。

・
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
、
綾
子
二
六
歳
、
前
川
二
八
歳
。

　

一
二
月
二
七
日
、
幼
な
じ
み
で
二
歳
年
上
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、
肺
結
核
で
休
学
中
の
北
海
道
大
学
医
学
部
生
前
川
正

と
、
互
い
に
結
核
患
者
の
会
の
会
員
と
し
て
一
七
年
ぶ
り
に
再
会
す
る
。
一
二
月
二
八
日
、
同
日
付
前
川
正
か
ら
の
葉

書
を
受
け
取
る
。
延
べ
、
千
余
通
に
及
ぶ
書
簡
の
往
復
が
始
ま
る
。
だ
が
、
前
川
か
ら
の
葉
書
に
対
し
、「
た
い
く
つ
な

人
」
と
い
う
印
象
し
か
な
か
っ
た
。

・
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
綾
子
二
七
歳
、
前
川
二
九
歳
。

　

療
養
所
で
の
療
養
態
度
に
注
意
を
促
す
前
川
に
、「
だ
か
ら
わ
た
し
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
っ
て
大
き
ら
い
な
の
よ
。
何
よ

君
子
ぶ
っ
て
︙
︙
」
な
ど
と
悪
態
を
つ
く
。
一
方
、
自
分
の
命
が
あ
と
何
年
も
も
た
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
前
川
は
、

そ
の
命
を
綾
子
に
注
ご
う
と
す
る
。
四
月
、
退
院
す
る
が
、
依
然
と
し
て
生
き
る
喜
び
を
見
出
せ
な
い
。
六
月
初
旬
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
斜
里
町
に
住
む
婚
約
者
に
婚
約
の
解
消
を
伝
え
に
行
き
、
そ
の
夜
入
水
自
殺
を
図
る
。
六
月
下

旬
、
前
川
は
綾
子
を
旭
川
市
の
春
光
台
に
誘
い
、
綾
子
を
救
え
な
い
自
身
の
無
力
さ
、
信
仰
心
の
薄
さ
を
嘆
き
、
自
ら

の
足
を
石
で
打
ち
つ
け
る
。
そ
の
姿
に
心
打
た
れ
た
綾
子
は
、「
前
川
正
の
、
わ
た
し
へ
の
愛
だ
け
は
、
信
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
思
い
、
酒
も
煙
草
も
や
め
る
。
前
川
の
勧
め
で
英
語
を
学
び
歌
を
詠
み
、
聖
書
を
読
み
、
教
会
に
通
い

始
め
る
が
、「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
祈
る
祈
り
に
も
、（
略
）
疑
い
を
持
」
つ
。
一
〇
月
二
〇
日
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』

が
刊
行
さ
れ
る
。
一
〇
月
二
六
日
、
前
川
は
そ
の
扉
に
、「
か
つ
て
の
自
分
た
ち
の
声
を
聞
こ
う
（
⓰
）」
と
記
し
綾
子
に

116



宮本百合子『道標』と三浦綾子『銃口』――タイトル「銃口」をめぐる一考察――

贈
る
。
一
一
月
一
八
日
、
前
川
は
、
綾
子
宛
書
簡
で
そ
の
読
後
感
四
枚
の
宿
題
を
課
す
。
一
一
月
二
一
日
、
綾
子
も
す

ぐ
に
返
事
を
送
る
（
以
下
、『
生
命
に
刻
ま
れ
し
愛
の
か
た
み
』『
わ
が
青
春
に
出
会
っ
た
本
』
本
文
の
要
約
）。
私
は
こ

の
声
を
聴
い
た
と
言
え
る
か
（
略
）
こ
れ
は
生
命
全
体
で
読
む
べ
き
も
の
だ
。
戦
争
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
否
定
す
べ

き
も
の
を
持
た
せ
て
く
れ
る
も
の
は
何
か
。
学
徒
の
中
に
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
い
た
が
、
私
の
ほ
し
い
神
を
感
じ
さ
せ

な
か
っ
た
。〝
神
国
日
本
〟
の
言
葉
は
、
耳
に
た
こ
の
で
き
る
ほ
ど
聞
き
は
し
た
。
し
か
し
〝
生
命
〟
に
つ
い
て
は
、
一

つ
も
触
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
学
徒
の
声
が
、
決
し
て
日
本
の
み
に
あ
る
声
に
は
思
え
な
く
な
っ
た
。
私
は
世
界
の
若

い
魂
の
死
際
の
声
を
聴
く
。
偽
わ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
言
葉
、
本
当
の
事
を
言
い
た
い
言
葉
が
は
っ
き
り
と
わ
か
れ
て
あ
る
。

一
一
月
二
二
日
、
前
川
は
、「『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
読
後
感
、
綾
ち
ゃ
ん
が
こ
ん
な
に
も
神
を
求
め
て
い
る
の
か

と
思
う
と
、
本
当
に
私
は
心
か
ら
嬉
し
く
―
う
れ
し
泪
を
流
し
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。
満
点
を
差
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
一
晩
中
嬉
し
く
て
、
泪
を
一
晩
中
床
の
中
で
流
し
、
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
た
と
申
し
た
ら
、
偽
り
に
な
る
で
し
ょ
う

か
？　

私
の
心
を
本
当
に
わ
か
っ
て
頂
け
る
か
―
こ
の
私
の
喜
び
を
︙
︙
⓫
．
㉓
朝
」
と
返
信
す
る
。

　

こ
こ
で
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
が
刊
行
さ
れ
た
わ
ず
か
六
日
後
に
、
前
川
が
そ
れ
を
綾
子
に
渡
し
た
点
に
着
目
し

た
い
。
ま
た
、前
川
が
綾
子
に
与
え
た
使
命
も
、扉
の
言
葉
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
川
は
、「
わ
だ
つ
み
」は「
か

つ
て
の
自
分
た
ち
」な
の
だ
と
伝
え
た
。
そ
し
て
、わ
だ
つ
み
に
は
、発
し
た
い「
声
」が
あ
る
は
ず
で
、そ
れ
を「
き
け（
聞

こ
う
）」
と
綾
子
の
心
に
風
穴
を
開
け
た
。
つ
ま
り
、前
川
は
「
声
を
聴
こ
う
と
す
る
意
志
」
を
、綾
子
に
授
け
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
時
点
で
の
綾
子
は
、
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を
信
じ
切
っ
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
自
問
自
答
し
な
が
ら

も
綾
子
の
中
に
、「
戦
争
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
否
定
す
べ
き
も
の
を
持
た
せ
て
く
れ
る
も
の
」
へ
の
希
求
と
、「
世
界
」
と
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い
う
視
点
が
生
ま
れ
始
め
る
。
ま
た
、
こ
の
綾
子
か
ら
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
翌
日
に
、
前
川
が
す
ぐ
さ
ま
返
信
を
送
り
、

し
か
も
翌
朝
ま
で
筆
を
し
た
た
め
て
い
た
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

な
お
、
土
屋
文
明
を
敬
愛
し
、
ア
ラ
ラ
ギ
誌
に
投
稿
を
つ
づ
け
て
い
た
前
川
は
、
こ
の
年
に
次
の
よ
う
な
歌
も
詠
ん
で

い
る
。
こ
の
作
品
へ
の
思
い
の
深
さ
を
、
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　
　

夜
更
け
て
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
を
読
む
母
な
り
み
れ
ば
泪
ぐ
み
ゐ
つ
（
⓱
）　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
川
正
）

・
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
、
綾
子
二
八
歳
、
前
川
三
〇
歳
。

　

前
川
は
五
月
二
七
日
付
の
日
記
に
、
宮
本
顕
治
・
百
合
子
の
往
復
書
簡
（「
世
界
評
論
」
誌
掲
載
）
の
感
想
を
、「
百

合
子
の
顕
治
あ
て
の
手
紙
は
、
深
い
信
頼
と
依
存
が
美
し
い
響
き
で
語
り
か
け
て
い
る
」、「〝
離
れ
住
む
〟
と
い
う
点
で

は
私
達
と
似
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
の
高
さ
の
点
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
記
し
、
自
身
と
綾
子
の
姿
に
重
ね
る
。

六
月
、
自
分
の
体
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
綾
子
は
、
前
川
と
共
に
北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
て
受
診
。

同
書
簡
集
が
『
十
二
年
の
手
紙
』
と
し
て
筑
摩
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
る
。
秋
、
三
七
度
四
分
の
熱
が
続
き
体
が
次
第
に

痩
せ
て
い
く
が
、
神
経
質
に
よ
る
発
熱
、
と
決
め
つ
け
る
医
師
と
現
代
の
科
学
に
不
信
感
を
抱
く
。
一
〇
月
、
前
川

は
『
十
二
年
の
手
紙
』
を
綾
子
へ
贈
る
（
⓲
）。
こ
れ
を
機
に
、綾
子
は
百
合
子
の
作
品
を
真
剣
に
読
み
始
め
る
。
一
二
月
、

『
道
標
』
連
載
終
了
（「
展
望
」
誌
に
一
九
四
七
年
一
〇
月
か
ら
）。
綾
子
は
初
め
て
、作
家
（
百
合
子
）
に
手
紙
を
書
き
、

そ
の
感
動
を
綴
る
（
⓳
）。

　

前
川
と
の
親
し
さ
が
増
し
た
こ
の
年
の
五
月
に
、
綾
子
は
恋
愛
に
関
す
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
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導
か
れ
つ
つ
叱
ら
れ
つ
つ
来
し
二
年
何
時
し
か
深
く
愛
し
て
居
り
ぬ
（
⓴
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
田
綾
子
）

　

ま
た
、
前
川
の
影
響
で
、
平
和
と
い
う
問
題
も
切
実
に
考
え
始
め
た
中
で
『
十
二
年
の
手
紙
』
を
読
み
進
め
、
宮
本
百

合
子
と
い
う
人
物
と
そ
の
生
き
様
を
、
こ
こ
で
綾
子
は
真
に
知
る
こ
と
と
な
る
。
一
方
、
前
川
も
、
一
対
の
男
女
の
在
り

方
の
理
想
と
し
て
顕
治
と
百
合
子
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
日
記
に
表
れ
て
い
る
。

・
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
、
綾
子
二
九
歳
、
前
川
三
一
歳
。

　

一
月
二
一
日
、
百
合
子
急
逝
。
ラ
ジ
オ
で
聞
き
、
綾
子
思
わ
ず
泣
く
（
㉑
）。
二
月
二
七
日
、
前
川
は
『
十
二
年
の
手

紙
そ
の
一
』
を
綾
子
に
贈
る
（
㉒
）。
そ
の
扉
に
「
私
達
も
」
と
綾
子
が
記
し
、
二
人
は
拇
印
を
捺
す
。
四
月
三
〇
日
、

前
川
は
『
十
二
年
の
手
紙
そ
の
二
』
を
贈
る
。
扉
に
は
同
じ
く
二
人
が
拇
印
を
捺
し
、
前
川
が
「
勉
強
！
勉
強
！
」

と
記
す
。
一
〇
月
、
体
が
ま
す
ま
す
痩
せ
て
い
き
、
前
川
の
勧
め
で
旭
川
赤
十
字
病
院
に
入
院
す
る
。

・
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
、
綾
子
三
〇
歳
、
前
川
三
二
歳
。

　

二
月
、
脊
椎
カ
リ
エ
ス
の
疑
い
が
強
ま
り
、
札
幌
医
科
大
学
附
属
病
院
（
以
下
、
札
幌
医
大
病
院
）
に
転
院
。
三

月
、
前
川
の
依
頼
を
受
け
た
日
本
基
督
教
会
札
幌
北
一
条
教
会
員
西
村
久
蔵
（『
愛
の
鬼
才
』
の
主
人
公
）
の
見
舞
い

を
受
け
る
。
四
月
、
体
が
一
層
痩
せ
て
い
く
。
五
月
末
、
脊
椎
カ
リ
エ
ス
と
診
断
さ
れ
る
。
以
後
七
年
間
ギ
プ
ス
ベ
ッ

ド
に
病
臥
し
、
絶
対
安
静
を
強
い
ら
れ
る
。
七
月
五
日
、
綾
子
、
西
村
の
導
き
で
小
野
村
林
蔵
牧
師
に
よ
り
病
床
受
洗
。

一
二
月
一
七
日
、
前
川
、
肋
骨
切
除
胸
郭
成
形
手
術
（
一
回
目
の
手
術
）。
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百
合
子
の
訃
報
に
嘆
き
悲
し
む
綾
子
に
、前
川
は『
十
二
年
の
手
紙
』（
そ
の
一
、そ
の
二
）を
続
け
て
贈
っ
て
い
る
。
ま
た
、

西
村
に
綾
子
の
見
舞
い
を
依
頼
し
、
自
身
も
変
わ
ら
ず
手
紙
も
送
り
続
け
、
独
り
離
れ
住
む
綾
子
を
懸
命
に
支
え
る
。
戦

後
、
一
切
の
も
の
を
信
じ
る
こ
と
を
や
め
自
殺
ま
で
図
っ
た
綾
子
が
、
つ
い
に
受
洗
す
る
に
至
る
。
そ
の
過
程
に
は
、
前

川
が
、
綾
子
の
そ
の
時
々
の
心
の
叫
び
声
を
聴
き
、
そ
れ
に
応
え
導
く
か
の
よ
う
に
『
十
二
年
の
手
紙
』
を
渡
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。

・
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
、
綾
子
三
一
歳
、
前
川
三
三
歳
。

　

七
月
一
二
日
、西
村
急
逝
。
一
〇
月
、札
幌
医
大
病
院
を
ギ
プ
ス
ベ
ッ
ド
の
ま
ま
退
院
。
自
宅
療
養
に
入
る
。
一
一
月
、

前
川
が
綾
子
を
訪
問
。こ
れ
が
最
後
の
訪
問
と
な
る
。そ
の
後
ま
も
な
く
前
川
の
病
状
悪
化
。『
十
二
年
の
手
紙 

そ
の
三
』

の
扉
に
、「
祝
ク
リ
ス
マ
ス　

綾
ち
ゃ
ん
」と
記
し
、綾
子
に
贈
る
（
㉓
）。
こ
れ
が
、前
川
か
ら
贈
ら
れ
た
最
後
の
本
と
な
る
。

・
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
、
綾
子
三
二
歳
。

　

五
月
二
日
、
前
川
召
天
（
享
年
三
三
）。
綾
子
、
悲
し
み
が
深
く
、
一
年
間
ほ
ぼ
人
に
会
わ
ず
に
過
ご
す
。
と
同
時
に
、

前
川
の
死
の
直
後
、
綾
子
は
二
人
の
書
簡
集
を
出
し
た
い
と
思
う
（
一
九
年
後
の
一
九
七
三
年
に
実
現
し
、『
生
命
に
刻

ま
れ
し
愛
の
か
た
み
』
が
新
潮
社
か
ら
刊
行
）。

　

西
村
の
急
逝
に
続
き
、
か
け
が
え
の
な
い
前
川
も
去
り
、
再
び
奈
落
の
底
に
突
き
落
と
さ
れ
た
綾
子
の
悲
し
み
の
深
さ

は
果
て
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
綾
子
が
こ
れ
か
ら
な
す
べ
き
こ
と
を
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
に
託
し
、
更
に
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は
『
十
二
年
の
手
紙
』
に
描
か
れ
た
百
合
子
の
生
き
方
を
こ
れ
か
ら
の
〈
生
〉
の
道
標
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い
、
前
川
は

こ
れ
を
最
期
に
手
渡
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
想
い
が
伝
わ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
悲
嘆
に
く
れ
な
が
ら

も
「
二
人
の
書
簡
集
を
出
し
た
い
」
と
綾
子
は
決
意
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
翌
年
、三
浦
光
世
と
出
逢
っ
た
綾
子
は
、一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
に
結
婚
す
る
。
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
、

雑
貨
屋
を
開
店
し
、
二
年
後
に
『
氷
点
』
を
書
き
始
め
る
こ
の
時
期
は
、
綾
子
の
人
生
の
新
た
な
幕
開
け
と
も
言
え
よ
う
。

だ
が
、
前
川
の
死
後
に
「
出
し
た
い
」
と
決
意
し
た
二
人
の
書
簡
集
が
、
一
九
年
の
時
を
経
て
一
九
七
三
年
に
出
版
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
前
川
か
ら
渡
さ
れ
た
も
の
を
、
綾
子
が
こ
の
間
に
想
い
温
め
続
け
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り
を
、
次
章
で
探
っ
て
み
た
い
。

　
　
二
、
三
浦
綾
子
作
品
に
み
る
宮
本
百
合
子
と
そ
の
影
響

　

一
九
五
〇
年
に
、宮
本
百
合
子
の
小
説『
道
標
』の
連
載
が
終
了
し
た
。
綾
子
は
、そ
こ
に
繰
り
返
し
出
て
来
た「
銃
口
」に
、

「
非
常
に
心
ひ
か
れ
た
」
と
語
っ
て
い
た
が
、そ
こ
か
ら
一
四
年
の
時
を
経
て
（
㉔
）、自
身
も
『
氷
点
』
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

以
後
書
か
れ
た
作
品
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
宮
本
百
合
子
」
に
関
す
る
言
説
、「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」、

「
銃
口
」（
と
い
う
言
葉
）
を
、初
出
順
（
連
載
作
品
は
、連
載
開
始
年
で
記
す
）
に
辿
る
。（
な
お
小
説
・
自
伝
小
説
に
は
［
小
］、

エ
ッ
セ
イ
に
は
［
エ
］、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
［
イ
］、
対
談
に
は
［
対
］
と
付
し
、
初
出
時
の
タ
イ
ト
ル
を
「　

」
内
に
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記
す
。）

二
︱
一
、
作
家
歴
一
～
一
〇
年
（
一
九
六
四
～
一
九
七
三
年
）

・
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
、
綾
子
四
三
歳
。

　

奈
緒
実
は
、
三
日
が
か
り
で
、
戦
没
学
生
の
手
記
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
と
、
原は

ら

民た
み
き喜

の
「
夏
の
花
」
を
読
み

終
え
た
。
そ
こ
に
は
、
な
ま
な
ま
と
し
た
戦
争
の
匂
い
が
あ
っ
た
。
戦
争
に
押
し
ひ
し
が
れ
た
、
い
た
ま
し
い
命
の
う

め
き
が
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
小
］「
ひ
つ
じ
が
丘
」（㉕
））

・
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
、
綾
子
四
四
歳
。

　

わ
た
し
の
尊
敬
す
る
夫
婦
像
は
、
宮
本
顕
治
・
百
合
子
夫
妻
、（
中
略
）
顕
治
が
思
想
犯
と
し
て
捕
ら
わ
れ
、
以
来
、

実
に
十
二
年
の
歳
月
を
、
ほ
と
ん
ど
獄
の
内
と
外
に
離
さ
れ
て
暮
ら
し
た
。
こ
の
二
人
に
は
、
こ
の
世よ

的
な
夫
婦
の
条

件
は
何
も
な
か
っ
た
。
／
夫
は
獄
に
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
経
済
的
な
力
は
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
同
居
も
で
き
ず
、

自
由
に
面
会
も
で
き
な
い
。
金
網
を
へ
だ
て
て
、
監
視
つ
き
で
話
を
す
る
し
か
な
い
。
手
紙
も
検
閲
さ
れ
る
。
／
し
か

し
、
こ
の
夫
婦
の
尊
敬
と
信
頼
に
満
ち
た
愛
情
は
、
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
実
に
男
ら
し
く
み
ご
と

な
、
九
つ
年
下
の
夫
と
、
賢
く
愛
情
ゆ
た
か
な
妻
と
の
姿
を
、
わ
た
し
は
夫
妻
共
著
の
『
十
二
年
の
手
紙
』（
筑
摩
書
房
）

に
見
て
、
深
い
感
動
に
打
た
れ
た
。
十
六
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
／
（
中
略
）
／
こ
れ
こ
そ
、
最
も
重
要
な
共
通
点
だ

と
わ
た
し
が
思
う
の
は
、
こ
の
三
夫
妻
に
は
、
夫
婦
に
共
通
の
生
き
る
目
的
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
／
宮
本
夫
妻

は
同
じ
思
想
に
よ
っ
て
生
き
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
エ
］「
性
生
活
の
な
い
夫
婦
の
愛
情
」（㉖
））
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・
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
、
綾
子
四
五
歳
。

①　

彼
（
筆
者
注
、前
川
正
の
こ
と
）
は
、わ
た
し
を
少
し
で
も
成
長
さ
せ
る
こ
と
に
、喜
び
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

ゲ
オ
ル
ギ
ュ
ー
の
「
二
十
五
時
」、
リ
ル
ケ
の
「
マ
ル
テ
の
手
記
」、
宮
本
百
合
子
・
顕
治
の
「
十
二
年
の
手
紙
」
な
ど
、

次
々
に
買
っ
て
き
て
は
、
わ
た
し
に
感
想
文
を
書
か
せ
る
の
だ
っ
た
。　
（［
小
］「
道
あ
り
き
―
わ
が
青
春
の
記
」（㉗
））

②　

彼
の
影
響
も
あ
っ
て
、
わ
た
し
は
本
を
つ
と
め
て
多
く
読
む
よ
う
に
し
た
。「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
も
そ
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。（
略
）
わ
た
し
は
こ
の
本
を
読
み
終
え
た
時
、
こ
の
世
に
は
読
み
終
え
た
と
い
う
こ
と
の
で
き
な
い
本

の
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
い
か
に
感
動
し
て
読
ん
だ
か
ら
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
読
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な

い
の
だ
。
読
ん
だ
者
の
責
任
と
し
て
、
そ
の
後
の
生
き
方
に
お
い
て
、
こ
の
本
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

本
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。／
こ
の「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」に
は
、若
い
学
徒
た
ち
の
遺
書
や
日
記
や
ノ
ー
ト
が
載
っ

て
い
た
。
／
（
中
略
）
／
い
か
に
涙
し
て
、
こ
の
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
を
読
ん
だ
と
し
て
も
、
戦
争
は
ま
た

く
り
返
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
／
（
中
略
）
／
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
の
学
生
た
ち
が
、
若
く
清
潔
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
わ
た
し
は
戦
争
否
定
の
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
、
神
の
こ
と
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
も
あ
れ
、こ
の
本
を
読
ん
だ
こ
と
は
、わ
た
し
の
信
仰
へ
の
生
活
に
、大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（［
小
］「
道
あ
り
き
―
わ
が
青
春
の
記
」（㉘
））

③　
「
み
ど
り
、
つ
け
上
が
る
な
」
／
ぴ
た
り
と
銃
口
を
つ
き
つ
け
た
よ
う
な
、
冷
酷
な
声
で
あ
っ
た
。

（［
小
］「
積
木
の
箱
」（㉙
））
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・
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
、
綾
子
四
六
歳
。

　

私
が
素
晴
ら
し
い
夫
婦
だ
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
宮
本
顕
治
・
百
合
子
夫
妻
、（
略
）
相
手
は
刑
務
所
に
入
っ
て
し
ま

い
生
活
力
は
ゼ
ロ
。
名
誉
も
何
も
無
い
。
年
齢
は
百
合
子
の
方
が
九
つ
上
で
す
。
こ
の
世
的
に
考
え
る
な
ら
、
と
て
も

耐
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
状
態
の
生
活
が
十
年
間
続
き
、
素
晴
ら
し
い
夫
婦
愛
が
生
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
顕
治
と
百
合
子
の
生
き
る
目
的
が
同
じ
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。（［
エ
］「
恋
愛
と
結
婚
（
三
）」（㉚
））

・
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
、
綾
子
四
七
歳
。

①　

こ
の
療
養
の
時
期
は
わ
た
し
の
最
も
本
を
読
ん
だ
時
代
で
あ
る
。
宮
本
百
合
子
、
伊
藤
整
、
川
端
康
成
、
太
宰
治
、

茂
吉
歌
集
を
は
じ
め
、
三
木
清
や
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
と
読
ん
だ
。

（［
エ
］「『
パ
ン
セ
』
に
つ
よ
い
感
動
」（㉛
））

②　

今
度
、
宮
本
百
合
子
選
集
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
聞
き
、
私
は
宮
本
百
合
子
の
死
を
思
い
だ
し
た
。（
略
）
ち
ょ
う

ど『
展
望
』に
載
っ
た「
道
標
」が
終
わ
っ
た
直
後
だ
っ
た
か
ら
だ
。
／
私
自
身
療
養
中
で
あ
っ
た
と
い
う
せ
い
も
あ
っ

て
か
、
私
は
そ
の
死
を
実
に
残
念
無
念
に
思
っ
た
の
で
あ
る
。
／
私
は
小
説
を
書
き
始
め
て
か
ら
、
血
漿
板
減
少
症

と
な
り
、
紫
斑
が
体
の
あ
ち
こ
ち
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
略
）
尊
敬
す
る
宮
本
百
合
子
の
病
気
と
同
じ
な
の
は
あ

り
が
た
い
が
、肝
腎
か
な
め
の
小
説
が
、似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
で
は
、ま
だ
死
ぬ
に
も
死
ね
な
い
と
苦
笑
し
て
い
る
。

／
と
に
か
く
、
百
合
子
も
顕
治
も
、
刑
務
所
の
高
い
塀
な
ど
に
は
、
少
し
も
距
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
劣
等
感
も
持

た
ず
、
伸
々
と
自
由
に
、
堂
々
と
生
き
て
い
た
。
生
き
る
目
的
を
持
っ
た
人
間
と
い
う
も
の
は
、
投
獄
さ
れ
よ
う
が
、

夫
と
長
い
間
別
れ
て
い
よ
う
が
、そ
の
歩
み
に
揺
る
ぎ
の
な
い
こ
と
を
私
は
こ
の
夫
婦
か
ら
知
ら
さ
れ
た
。
／「
十
二
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年
の
手
紙
」
に
は
、
名
作
「
道
標
」
が
生
ま
れ
る
の
も
道
理
と
思
わ
せ
る
、
確
固
た
る
人
間
顕
治
・
百
合
子
が
生
き

て
い
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
「
伸
子
」「
風
知
草
」「
二
つ
の
庭
」「
播
州
平
野
」
等
々
、
吸
い
取
る
よ
う

に
読
ん
で
行
き
、
あ
ら
た
め
て
心
う
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
今
、
こ
の
選
集
の
刊
行
を
機
に
、
現
在
の
時
点
で
、
私

は
も
う
一
度
読
み
返
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（［
エ
］「『
宮
本
百
合
子
選
集
』
に
想
う 『
道
標
』『
十
二
年
の
手
紙
』
の
こ
と
な
ど
」（㉜
））

・
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
、
綾
子
四
八
歳
。

　
「
こ
の
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
、
宮
本
百
合
子
の
お
と
う
さ
ん
が
建
て
た
ん
で
す
っ
て
？
」　　
　
　
（［
小
］「
続
氷
点
」（㉝
））

・
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
、
綾
子
五
〇
歳
。

　

当
時
の
神
風
特
攻
隊
の
中
に
は
、
十
七
歳
の
少
年
た
ち
が
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
神
風
特
攻
隊
と
は
、
爆
弾
を
抱
え

て
飛
行
機
に
乗
っ
て
、
単
身
敵
の
軍
艦
を
求
め
て
飛
び
立
つ
。
飛
び
立
っ
た
が
最
後
、
彼
ら
は
永
久
に
帰
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
爆
弾
を
抱
え
て
、
飛
行
機
も
ろ
と
も
敵
艦
に
向
っ
て
自
爆
す
る
の
が
特
攻
隊
の
定
め
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（［
小
］「
石
こ
ろ
の
う
た
」（㉞
））

・
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
、
綾
子
五
一
歳
。

　
「
十
時
ね
、
ま
た
西
部
劇
ね
」
／
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
草
木
の
な
い
赤
い
山
肌
を
、
裸
馬
に
乗
っ
た
男
が
、
あ

と
を
ふ
り
む
い
て
銃
口
を
向
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
小
］「
足
跡
の
消
え
た
女
」（㉟
））
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こ
の
時
期
の
言
説
に
み
る
特
徴
の
一
つ
目
は
、
主
に
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
「
宮
本
百
合
子
」
の
名
を
挙
げ
、「
尊
敬
す
る

夫
婦
像
」、「
素
晴
ら
し
い
夫
婦
」
と
率
直
に
讃
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
夫
妻
の
「
生
き
る
目
的
を
持
っ
た
人
間
」
の
「
歩

み
に
揺
る
ぎ
の
な
い
こ
と
」
に
、
結
婚
し
て
間
も
な
い
綾
子
が
理
想
を
重
ね
て
い
る
様
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

二
つ
目
は
、『
ひ
つ
じ
が
丘
』
の
主
人
公
に
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
を
読
ま
せ
、『
続
氷
点
』
中
の
セ
リ
フ
に
「
宮
本

百
合
子
の
お
と
う
さ
ん
が
建
て
た
」
赤
レ
ン
ガ
、
な
ど
と
実
名
や
史
実
を
作
中
に
そ
の
ま
ま
用
い
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
た

せ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

三
つ
目
は
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー
後
ま
も
な
く
、「
銃
口
」
と
い
う
言
葉
を
二
つ
の
小
説
で
用
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
銃
口
を
つ
き
つ
け
た
よ
う
な
、
冷
酷
な
声
」
は
、「
声
」
の
形
容
と
し
て
「
銃
口
」
を
用
い
る
不
自
然
さ
が
否
め
ず
、「
裸

馬
に
乗
っ
た
男
が
、
あ
と
を
ふ
り
む
い
て
銃
口
を
向
け
た
」
西
部
劇
の
場
面
は
、
小
説
の
流
れ
か
ら
や
や
唐
突
に
出
て
来

る
印
象
を
ぬ
ぐ
え
な
い
。「
銃
口
」
と
い
う
単
語
の
イ
メ
ー
ジ
や
用
い
方
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
既
に
実
験
的
に
使
用

し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

二
−
二
、
作
家
歴
一
一
～
二
〇
年
（
一
九
七
四
～
一
九
八
三
年
）

・
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
、
綾
子
五
八
歳
。

①　

こ
こ
に
わ
た
し
は
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
い
う
本
を
持
っ
て
来
て
い
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
日
本
戦

没
学
生
の
手
記
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
小
］「
青
い
棘
」（㊱
））

②　

今
、
私
の
机
の
上
に
、
三
冊
の
本
が
あ
る
。
背
表
紙
が
手
ず
れ
し
て
い
て
、
私
の
、
こ
の
本
に
対
す
る
愛
着
が
そ

126



宮本百合子『道標』と三浦綾子『銃口』――タイトル「銃口」をめぐる一考察――

こ
に
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
、「
十
二
年
の
手
紙
」
そ
の
一
、
そ
の
二
、
そ
の
三
で
あ
る
。（
略
）
／
宮
本
百
合
子

は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
／〈（
略
）／
い
か
が
？　

私
の
手
紙
は
。
私
の
手
紙
に
は
私
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
か
？　

私
の
こ
ろ
こ
ろ
し
た
恰
好
が
髣
髴
い
た
し
ま
す
か
。（
略
）〉
実
に
百
合
子
の
声
も
、
顕
治
の
声
も
、
そ
し
て
そ
の
二

人
の
姿
も
、
心
の
こ
ま
や
か
な
ひ
だ
も
、
こ
れ
を
読
む
私
た
ち
の
胸
に
は
っ
き
り
と
聞
え
、
鮮
か
に
見
え
て
く
る
の

で
あ
る
。（
略
）
私
は
「
十
二
年
の
手
紙
」
こ
そ
は
、
宮
本
文
学
の
す
べ
て
の
鍵
が
か
く
さ
れ
て
い
る
豊
穣
な
土
壌
だ

と
思
う
。
百
合
子
の
ど
の
小
説
を
読
ん
だ
と
し
て
も
、「
十
二
年
の
手
紙
」
を
読
ま
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
本
当
に
宮
本

百
合
子
を
読
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
私
自
身
は
キ
リ
ス
ト
信
者
で
、
立
場
は
全
く
ち
が
う
が
、

し
か
し
百
合
子
が
真
摯
に
生
き
た
姿
勢
だ
け
は
、
決
し
て
見
失
っ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

	

（［
エ
］「『
十
二
年
の
手
紙
』
と
私
」（㊲
））

③　

図
書
館
と
い
っ
て
も
、
私
の
通
っ
て
い
た
女
学
校
に
あ
る
小
さ
な
図
書
館
で
、
そ
れ
は
冊
数
も
ま
こ
と
に
さ
さ
や

か
で
あ
っ
た
。
／
（
中
略
）
／
そ
の
中
に
は
中

ち
ゅ
う
じ
ょ
う條

百ゆ

り

こ
合
子
の
著
書
も
あ
っ
て
、
そ
れ
が
私
の
目
に
は
ひ
ど
く
眩ま

ぶ

し

く
映
っ
た
も
の
だ
。
後
の
宮
本
百
合
子
で
あ
る
こ
の
中
條
百
合
子
が
、
十
代
で
世
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
、
国
語
の

時
間
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
エ
］「
眠
ら
れ
ぬ
夜
の
た
め
に
」　

ヒ
ル
テ
ィ（
㊳
））

・
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
、
綾
子
五
九
歳
。

①
こ
の
タ
ン
カ
イ
堂
か
ら
、
私
は
「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
を
買
っ
た
覚
え
が
あ
る
。（
略
）
夏な
つ
め
そ
う
せ
き

目
漱
石
や
宮み

や
も
と
ゆ
り
こ

本
百
合
子
の

も
の
も
、
目
録
の
中
に
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。 

（［
エ
］「
枕
草
子
」　

清
少
納
言
（
㊴
））

②　

今
、私
の
前
に
背
表
紙
の
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
本
が
一
冊
置
か
れ
て
あ
る
。そ
れ
が
こ
の「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
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で
あ
る
。
／
（
中
略
）
／
こ
う
し
た
過
去
を
持
つ
故
に
、
自
分
の
同
年
代
の
男
た
ち
の
書
い
た
こ
の
「
き
け
わ
だ
つ

み
の
こ
え
」
は
、
私
の
心
を
揺
り
動
か
さ
ず
に
は
置
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
／
こ
の
本
を
読
ん
だ
私
は
何
か
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
が
、
何
を
す
べ
き
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
私
に
こ
の
本
を
く
れ
た
の
は
、
私
を

キ
リ
ス
ト
に
導
い
て
く
れ
た
前
川
正
で
あ
っ
た
。
／
（
中
略
）
／
も
し
高
学
年
を
受
け
持
っ
て
い
た
ら
「
き
け
わ
だ

つ
み
の
こ
え
」
は
、
私
の
胸
を
更
に
鋭
く
突
き
刺
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
／
（
略
）
／
こ
の
「
き
け
わ
だ
つ
み

の
こ
え
」
は
、
何
を
聞
け
と
言
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
正ま
さ

し
く
、
再
び
戦
争
を
起
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
叫
び
で

あ
り
、
戦
争
こ
そ
は
自
国
を
真
の
意
味
で
亡ほ

ろ

ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
叫
び
な
の
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
が
真
に
祖

国
を
愛
す
る
な
ら
、
高
い
理
想
を
抱
き
つ
つ
、
無む
ざ
ん惨
に
も
戦
火
の
中
に
散
っ
て
行
っ
た
こ
の
若
い
学
徒
た
ち
の
声
に
、

永
遠
に
耳
を
傾
け
つ
づ
け
、
平
和
を
叫
び
つ
づ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

（［
エ
］「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」（㊵
））

③
し
か
も
こ
の
二
人
の
手
紙
は
、
ま
こ
と
に
豊
か
な
内
容
と
、
美
し
い
人
間
愛
、
夫
婦
愛
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。
更

に
言
え
ば
、
人
間
と
し
て
の
誇
り
に
満
ち
た
美
し
い
姿
が
、
全
編
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
／
（
前
略
）

顕
治
も
百
合
子
も
、
生
き
る
目
的
が
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
人
の
結
婚
生
活
が
茨い
ば
らの
道
で
あ
る
こ

と
を
、
充
分
承
知
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
投
獄
も
死
も
恐
れ
ず
、
同
じ
理
想
に
生
き
た
こ
の
二
人
は
、
そ

の
理
想
を
持
ち
つ
づ
け
る
限
り
、
官
憲
に
も
、
時
間
に
も
、
引
き
離
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
／
思
想

へ
の
好
き
嫌
い
は
別
と
し
て
、私
は
こ
の
二
人
の
生
き
方
に
深
い
敬
意
を
表
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。立
場
が
ち
が
っ

て
も
、
賞し
ょ
う
さ
ん讃す

べ
き
も
の
を
私
は
賞
讃
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
だ
。
あ
の
軍
国
主
義
時
代
、
天
皇
を
神
と
す
る
時

代
に
あ
っ
て
、
天
皇
制
反
対
、
侵
略
戦
争
反
対
を
と
な
え
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
勇
気
を
要
す
る
か
、
言
っ
て
見
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れ
ば
、
銃
口
の
前
に
飛
び
出
す
に
等
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
人
は
、
そ
れ
を
人
間
の
理
性
の
声
と
し
て
従

い
、
苦
難
を
避
け
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。　
（［
エ
］「
十
二
年
の
手
紙
」　

宮
本
顕
治
、
宮
本
百
合
子
往
復
書
簡
（
㊶
））

・
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
、
綾
子
六
〇
歳
。

そ
れ
は
、
宮
本
百
合
子
の
人
間
性
に
、
そ
の
小
説
を
通
し
て
心
魅
か
れ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の
度
尾
崎
ふ
さ
さ
ん

の
講
演
記
録
を
読
み
、
私
の
感
じ
取
っ
て
い
た
以
上
の
宮
本
百
合
子
像
を
知
ら
さ
れ
た
。
／
（
略
）
／
さ
て
百
合
子
の

誕
生
パ
ー
テ
ィ
の
日
の
こ
と
で
あ
る
。
幾
人
か
の
客
の
前
で
、
尾
崎
さ
ん
は
半
熟
の
卵
の
べ
っ
た
り
と
つ
い
た
皿
を
な

め
た
。
貧
し
い
親
か
ら
、
皿
は
隅
々
ま
で
な
め
ろ
と
言
わ
れ
て
育
っ
た
た
め
で
あ
る
。（
中
略
）
と
た
ん
に
百
合
子
も
自

分
の
皿
を
ぺ
ろ
ぺ
ろ
な
め
出
し
た
。
／
「
今
時
卵
な
ん
て
貴
重
品
だ
か
ら
、
も
っ
た
い
な
い
よ
ね
」
／
（
前
略
）
何
と

い
う
あ
た
た
か
さ
で
あ
ろ
う
。
何
と
い
う
大
き
な
心
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
私
は
こ
の
記
録
を
読
ん
で
、
胸
が
詰
ま
っ
た
。

許
す
と
い
う
こ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
、
と
初
め
て
知
っ
た
。
こ
の
時
百
合
子
は
、
尾
崎
さ
ん
の
不
作
法
を
咎と
が

め

る
よ
り
も
、
何
と
か
し
て
救
お
う
と
し
た
。（
中
略
）
／
皿
を
な
め
る
生
活
と
い
う
も
の
を
、
百
合
子
は
思
い
や
る
こ
と

が
出
来
た
の
だ
。
こ
れ
が
本
当
の
ゆ
る
し
で
あ
る
。　
　
　
　
（［
エ
］「
あ
や
ま
ち
を
ゆ
る
す
の
は
人
の
誉
で
あ
る
」（㊷
））

　

こ
の
時
期
の
特
徴
の
一
つ
目
は
、
尾
崎
ふ
さ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
加
わ
り
、
綾
子
の
宮
本
百
合
子
観
が
一
層
深
ま
っ
て
い

る
点
で
あ
る
。「『
十
二
年
の
手
紙
』
こ
そ
は
、
宮
本
文
学
の
」「
土
壌
」、「
宮
本
百
合
子
の
人
間
性
に
、
そ
の
小
説
を
通
し
て

心
魅
か
れ
て
い
た
」
と
、
作
品
へ
の
言
及
も
見
ら
れ
、「
人
間
」
百
合
子
へ
の
敬
意
か
ら
、
百
合
子
の
「
文
学
」
へ
と
視
点

が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
眠
ら
れ
ぬ
夜
の
た
め
に
』
や
『
枕
草
子
』
を
綴
っ
た
読
書
エ
ッ
セ
イ
に
ま
で
、
百
合
子
に
関
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す
る
記
載
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
は
、
や
は
り
こ
の
時
期
に
も
、
小
説
の
主
人
公
に
、「
わ
た
し
は
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
い
う
本
を
持
っ

て
い
ま
す
」
と
語
ら
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
教
え
子
た
ち
に
、「
大
き
く
な
っ
た
ら
ね
、
あ
な
た
が
た
も
、
み
国

の
た
め
に
死
ぬ
の
よ
」（㊸
）
と
語
っ
て
い
た
自
身
の
胸
を
同
書
が
突
き
刺
す
も
の
で
あ
り
、だ
か
ら
こ
そ
、戦
火
の
中
に
散
っ

て
い
っ
た
学
徒
た
ち
の
声
に
永
遠
に
耳
を
傾
け
続
け
る
た
め
に
、
繰
り
返
し
語
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

三
つ
目
は
、「
銃
口
」
と
い
う
語
の
用
い
方
で
あ
る
。
軍
国
主
義
時
代
に
天
皇
制
反
対
を
唱
え
る
の
は
「
銃
口
の
前
に
飛

び
出
す
に
等
し
い
こ
と
」
で
も
あ
り
、
投
獄
や
死
に
至
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
勇
気
あ
る
顕
治
・
百
合
子
夫
妻

は
異
を
唱
え
た
。
こ
れ
は
、「
銃
口
」
を
向
け
ら
れ
る
側
へ
と
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
用
い
方
と
言
え
よ
う
。

二
−
三
、
作
家
歴
二
一
～
三
〇
年
（
一
九
八
四
～
一
九
九
三
年
）

・
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
、
綾
子
六
四
歳
。

①　

宮
本
百
合
子
は
、
／
「
想
像
力
と
は
愛
で
あ
る
」
／
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

（［
エ
］「
間
が
ぬ
け
て
い
る
の
は
、
気
が
利
き
過
ぎ
る
よ
り
も
い
い
。」（㊹
））

②　

日
本
戦
没
学
生
の
手
記
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
を
初
め
て
手
に
と
っ
た
の
は
、
一
九
四
九
年
の
秋
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。
私
は
そ
の
時
、肺
結
核
を
病
ん
で
い
た
。
こ
の
本
の
贈
り
主
も
肺
を
病
む
医
学
生
だ
っ
た
。
私
と
同
年
代
の
、

戦
没
し
た
学
生
た
ち
の
手
紙
を
、
日
記
を
、
手
記
を
、
私
は
こ
の
本
を
読
み
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
頁ペ
ー
ジで
涙
を
流
し
た
。

さ
ぞ
生
き
て
い
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
若
い
命
を
思
っ
て
泣
い
た
。（
中
略
）
／
六
十
三
歳
の
今
日
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
頁

で
嗚お
え
つ咽
し
、
見
返
し
の
絵
に
さ
え
泣
い
た
の
は
実
に
こ
の
一
冊
で
あ
っ
た
。
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
酷む

ご

さ
を
、
こ
う
ま
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で
告
発
し
た
本
を
私
は
知
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
エ
］「
思
い
出
の
一
冊『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』」（㊺
））

・
一
九
八
九
（
昭
和
六
四
・
平
成
元
）
年
、
綾
子
六
七
歳
。

①　

戦
後
、「
き
け
わ
だ
つ
み
の
声マ

マ

」
と
い
う
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
戦
い
に
死
ん
で
い
っ
た
人
た
ち
が
、
本

当
は
何
を
言
い
た
か
っ
た
か
、私
た
ち
は
貪
る
よ
う
に
読
ん
だ
も
の
だ
。
好
き
な
学
問
を
つ
づ
け
た
か
っ
た
、と
切
々

と
訴
え
る
遺
書
も
あ
っ
た
。
ど
ん
な
に
生
き
て
学
問
を
し
た
か
っ
た
か
と
、
若
い
私
は
涙
を
こ
ぼ
し
た
。「
き
け
わ
だ

つ
み
の
声マ
マ

」
に
遺
書
を
残
し
た
人
た
ち
、
学
業
半
ば
に
果
て
て
い
っ
た
多
く
の
学
生
た
ち
が
、
も
し
無
事
に
帰
っ
て

来
た
と
し
た
ら
、
き
っ
と
あ
の
丸
善
の
、
あ
る
い
は
他
の
書
店
の
店
先
に
立
っ
て
、
／
「
あ
あ
、
帰
り
着
い
た
」
／

と
、
胸
の
詰
ま
る
思
い
で
、
立
ち
尽
く
し
た
に
ち
が
い
な
い
。                                     （［
エ
］「
私
の
中
の
丸
善
」（㊻
））

②　

〇
月
〇
日　

／
朝
、
床
の
中
で
、
ふ
っ
と
今
度
の
連
載
小
説
の
題
名
が
浮
か
ん
だ
。
／
「
銃
口
」
／
と
い
う
題
で

あ
る
。
担
当
者
の
眞
杉
氏
が
、
激
動
の
昭
和
を
背
景
に
、
神
と
人
間
の
問
題
を
書
い
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
。
そ
の

昭
和
の
一
面
を
、
こ
の
「
銃
口
」
は
象
徴
し
て
は
い
ま
い
か
。　
　
　
　
　
　
（［
エ
］「
生
か
さ
れ
て
あ
る
日
々
」（㊼
））

・
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
、
綾
子
六
九
歳
。「
銃
口
」
連
載
中
。

上
流
階
級
の
百
合
子
の
家
は
、
一
流
ホ
テ
ル
に
も
似
た
格
式
が
あ
っ
た
。（
略
）
客
た
ち
の
中
に
尾
崎
ふ
さ
と
い
う
貧
し

い
家
の
娘
が
い
た
。
常
々
、
皿
は
隅
々
ま
で
な
め
ろ
と
言
わ
れ
て
彼
女
は
育
っ
た
。
で
、
半
熟
卵
の
べ
っ
た
り
と
つ
い

た
皿
を
、
彼
女
は
ぺ
ろ
ぺ
ろ
と
な
め
た
。
客
た
ち
は
ハ
ッ
と
し
、
う
つ
む
い
て
声
を
発
す
る
者
も
い
な
い
。
と
そ
の
時
、
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百
合
子
は
尾
崎
ふ
さ
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
の
皿
を
ぺ
ろ
ぺ
ろ
と
な
め
、「
今
ど
き
卵
な
ん
て
貴
重
品
だ
か
ら
、
も
っ
た

い
な
い
よ
ね
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
れ
は
、
人
の
非
を
咎と
が

め
る
よ
り
も
、
人
を
許
し
、
愛
そ
う
と
す
る
姿

勢
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
エ
］「
森
繁
久
彌
夫
人
を
思
う
」（㊽
））

・
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
、
綾
子
七
一
歳
。「
銃
口
」
連
載
中
（「
本
の
窓
」
八
月
号
で
最
終
回
）。

　

本
は
よ
く
読
み
ま
し
た
。
学
徒
出
陣
で
戦
死
し
た
学
生
た
ち
の
手
記
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
も
そ
の
一
つ
。
私

は
戦
争
中
に
自
分
が
教
え
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
の
か
、
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
教
科
書
の
方
が
正
し
い
の
か
が
分
か
ら

な
か
っ
た
け
ど
、
こ
れ
を
読
ん
で
戦
争
は
間
違
っ
て
い
た
と
確
信
し
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
争
を
否
定
す
る
た
め
に
は
決

定
的
な
何
か
、つ
ま
り
神
の
存
在
が
必
要
だ
と
痛
感
し
た
の
で
す
。  （［
エ
］「
肺
結
核
で
十
三
年
間
の
闘
病
生
活
に
」（㊾
））

　
『
銃
口
』
の
執
筆
が
開
始
さ
れ
る
こ
の
時
期
の
特
徴
の
一
つ
目
は
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
を
エ
ッ
セ
イ
で
取
り
上
げ
、

「
さ
ぞ
生
き
て
い
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
学
徒
た
ち
の
胸
中
に
繰
り
返
し
想
い
を
馳
せ
、「
生
き
て
学
問
を
し
た
か
っ
た
」

「
あ
あ
、
帰
り
着
い
た
」
と
、
発
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
声
を
聴
こ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、「
銃
口
」
を
、
新
連
載
の
タ
イ
ト
ル
に
使
う
こ
と
を
思
い
つ
い
た
日
記
抄
の
箇
所
で
あ
る
。『
道
標
』
に
繰
り

返
し
出
て
来
た
「
銃
口
」
に
「
非
常
に
心
ひ
か
れ
」
て
読
ん
で
い
た
、
あ
の
療
養
時
代
か
ら
ず
っ
と
温
め
続
け
、
作
家
に

な
っ
た
後
に
も
、
多
用
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
、「
銃
口
」
と
い
う
言
葉
を
思
慮
深
く
自
身
の
作
品
に
用
い
て
は
、
こ

の
言
葉
か
ら
膨
ら
む
イ
メ
ー
ジ
を
問
い
続
け
て
き
た
果
て
に
、
新
連
載
の
テ
ー
マ
と
合
致
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

三
つ
目
は
、
一
九
八
二
年
に
綴
っ
た
が
、
九
年
の
歳
月
を
経
て
も
な
お
、
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
尾
崎
ふ
さ
の
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エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
正
に
『
銃
口
』
連
載
中
（
一
九
九
一
）
に
再
び
し
た
た
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
貧
し
い
家
の
娘
（
尾

崎
）
が
皆
の
前
で
思
わ
ず
皿
を
な
め
た
行
為
を
か
ば
う
べ
く
、
百
合
子
も
咄
嗟
に
な
め
た
。
こ
の
実
話
に
表
れ
た
百
合
子

に
対
す
る
綾
子
の
想
い
は
、
先
に
確
認
し
て
き
た
「
百
合
子
の
ゆ
る
ぎ
な
い
生
き
方
」
と
併
せ
て
綾
子
が
見
て
い
る
、
弱

い
立
場
の
者
へ
の
百
合
子
の
思
い
や
り
や
愛
の
深
さ
で
あ
る
。
こ
の
百
合
子
へ
の
共
感
は
、『
銃
口
』
で
は
、
主
人
公
竜
太

の
家
族
や
担
任
の
坂
部
が
中
原
芳
子
に
温
か
く
接
す
る
筋
書
き
と
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ

ば
、
芳
子
が
病
気
の
父
親
の
世
話
を
し
、
納
豆
売
り
を
し
て
か
ら
毎
朝
遅
刻
し
て
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
場
面
で
あ
る
。

二
−
四
、
作
家
歴
三
一
～
三
六
年
（
一
九
九
四
～
一
九
九
九
年
）

・
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
、
綾
子
七
二
歳
。
単
行
本
『
銃
口
』
上
下
巻
刊
行
。

①
三
浦　

私
は
『
銃
口
』
の
中
で
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
た
ん
で
す
。（
中
略
）
そ
の
と
き
日
本
人
は
手
を
縛
ら
れ
て
、

た
く
さ
ん
の
朝
鮮
兵
の
銃
口
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
そ
の
人
の
前
に
据す

え
ら
れ
る
。
朝
鮮
の
人
は
名
前
を
聞
い
た
と
き

に
恩
人
の
息
子
だ
と
分
か
っ
て
、
日
本
人
を
助
け
る
ん
で
す
。　
　
　
（［
対
］「
生
命
・
愛
が
問
い
か
け
る
も
の
」（㊿
））

②　
〝
昭
和
を
書
い
て
ほ
し
い
〟と
い
う
こ
と
で
、タ
イ
ト
ル
を
考
え
た
時
に
、割
と
ス
ッ
と
出
て
き
た
の
が『
銃
口
』だ
っ

た
ん
で
す
。（
略
）
そ
し
て
戦
場
で
火
を
噴
く
銃
口
も
あ
る
け
ど
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
実
は
、
あ
な

た
に
も
私
に
も
、
銃
口
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
向
け
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
横
か
ら
前
か
ら
そ
し
て
後
ろ
か
ら
。

目
に
見
え
る
形
も
あ
る
し
、
見
え
な
い
形
も
あ
る
。
敵
も
味
方
も
わ
か
ら
な
い
、
気
味
の
悪
さ
︙
︙
。
厳
し
い
思
想

統
制
化
の
戦
時
中
に
起
こ
っ
た
「
綴
方
教
育
連
盟
事
件
」
は
ま
さ
に
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
一
生
懸
命
に
生
き
て
き
た

人
た
ち
が
、
何
の
故
も
な
く
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
の
で
す
か
ら
。
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（［
イ
］「
戦
場
の
恐
怖
よ
り
も
〝
見
え
な
い
銃
口
〟
の
恐
怖
を
伝
え
た
い
」（�
））

③
三
浦　

あ
の
当
時
の
日
本
の
国
は
、
ど
こ
を
見
て
も
『
銃
口
』
が
国
民
を
狙
っ
て
い
た
（
後
略
）
戦
争
の
時
代
の
神

は
天
皇
で
す
か
ら
、
こ
の
人
の
た
め
に
死
ぬ
と
思
わ
さ
れ
て
、
何
も
知
ら
ず
に
素
直
に
戦
争
に
連
れ
て
行
か
さ
れ
た
。

そ
の
時
に
、
こ
っ
ち
へ
も
向
け
ら
れ
て
い
た
も
の
が
銃
口
だ
っ
た
ん
で
す
。

（［
対
］「『
銃
口
』
―
国
民
狙
う
時
代
の
狂
気
」（�
））

・
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
、
綾
子
七
三
歳
。

①
三
浦　

私
、
宮み

や
も
と本

百ゆ

り

こ
合
子
と
顕
治
の
『
十
二
年
の
手
紙
』
を
読
ん
で
、
じ
つ
に
感
心
し
た
の
は
、（
後
略
）
自
分
が
刑

務
所
に
入
っ
て
い
る
あ
い
だ
、
奥
さ
ん
は
外
で
い
じ
め
ら
れ
な
が
ら
、
小
説
を
書
い
て
、
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
共
に
棲す

ん
だ
こ
と
の
な
い
夫
婦
で
い
な
が
ら
獄
中
の
彼
の
た
め
に
一
生
懸
命
や
っ
て
あ
げ
る
で
し
ょ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
顕

治
か
ら
「
す
ま
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
ほ
と
ん
ど
返
っ
て
き
て
な
い
の
ね
、
手
紙
の
な
か
で
は
。
こ
れ
は
、
自
分

た
ち
が
受
け
て
い
る
苦
し
み
が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
把は
あ
く握
し
た
、
人
生
観
の
ひ
と
つ
に

な
っ
た
夫
婦
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
、
こ
う
い
う
見
事
な
亭
主
ぶ
り
を
発
揮
で
き
る
男
と
い
う
の
は
、
私
、
す
ば
ら

し
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
に
、
あ
な
た
も
ど
こ
か
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
よ
ね
。

（［
対
］「
対
談
・
結
婚
し
て
三
十
六
年 

い
ま
思
う
こ
と
」（�
））

②
紫
斑
病
は
宮み

や
も
と本

百ゆ

り

こ
合
子
を
死
に
至
ら
し
め
た
病
気
で
あ
る
。
宮
本
百
合
子
は
私
の
好
き
な
作
家
だ
っ
た
。
い
や
、
好

き
と
い
う
よ
り
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
。
前ま

え
か
わ
た
だ
し

川
正
と
い
う
幼お

さ
な
な
じ

馴
染
み
が
、
療
養
中
の
私
を
よ
く
見
舞
に
来
て
は
本

を
貸
し
て
く
れ
た
。
そ
の
中
に
宮
本
顕け

ん
じ治

・
百
合
子
の
「
十
二
年
の
手
紙
」
が
あ
っ
た
。（
中
略
）
／
当
時
は
共
産
党
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員
と
い
う
だ
け
で
、
死
刑
に
処
せ
ら
れ
か
ね
な
い
時
代
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
顕
治
は
東
京
か
ら
網
走
刑
務
所
に
移

さ
れ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
百
合
子
が
、
住
み
馴
れ
た
東
京
を
離
れ
て
、
寒
さ
の
き
び
し
い
網
走
に
自
ら
移
り
住
む
こ

と
に
し
た
。
／
（
中
略
）
こ
の
一
事
に
も
、
百
合
子
の
顕
治
に
対
す
る
愛
の
高
さ
と
深
さ
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ

な
い
の
だ
。
／
そ
ん
な
わ
け
で
私
は
療
養
中
、
百
合
子
の
小
説
を
よ
く
読
ん
だ
。
そ
し
て
、
訪
ね
て
来
る
前
川
正
と
、

百
合
子
の
話
を
よ
く
し
た
も
の
だ
っ
た
。
百
合
子
は
獄
中
の
夫
に
心
を
遣
い
な
が
ら
小
説
を
書
い
て
い
た
の
だ
。
が
、

私
が
そ
の
小
説
等
を
愛
読
し
て
い
る
頃
、
百
合
子
は
突
然
死
ん
だ
。
／
（
中
略
）
／
（
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
、
最
も

必
要
な
人
が
死
ん
だ
）
／
そ
う
思
っ
て
私
は
泣
い
た
。
前
川
正
も
百
合
子
の
死
を
知
っ
て
間
も
な
く
、
私
を
見
舞
に

来
た
。／（
中
略
）／
宮
本
百
合
子
は
大
作
を
書
い
た
あ
と
、あ
っ
け
な
い
ほ
ど
に
早
く
こ
の
世
を
去
っ
て
行
っ
た
。（
中

略
）
心
の
底
で
、（
宮
本
百
合
子
さ
え
死
ん
だ
紫
斑
病
な
ら
、
ま
あ
諦あ
き
らめ
て
も
い
い
わ
）
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。
俗

に
言
え
ば
「
あ
の
方
と
同
病
で
光
栄
で
す
」
と
言
う
と
こ
ろ
か
。
／
（
中
略
）
／
（
や
は
り
宮
本
百
合
子
と
同
じ
病

気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
）
／
（
中
略
）
／
「
先
生
、
わ
た
し
も
宮
本
百
合
子
の
よ
う
に
紫
斑
病
で
は
な
い
で
し
ょ
う

ね
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［
エ
］「
紫
斑
病
の
心
配
」（�
））

・
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
、
綾
子
七
五
歳
。

①　

前
川
さ
ん
の
影
響
も
あ
っ
て
、
わ
た
し
は
本
を
つ
と
め
て
多
く
読
む
よ
う
に
な
っ
た
。『
き
け
わ
だ
つ
み
の
声マ

マ

』
も

そ
の
ひ
と
つ
。（
略
）
こ
の
世
に
は
読
み
終
え
た
と
言
う
こ
と
の
出
来
な
い
本
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
如
何
に
感
動

し
て
読
ん
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
読
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
読
ん
だ
者
の
責
任
と
し
て
、
そ
の
後
の
生
き
方
に

お
い
て
、
こ
の
本
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
本
も
あ
る
は
ず
で
す
。
／
（
中
略
）
／
如
何
に
涙
し
て
、『
き
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け
わ
だ
つ
み
の
声マ

マ

』
を
読
ん
だ
と
し
て
も
、
戦
争
は
ま
た
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
／
（
中
略
）
／
『
き
け

わ
だ
つ
み
の
声マ
マ

』
の
学
生
た
ち
が
若
く
清
潔
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
わ
た
し
は
戦
争
否
定
の
た
め
に
、
ど
う
し
て
も

必
要
な
神
の
こ
と
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
（［
イ
］「
き
け
わ
だ
つ
み
の
声マ
マ

―
―
戦
争
と
平
和
」（�
））

②
わ
た
し
は
昨
年
出
版
し
た
新
し
い
小
説
『
銃
口
』
の
中
で
戦
前
を
舞
台
に
軍
隊
や
警
察
が
持
つ
「
銃
口
」
が
何
時
国

民
に
向
け
ら
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
書
い
た
が
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
五
十
年
以
上
た
つ
現
代
で
も
同
じ
だ
、

と
い
う
実
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（［
イ
］「
永
遠
の
平
和
を
求
め
て
―
―
小
説『
銃
口
』の
背
景
」（�
））

　

最
晩
年
の
一
九
九
七
年
に
な
っ
て
も
な
お
、
綾
子
が
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
着

目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。「
こ
の
世
に
は
読
み
終
え
た
と
言
う
こ
と
の
出
来
な
い
本
が
あ
る
」、「
そ
の
後
の
生
き
方
に
お
い
て
、

こ
の
本
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
九
六
七
年
発
表
の
『
道
あ
り
き
』
に
既
に
綴
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
以
来
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
及
び
「
戦
争
否
定
」
と
「
神
」
を
描
き
続
け
（
�
）、
綾
子
は
ま
さ
に
「
こ

の
本
に
応
え
る
生
き
方
」
を
し
て
き
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
〇
年
の
時
を
経
て
も
な
お
、
同
じ
想
い
を
述

べ
る
ほ
ど
に
、
同
書
が
綾
子
の
作
家
人
生
、
信
仰
生
活
の
核
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

二
つ
目
は
、
一
九
九
五
年
の
エ
ッ
セ
イ
で
宮
本
百
合
子
に
つ
い
て
述
べ
る
際
、
そ
こ
に
前
川
の
こ
と
が
一
体
化
し
て
綴

ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
様
の
記
載
は
一
九
六
七
、
及
び
八
一
年
の
引
用
に
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
か

ら
は
、
綾
子
が
百
合
子
に
つ
い
て
前
川
と
共
に
語
り
、「
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
、
最
も
必
要
な
人
が
死
ん
だ
」
時
、
や
は
り

前
川
と
共
に
そ
の
死
を
悼
ん
で
い
た
様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

三
つ
目
は
、『
銃
口
』
の
執
筆
を
既
に
終
え
た
一
九
九
四
年
発
表
の
、
仏
教
思
想
家
ひ
ろ
さ
ち
や
と
の
対
談
で
あ
る
。『
銃
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口
』
の
中
で
「
日
本
人
（
竜
太
）」
が
「
た
く
さ
ん
の
朝
鮮
兵
の
銃
口
に
囲
ま
れ
」
た
が
、
敵
で
あ
る
は
ず
の
そ
の
「
朝

鮮
人
（
金
俊
明
）」
に
よ
り
助
け
ら
れ
た
場
面
を
、
綾
子
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
綾
子
は
国
境
を
越
え
て
心
は
通

じ
る
こ
と
を
描
い
た
。
つ
ま
り
、「
世
界
」
と
い
う
視
野
で
生
命
を
尊
ん
で
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

で
は
、
か
つ
て
療
養
中
に
綾
子
が
読
ん
で
い
た
百
合
子
の
『
道
標
』
に
繰
り
返
し
出
て
来
た
、
か
つ
綾
子
が
「
心
ひ
か

れ
た
」「
銃
口
」
は
、
ど
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、『
道
標
』
に
お
け
る
「
銃
口
」
描
写
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

　
　
三
、
『
道
標
』
に
お
け
る
「
銃
口
」
描
写

　

宮
本
百
合
子
の
自
伝
的
小
説
『
道
標
』
は
、
綾
子
が
ま
さ
に
、
生
死
の
境
を
逡
巡
し
て
い
た
一
九
四
七
年
一
〇
月
か
ら

一
九
五
〇
年
一
二
月
に
か
け
て
「
展
望
」
に
連
載
さ
れ
た
。
綾
子
は
そ
れ
を
、
た
だ
『
道
標
』
を
読
む
た
め
に
人
か
ら
借

り
て
い
た
。「
毎
号
深
く
感
動
し
、
完
結
し
た
時
は
あ
た
か
も
自
分
が
書
き
終
え
た
か
の
よ
う
な
充
足
感
す
ら
味
わ
っ
た
」、

と
後
に
記
し
て
い
る
（
�
）。

　

こ
の
小
説
に
は
、
女
性
解
放
の
志
向
を
持
つ
主
人
公
佐
々
伸
子
が
、
人
類
史
上
初
の
社
会
主
義
社
会
へ
の
道
を
踏

み
出
し
た
ば
か
り
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
一
九
二
七
年
末
か
ら
三
〇
年
秋
ま
で
滞
在
し
、
そ
の
民
衆
の
生
活
を
深
く
観

察
し
信
頼
を
寄
せ
て
い
く
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。
伸
子
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
激
戦
地
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
を
訪
れ
、
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「
フモ

ル
ト
·
ブ
ー
ル
·
ラ
·
フ
ラ
ン
ス

ラ
ン
ス
の
た
め
に
死
せ
り
」
と
記
さ
れ
た
兵
士
た
ち
の
墓
標
を
見
て
、「
フ
ラ
ン
ス
の
誰
の
た
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ
と
い
う
の
だ
ろ

う
？
」
と
問
い
か
け
る
。
さ
ら
に
、
苛
烈
な
戦
闘
が
行
わ
れ
た
ド
ゥ
モ
ン
要
塞
で
、
い
ら
く
さ
の
蔭
に
「
キ
ラ
リ
と
光
っ

て
落
ち
て
い
る
も
の
」
を
発
見
す
る
。

1　

震
え
が
伸
子
の
背
筋
を
走
っ
た
。
そ
れ
は
、一
つ
の
銃
口
で
あ
っ
た
。
地
面
に
の
ぞ
い
て
い
る
そ
の
小
さ
い
一
つ
口
は
、

そ
こ
に
在あ

っ
た
命
を
訴
え
、
彼
が
生
き
て
い
た
こ
と
を
訴
え
、
だ
が
今
は
死
ん
で
久
し
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
訴

え
て
い
る
。
伸
子
は
、お
も
わ
ず
そ
の
金
色
の
口
を
撫な

で
た
。
金
色
の
口
は
小
さ
く
、円
く
、あ
わ
れ
に
か
た
か
っ
た
。

　
　
　

伸
子
は
、
し
ば
ら
く
そ
こ
に
か
が
ん
で
い
た
。
こ
の
金
の
口
が
光
っ
て
い
る
わ
け
が
わ
か
っ
た
。
こ
こ
へ
来
て
、

い
ら
く
さ

0

0

0

0

の
間
に
お
ち
て
い
る
こ
の
一
つ
の
輪
を
見
つ
け
た
と
き
、
お
そ
ら
く
、
ど
こ
の
国
の
女
で
も
、
彼
女
が
平

民
の
女
で
あ
る
な
ら
ば
、
思
わ
ず
か
が
ん
で
そ
れ
を
撫
で
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

（『
道
標
』 

第
三
部
第
三
章 

二
六
〇
―
二
六
一
頁
）

　

こ
の
、
物
語
終
盤
で
初
め
て
「
銃
口
」
が
登
場
す
る
。
伸
子
を
震
撼
さ
せ
た
「
銃
口
」
の
正
体
は
、
戦
闘
中
の
爆
撃
で

土
の
下
に
生
き
埋
め
に
さ
れ
た
兵
士
が
持
っ
て
い
た
銃
の
筒
口
で
あ
っ
た
。
そ
の
銃
の「
口
」は
、「
小
さ
い
」「
金
色
の
」「
円

く
」「
光
っ
て
い
る
」
と
そ
の
有
り
様
が
視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
且
つ
、「
撫
で
た
」「
か
た
か
っ
た
」
と
触
覚
的
に
も

描
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、生
を
訴
え
て
い
る
銃
の
口
へ
の
惻
隠
の
情（
�
）に
、百
合
子
が
既
に
国
境
を
越
え
た
視
野
を
持
っ

て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

二
カ
所
目
の
「
銃
口
」
描
写
は
、
伸
子
が
こ
の
日
を
回
想
す
る
以
下
の
文
章
で
あ
る
。
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2　

晩
秋
の
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
日
暮
、
ド
ゥ
モ
ン
要よ

う
さ
い塞

の
霜
枯
れ
は
じ
め
た
草
む
ら
の
中
に
、
落
ち
て
い
る
小
さ
な
金
の
輪

の
よ
う
に
光
っ
て
い
た
一
つ
の
銃
口
。
そ
の
無
言
の
小
さ
な
金
の
口
が
伸
子
に
訴
え
た
、
そ
の
よ
う
な
生
の
訴
え
が
、

常
識
の
つ
り
あ
い
の
こ
わ
れ
た
芸
術
家
の
ふ
る
ま
い
の
う
ち
に
も
疼う
ず

い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
伸
子
は
苦
し
い

の
だ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（『
道
標
』
第
三
部
第
三
章 

三
〇
三
頁
）

　

銃
口
が
、「
小
さ
な
」
と
そ
の
大
き
さ
や
、「
金
の
」
と
色
彩
に
よ
り
視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
、
生
を
訴
え
る
口
と
し
て
メ
タ

フ
ォ
リ
カ
ル
に
描
写
さ
れ
て
い
る
点
は
、
一
カ
所
目
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、「
晩
秋
の
」「
日
暮
」
と
薄
暗
い
景
色
で
回

想
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
光
っ
て
い
た
」
口
が
一
層
際
立
た
せ
ら
れ
て
も
い
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
、「
小
さ
な
金
の
輪
の
よ

う
に
」
と
直
喩
さ
れ
、
形
容
さ
れ
た
「（
一
つ
の
）
銃
口
」
の
存
在
が
、
一
層
映
像
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　

続
く
三
カ
所
目
の
「
銃
口
」
描
写
に
お
い
て
も
、
こ
の
直
喩
法
は
「
銃
口
」
を
際
立
た
せ
る
と
同
時
に
、「
銃
口
」
を
形

容
す
る
「
嬰
児
の
円
く
し
た
唇
」
を
も
鮮
烈
に
印
象
付
け
る
。

3　

嬰え
い
じ児

の
円
く
し
た
唇
の
よ
う
に
西
日
を
う
け
て
光
っ
て
い
た
小
さ
な
銃
口
。
限
り
な
く
寂
し
い
訴
え
を
も
っ
て
い
る

そ
の
円
い
小
さ
い
金
の
輪
は
、
伸
子
の
瞳
の
ま
わ
り
に
、
は
ま
り
こ
ん
で
、
も
う
伸
子
は
、
戦
争
と
い
う
文
字
を
、

そ
の
金
の
輪
を
と
お
し
て
で
な
け
れ
ば
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（『
道
標
』
第
三
部
第
四
章 

三
六
五
頁
）
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こ
こ
で
「
銃
口
」
は
、
戦
争
の
象
徴
と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
カ
所
目
の
本
文
に
、「
ど

こ
の
国
の
女
で
も
」
と
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
「
女
」
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
箇
所
に
そ
の
理
由
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
生
き
埋
め
に
さ
れ
た
兵
士
が
持
つ
銃
の
口
に
「
嬰
児
」
の
「
唇
」
を
見
る
眼
差
し
こ
そ
、
そ
の
生
命
を
生
み
育

ん
だ
「
母
」
の
そ
れ
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
日
を
機
に
、
自
分
の
為
す
べ
き
こ
と
を
見
出
し
た
伸
子
は
、
母
国

へ
帰
る
こ
と
を
決
意
す
る
の
で
あ
る
。

　

続
く
四
カ
所
目
の
「
銃
口
」
描
写
に
は
、
視
覚
・
触
角
的
描
写
と
、
直
喩
・
隠
喩
表
現
の
全
て
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

4　
　

お
と
と
し
モ
ス
ク
ワ
の
赤
い
広
場
の
、
外
国
人
の
た
め
の
観
覧
席
で
、
行
進
を
見
て
い
た
と
き
の
伸
子
は
持
っ
て

い
な
か
っ
た
一
つ
の
小
さ
い
金
の
輪
が
、
こ
と
し
は
伸
子
の
黒
い
瞳
の
底
に
沈
ん
で
光
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
つ
の

銃
口
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
霜
枯
れ
そ
め
た
い
ら
草
の
か
げ
に
す
っ
か
り
埋
め
ら
れ
た
口
金
の
と
こ
ろ
だ
け
を

金
色
の
小
さ
い
指ゆ
び
わ環
の
よ
う
に
見
せ
て
い
て
、
あ
る
お
そ
い
午
後
の
西
日
に
光
り
、
思
わ
ず
肩か

た
ひ
ざ膝
を
つ
い
て
そ
こ
に

指
先
を
ふ
れ
た
伸
子
に
、
生
き
た
い
、
と
さ
さ
や
い
て
告
げ
た
銃
口
だ
っ
た
。

（『
道
標
』 

第
三
部
第
四
章 

三
八
九
―
三
九
〇
頁
）

　

二
カ
所
目
で
は
「
生
の
訴
え
」
と
描
写
さ
れ
て
い
た
内
容
が
こ
こ
に
至
り
、「
銃
口
」
か
ら
「
生
き
た
い
、
と
さ
さ
や
い

て
告
げ
た
」
声
と
し
て
、
聴
覚
的
に
も
描
写
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
段
階
を
経
て
伸
子
の
五
感
に
染
み
わ
た
っ
た
「
金
の
輪

（
銃
口
）」
は
、
三
カ
所
目
で
は
「
伸
子
の
瞳
の
ま
わ
り
に
、
は
ま
り
こ
ん
」
で
い
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
こ
の
四
カ
所
目
で

は
「
伸
子
の
黒
い
瞳
の
底
に
沈
」
み
、
伸
子
と
一
体
化
す
る
。
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以
上
、『
道
標
』
に
お
け
る
四
つ
の
「
銃
口
」
描
写
を
挙
げ
、
そ
の
特
徴
を
確
認
し
た
。
序
に
挙
げ
た
碓
田
と
の
対
談
で
、

綾
子
が
「
そ
れ
を
読
ん
だ
と
き
、
非
常
に
心
ひ
か
れ
た
」
と
語
っ
た
の
は
、
伸
子
が
聴
い
た
こ
の
兵
士
の
「
生
き
た
い
」

と
い
う
声
な
き
声
が
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』の
読
了
後
に
綾
子
が
聴
い
た「
世
界
の
若
い
魂
の
死
際
の
声
」と
重
な
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
は
、
綾
子
に
、『
道
標
』
の
中
の
「
銃
口
」
が
訴
え
る
声
を
聴
こ
う
と

す
る
意
志
を
育
ん
だ
書
で
あ
る
、
と
も
言
え
よ
う
。　
　

　

こ
の
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
や
『
道
標
』
を
読
ん
で
い
た
時
か
ら
約
四
〇
年
後
に
手
掛
け
た
『
銃
口
』
で
、
綾
子

は
そ
の
題
材
に
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件
を
据
え
た
。
事
件
の
被
害
者
た
ち
に
取
材
を
重
ね
、
そ
の
無
念
の
声
を
丹
念

に
聴
き
、
登
場
人
物
の
声
と
し
て
作
中
に
蘇
ら
せ
、『
銃
口
』
を
書
き
上
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
四
、
『
銃
口
』
に
お
け
る
「
銃
口
」
描
写

　

次
に
、『
銃
口
』
に
お
け
る
「
銃
口
」
描
写
を
辿
る
。
物
語
終
盤
の
第
三
二
章
「
逃
避
行
」
に
六
カ
所
、
第
三
四
章
「
羅

津
ま
で
」
に
一
カ
所
、
そ
し
て
第
三
五
章
「
祖
国
の
土
（
一
）」
に
一
カ
所
の
計
八
カ
所
に
確
認
で
き
た
。

　

一
カ
所
目
は
、
満
州
に
侵
入
し
て
き
た
ソ
連
軍
の
進
撃
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
脱
走
の
罪
に
処
せ
ら
れ
て
で
も
逃
げ
る

こ
と
を
決
意
し
、
そ
れ
を
一
同
に
告
げ
た
山
田
曹
長
に
対
す
る
次
の
場
面
で
あ
る
。
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1　
　

言
い
終
る
や
否
や
、
突
如
激
怒
し
た
一
人
の
古
年
兵
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　
　
「
山
田
曹
長
殿
！　

そ
れ
が
畏お
そ

れ
多
く
も
天
皇
陛
下
の
軍
人
の
言
う
言
葉
で
あ
り
ま
す
か
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
自

分
が
天
に
代
っ
て
、
曹
長
殿
の
命
を
も
ら
う
！
」

　
　
　

古
参
兵
は
銃
口
を
山
田
曹
長
に
向
け
た
。
一
同
が
息
を
の
ん
だ
。　
　
　
　
（『
銃
口
』
下
「
逃
避
行
」
二
一
七
頁
）

　
「
銃
口
」
が
敵
か
ら
で
は
な
く
、
味
方
の
日
本
兵
か
ら
向
け
ら
れ
た
こ
と
が
ま
ず
描
か
れ
、
皇
軍
に
背
を
向
け
る
こ
と

が
罪
、と
さ
れ
た
昭
和
の
戦
争
の
本
質
が
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、黒
古
の
言
う
「
そ
の
銃
口
が
誰
に
よ
っ

て
誰
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
三
浦
さ
ん
の
深
い
思
い
が
こ
め
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
」
を
象
徴
す
る
最
初
の
場
面
と
言
え

よ
う
。

　

二
カ
所
目
は
、
竜
太
が
夜
の
闇
の
中
を
先
頭
で
歩
き
な
が
ら
思
い
を
巡
ら
せ
る
、
次
の
場
面
で
描
か
れ
る
。

2　

竜
太
は
、き
ょ
う
山
田
曹
長
に
銃
口
を
向
け
た
古
参
兵
の
精せ
い
か
ん悍
な
顔
を
思
い
出
し
た
。太
い
眉
が
き
り
り
と
上
が
っ
て
、

　
　
「
命
を
も
ら
う
！
」

　
　

と
、
山
田
曹
長
に
向
か
っ
て
言
っ
た
時
、
山
田
曹
長
の
傍
に
い
た
竜
太
は
、
思
わ
ず
恐
れ
お
の
の
い
て
、
あ
と
ず
さ

り
し
た
の
だ
っ
た
。
目
の
眩く
ら

み
そ
う
な
恐
ろ
し
さ
だ
っ
た
。
爆
撃
機
の
襲
来
よ
り
も
ず
っ
と
恐
ろ
し
か
っ
た
。

（『
銃
口
』
下
「
逃
避
行
」
二
二
〇
頁
）

　

竜
太
の
回
想
と
い
う
形
で
、
山
田
曹
長
が
味
方
か
ら
「
銃
口
」
を
向
け
ら
れ
た
場
面
が
繰
り
返
し
描
か
れ
る
。
だ
が
、
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竜
太
の
視
線
が
こ
こ
で
は
古
参
兵
の
表
情
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
山
田
の
傍
に
い
た
こ
と
で
、
こ
の
時
の
竜
太

は
、
自
身
も
銃
口
を
向
け
ら
れ
た
も
同
然
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
銃
口
を
向
け
ら
れ
る
恐
怖
は
、
我
が
身
が
そ
の
立
場
に

な
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
真
に
知
り
得
る
こ
と
を
訴
え
よ
う
と
し
た
作
者
の
意
図
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

こ
の
想
像
を
超
え
た
思
い
は
、「
銃
口
」
が
描
か
れ
る
三
カ
所
目
の
次
の
場
面
で
も
描
写
さ
れ
て
い
る
。

3　
　

竜
太
は
山
田
曹
長
を
敬
愛
し
て
い
た
。
こ
の
人
の
た
め
に
は
、
い
ざ
と
い
う
時
、
代
っ
て
死
ね
る
と
思
っ
た
こ
と

が
幾
度
か
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
自
分
の
本
心
だ
と
思
っ
て
い
た
。
山
田
曹
長
の
た
め
な
ら
、
敵
の
銃
口
の
前
に

仁
王
立
ち
に
さ
え
な
る
こ
と
も
、
可
能
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。

　
　
　

だ
が
古
年
兵
が
、
獣
め
い
た
目
で
銃
を
構
え
た
時
、
竜
太
は
思
わ
ず
あ
と
ず
さ
り
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
竜

太
は
、
自
分
が
そ
ん
な
人
間
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
と
、
情
け
な
か
っ
た
。

（『
銃
口
』
下
「
逃
避
行
」
二
二
〇
―
二
二
一
頁
）

　

こ
こ
で
竜
太
が
発
見
し
た
想
像
を
超
え
た
思
い
の
二
カ
所
目
は
、「
銃
口
」
を
向
け
ら
れ
死
の
恐
怖
を
感
じ
た
時
、
山
田

へ
の
敬
愛
や
自
身
の
勇
気
が
瞬
時
に
砕
か
れ
た
情
け
な
さ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
竜
太
は
実
は
何
も
見
え
て
い
な
い
人

物
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
竜
太
の
恐
怖
が
想
定
外
の
大
き
さ
だ
っ
た
の
は
、「
敵
」
な
ら
ぬ
「
味
方
」
か

ら
「
銃
口
」
を
向
け
ら
れ
た
が
故
の
恐
ろ
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

四
カ
所
目
に
「
銃
口
」
が
描
か
れ
る
の
は
、
竜
太
が
夜
明
け
に
発
見
し
た
、
開
拓
団
の
集
団
自
決
の
場
面
で
あ
る
。
草

原
の
中
で
銃
を
抱
え
死
ん
で
い
た
男
、
目
隠
し
を
さ
れ
た
子
供
と
母
親
、
老
夫
婦
な
ど
総
勢
二
十
数
人
が
銃
で
撃
た
れ
死
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ん
で
い
た
。
し
ば
ら
く
は
誰
も
言
葉
が
出
な
か
っ
た
が
、
山
田
の
言
葉
で
死
体
を
仰
向
け
に
臥
せ
て
や
っ
た
。

4　

恐
怖
に
引
き
つ
っ
た
顔
も
あ
っ
た
。
無
表
情
に
目
を
大
き
く
開
け
て
い
る
少
年
も
い
た
。
笑
っ
て
い
る
よ
う
な
女
の

子
の
、
あ
ど
け
な
い
顔
も
あ
っ
た
。
乳
呑
児
も
死
ん
で
い
た
。
こ
の
一
人
々
々
に
銃
口
を
向
け
て
、
一
人
ま
た
一
人

と
射
殺
し
、
最
後
に
自
分
の
の
ど
も
と
を
射
抜
い
た
男
の
気
持
は
ど
ん
な
で
あ
っ
た
ろ
う
と
、
竜
太
は
思
い
や
っ
た
。

誰
の
胸
も
大
き
く
血
が
滲に
じ

ん
で
い
た
。
自
決
は
昨
日
、
陽
が
沈
ん
で
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
女
児
の
傍
ら

に
オ
カ
ッ
パ
頭
の
日
本
人
形
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る
の
を
見
た
時
、
竜
太
は
堪
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
声
を
し
の
ば
せ

て
泣
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
銃
口
』
下
「
逃
避
行
」
二
二
三
―
二
二
四
頁
）

　

一
カ
所
目
、
二
カ
所
目
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
「
銃
口
」
は
日
本
人
か
ら
日
本
人
に
向
け
ら
れ
る
。
し
か
も
、

一
家
の
長
が
自
身
の
家
族
に
向
け
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
、
最
後
に
は
自
身
に
も
向
け
る
。
綾
子
は
「
あ
と
が
き
」
の
中

で
、「
合
田
一
道
氏
に
よ
る
『
満
州
国
開
拓
団
27
万
人
の
逃
避
行
』
な
る
一
文
を
見
出
し
、
作
中
に
集
団
自
決
の
一
場
面
を

挿
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
典
拠
と
共
に
言
及
し
て
い
る
。
綾
子
は
こ
の
集
団
自
決
の
場
面
を
描
く
に
際
し
、
誰
が
誰

に
「
銃
口
」
を
向
け
た
か
を
描
く
こ
と
で
、
こ
の
史
実
を
印
象
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
逃
避

行
」
な
る
章
題
は
、
歴
史
の
闇
に
埋
も
れ
た
、
兵
士
で
は
な
い
一
般
民
衆
の
凄
惨
な
最
期
を
想
起
さ
せ
る
役
割
も
担
っ
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

　

五
カ
所
目
に
「
銃
口
」
が
描
か
れ
る
の
は
、
八
月
一
五
日
の
朝
の
場
面
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
竜
太
と
山
田
は
、
共

に
敗
走
し
て
い
た
他
の
三
人
と
袂
を
分
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
食
糧
も
水
も
尽
き
、
鮮
満
国
境
に
近
付
け
な
い
状
況
下
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で
、
銃
を
捨
て
丸
腰
に
な
る
こ
と
で
敵
か
ら
狙
わ
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
提
案
し
た
山
田
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
た
の
が
、

竜
太
だ
け
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

5　
「
な
あ
、
北
森
。
お
れ
は
た
っ
た
今
夢
を
見
た
。
正
夢
か
逆
夢
か
知
ら
な
い
が
、
軍
服
姿
の
お
れ
が
、
銃
を
持
っ
て
、

も
う
一
人
の
お
れ
に
銃
を
向
け
た
。
銃
口
が
お
れ
の
す
ぐ
目
の
前
に
あ
っ
た
。
あ
、
殺や

ら
れ
る
！　

と
思
っ
た
と
き
、

そ
の
銃
は
小
さ
な
骨
箱
に
な
っ
た
。
謎
め
い
た
夢
だ
と
思
わ
な
い
か
」　　
　
（『
銃
口
』
下
「
逃
避
行
」
二
二
七
頁
）

　
「
軍
服
姿
の
お
れ
」
は
、
銃
を
向
け
る
日
本
兵
山
田
で
あ
り
、「
も
う
一
人
の
お
れ
」
は
、
軍
服
も
銃
も
ま
と
わ
ぬ
丸
腰

の
人
間
山
田
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
が
日
本
人
に
銃
口
を
向
け
る
こ
れ
ま
で
の
「
銃
口
」
描
写
の
行
き
つ
く
先
と
し
て
、
銃

を
持
つ
者
は
、
や
が
て
は
そ
の
銃
口
を
向
け
ら
れ
る
側
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
銃
を
持
つ
者
は
い
ず
れ
は
、
気
付
か
ぬ

う
ち
に
「
死
」
に
辿
り
着
く
結
末
で
あ
る
、
と
い
う
綾
子
の
想
い
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
な
場
面
で
あ
る
。

　

六
カ
所
目
に
「
銃
口
」
が
描
か
れ
る
の
は
、
朝
鮮
人
抗
日
分
子
の
目
を
掻
い
潜
り
な
が
ら
朝
鮮
を
目
指
し
逃
避
行
し
て

い
た
山
田
と
竜
太
が
つ
い
に
取
り
囲
ま
れ
る
、「
逃
避
行
」
の
章
の
最
終
場
面
で
あ
る
。

6　
「
し
ま
っ
た
！　

感
づ
か
れ
た
か
な
」

　
　
　

一
隊
が
ば
ら
ば
ら
と
、
土
塀
の
裏
口
か
ら
、
竜
太
た
ち
の
い
る
斜
面
へ
と
駆
け
上
が
っ
て
来
た
。
驚
く
べ
き
速
さ

だ
っ
た
。
思
わ
ず
立
ち
上
が
っ
た
竜
太
と
山
田
曹
長
に
、
ぴ
た
り
と
銃
口
が
向
け
ら
れ
た
。

　
（『
銃
口
』
下
「
逃
避
行
」
二
二
九
頁
）
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こ
こ
で
初
め
て
、
竜
太
自
身
が
実
在
の
銃
口
を
向
け
ら
れ
る
。
朝
鮮
人
の
抗
日
義
勇
軍
が
、
日
本
兵
に
銃
口
を
向
け
る

と
い
う
構
図
で
、
綾
子
は
「
銃
口
」
を
用
い
て
い
る
。
と
同
時
に
、
竜
太
た
ち
が
日
本
兵
だ
と
い
う
だ
け
で
銃
口
を
向
け

ら
れ
る
事
実
を
読
者
に
印
象
づ
け
る
。
こ
こ
ま
で
の
計
六
カ
所
の
「
銃
口
」
描
写
を
も
っ
て
、「
逃
避
行
」
の
章
が
終
わ
る
。

そ
の
い
ず
れ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
向
け
る
・
向
け
ら
れ
る
「
銃
」
そ
の
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
特
徴
と

言
え
よ
う
。

　

七
カ
所
目
の
「
銃
口
」
描
写
は
、
か
つ
て
日
本
で
竜
太
の
父
に
命
を
助
け
ら
れ
た
抗
日
義
勇
軍
隊
長
の
金
俊
明
が
、
ソ

連
軍
の
本
部
に
行
き
、
竜
太
と
山
田
を
朝
鮮
か
ら
無
事
出
航
さ
せ
る
た
め
に
、
特
別
旅
行
許
可
証
を
発
行
し
て
も
ら
う
交

渉
に
命
を
懸
け
て
出
か
け
た
際
、
そ
れ
を
心
配
し
な
が
ら
待
つ
、
俊
明
の
叔
父
金
秋
日
の
次
の
セ
リ
フ
に
見
ら
れ
る
。

7　
「
機
雷
は
、
わ
れ
わ
れ
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
で
走
る
者
た
ち
に
は
、
恐
ろ
し
く
も
何
と
も
な
い
が
、
ソ
連
軍
に
脱
出
が
見

つ
か
る
と
、
こ
れ
は
大
変
だ
。
い
き
な
り
ぱ
く
ら
れ
る
場
合
は
い
い
。
す
ぐ
さ
ま
銃
口
か
ら
火
が
噴
く
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
話
を
こ
の
と
こ
ろ
何
度
か
聞
い
て
い
ま
す
よ
。
そ
れ
も
こ
れ
も
承
知
の
上
で
、
俊
明
は
動
い
て

い
る
ん
で
す
が
︙
︙
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
銃
口
』
下
「
羅
津
ま
で
」
二
六
二
頁
）

　

こ
の
場
面
で
初
め
て
「
銃
口
」
は
、「
敵
（
ソ
連
軍
）」
か
ら
向
け
ら
れ
る
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
銃
口

が
「
敵
」
か
ら
向
け
ら
れ
る
物
と
し
て
描
か
れ
る
唯
一
の
場
面
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
こ
れ
は
金
秋
日
の
想
像
上
の
場
面

ゆ
え
に
、
銃
口
か
ら
火
は
噴
か
れ
て
い
な
い
。
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八
カ
所
目
の
「
銃
口
」
描
写
は
、『
銃
口
』
の
ほ
ぼ
最
終
場
面
で
あ
る
。
つ
い
に
旭
川
に
帰
還
し
た
竜
太
が
、
出
迎
え
た

芳
子
と
家
路
に
つ
く
。
巡
査
に
呼
び
止
め
ら
れ
、
竜
太
が
交
番
の
中
で
荷
物
ま
で
調
べ
ら
れ
た
時
、
芳
子
が
告
げ
る
。

8　
「
お
巡
り
さ
ん
、
北
森
質
店
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
時
々
何
か
と
交
番
に
は
協
力
し
て
い
る
あ
の
質
屋
さ
ん
よ
。
こ

の
人
は
そ
こ
の
息
子
さ
ん
よ
」

　
　
　

途
端
に
巡
査
の
態
度
が
変
っ
た
。
何
か
を
思
い
出
す
よ
う
な
感
じ
で
竜
太
の
顔
を
窺う
か
がい

、
そ
れ
か
ら
顎あ

ご

で
行
く
よ

う
に
示
し
た
。

　
　
　

外
に
出
た
竜
太
は
、
ま
だ
自
分
の
背
後
に
銃
口
が
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
い
や
な
気
持
だ
っ
た
。

（『
銃
口
』
下
「
祖
国
の
土
（
一
）」
二
八
〇
頁
）

　

こ
の
一
文
で
「
祖
国
の
土
（
一
）」
の
章
が
結
ば
れ
て
い
る
。
瀕
死
の
思
い
で
辿
り
着
い
た
祖
国
で
竜
太
を
待
ち
受
け

て
い
た
も
の
は
、「
銃
口
を
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
い
や
な
気
持
ち
」
だ
っ
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
な
お
、
竜
太
は

綴
方
教
育
連
盟
事
件
の
被
疑
者
と
し
て
扱
わ
れ
、
忌
ま
わ
し
い
記
憶
が
晴
れ
な
い
。
こ
の
描
写
は
、『
銃
口
』
の
最
終
場
面

と
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
戦
後
と
、
更
に
は
昭
和
と
地
続
き
の
現
在
を
読
者
に
印
象
付
け
よ
う
と
す
る
綾
子
の
意
図
が
表

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
、『
銃
口
』
に
お
け
る
「
銃
口
」
描
写
を
挙
げ
、そ
の
特
徴
を
確
認
し
た
。
全
八
カ
所
中
、実
に
四
カ
所
も
の
場
面
で
、

日
本
人
が
日
本
人（
味
方
）に
、さ
ら
に
は
自
身
の
家
族
に
ま
で
向
け
た「
銃
口
」が
描
か
れ
て
い
た
。
逆
に
、敵（
ソ
連
軍
）

か
ら
「
銃
口
」
を
向
け
ら
れ
る
場
面
は
一
カ
所
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
実
景
と
し
て
は
描
か
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
想
像
上
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で
の
描
写
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
小
田
島
本
有
（
�
）
も『
銃
口
』で
描
か
れ
た「
銃
口
」に
着
目
し
論
を
ま
と
め
て
い
る
が
、

「
銃
口
は
実
際
の
も
の
」
で
あ
る
と
と
も
に
「
比
喩
的
な
意
味
合
い
を
帯
び
て
く
る
」
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　

綾
子
が
黒
古
と
の
対
談
で
、「
銃
口
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
向
け
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
に
続
け
て
語
っ
た
、「
敵
も

味
方
も
わ
か
ら
な
い
、
気
味
の
悪
さ
」
こ
そ
、
綾
子
が
伝
え
よ
う
と
し
た
昭
和
の
戦
争
の
実
相
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ

を
伝
え
る
た
め
に
、「
銃
口
」
を
使
い
分
け
な
が
ら
効
果
的
に
描
写
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
結

　

本
研
究
は
、
宮
本
百
合
子
と
三
浦
綾
子
の
接
点
を
論
証
し
た
、
初
の
試
み
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
三
浦
綾
子
最
後
の
長
編
小
説
『
銃
口
』
の
タ
イ
ト
ル
が
、
宮
本
百
合
子
最
後
の
長
編
小
説
『
道
標
』
に
描
か
れ

た
「
銃
口
」
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

そ
こ
で
、
綾
子
が
百
合
子
を
知
る
い
き
さ
つ
を
調
査
し
た
。
綾
子
は
療
養
中
に
『
道
標
』
を
読
む
た
め
に
掲
載
誌
「
展

望
」
を
人
か
ら
借
り
て
読
ん
で
い
た
。
だ
が
、
百
合
子
の
人
間
性
と
作
品
を
よ
り
深
く
知
っ
て
い
く
き
っ
か
け
は
、
前
川

正
か
ら
贈
ら
れ
た
宮
本
顕
治
・
百
合
子
の
書
簡
集
『
十
二
年
の
手
紙
』
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
年
に
は
、
前
川
か
ら
『
き
け

わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
も
授
け
ら
れ
て
い
た
。
つ
い
で
、
綾
子
の
作
品
か
ら
「
宮
本
百
合
子
」「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」「
銃

口
」
の
記
載
を
掘
り
起
こ
し
た
。
す
る
と
、
綾
子
は
作
家
デ
ビ
ュ
ー
後
か
ら
晩
年
ま
で
の
約
三
〇
年
に
渡
り
、
こ
れ
ら
を
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自
身
の
作
品
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ
続
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
百
合
子
及
び『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』が
、

綾
子
の
作
品
と
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
タ
イ
ト
ル
「
銃
口
」
に
戻
り
、
そ
れ
が
『
道
標
』
と
『
銃
口
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
か
を

分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
百
合
子
は
「
銃
口
」
を
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
生
き
埋
め
に
さ
れ
た
兵
士
が
持
っ
て
い
た
「
銃
」

の
「（
生
を
訴
え
る
）
口
」
と
し
て
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
に
捉
え
、視
覚
的
、触
覚
的
、聴
覚
的
に
計
四
カ
所
で
描
写
し
て
い
た
。

一
方
綾
子
は
、「
銃
口
」
を
あ
く
ま
で
も
「
銃
」
そ
の
も
の
と
し
て
捉
え
つ
つ
も
、
実
際
に
そ
の
銃
口
か
ら
火
が
噴
く
場
面

は
、
銃
口
描
写
計
八
カ
所
中
一
カ
所
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
直
後
の
満
州
に
お
け
る
日
本
人
の
集
団
自
決
の
場
面
の
み

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
銃
口
が
誰
か
ら
誰
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
使
い
分
け
な
が
ら
描
写
し
て
い
た
。

　

従
っ
て
、
両
者
の
「
銃
口
」
描
写
に
は
、
差
異
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
百
合
子
も
綾
子
も
『
き
け
わ

だ
つ
み
の
こ
え
』
を
重
要
視
し
（
�
）、
民
衆
の
叫
び
声
を
聴
こ
う
と
す
る
意
志
を
持
ち
、
共
に
、
国
境
を
越
え
た
視
野
を

得
て
い
た
と
い
う
共
通
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　

な
お
、日
本
文
学
研
究
者
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
、二
〇
二
二
年
出
版
の
論
文
集
（
�
）
の
中
で
、「
タ
イ
ト
ル
『
銃

口
（m

uzzle

）』
は
、『
銃
（ri�e

）』
と
『
口
（m

outh
）』
と
い
う
二
つ
の
漢
字
か
ら
成
る
」
と
し
た
上
で
、「『
声
を
抑
圧

す
る
銃
』
に
対
し
、『
口
』
は
『
抑
圧
へ
の
抵
抗
か
ら
起
こ
る
人
間
の
声
』
の
象
徴
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
綾
子
が
『
銃

口
』
で
描
写
し
た
「
銃
口
を
向
け
る
も
の
」
と
、
百
合
子
が
『
道
標
』
で
用
い
た
「
銃
口
」
の
描
写
法
と
が
融
合
し
た
捉

え
方
と
言
え
よ
う
。
つ
い
で
、「
個
人
の
声
」
を
「
抑
圧
す
る
声
」
の
あ
っ
た
時
代
を
語
る
綾
子
自
身
の
「
声
」
を
聴
く
こ

と
が
で
き
る
『
銃
口
』
は
、
内
容
と
文
体
の
一
致
が
効
果
的
な
「
声
の
文
学
」
で
あ
る
、
と
論
じ
た
。
本
研
究
の
結
果
は
、

こ
の
「
声
の
文
学
」
と
繋
が
り
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
検
証
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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（
は
や
し　

か
な
え
・
文
学
研
究
科
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
）

凡
例

・
底
本
と
し
て
、
『
三
浦
綾
子
全
集
』
（
全
二
十
巻
、
主
婦
の
友
社
、
一
九
九
一
年
七
月
―
一
九
九
九
三
年
二
月
）
を
使

用
し
た
。
た
だ
し
、
同
全
集
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
作
品
か
ら
の
引
用
は
、
註
に
記
す
通
り
で
あ
る
。

・
宮
本
百
合
子
『
道
標
』
第
三
部
の
引
用
は
、
『
宮
本
百
合
子
全
集　

第
八
巻
』
（
新
日
本
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
五

月
）
に
拠
っ
た
。

・
三
浦
綾
子
『
銃
口
』
上
下
巻
の
引
用
は
、
小
学
館
（
一
九
九
四
年
三
月
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
『
銃
口
』
の
引
用
の
み

章
タ
イ
ト
ル
も
明
記
し
た
。

・
各
作
品
引
用
の
際
、
改
行
箇
所
に
は
／
を
付
し
、
適
宜
傍
線
を
施
し
た
。

・
作
品
名
を
作
品
と
し
て
記
載
す
る
際
は
、
雑
誌
掲
載
作
品
で
あ
っ
て
も
『　
　

』
の
表
記
に
統
一
し
た
。

・
初
出
の
副
題
等
で
現
物
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
監
修 

黒
古
一
夫　

著 

岡
野
裕
行
『
三
浦
綾
子 

書
誌
』
（
勉

誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）
に
拠
っ
た
。

・
文
芸
評
論
家
等
の
敬
称
は
略
し
た
。
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［
註
］

（
１
）
三
浦
光
世
「
十
五
『
銃
口
』
︱︱

綾
子
最
後
の
小
説
」（『
三
浦
綾
子
創
作
秘
話
』
小
学
館
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
七
月
、
二
一
一
頁
。）

（
２
）
赤
木
国
香
「『
銃
口
』
韓
国
公
演
と
光
世
さ
ん
」（
監
修 

上
出
惠
子 

編
集 

小
泉
雅
代
、
梶
浦
浩
子
、
山
田
美
穂
『
三
浦
綾
子
生
誕

一
〇
〇
年
＋
α
記
念
文
学
ア
ル
バ
ム
増
補
版
』
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
、
八
八
頁
。）

（
３
）
註
（
１
）
に
同
じ
、
二
二
五
頁
。

（
４
）『
銃
口
』
下
「
あ
と
が
き
」
三
一
四
頁
。
こ
の
一
文
は
、
小
学
館
「
本
の
窓
」
編
集
長
眞
杉
章
か
ら
の
三
浦
綾
子
宛
書
簡
（
一
九
八
八

月
九
月
一
二
日
発
信
、
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
所
蔵
）
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
書
簡
は
二
〇
二
〇
年
度
の
同
館
企
画
展　

連

載
開
始
『
銃
口
』
三
〇
年
／
『
青
い
棘
』
四
〇
年
を
記
念
し
た
「
ア
ノ
日
、
空
ノ
下
デ
君
ハ
何
ヲ
想
フ
」
で
展
示
さ
れ
て
い
た
。
同

書
簡
に
は
、「『
氷
点
』
に
は
じ
ま
る
先
生
の
『
神
』
と
『
人
間
』
と
い
う
基
本
的
な
モ
チ
ー
フ
を
軸
と
し
て
、
混
沌
の
二
十
世
紀
が
、

二
十
一
世
紀
へ
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
／
舞
台
背
景
は
、
激
動
と
混
沌
の
〝
昭
和
〟
と
い
う
時

代
で
す
。
過
去
の
何
世
紀
分
に
も
相
当
す
る
こ
の
昭
和
も
、
や
が
て
暮
れ
な
ず
も
う
と
し
て
い
る
い
ま
、
こ
こ
に
は
二
十
世
紀
の
文

化
と
文
明
が
、
科
学
技
術
の
進
展
と
共
に
め
ま
ぐ
る
し
く
せ
め
ぎ
あ
い
つ
つ
、
人
類
を
先
の
見
え
な
い
袋
小
路
へ
と
追
い
込
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。
／
こ
の
、
先
の
見
え
な
い
世
紀
末
の
先
に
、
ど
ん
な
人
類
の
未
来
が
あ
る
の
か
。
私
た
ち
二
十
世
紀
を
生
き
た
人
間
は
、

二
十
一
世
紀
を
生
き
る
い
ま
は
ま
だ
若
い
次
の
世
代
に
何
を
残
し
、
何
を
手
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
／
科
学
技
術
文
明
の
行
き
つ

く
と
こ
ろ
に
、
何
が
あ
る
の
か
。
不
条
理
な
人
間
は
そ
こ
に
何
を
得
、
何
を
喪
っ
て
き
た
か
。
そ
の
時
、『
神
』
は
何
で
あ
る
の
か
。
／

本
当
の
『
人
間
の
ド
ラ
マ
』
を
お
願
い
し
ま
す
。
ト
ル
ス
ト
イ
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
超
え
る
、
二
十
世
紀
末
の
、
人
間
の
金
字
塔

を
‼
」
／
／
一
年
間
、
熟
成
し
て
く
だ
さ
い
。
連
載
開
始
は
来
年
秋
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
タ
イ
ト
ル
は
当
初
、「
黒
い
河
の

流
れ
」
と
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
三
浦
綾
子
『
こ
の
病
を
も
賜
も
の
と
し
て 

生
か
さ
れ
て
あ
る
日
々
２
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、

一
九
九
四
年
、
二
九
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
黒
古
一
夫
と
の
対
談
が
、
眞
杉
章
の
司
会
に
よ
り
一
九
九
三
年
七
月
五
日
、
旭
川
市
の
三
浦
綾
子
宅
に
て
行
わ
れ
た
。
対
談　

黒

古
一
夫
・
三
浦
綾
子
、
司
会　

眞
杉
章
「
特
別
連
載
小
説
『
銃
口
』
を
完
結
し
て
」（「
本
の
窓
」
九
・
一
〇
月
合
併
号
、
小
学
館
、

一
九
九
三
年
一
〇
月
一
日
、
七
五
頁
。）
本
稿
で
は
単
行
本
『
希
望
、
明
日
へ 
三
浦
綾
子
対
談
集
』
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
二

月
所
収
を
使
用
、
一
二
一
︱
一
四
一
頁
。
こ
の
段
落
の
引
用
は
す
べ
て
上
記
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
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（
６
）
碓
田
の
ぼ
る
と
の
対
談
が
、
一
九
九
四
年
四
月
二
八
日
、
旭
川
市
の
三
浦
綾
子
宅
に
て
行
わ
れ
た
。「
私
と
生
徒
た
ち
と
の
個
性
的
な

出
会
い 

三
浦
綾
子
さ
ん
、『
銃
口
』
を
語
る
」（「
エ
デ
ュ
カ
ス
」
第
五
号
、
大
月
書
店
、
一
九
九
四
年
七
月
、
八
︱
二
一
頁
）。
本
稿
で
は

『
希
望
、
明
日
へ 

三
浦
綾
子
対
談
集
』（
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
二
月
、
一
五
三
―
一
八
三
頁
。）
を
使
用
し
、
こ
の
段
落
の
引
用

は
す
べ
て
上
記
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
対
談
は
『
三
浦
綾
子
対
話
集
１ 

人
と
自
然
』（
旬
報
社
、
一
九
九
九
年
二
月
、
一
九
〇

︱
一
九
一
頁
）
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
初
出
、「〔
私
の
出
会
っ
た
本
〕「
十
二
年
の
手
紙
」　

宮
本
顕
治
、
宮
本
百
合
子
往
復
書
簡
」（「
主
婦
の
友
」
一
一
月
号
、
主
婦
の
友
社
、

一
九
八
一
年
一
一
月
一
日
。）
本
稿
で
は
、
三
浦
綾
子
「
わ
が
青
春
に
出
会
っ
た
本
」（『
三
浦
綾
子
全
集　

第
十
八
巻
』）
註
（
15
）
同
書

を
使
用
、九
七
︱
九
九
頁
。
三
浦
綾
子
「
書
簡
集
『
十
二
年
の
手
紙
』
＝
宮
本
顕
治
・
百
合
子
」（『
わ
が
青
春
に
出
会
っ
た
本
』
新
潮
文
庫
、

一
九
九
〇
年
七
月
、
二
三
九
頁
）
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
佐
藤
将
寛
『
三
浦
綾
子 
最
後
の
小
説
「
銃
口
」
を
読
む
―
綴
方
事
件
と
そ
の
モ
デ
ル
た
ち
―
』
柏
艪
舎
、
二
〇
〇
六
年
八
月
、

一
二
四
︱
一
二
九
頁
。

（
９
）
上
出
惠
子
「
三
浦
文
学
の
ゆ
く
え
―
三
浦
綾
子
『
銃
口
』
再
考
―
」（
森
下
辰
衛
、
遠
藤
優
子
、
日
吉
成
人
編
『
三
浦
綾
子
読
書
会
紀

要 

綾
果
』
三
号
、
三
浦
綾
子
読
書
会
、
二
〇
二
四
年
二
月
、
五
四
頁
。）
な
お
、
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
研
究
』
の
著
者
名
「
上
出
恵
子
」

を
用
い
る
。

（
10
）
三
浦
綾
子
「『
宮
本
百
合
子
選
集
』
に
想
う 
『
道
標
』『
十
二
年
の
手
紙
』
の
こ
と
な
ど
」（「
読
書
の
友
」
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、

一
九
六
九
年
四
月
七
日
）
に
、「
私
が
宮
本
百
合
子
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、女
学
校
の
頃
、中
条
百
合
子
の
『
貧
し
き
人
々
の
群
』
に
よ
っ

て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
た
だ
天
才
少
女
の
文
壇
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
心
を
奪
わ
れ
た
だ
け
で
、
本
当
に
宮

本
百
合
子
を
読
む
気
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
月
、
リ
ー
ベ
か
ら
『
十
二
年
の
手
紙
』
を
も
ら
っ
た
時
以
来
で
あ
る
。」
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
る
。

（
11
）
三
浦
綾
子
年
譜　

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
編
『
生
き
る
こ
と 
ゆ
る
す
こ
と 

三
浦
綾
子 

新
文
学
ア
ル
バ
ム
』
北
海
道
新
聞
社
、

二
〇
〇
七
年
六
月
、
一
一
七
頁
―
一
二
五
頁
。

（
12
）
自
作
年
譜 

監
修 

上
出
惠
子 

編
集 

三
浦
綾
子
記
念
文
化
財
団
『
三
浦
綾
子
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
文
学
ア
ル
バ
ム
』
三
浦
綾
子
記
念

文
学
館
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
、
一
一
〇
︱
一
二
一
頁
。
本
稿
で
は
、
監
修 

上
出
惠
子 
編
集 

小
泉
雅
代
、
梶
浦
浩
子
、
山
田
美
穂
『
三
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浦
綾
子
生
誕
一
〇
〇
年
＋
α
記
念
文
学
ア
ル
バ
ム
増
補
版
』
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
所
収
を
使
用
、
一
一
〇
︱

一
二
一
頁
。

（
13
）
三
浦
綾
子
「
道
あ
り
き
」（『
三
浦
綾
子
全
集　

第
三
巻
』）

（
14
）
三
浦
綾
子
『
生
命
に
刻
ま
れ
し
愛
の
か
た
み
』
新
潮
文
庫
、
一
九
八
〇
年
八
月
。

（
15
）
三
浦
綾
子
「
わ
が
青
春
に
出
会
っ
た
本
」（『
三
浦
綾
子
全
集　

第
十
八
巻
』）

（
16
）
註
（
15
）
同
書
の
一
八
二
︱
一
八
三
頁
に
は
、
前
川
が
扉
に
書
い
た
次
の
全
文
と
、
そ
の
後
に
は
、
当
時
の
前
川
の
心
境
を
想
う
綾

子
の
言
葉
も
記
さ
れ
て
い
る
。「〈
こ
れ
は
全
く
私
た
ち
と
同
じ
世
代
の
友
だ
ち
の
声
、
し
か
も
彼
ら
は
死
に
、
私
た
ち
は
生
き
た
、
私
た

ち
の
生
は
、
彼
ら
に
負
っ
て
い
る
。
／
さ
あ
、
更あ

ら
ため
て
、
／
か
つ
て
の
自
分
た
ち
の
声
を
聞
こ
う
。
／
一
九
四
九
年
十
月
二
十
六
日
〉

／
彼
は
結
核
患
者
の
故
に
、戦
争
に
赴
か
な
か
っ
た
一
人
で
あ
っ
た
。恐
ら
く
彼
は
私
以
上
に
、自
分
の
生
を
彼
ら
に
負
っ
て
い
る
と
思
っ

た
の
で
は
な
い
か
。」

（
17
）
註
（
14
）
同
書
、
一
九
八
頁
。

（
18
）
Ａ
説
は
、「
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
一
〇
月
」
に
贈
っ
た
、と
す
る
説
。
こ
れ
は
註
（
10
）
同
紙
の
、「
昭
和
二
十
五
年
十
月
、リ
ー

ベ
か
ら
『
十
二
年
の
手
紙
』
を
も
ら
っ
た
」
に
拠
る
。
ま
た
、
註
（
13
）
同
書
の
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の
内
容
と
思
し
き

五
八
頁
に
も
、「
彼
は
、（
略
）
宮
本
百
合
子
・
顕
治
の
『
十
二
年
の
手
紙
』
な
ど
、
次
々
に
買
っ
て
き
て
は
、
わ
た
し
に
感
想
文
を
書
か

せ
る
の
だ
っ
た
」
と
い
う
記
載
が
確
認
で
き
る
。
一
方
、
Ｂ
説
は
、「
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
二
月
二
七
日
」
に
『
十
二
年
の
手
紙 

そ
の
一
』
を
、「（
同
年
）
四
月
三
十
日
」
に
『
そ
の
二
』
を
、「
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
」
ク
リ
ス
マ
ス
に
『
そ
の
三
』
を
贈
っ
た
、

と
す
る
説
。
こ
れ
は
註
（
37
）
に
拠
る
。
本
稿
で
は
、
Ａ
、
Ｂ
両
説
に
基
づ
き
記
載
し
た
。

（
19
）
註
（
10
）
同
紙
。
以
下
引
用
す
る
。
︱︱

そ
し
て
私
は
、
生
れ
て
初
め
て
作
家
に
対
し
て
手
紙
を
書
い
た
。
と
い
っ
て
も
、
甚
だ

簡
単
な
手
紙
だ
っ
た
。「
深
い
感
動
を
持
っ
て
、『
道
標
』
を
読
み
終
り
ま
し
た
。
ど
う
か
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
を
大
切
に
な
さ
っ
て
く
だ

さ
い
。
次
回
の
作
品
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。」（
た
だ
し
、「
作
家
に
手
紙
を
出
す
と
い
う
の
は
何
か
気
恥
ず
か
し
く
、
私
は
た
め
ら
い
を

感
じ
て
、
そ
の
手
紙
を
机
の
引
出
に
し
ま
っ
た
ま
ま
に
し
て
あ
っ
た
」
と
あ
る
。）

（
20
）
註
（
13
）
同
書
、
六
三
頁
。

（
21
）
註
（
10
）
の
出
典
に
同
じ
。「
二
十
六
年
一
月
宮
本
百
合
子
の
死
を
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
時
、
私
は
思
わ
ず
泣
い
た
」、「
今
に
至
る
ま
で
、

153



有
名
人
の
死
を
聞
い
て
泣
い
た
の
は
、
ガ
ン
ジ
ー
の
時
と
、
宮
本
百
合
子
の
時
だ
け
で
あ
る
」
に
拠
る
。

（
22
）
註
（
18
）、
Ｂ
説
に
同
じ
。

（
23
）
註
（
18
）、
Ｂ
説
に
同
じ
。

（
24
）
こ
こ
で
は
、
朝
日
新
聞
朝
刊
に
連
載
が
開
始
さ
れ
た
一
九
六
四
年
一
二
月
九
日
を
「
デ
ビ
ュ
ー
」
と
し
て
い
る
。

（
25
）
初
出
、「
主
婦
の
友
」
一
九
六
五
年
八
月
号
︱
一
九
六
六
年
一
二
月
号
、
主
婦
の
友
社
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
一
巻
』
所

収
の
「
ひ
つ
じ
が
丘
」
を
使
用
、
三
六
八
頁
。

（
26
）
初
出
、「
週
刊
女
性
自
身
」
光
文
社
、
一
九
六
六
年
五
月
二
三
日
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
十
五
巻
』
所
収
の
「
愛
す
る
こ

と
信
ず
る
こ
と
」
を
使
用
、
五
八
︱
五
九
頁
。

（
27
）
初
出
、「
主
婦
の
友
」
一
九
六
七
年
一
月
号
―
一
九
六
八
年
一
二
月
号
、
主
婦
の
友
社
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
三
巻
』
所

収
の
「
道
あ
り
き
」
を
使
用
、
五
八
頁
。

（
28
）
初
出
、
註
（
27
）
の
初
出
に
同
じ
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
三
巻
』
所
収
の
「
道
あ
り
き
」
を
使
用
、
六
四
︱
六
六
頁
。

（
29
）
初
出
、「
朝
日
新
聞
夕
刊
」
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
四
月
二
四
日
︱
一
九
六
八
年
五
月
一
八
日
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
二
巻
』
所
収
の
「
積
木
の
箱
」
を
使
用
、
五
一
四
頁
。

（
30
）
初
出
、「
婦
人
手
帖
」
一
一
月
号
、
七
一
号
、
札
幌
婦
人
会
館
、
一
九
六
八
年
一
一
月
。
本
稿
で
は
『
一
日
の
苦
労
は
、
そ
の
日
だ
け

で
十
分
で
す
』（
小
学
館
、
二
〇
一
八
年
四
月
）
を
使
用
、
九
九
︱
一
〇
一
頁
。

（
31
）
初
出
、「
北
海
道
新
聞
夕
刊
」
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
三
月
一
四
日
。
本
稿
で
は
『
ひ
か
り
と
愛
と
い
の
ち
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
八
年
一
二
月
）
を
使
用
、
九
〇
︱
九
三
頁
。

（
32
）
初
出
、
註
（
10
）
同
紙
。

（
33
）
初
出
、「
朝
日
新
聞
朝
刊
」
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
〇
年
五
月
一
二
日
︱
一
九
七
一
年
五
月
一
〇
日
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
四
巻
』
所
収
の
「
続
氷
点
」
を
使
用
、
一
八
六
頁
。

（
34
）
初
出
、「
短
歌
」
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
四
月
︱
一
九
七
三
年
八
月
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
五
巻
』
所
収
の
「
石
こ
ろ

の
う
た
」
を
使
用
、
四
〇
五
頁
。

（
35
）
初
出
、「
小
説
宝
石
」
光
文
社
、
一
九
七
三
年
五
月
、
五
月
号
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
六
巻
』
所
収
の
「
足
跡
の
消
え
た
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女
」
を
使
用
、
五
二
〇
頁
。

（
36
）
初
出
、「
ベ
ル
マ
マ
ン
」
学
習
研
究
社
、
一
九
八
〇
年
一
月
︱
一
九
八
二
年
二
月
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
十
一
巻
』
所
収

の
「
青
い
棘
」
を
使
用
、
八
七
頁
。

（
37
）初
出
、「〔
月
報
一
三
〕『
十
二
年
の
手
紙
』と
私
」（『
宮
本
百
合
子
全
集 

第
二
十
一
巻
』新
日
本
出
版
社
、一
九
八
〇
年
三
月
、一
︱
三
頁
。）

（
38
）
初
出
、「〔
私
の
出
会
っ
た
本
〕「
眠
ら
れ
ぬ
夜
の
た
め
に
」　

ヒ
ル
テ
ィ
」（「
主
婦
の
友
」
一
一
月
号
、
主
婦
の
友
社
、
一
九
八
〇
年

一
一
月
一
日
。）
本
稿
で
は
註
（
15
）
同
書
を
使
用
、
三
〇
頁
。

（
39
）
初
出
、「〔
私
の
出
会
っ
た
本
〕「
枕
草
子
」　

清
少
納
言
」（「
主
婦
の
友
」
二
月
号
、
主
婦
の
友
社
、
一
九
八
一
年
二
月
一
日
。）
本
稿
で

は
註
（
15
）
同
書
を
使
用
、
四
七
頁
。

（
40
）
初
出
、「〔
私
の
出
会
っ
た
本
〕「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」」（「
主
婦
の
友
」
七
月
号
、
主
婦
の
友
社
、
一
九
八
一
年
七
月
一
日
。）
本
稿

で
は
註
（
15
）
同
書
を
使
用
、
七
四
︱
七
九
頁
。

（
41
）
初
出
、「〔
私
の
出
会
っ
た
本
〕「
十
二
年
の
手
紙
」　

宮
本
顕
治
、
宮
本
百
合
子
往
復
書
簡
」（「
主
婦
の
友
」
一
一
月
号
、
主
婦
の
友
社
、

一
九
八
一
年
一
一
月
一
日
。）
本
稿
で
は
註
（
15
）
同
書
を
使
用
、
九
七
︱
九
九
頁
。

（
42
）
初
出
、「〔
泉
へ
の
招
待
〕
あ
や
ま
ち
を
ゆ
る
す
の
は
人
の
誉
で
あ
る
」（「
淡
交
」
九
月
号
、
淡
交
社
、
一
九
八
二
年
九
月
一
日
。）
本

稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
十
八
巻
』
所
収
の
「
泉
へ
の
招
待
」
を
使
用
、
二
六
一
︱
二
六
二
頁
。

（
43
）
註
（
34
）
同
書
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
五
巻
』
所
収
の
「
石
こ
ろ
の
う
た
」
を
使
用
、
四
〇
五
頁
。

（
44
）
初
出
、「
マ
ミ
イ
」
付
録
冊
子
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｙ
」
小
学
館
、
一
九
八
六
年
五
月
一
日
、
四
六
︱
四
七
頁
。
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
十
九
巻
』
所
収
の
「
私
の
赤
い
手
帖
か
ら
」
を
使
用
、
三
〇
九
頁
。

（
45
）
初
出
、「
北
海
道
新
聞
日
曜
版
」
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
八
六
年
五
月
四
日
。
本
稿
で
は
『
国
を
愛
す
る
心
』（
小
学
館
新
書
、

二
〇
一
六
年
四
月
）
を
使
用
、
五
四
頁
。
新
書
収
録
に
あ
た
り
タ
イ
ト
ル
変
更
あ
り
。

（
46
）
初
出
、「
私
の
中
の
丸
善
」（「
学
鐙
」
一
〇
月
五
日
号
、
丸
善
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
五
日
。）
本
稿
で
は
『
三
浦
綾
子
全
集　

第
二
十

巻
』
所
収
の
「
心
の
あ
る
家
」
を
使
用
、
三
六
二
頁
。

（
47
）
初
出
、「〔
生
か
さ
れ
て
あ
る
日
々
〕」（「
信
徒
の
友
」
一
月
号
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
八
九
年
一
月
一
日
。）
本
稿
で
は
『
こ

の
病
を
も
賜
も
の
と
し
て 

生
か
さ
れ
て
あ
る
日
々
２
』（
日
本
基
督
教
壇
出
版
局
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
）
を
使
用
、
三
〇
頁
。
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（
48
）
初
出
、「〔
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
〕
森
繁
久
彌
夫
人
を
思
う
」（「
北
海
道
新
聞
日
曜
版
」
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
一
二
月
八
日
。）

本
稿
で
は
『
小
さ
な
一
歩
か
ら
』（
講
談
社
文
庫
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）
を
使
用
、
一
七
頁
。

（
49
）
初
出
、「〔
私
の
中
の
歴
史 

生
と
死
を
み
つ
め
て
〕
肺
結
核
で
十
三
年
間
の
闘
病
生
活
に
」（「
北
海
道
新
聞
夕
刊
」
北
海
道
新
聞
社
、

一
九
九
三
年
一
月
一
一
日
。）
本
稿
で
は
、
道
新
旭
川
政
経
文
化
懇
話
会
編
『
綾
子
・
大
雪
に
抱
か
れ
て
︱
三
浦
文
学
案
内
』（
北
海
道
新

聞
社
、
一
九
九
八
年
六
月
）
を
使
用
、
六
六
頁
。

（
50
）
初
出
、『
三
浦
綾
子
Ｖ
Ｓ
．
ひ
ろ
さ
ち
や
対
談
集 

生
命
と
の
対
話　

キ
リ
ス
ト
教
・
祈
り
の
か
た
ち
』
主
婦
の
友
社
、一
九
九
四
年
二
月
、

一
五
一
︱
一
五
二
頁
。
な
お
、
本
対
談
は
『
三
浦
綾
子
対
話
集
２ 

愛
と
祈
り
』（
旬
報
社
、
一
九
九
九
年
一
月
）
一
八
一
︱
一
八
二
頁
に

も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
51
）
初
出
、「〔
書
想
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〕
戦
場
の
恐
怖
よ
り
も
〝
見
え
な
い
銃
口
〟
の
恐
怖
を
伝
え
た
い
」（「
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
」
小
学
館
、

一
九
九
四
年
六
月
二
三
日
、
六
二
頁
。）

（
52
）
初
出
、「〔
対
談 

三
浦
綾
子 
山
田
洋
次 

希
望 

明
日
へ
２
〕『
銃
口
』
―
国
民
狙
う
時
代
の
狂
気
」（「
北
海
道
新
聞
朝
刊
」
北
海
道
新
聞
社
、

一
九
九
四
年
八
月
八
日
。）
本
稿
で
は
註
（
５
）
同
書
を
使
用
、
一
九
一
︱
一
九
二
頁
。

（
53
）
初
出
、「
対
談
・
結
婚
し
て
三
十
六
年 
い
ま
思
う
こ
と
」（『
新
し
き
鍵
︱ 

私
の
幸
福
論
︱
』
光
文
社
、
一
九
九
五
年
五
月
三
〇
日
。）

本
稿
で
は
『
新
し
き
鍵 

結
婚
に
つ
い
て
考
え
る
』（
光
文
社
文
庫
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
）
所
収
の
同
対
談
を
使
用
、
二
〇
九
頁
。
な
お
、

本
対
談
は
『
三
浦
綾
子
対
話
集
４ 

共
に
歩
む
』（
旬
報
社
、
一
九
九
九
年
四
月
）
九
九
頁
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
54
）
初
出
、「〔
命
あ
る
限
り
〕
紫
斑
病
の
心
配
」（「
野
性
時
代
」
六
月
号
、角
川
書
店
、一
九
九
五
年
六
月
一
日
。）
本
稿
で
は
『
命
あ
る
限
り
』

（
角
川
文
庫
、
一
九
九
九
年
六
月
）
を
使
用
、
一
一
一
︱
一
一
四
、一
二
五
、一
二
八
頁
。

（
55
）
初
出
、「「
き
け
わ
だ
つ
み
の
声マ

マ

」
―
―
戦
争
と
平
和
」（『
さ
ま
ざ
ま
な
愛
の
か
た
ち
』
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）
六
九
―

七
三
頁
。
な
お
、『
信
仰
エ
ッ
セ
イ
選 

平
凡
な
日
常
を
切
り
捨
て
ず
に
深
く
大
切
に
生
き
る
こ
と
』（
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
〈
フ
ォ
レ
ス
ト

ブ
ッ
ク
ス
〉、
二
〇
二
二
年
一
一
月
）
一
五
五
、一
五
七
頁
に
も
再
録
。

（
56
）
初
出
、「
永
遠
の
平
和
を
求
め
て
―
―
小
説
『
銃
口
』
の
背
景
」
註
（
55
）
の
初
出
に
同
じ
、
一
三
二
頁
。

（
57
）
竹
林
一
志
「
三
浦
綾
子
文
学
と
戦
争
―
―
戦
争
の
描
か
れ
方
の
変
遷
を
中
心
と
し
て
」（「
キ
リ
ス
ト
教
文
学
研
究
」
第
四
十
一
号
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
会
、
二
〇
二
四
年
五
月
一
一
日
）
九
八
―
一
一
三
頁
参
照
。
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（
58
）
註
（
10
）
同
紙
。

（
59
）
宮
本
百
合
子
「
金
色
の
口
」（
随
想
）
の
「
生
き
な
が
ら
の
姿
で
埋
め
ら
れ
た
一
人
の
兵
卒
の
銃
口
が
叢
が
茂
っ
た
幾
星
霜
の
今
日
も

な
お
現
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
眺
め
た
人
々
は
思
わ
ず
も
惻
隠
の
情
を
う
ご
か
さ
れ
、
恐
ら
く
は
そ
こ
に
膝
を
つ
い
て
、
そ
の
銃
口
を
撫

で
て
や
る
の
で
あ
ろ
う
。」
に
拠
る
。
初
出
、「〔
文
壇
曲
射
砲
〕
読
売
新
聞
」
一
九
三
七
年
九
月
二
三
日
。
本
稿
で
は
『
宮
本
百
合
子
全

集　

第
十
七
巻
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
一
年
を
使
用
、
四
八
七
頁
。

（
60
）
小
田
島
本
有
『
三
浦
綾
子
論　

―
そ
の
現
代
的
意
義
―
』
柏
艪
舎
、
二
〇
二
二
年
四
月
、
二
七
二
―
二
七
三
頁
。

（
61
）
宮
本
百
合
子
の
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
例
え
ば
次
の
記
録
で
確
認
で
き
る
。

①
「
小
さ
い
婦
人
た
ち
の
発
言
に
つ
い
て
―
―
『
わ
た
し
た
ち
も
歌
え
る
』
ま
え
が
き
―
―
」（
一
九
四
九
）
の
中
の
、「
わ
た
し
た
ち

が
き
ょ
う
青
年
の
記
録
と
し
て
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
『
生
き
残
っ
た
青
年
達
の
記
録
』
を
も
ち
、
更
に
こ
う
い
う
『
わ

た
し
た
ち
も
歌
え
る
』
を
も
つ
こ
と
の
う
ち
に
、
胸
の
ひ
き
し
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。」（『
宮
本
百
合
子
全
集 

第
十
七
巻
』
新
日

本
出
版
社
、
一
九
八
一
年
三
月
、
七
七
八
頁
。）

②
「『
未
亡
人
の
手
記
』
選
後
評
」（
一
九
五
〇
）
の
中
の
、「『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
に
『
読
み
と
り
か
た
』
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、

は
じ
め
て
現
代
生
活
の
意
味
が
い
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
文
集
と
も
無
関
係
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。」（『
宮
本
百
合
子

全
集　

第
十
七
巻
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
一
年
三
月
、
七
九
一
頁
。）

③
「
東
大
で
の
話
の
原
稿
」（
一
九
五
〇
年
一
二
月
八
日
、
東
京
大
学
の
戦
没
学
生
記
念
集
会
で
の
講
演
メ
モ
）
の
中
の
、「（
獅
子
文
六

の
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
が
喜
劇
的
に
な
っ
て
来
る
、
と
い
う
言
に
対
し
、）
わ
た
し
に
は　

ど
う
し
て　

き
け
わ
だ
つ
み
が

喜
劇
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
獅
子
文
六
と
い
う
方
は
喜
劇
を
経
験
し
た
で
し
ょ
う
」（『
宮
本
百
合
子
全
集 

第
二
十
巻
』

新
日
本
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
七
月
、
七
四
〇
頁
。）

④
「
こ
と
の
真
実
」（
一
九
五
一
）
の
中
の
、「
東
大
協
同
組
合
出
版
部
か
ら
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
い
う
戦
没
学
生
の
手
記
を

集
め
た
本
が
発
行
さ
れ
た
。
戦
没
し
た
学
生
た
ち
は
、
帝
国
主
義
の
侵
略
戦
争
が
ど
ん
な
に
人
類
的
な
犯
罪
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
を
、
死
の
訴
え
と
し
て
の
こ
し
た
。
や
が
て
屍
と
な
る
自
分
の
靴
の
底
へ
か
く
し
た
紙
き
れ
の
文
字
に
よ
っ
て
。
ポ
ケ
ッ

ト
の
手
帖
に
か
か
れ
た
瀕
死
の
自
画
像
に
よ
っ
て
。」（『
宮
本
百
合
子
全
集 
第
十
三
巻
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
七
九
年
一
一
月
、

五
三
六
頁
。）
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ま
た
、
東
京
大
学
で
の
百
合
子
最
後
の
講
演
（
一
九
五
〇
年
一
二
月
八
日
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
載
が
あ
る
。

⑤
生
方
た
つ
ゑ
「
弾
圧
の
中
で
昇
華
し
た
抵
抗
文
学 

宮
本
百
合
子
」
の
中
の
、「
折
し
も
東
京
大
学
で
『
わ
だ
つ
み
像
』
建
立
拒
否
抗

議
集
会
の
戦
没
学
生
慰
霊
祭
に
病
を
お
し
て
出
席
し
て
講
演
を
行
っ
た
」（
解
説 

木
下
和
夫
『
十
二
支
別
・
易
学
解
説 

女
性
芸
術
家

の
人
生
12
［
亥
年
編
］』
集
英
社
、
一
九
八
〇
年
六
月
、
七
五
頁
。）

⑥
辻
井
喬
「
戦
後
の
百
合
子
︱
回
想
を
ま
じ
え
て
」
の
中
の
、「『
き
け
わ
だ
つ
み
の
会
』、
現
在
の
共
産
党
学
生
支
部
、
反
戦
学
生
同

盟
な
ど
い
く
つ
か
の
団
体
が
集
ま
り
、
集
会
の
準
備
を
し
ま
し
た
。（
中
略
）
宮
本
先
生
は
『
少
し
前
か
ら
風
邪
を
ひ
い
て
な
か
な

か
抜
け
な
く
て
調
子
が
よ
く
な
い
が
、学
生
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
の
な
ら
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
ね
』
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、

引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。」「
百
合
子
さ
ん
が
学
生
の
集
会
な
の
に
メ
モ
ま
で
作
っ
て
話
の
準
備
を
し
て
く
れ
た
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。
風
邪
で
具
合
が
悪
か
っ
た
の
に
す
ま
な
か
っ
た
な
あ
と
い
う
思
い
も
し
て
い
ま
す
。」（
伊
豆
利
彦
［
ほ
か
］
著
、

多
喜
二
・
百
合
子
研
究
会
編
『
い
ま
に
生
き
る
宮
本
百
合
子
』
新
日
本
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、
一
五
七
―
一
五
八
頁
。）

（
62
）P

hilip, G
abriel. M

iura A
yako and the H

um
an Face of Faith : H

andbook of Japanese C
hristian W

riters. E
dited by 

M
ark W

illiam
s, Van C

. G
essel and Yam

ane M
ichihiro. Japan D

ocum
ents, 2022.p207-231. 

　
　
『
銃
口
』
に
関
す
る
記
述
、M

uzzle
（Jukō

）:T
he Final N

ovel 

は
、
二
二
四
―
二
二
九
頁
等
に
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
の
引
用

は
、
次
の
箇
所
（
二
二
七
頁
）
に
拠
る
。
― the Japanese title, Jūkō, com

prises tw
o C

hinese characters, m
eaning “ri�e” 

and “m
outh” respectively, thereby representing an opposed pair, w

ith the ri�e seen as suppressing voice, the hum
an 

voice rising in opposition to this suppression.
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は
じ
め
に
―
―
今
な
ぜ
黒
人
「
保
守
派
」
を
取
り
上
げ
る
の
か
？

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
、
黒
人
は
い
か
に
し
て
「
保
守
的
」
に
な
る
の
だ
ろ
う
？ 

か
つ
て
は
奴
隷
と
し
て
人
間
扱
い
さ

れ
ず
、
解
放
後
も
過
酷
な
差
別
に
晒
さ
れ
、
今
で
も
偏
見
を
向
け
ら
れ
る
彼
ら
彼
女
ら
が
、
社
会
の
変
革
で
は
な
く
「
保

守
」、
現
状
維
持
を
願
う
と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

本
稿
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の
支
持
者
な
ど
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
（
無
自
覚
の
）
白
人
優
越
主
義
に
対
抗
す
る

た
め
に
、
黒
人
「
保
守
主
義
」
に
関
す
る
歴
史
的
把
握
の
歪
み
を
正
そ
う
と
す
る
試
論
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
主
義
者
は
、
自
分
た
ち
は
白
人
（
そ
し
て
男
性
）
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
「
ガ
ラ
ス
の
高
下
駄
」
を
履
か
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
は
や
差
別
な
ど
な
い
の
だ
か
ら
優
遇
政
策
に
甘
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
マ
イ
ノ

ブ
ッ
カ
ー
・
Ｔ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
と
は
何
者
か
？

　
　
―
ア
メ
リ
カ
黒
人
「
保
守
」
思
想
の
「
源
流
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
再
整
理
―

大
森 

　

一
輝
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リ
テ
ィ
に
は
徹
底
し
て
「
自
助
」
を
求
め
、
そ
れ
こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
だ
と
言
い
募
る
（
優
遇
さ
れ
て
い
る
の
は
自

分
た
ち
な
の
に
）。
そ
う
し
た
発
想
を
（
奇
妙
な
こ
と
に
）
共
有
す
る
現
代
の
黒
人
「
保
守
派
」
が
自
分
た
ち
の
「
源
流
」

と
位
置
付
け
る
の
が
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
南
部
の
黒
人
に
対
す
る
職
業
訓
練
教
育
を
推
進

し
た
ブ
ッ
カ
ー
・
Ｔ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
な
の
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
人
生
を
概
観
し
た
う
え
で
、
同
時
代
の
批
評
／
後
世
の
歴
史
家
に
よ
る
評
価
を
ふ
ま
え
て
、

彼
が
ア
メ
リ
カ
社
会
を
ど
の
よ
う
に
見
て
何
を
「
守
ろ
う
」
と
し
た
の
か
を
彼
の
言
動
か
ら
読
み
解
き
、
現
在
も
政
治
的

磁
場
の
中
で
の
毀
誉
褒
貶
に
よ
っ
て
覆
い
隠
さ
れ
て
い
る
彼
の
思
想
の
核
心
を
捉
え
黒
人
解
放
思
想
史
の
中
に
位
置
付
け

直
す
こ
と
で
、
冷
酷
な
自
己
責
任
論
と
は
異
な
る
彼
の
「
保
守
主
義
」
の
可
能
性
を
再
考
す
る
。

　

一　

ブ
ッ
カ
ー
・
Ｔ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
生
涯
と
思
想
―
―
彼
は
ど
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
た
の
か
？

　

ブ
ッ
カ
ー
・
ト
リ
ヴ
ァ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
農
場
で
、奴
隷
主
家
族
の
料
理
人
だ
っ

た
黒
人
の
母
と
白
人
の
父
親
（
詳
細
は
不
詳
）
と
の
間
に
、
一
八
五
六
年
の
春
に
奴
隷
と
し
て
生
ま
れ
た
。
南
北
戦
争
後

は
家
族
で
ウ
ェ
ス
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
に
移
り
、
仕
事
を
し
な
が
ら
学
校
に
通
う
。
一
六
歳
に
な
る
と
、
黒
人
用
の
上
級

学
校
が
あ
る
と
の
噂
を
聞
き
つ
け
、
母
親
に
背
中
を
押
さ
れ
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
ハ
ン
プ
ト
ン
に
向
か
っ
た
。
八
〇
〇
キ

ロ
の
旅
の
途
中
で
汽
車
賃
は
底
を
つ
き
、
残
り
は
徒
歩
で
（
た
ま
に
通
り
す
が
り
の
馬
車
に
乗
せ
て
も
ら
い
）、
野
宿
を
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し
な
が
ら
、
創
設
四
年
目
の
ハ
ン
プ
ト
ン
師
範
・
農
業
学
院
に
辿
り
着
き
、
何
と
か
入
学
を
許
可
さ
れ
る
。

　

ハ
ン
プ
ト
ン
で
は
、
人
格
陶
冶
と
規
律
訓
練
お
よ
び
実
用
教
育
の
重
要
性
を
身
を
も
っ
て
感
じ
、
刻
苦
勉
励
の
末

一
八
七
五
年
に
卒
業
し
て
、
故
郷
で
黒
人
学
校
の
教
師
に
な
る
。
し
か
し
、
数
年
後
に
は
母
校
か
ら
声
が
か
か
り
、
夜
間

学
校
の
運
営
や
新
し
く
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
先
住
民
用
の
寮
監
を
任
さ
れ
る
。
さ
ら
な
る
転
機
は
一
八
八
一
年
に

訪
れ
た
。
ハ
ン
プ
ト
ン
の
学
院
長
の
紹
介
で
、
ア
ラ
バ
マ
州
タ
ス
キ
ー
ギ
に
新
設
さ
れ
る
黒
人
用
師
範
学
校
に
校
長
と
し

て
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
勇
ん
で
行
っ
た
先
に
は
何
も
な
く
、
文
字
通
り
ゼ
ロ
か
ら
学
校
を

「
作
り
上
げ
て
」
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
の
努
力
で
、
タ
ス
キ
ー
ギ
師
範
・
産
業
学
院
は
順
調
に
発
展
し
た
（
一
九
一
五
年
に
彼
が
亡
く
な
る
と
き

に
は
、
二
〇
〇
〇
エ
ー
カ
ー
と
い
う
広
大
な
敷
地
に
一
〇
〇
の
建
物
、
二
〇
〇
人
近
く
の
専
任
教
員
と
一
五
〇
〇
〇
人
以

上
の
学
生
を
抱
え
る
よ
う
に
な
る
）。
そ
れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
個
人
も
穏
健
な
黒
人
教
育

者
と
し
て
の
名
声
を
高
め
て
い
く
。

　

一
八
九
五
年
九
月
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
で
開
催
さ
れ
た
綿
花
生
産
州
国
際
博
覧
会
の
開
会
式
に
招
か
れ
演
説

を
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
人
種
混
淆
へ
の
怖
れ
を
牽
制
し
な
が
ら
、
両
人
種
の
融
和
・
協
力
を
（
白
人
と
黒
人
は
、
社
交

的
な
場
面
で
は
指
の
よ
う
に
離
れ
て
い
る
が
、
社
会
発
展
の
た
め
に
は
手
の
よ
う
に
一
つ
に
な
れ
る
、
と
）
説
い
た
。
奴

隷
制
が
な
く
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
た
め
て
過
酷
な
人
種
に
よ
る
差
別
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
当
時
の
南
部
に
お

い
て
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
（
あ
る
い
は
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
）、
拳
を
振
り
上
げ
て
政
治
的
・
社
会
的
平
等
を
求
め

る
の
で
は
な
く
、
骨
身
を
惜
し
ま
ず
学
び
働
く
こ
と
で
隣
人
の
信
頼
を
勝
ち
得
て
い
く
べ
き
だ
、
権
利
は
そ
の
後
に
つ
い

て
く
る
、
と
い
う
主
張
を
黒
人
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
が
打
ち
出
し
た
こ
と
は
、
穏
や
か
な
変
化
と
い
う
名
の
現
状
維
持
を
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求
め
る
白
人
有
力
者
か
ら
熱
烈
に
支
持
さ
れ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
こ
そ
が
模
範
的
な
黒
人
指
導
者
だ
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
黒
人
た
ち
か
ら
も
文
字
通
り
立
志
伝
中
の
人
物
と
し
て
仰
ぎ
見
ら
れ
、
ま
さ
に
模
範
＝
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
当
時
、
毎
年
何
百
人
も
の
黒
人
の
子
ど
も
た
ち
が
「
ブ
ッ
カ
ー
・
Ｔ
」
と
名
付
け
ら
れ
、
多
く
の
黒
人
家

庭
に
彼
の
写
真
が
飾
ら
れ
、
彼
の
名
を
冠
し
た
小
中
高
校
が
全
米
各
地
に
作
ら
れ
存
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ

ろ
う
。
彼
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
で
、
い
や
、
お
そ
ら
く
世
界
中
で
、
も
っ
と
も
有
名
な
黒

人
で
あ
っ
た
（
１
）。

　

他
方
、
北
部
で
高
等
教
育
を
受
け
た
黒
人
た
ち
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
態
度
を
、
節
を
曲
げ
た
妥
協
で
あ
り
、
当
然
の
権

利
を
自
ら
放
棄
す
る
敗
北
主
義
だ
と
し
て
反
発
し
た
。
そ
の
急
先
鋒
と
な
っ
た
の
が
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
学
士
号
・

修
士
号
を
取
得
し
た
二
人
の
黒
人
、
Ｗ
・
Ｅ
・
Ｂ
・
デ
ュ
ボ
イ
ス
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
ン
ロ
ー
・
ト
ロ
ッ
タ
ー
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
留
学
を
経
て
黒
人
と
し
て
初
め
て
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
か
ら
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
デ
ュ
ボ
イ
ス
は
、
一
九
〇
三
年
に

出
版
し
た
『
黒
人
の
た
ま
し
い
』
に
お
い
て
、
一
章
を
「
人
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
市
民
と
し
て
、
黒
人
が
当
然
要
求
す
べ

き
こ
と
を
取
り
下
げ
さ
せ
よ
う
と
す
る
」
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
論
難
に
費
や
し
、「
南
北
の
融
和
が
、
産
業
に
お
け
る
奴
隷
制

（
の
事
実
上
の
復
活
）
や
黒
人
の
市
民
と
し
て
の
存
在
の
全
否
定
の
よ
う
な
兆
候
を
示
す
よ
う
に
な
り
、…
…
法
律
に
よ
っ

て
劣
等
な
立
場
が
固
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
な
ら
…
…
黒
人
は
、
愛
国
心
と
忠
誠
心
の
限
り
を
尽
く
し
て
」
ワ
シ
ン
ト
ン
に

反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ぜ
な
ら
「
子
ど
も
た
ち
―
―
黒
人
で
あ
ろ
う
が
白
人
で
あ
ろ
う
が
―
―
に
不
可
避
的
に

惨
禍
を
も
た
ら
す
種
が
蒔
か
れ
る
の
を
見
過
ご
す
」
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
だ
、と
述
べ
た
（
２
）。
ト
ロ
ッ
タ
ー
に
至
っ

て
は
、
自
分
が
編
集
・
発
行
す
る
週
刊
紙
『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
で
、
屈
従
を
説
く
（
と
彼
に
は
見
え
た
）
ワ
シ
ン
ト
ン
を

人
種
の
指
導
者
な
ら
ぬ
敵
と
し
て
繰
り
返
し
嘲
り
、
い
か
に
自
分
の
も
の
と
は
い
え
新
聞
と
い
う
公
器
で
、
黒
人
は
い
く
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ら
真
面
目
に
働
い
た
と
こ
ろ
で
奴
隷
の
ま
ま
だ
っ
た
、
奴
隷
解
放
を
も
た
ら
し
た
の
は
白
人
・
黒
人
の
奴
隷
制
廃
止
論
者

の
言
論
の
力
だ
っ
た
の
に
、
そ
の
お
か
げ
で
自
分
も
自
由
人
に
な
れ
た
の
に
、
差
別
撤
廃
の
た
め
の
議
論
を
封
じ
込
め
よ

う
と
す
る
と
は
「
愚
か
者
」
だ
、
と
罵
っ
た
の
で
あ
る
（
３
）。

　

こ
の
よ
う
に
知
識
人
か
ら
の
批
判
は
あ
っ
た
も
の
の
、
世
間
的
に
は
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、

複
雑
な
行
動
を
取
る
よ
う
に
な
る
。
南
部
で
は
、
金
と
職
を
差
配
す
る
こ
と
で
黒
人
社
会
で
の
自
分
の
威
信
を
高
め
つ
つ
、

北
部
で
自
分
に
敵
対
す
る
地
域
や
組
織
に
は
ス
パ
イ
を
送
り
込
み
、
黒
人
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
も
操
作
し
て
自
分
の
威
光

と
意
向
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。
そ
の
一
方
で
、
水
面
下
で
は
、
人
種
差
別
と
闘
う
人
や
団
体
を
支
援
し
た
り
も
し

て
い
た
も
の
の
、
そ
の
こ
と
は
決
し
て
公
に
は
し
な
か
っ
た
。

　

そ
の
間
に
、
ア
メ
リ
カ
は
、
人
種
に
よ
っ
て
絶
望
的
に
深
く
切
り
分
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
黒
人
の
進
歩
と
「
自

由
の
国
」
の
良
心
に
期
待
す
る
だ
け
で
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
ほ
ど
に

（
ワ
シ
ン
ト
ン
自
身
も
、
一
九
一
一
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
不
審
者
と
し
て
白
人
男
性
に
殴
打
さ
れ
、
被
害
者
で
あ
り
な

が
ら
警
察
に
連
行
さ
れ
る
）。
ど
れ
だ
け
訴
え
れ
ば
、
い
つ
ま
で
待
て
ば
、
自
分
た
ち
は
「
ア
メ
リ
カ
人
」
に
な
れ
る
の

か
、
そ
の
答
え
を
示
さ
な
い
（
示
せ
な
い
）
ま
ま
、
次
第
に
反
差
別
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
つ
つ
あ
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、

一
九
一
五
年
一
一
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
倒
れ
た
後
、
本
人
の
強
い
希
望
で
タ
ス
キ
ー
ギ
に
搬
送
さ
れ
、
五
九
歳
で
帰
ら

ぬ
人
と
な
っ
た
（
本
稿
末
に
付
し
た
略
年
表
を
参
照
）。
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二　

ワ
シ
ン
ト
ン
評
価
の
変
転
―
―
現
実
的
な
指
導
者
か
、
人
種
の
裏
切
り
者
か
？

　

そ
の
死
を
悼
む
声
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
の
と
は
対
照
的
に
（
４
）、死
し
て
な
お
非
難
の
声
は
止
ま
な
か
っ
た
。
デ
ュ

ボ
イ
ス
は
、
自
身
が
編
集
長
を
務
め
る
全
国
黒
人
向
上
協
会
の
機
関
誌
『
ク
ラ
イ
シ
ス
』
の
ワ
シ
ン
ト
ン
逝
去
直
後
の
号

に
お
い
て
、「
厳
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
公
正
に
見
れ
ば
、
こ
の
人
物
に
こ
そ
、
黒
人
の
選
挙
権
剥
奪
の
完
成
、
黒
人
用
の

大
学
や
公
立
学
校
の
衰
退
、
肌
の
色
に
よ
る
カ
ー
ス
ト
制
度
の
厳
格
化
、
こ
れ
ら
が
わ
が
国
で
起
こ
っ
た
こ
と
の
責
任
が

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
、
追
悼
記
事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
涯
を
黒
人
の
実
業
教
育
に
さ
さ
げ
た
タ
ス

キ
ー
ギ
学
院
長
を
断
罪
し
た
（
５
）。
人
種
差
別
へ
の
順
応
を
唱
え
、
手
に
職
を
つ
け
僅
か
な
財
産
を
築
く
こ
と
だ
け
を
奨

励
し
、
権
利
の
平
等
を
求
め
る
闘
い
を
抑
え
た
「
保
守
的
」
な
人
物
と
し
て
彼
を
描
く
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
学
問
の
世

界
で
は
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
、
む
し
ろ
強
く
な
る
。

　

ア
メ
リ
カ
南
部
史
の
大
家
Ｃ
・
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
も
同
様
の
見
解
を
踏
襲
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
を
、
南
部
白
人
の

み
な
ら
ず
北
部
資
本
家
の
走
狗
で
あ
り
、
自
由
市
場
を
信
奉
し
不
利
な
立
場
に
い
る
黒
人
に
初
期
条
件
を
補
正
し
な
い
ま

ま
古
い
タ
イ
プ
の
技
能
で
競
争
を
強
い
る
（
善
意
だ
と
し
て
も
）
非
現
実
的
な
指
導
者
だ
と
み
な
し
た
（
６
）。
一
九
六
〇

年
代
に
刊
行
さ
れ
九
〇
年
代
ま
で
版
を
重
ね
た
代
表
的
な
ア
メ
リ
カ
黒
人
史
の
概
説
書
の
一
つ
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
を
次
の

よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。「
黒
人
が
従
属
的
な
位
置
に
い
る
こ
と
を
（
ワ
シ
ン
ト
ン
が
）
明
ら
か
に
黙
認
し
て
い
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
、
白
人
の
観
点
か
ら
物
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
（
７
）。」
黒
人
思
想
史
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア

で
あ
る
オ
ー
ガ
ス
ト
・
マ
イ
ヤ
ー
や
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
残
し
た
膨
大
な
量
の
手
紙
そ
の
他
の
文
書
の
編
纂
に
自
ら
携
わ
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り
（
一
四
巻
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
）
そ
れ
を
基
に
二
巻
に
及
ぶ
浩
瀚
な
伝
記
を
著
し
た
ル
イ
ス
・
ハ
ー
ラ
ン
の
よ
う

に
、
民
衆
に
寄
り
添
い
つ
つ
可
能
な
範
囲
で
差
別
と
闘
う
現
実
主
義
者
と
し
て
の
側
面
に
も
目
を
向
け
る
研
究
も
現
れ
た

が
（
８
）、
結
局
の
と
こ
ろ
、
白
人
に
取
り
入
っ
て
黒
人
社
会
を
陰
で
操
っ
た
権
力
者
で
あ
り
、
効
き
目
の
怪
し
い
処
方
箋

を
示
し
（
結
果
的
に
で
は
あ
れ
）
黒
人
同
胞
を
白
人
に
売
り
渡
し
た
裏
切
り
者
、
失
敗
し
た
黒
人
指
導
者
だ
っ
た
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
は
、（
黒
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
大
き
く
上
向
く
こ
と
も
な
く
、
日
常
生
活
で
も
屈
辱
を
味
わ
わ
さ
れ
、
依
然
と
し

て
投
票
に
は
行
け
ず
、
リ
ン
チ
と
呼
ば
れ
る
無
法
で
残
虐
な
殺
人
が
横
行
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
）
長
く
続
い
た
。

　

そ
の
見
直
し
を
迫
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
九
年
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
出
版
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ノ
レ
ル
の

『
歴
史
よ
り
身
を
起
こ
し
て
―
―
ブ
ッ
カ
ー
・
Ｔ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
人
生
』
と
い
う
評
伝
で
あ
る
（
９
）。
ノ
レ
ル
は
、
黒
人

に
職
業
教
育
を
施
す
こ
と
で
人
種
全
体
を
経
済
的
に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
主
張
は
、
当
時
の
南
部
に
お
い
て
は
極
め
て
斬

新
で
あ
り
、
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
う
ま
く
攻
撃
を
か
わ
す
こ
と
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
黒
人
民
衆
に
（
現
実

の
政
治
経
済
状
況
の
劇
的
な
改
善
は
無
理
で
も
）
希
望
を
与
え
た
と
す
る
（
そ
の
点
を
強
調
す
る
）
解
釈
を
打
ち
出
し

た
。
ノ
レ
ル
を
引
き
継
ぐ
よ
う
な
議
論
も
現
れ
て
い
る
。
政
治
思
想
（
史
）
を
専
門
と
す
る
マ
イ
ケ
ル
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
は
、

二
〇
一
九
年
の
論
考
に
お
い
て
、
黒
人
が
白
人
と
対
等
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
政
治
社
会
に
参
画
す
る
と
い
う
共
和
主
義
的

な
理
想
を
掲
げ
、
黒
人
が
立
派
な
市
民
に
な
れ
る
と
い
う
可
能
性
と
実
例
を
示
す
こ
と
で
改
革
を
促
し
た
思
想
家
と
し
て

ワ
シ
ン
ト
ン
を
捉
え
直
し
、「
ラ
デ
ィ
カ
ル
」
な
活
動
家
と
も
敵
対
し
た
の
で
は
な
く
彼
な
り
の
や
り
方
で
共
に
（
そ
し
て
、

し
た
た
か
に
）
闘
っ
た
実
務
家
と
し
て
、
黒
人
解
放
思
想
史
・
運
動
史
の
中
で
ワ
シ
ン
ト
ン
を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
を

提
唱
し
て
い
る
（
⓾
）。
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三　

現
代
の
黒
人
「
保
守
派
」
の
主
張
―
―
彼
ら
は
ワ
シ
ン
ト
ン
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の
か
？

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ワ
シ
ン
ト
ン
の
再
評
価
は
、
容
易
に
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
黒
人
「
保
守
派
」
と
呼
ば
れ
る
人

た
ち
に
政
治
利
用
さ
れ
る
。
保
守
系
の
論
壇
誌
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
書
評
は
、
ノ
レ
ル
が
描
く

ワ
シ
ン
ト
ン
像
を
手
放
し
で
称
賛
し
、
実
際
の
言
動
は
ワ
シ
ン
ト
ン
そ
っ
く
り
な
く
せ
に
大
き
な
政
府
に
国
民
を
依
存
さ

せ
よ
う
と
す
る
（
と
保
守
派
に
は
見
え
る
）
当
時
の
大
統
領
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
を
批
判
し
つ
つ
（
オ
バ
マ
も
、
ワ
シ
ン
ト

ン
と
同
じ
よ
う
に
、
対
立
を
避
け
、
白
人
を
宥
め
、
黒
人
の
責
任
と
希
望
を
語
っ
た
、
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
が
、
こ

こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
）、
個
人
の
自
助
努
力
を
唱
道
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
を
誰
も
が
見
習
う
べ
き
だ
と
、「
保
守
的
」
な
価

値
観
を
彼
に
投
影
す
る
の
で
あ
る
（
⓫
）。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
は
、本
当
に
、彼
を
褒
め
そ
や
す
黒
人「
保
守
派
」と
同
じ
よ
う
な
意
味
で「
保
守
的
」だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

確
か
に
、
現
状
の
（
急
激
な
）
変
革
を
求
め
な
い
、
と
い
う
意
味
で
は
、「
保
守
的
」
な
の
だ
が
、
現
代
の
「
保
守
派
」
の

特
徴
は
、
そ
れ
（
だ
け
）
で
は
な
く
、
個
人
が
政
府
に
頼
ら
ず
自
力
で
成
功
を
収
め
る
べ
き
、
裏
を
返
せ
ば
、
失
敗
は
す

べ
て
本
人
の
能
力
・
努
力
の
不
足
と
い
う
、
冷
酷
な
自
己
責
任
論
に
あ
る
。

　

代
表
的
な
黒
人
「
保
守
派
」
と
し
て
、二
〇
二
四
年
夏
現
在
、共
和
党
所
属
の
唯
一
の
黒
人
連
邦
上
院
議
員
で
あ
る
テ
ィ

ム
・
ス
コ
ッ
ト
（
副
大
統
領
候
補
に
な
る
可
能
性
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
の
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
）
の
主
張
を
見
て

み
よ
う
。
彼
は
「
ア
メ
リ
カ
に
人
種
差
別
（
的
な
出
来
事
）
は
あ
る
か
？
」
と
問
い
か
け
、
自
ら
こ
う
答
え
る
。「
も
ち
ろ
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ん
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
国
の
シ
ス
テ
ム
は
人
種
差
別
に
染
ま
っ
て
い
る
か
？ 

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。」「
ア
メ
リ
カ
と
そ
の

夢
は
、
生
き
て
い
る
。
素
晴
ら
し
く
、
健
全
な
も
の
だ
（
⓬
）。」

　

そ
の
「
夢
」
を
叶
え
る
方
法
と
し
て
彼
が
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
の
が
、「
学
校
自
由
選
択
」
で
あ
る
（
⓭
）。
貧
困
地
区

の
学
校
で
は
な
く
（
私
立
や
宗
教
系
の
学
校
も
含
め
）
別
の
学
校
を
選
び
、
そ
こ
に
通
わ
せ
る
た
め
の
費
用
を
公
的
に
補

助
す
る
制
度
だ
が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
教
育
学
の
分
野
で
も
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
（
⓮
）。
あ
る
種
の
「
公
助
」
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
を
地
域
の
公
立
学
校
を
改
善
す
る
た
め
に
使
う
の
で
は
な
く
、
個
々
人
が
地
域
を
見
捨
て
脱
出
し
て
良

い
学
校
に
行
く
た
め
に
配
分
す
る
と
い
う
発
想
は
、
教
育
に
お
け
る
市
場
経
済
的
な
自
由
競
争
（
学
校
間
の
競
争
と
い
う

意
味
で
も
、
個
人
間
の
競
争
と
い
う
意
味
で
も
）
至
上
主
義
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
地
域
も
同
胞
も

ど
う
な
っ
て
も
構
わ
な
い
」
と
い
う
ト
ラ
ン
プ
主
義
の
真
骨
頂
で
も
あ
る
。

　

四　

ワ
シ
ン
ト
ン
の
「
保
守
」
主
義
―
―
彼
は
何
を
ど
の
よ
う
に
「
守
ろ
う
」
と
し
た
の
か
？

　

こ
の
よ
う
な
現
代
の
黒
人
「
保
守
派
」
と
ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
、
多
く
の
相
違
点
が
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
自
分
一
人

で
は
う
ま
く
学
べ
ず
職
を
得
ら
れ
な
い
黒
人
を
見
捨
て
た
り
し
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
彼
ら
彼
女
ら
を
助
け
る
た
め
に

タ
ス
キ
ー
ギ
学
院
を
作
り
、
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
拡
大
し
よ
う
と
し
た
の
だ
か
ら
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
彼
は
「
自
助
」

を
唱
え
た
の
で
は
な
く
、「
共
助
」
を
呼
び
か
け
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
彼
は
、
政
治
的
な
権
利
の
回
復
を
最
優
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先
と
は
し
な
か
っ
た
が
、政
治
力
を
行
使
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
歴
代
四
人
の
大
統
領
（
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
、マ
ッ

キ
ン
リ
ー
、
Ｔ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
、
タ
フ
ト
）
と
の
個
人
的
な
パ
イ
プ
を
活
用
し
て
、（
そ
の
選
択
が
私
情
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
は
い
え
）
か
な
り
の
数
の
黒
人
を
政
治
任
用
職
に
就
け
て
い
た
の
だ
か
ら
。
こ
の
意
味
で
は
、

彼
は
、
政
府
を
頼
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
非
公
式
に
政
府
の
支
援
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
を
批
判
し
て
い
た
黒
人
知
識
人
も
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
根
本
的
な
変
革
を
求
め
な
か
っ

た
、
と
い
う
意
味
で
は
、「
保
守
的
」
だ
っ
た
と
言
え
る
。
ト
ロ
ッ
タ
ー
な
ど
は
、
ア
メ
リ
カ
的
な
自
由
競
争
を
前
提
に
人

種
と
い
う
概
念
の
存
在
し
な
い
世
界
を
目
指
し
て
い
た
し
、
デ
ュ
ボ
イ
ス
も
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
経
て
最
終
的

に
は
共
産
主
義
者
に
な
る
が
、
少
な
く
と
も
二
〇
世
紀
初
頭
の
時
点
で
は
、「
ア
メ
リ
カ
人
」
と
し
て
の
完
全
な
権
利
と
そ

の
行
使
を
保
障
せ
よ
と
声
を
大
に
し
て
い
た
の
だ
か
ら
（
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
、
当
然
か
つ
必
要
な
こ
と
で
は
あ
っ
た
の

だ
が
）。
し
か
も
、
個
人
主
義
・
能
力
主
義
と
い
う
点
で
は
、
ト
ロ
ッ
タ
ー
や
（
初
期
）
デ
ュ
ボ
イ
ス
の
ほ
う
が
現
代
の

黒
人
「
保
守
派
」
に
近
い
（
⓯
）。

　

確
か
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
も
、
泣
き
言
を
並
べ
ず
に
倦
ま
ず
弛
ま
ず
努
力
せ
よ
、
と
黒
人
民
衆
に
対
し
て
繰
り
返
し
説
い

た
。
そ
の
努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
と
確
言
し
て
。
し
か
し
、
彼
は
、
そ
れ
が
空
約
束
に
な
ら
な
い
よ
う
、
自
ら
も
皆
に
と
っ

て
最
善
と
思
わ
れ
る
努
力
を
し
た
。
リ
ベ
ラ
ル
あ
る
い
は
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
」
な
黒
人
が
、
権
利
を
回
復
し
た
後
は
自
分
で

実
力
を
示
し
て
地
位
を
上
昇
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
、
黒
人
が
団
結
す
る
「
共
助
」
な
ど
必
要
の
な
い
、
個
人
の
「
自
助
」

だ
け
で
や
っ
て
い
け
る
世
の
中
に
し
よ
う
と
し
た
（
そ
の
必
然
的
な
帰
結
と
し
て
、
自
分
が
「
黒
人
」
と
見
ら
れ
る
こ
と

自
体
を
嫌
っ
た
）
の
と
は
違
っ
て
。
ま
し
て
や
、
黒
人
で
あ
っ
て
も
、
負
け
犬
は
自
分
を
責
め
る
外
な
く
、
他
人
を
頼
る

べ
き
で
は
な
い
（
と
り
わ
け
、
被
害
者
の
立
場
に
安
住
し
て
政
府
に
よ
る
過
剰
な
保
護
＝
「
公
助
」
を
求
め
る
べ
き
で
は
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な
い
）
と
い
う
、
現
代
の
黒
人
「
保
守
派
」
の
信
条
と
も
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
言
動
は
大
き
く
異
な
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
図
示
す
る
と
、
次
頁
の
図
の
よ
う
に
な
る
（
筆
者
作
成
）。

 　

た
だ
し
、
こ
れ
は
ワ
シ
ン
ト
ン
が
「
保
守
的
」
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
彼
は
、
黒
人
だ
け
が

不
当
に
権
利
を
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
誰
よ
り
も
よ
く
知
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
撤
回
を
政
治
課
題
と
し
な
か
っ
た
の

だ
か
ら
、
十
分
に
「
保
守
的
」
だ
っ
た
。

　

表
立
っ
て
体
制
批
判
を
し
な
か
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
が
何
と
し
て
で
も
守
ろ
う
と
し
て
い
た
の
は
、
集
団
と
し
て
の
黒
人

の
評
判
と
生
活
だ
っ
た
。
南
部
は
、
個
々
の
黒
人
が
、
白
人
と
何
ら
変
わ
り
の
な
い
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
自
力
で
勝
ち
上

が
っ
て
い
く
に
は
、
あ
ま
り
に
過
酷
な
環
境
で
あ
り
、
北
部
で
の
扇
動
は
、
彼
の
愛
す
る
タ
ス
キ
ー
ギ
を
、
そ
し
て
南
部

黒
人
全
体
を
、
危
険
に
さ
ら
し
か
ね
な
い
も
の
だ
と
し
か
彼
に
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
秘
密
裏

に
行
っ
て
い
た
資
金
援
助
も
、
黒
人
に
は
納
税
や
読
み
書
き
能
力
を
投
票
の
条
件
と
し
つ
つ
白
人
に
は
無
条
件
で
投
票
さ

せ
る
「
祖
父
条
項
」
違
憲
訴
訟
な
ど
、
あ
か
ら
さ
ま
に
人
種
別
の
理
不
尽
な
扱
い
に
対
す
る
闘
い
を
主
な
対
象
に
し
た
。

仮
に
露
見
し
て
も
、「
ど
の
州
で
あ
ろ
う
と
、
無
知
で
貧
し
い
白
人
に
は
投
票
を
許
し
、
同
じ
条
件
の
黒
人
に
投
票
を
許
さ

な
い
よ
う
な
法
律
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
」「
ど
の
よ
う
な
資
格
審
査
が
あ
る
に
し
て
も
、
両
人
種
に
公
平
に
平
等
に
適
用

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（⓰
）
と
い
う
年
来
の
主
張
と
齟
齬
を
き
た
さ
ず
、
む
し
ろ
、
自
分
は
ア
メ
リ
カ
の
健
全
性
を
信

じ
て
い
る
の
だ
、
と
言
え
る
か
ら
。

　

し
か
し
、
タ
ス
キ
ー
ギ
学
院
の
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
が
堅
実
な
生
活
を
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
目
の
当

た
り
に
し
て
も
南
部
白
人
は
「
人
種
秩
序
」
に
し
が
み
つ
き
、
黒
人
か
ら
奪
っ
た
権
利
を
返
し
て
対
等
な
仲
間
と
み
な
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そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
つ
ま

り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
保
守
主
義

は
戦
略
と
し
て
も
失
敗
し
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
付
言
す

れ
ば
、
こ
の
図
の
右
側
は
、
ア

メ
リ
カ
民
主
主
義
と
自
由
主
義

経
済
の
正
当
性
を
疑
わ
な
い
こ

と
が
（
つ
ま
り
、
必
要
な
の
は

ア
メ
リ
カ
の
継
続
あ
る
い
は
完

成
で
あ
っ
て
、
変
革
で
は
な
い

こ
と
が
）
前
提
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
こ
ち
ら

側
に
い
る
人
た
ち
は
全
員
「
保

守
的
」
で
あ
る
。
こ
の
弱
肉
強

食
の
格
差
社
会
（
と
そ
の
中
の

避
難
所
と
し
て
の
黒
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
）
の
裏
側
（
図
の
左

側
）
に
あ
る
（
か
も
し
れ
な
い
）、
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誰
も
が
生
活
を
保
障
さ
れ
、
違
い
を
認
め
尊
重
し
合
う
、
な
お
か
つ
、
デ
ュ
ボ
イ
ス
そ
の
他
の
黒
人
知
識
人
が
惹
か
れ
た

既
存
の
社
会
主
義
・
共
産
主
義
と
も
、
偏
狭
な
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
も
違
う
、
別
の
世
界
の
可
能
性
を
追
求

し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
／
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
も
（
⓱
）、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
（
思
索
で
は
な
く
行
動
を
旨
と
す
る

人
だ
っ
た
と
は
い
え
）「
保
守
的
」
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
そ
こ
に
、
強
く
「
共
助
」
を
進
め
つ
つ
、
そ
の
立
場
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
変
革
を
迫
る
可
能
性
を
読
み
取
る
の

は
牽
強
付
会
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。
単
純
な
反
差
別
論
と
し
て
の
「
人
種
で
は
な
く
私
個
人
の
能
力
を
見
て
く
れ
！
」
と

い
う
叫
び
と
は
異
な
る
、「
私
た
ち
の
成
果
を
見
て
く
れ
」
と
い
う
訴
え
は
、「
私
た
ち
」
の
範
囲
と
「
成
果
」
を
生
み
出
す

公
的
な
基
盤
、
そ
の
双
方
の
拡
張
を
要
求
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
得
る
の
だ
か
ら
。

　

お
わ
り
に
―
―
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
に
お
け
る
差
別
と
闘
う
た
め
に

　

ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
偉
大
な
指
導
者
だ
っ
た
わ
け
で
も
、
か
と
言
っ
て
、
権
力
の
亡
者
と
し
て

白
人
至
上
主
義
者
の
手
先
に
堕
し
た
ダ
ー
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
被
害
者
を
責
め
る
よ
う
な
態
度

の
黒
人
「
保
守
派
」
が
、
彼
を
自
分
た
ち
の
思
想
の
先
駆
者
と
し
て
ヒ
ー
ロ
ー
に
祭
り
上
げ
る
の
は
、
誤
解
あ
る
い
は
意

図
的
な
曲
解
だ
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
を
評
価
す
る
う
え
で
留
意
す
べ
き
な
の
は
、
当
時
の
南
部
黒
人
（
の
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
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い
）
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
が
常
々
語
っ
て
い
た
（
白
人
と
の
共
存
へ
の
期
待
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
自
立
・
自

律
へ
の
望
み
を
共
有
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
彼
女
ら
は
、
自
分
の
足
で
立
ち
、
自
分
で
生
活
を
律
し
た

い
と
強
く
願
っ
て
い
た
（
⓲
）。
ワ
シ
ン
ト
ン
が
、
ど
れ
だ
け
「
民
衆
と
共
に
あ
り
」、
彼
ら
を
「
指
導
」
で
き
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
は
、
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
（
⓳
）。
彼
の
処
方
箋
は
、
当
然
で
は
あ
る
が
、
す
べ
て
の
人
を
救
う
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
彼
の
事
業
は
、
実
際
に
多
く
の
黒
人
（
タ
ス
キ
ー
ギ
学
院
で
学
ん
だ
人
だ
け
で
な
く
、
タ
ス
キ
ー

ギ
の
卒
業
生
に
教
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
や
一
緒
に
働
い
た
人
々
）
を
救
い
、
彼
の
人
生
は
、
簡
単
に
は
叶
え
ら
れ
な
く
て

も
、
さ
ら
に
多
く
の
黒
人
の
お
手
本
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
処
方
箋
は
、
差
別
と
貧
困
に
囚
わ
れ
、
希
望
を
潰
さ
れ
か
か
っ
て
い
た
人
た
ち
に
と
っ
て
も
福

音
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

毎
日
聖
書
を
読
み
、
そ
れ
を
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
と
し
、
信
仰
を
自
分
の
活
動
の

中
で
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
だ
が
特
定
の
教
派
に
は
属
さ
ず
独
立
を
貫
い
た
）
ワ
シ
ン
ト
ン
の
言
葉
が
、
人
種
主
義

的
な
社
会
を
直
接
的
に
変
え
る
力
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
人
種
主
義
的
な
社
会
を
変
え
た
い
と
思
う
人
々
を
励

ま
す
こ
と
は
で
き
た
の
か
。
こ
の
問
い
に
、
実
証
を
重
ん
じ
る
歴
史
学
の
立
場
か
ら
答
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
思
い

を
文
字
に
残
さ
な
か
っ
た
人
々
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
推
し
量
り
汲
み
取
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
の
言
動
は
、
虐
げ
ら
れ
た
人
々
に
と
っ
て
、
希
望
の
光
だ
っ
た
の
か
、
虚
し
い
慰
め
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
。

い
ま
だ
に
偏
見
に
塗
れ
た
警
官
に
い
き
な
り
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
リ
ア
ル
な
恐
怖
に
晒
さ
れ
て
い
る
二
一
世

紀
の
黒
人
た
ち
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
立
身
出
世
物
語
は
ど
の
よ
う
に
響
く
の
か
。

　

い
や
、
考
え
る
べ
き
な
の
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
実
践
を
、
ど
う
す
れ
ば
今
の
私
た
ち
に
響
く
も
の
に
で
き
る
の
か
、
で

あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
以
後
の
百
年
の
試
行
錯
誤
の
先
に
何
を
見
る
の
か
、
何
を
構
想
す
る
の
か
、
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

173



そ
こ
で
鍵
に
な
る
の
は
、「
私
た
ち
」
を
縛
ら
な
い
（「
○
○
人
な
ら
こ
う
感
じ
考
え
る
べ
き
だ
」
で
は
な
く
、
被
差
別
体

験
を
含
め
「
○
○
人
」
と
し
て
の
様
々
な
経
験
を
グ
ル
ー
プ
の
内
外
で
広
く
共
有
し
活
か
す
）「
新
し
い
共
同
性
」
と
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
責
任
を
官
が
放
棄
し
民
間
に
押
し
つ
け
る
よ
う
な
、
現
代
日
本
で
上
か
ら
説
か
れ
る
「
新
し
い
公

共
」（⓴
）
と
は
質
的
に
異
な
る
、
す
べ
て
の
人
の
生
活
を
し
っ
か
り
と
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
の
「
新
し
い
公
共
性
」
だ

ろ
う
。「
助
け
合
い
」
を
本
質
と
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
の
「
保
守
主
義
」
を
創
造
的
に
受
け
継
ぐ
と
は
、
畢
竟
、
恵
ま
れ
な
い

人
へ
の
「
公
助
」
を
縮
小
し
よ
う
と
す
る
日
米
共
通
の
傾
向
（
い
や
、世
界
中
で
の
「
自
分
（
た
ち
）
だ
け
フ
ァ
ー
ス
ト
」）

を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
二
四
年
二
月
六
日
に
都
留
文
科
大
学
で
行
わ
れ
た
、
大
学
院
比
較

文
化
専
攻
主
催
の
講
演
会
で
の
発
表
と
質
疑
応
答
か
ら
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
鋭
い
質
問
や
重
要
な

指
摘
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
当
日
の
聴
衆
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

（
お
お
も
り
か
ず
て
る　

北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
）
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ブ
ッ
カ
ー
・
Ｔ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
略
年
表
（
一
八
五
六
～
一
九
一
五
年
）

一
八
五
六
年

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
郡
に
奴
隷
と
し
て
生
ま
れ
る

一
八
六
一
~
六
五
年

南
北
戦
争

一
八
六
五
年

母
、
兄
、
妹
と
共
に
ウ
エ
ス
ト
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
モ
ー
ル
デ
ン
に
移
住
、
製
塩
所
で
働
く

（
断
続
的
に
学
校
に
通
う
）

一
八
七
二
~
七
五
年

ハ
ン
プ
ト
ン
師
範
・
農
業
学
院
（
黒
人
用
の
職
業
訓
練
学
校
）
に
入
学
し
、
優
等
生
と
し
て
卒
業

一
八
七
五
~
七
七
年

地
元
モ
ー
ル
デ
ン
に
戻
り
黒
人
学
校
の
教
師
を
務
め
る

一
八
七
八
~
七
九
年

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ウ
エ
イ
ラ
ン
ド
神
学
校
（
バ
プ
テ
ス
ト
系
）
に
在
籍

一
八
七
九
~
八
一
年

母
校
ハ
ン
プ
ト
ン
学
院
で
教
え
る

一
八
八
一
年

ア
ラ
バ
マ
州
タ
ス
キ
ー
ギ
に
創
設
さ
れ
た
黒
人
用
の
教
育
機
関
で
あ
る
タ
ス
キ
ー
ギ
師
範
・
産
業
学
院

の
校
長
と
な
る
（
二
五
歳
）

一
八
八
二
年

資
金
集
め
の
た
め
に
初
め
て
北
部
各
地
を
回
る

フ
ァ
ニ
ー
・
ノ
ー
ト
ン
・
ス
ミ
ス
と
結
婚

一
八
八
三
年

娘
ポ
ー
シ
ャ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
誕
生

連
邦
最
高
裁
、
人
種
差
別
を
禁
じ
た
一
八
七
五
年
の
連
邦
公
民
権
法
に
対
し
て
違
憲
判
決
を
下
す

一
八
八
四
年

妻
フ
ァ
ニ
ー
の
死

ハ
ン
プ
ト
ン
学
院
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
院
長
と
タ
ス
キ
ー
ギ
学
院
の
た
め
に
北
部
各
州
で
資
金
集
め

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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一
八
八
五
年

オ
リ
ヴ
ィ
ア
・
Ａ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
と
結
婚

一
八
八
七
年

息
子
ブ
ッ
カ
ー
・
ト
リ
ヴ
ァ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
誕
生

一
八
八
九
年

息
子
ア
ー
ネ
ス
ト
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
誕
生

妻
オ
リ
ヴ
ィ
ア
の
死

一
八
九
〇
年

南
部
で
の
黒
人
か
ら
の
選
挙
権
剥
奪
が
始
ま
る

一
八
九
二
年

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
レ
イ
と
結
婚

一
八
九
五
年

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
で
開
催
さ
れ
た
綿
生
産
州
国
際
博
覧
会
の
開
会
式
で
演
説

一
八
九
六
年

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
名
誉
修
士
号
を
授
与
さ
れ
る

連
邦
最
高
裁
、「
分
離
す
れ
ど
平
等
」
で
あ
れ
ば
人
種
隔
離
は
合
憲
で
あ
る
と
判
断

一
八
九
八
年

ウ
イ
リ
ア
ム
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
大
統
領
が
タ
ス
キ
ー
ギ
学
院
を
訪
問

一
九
〇
〇
年

全
国
黒
人
実
業
連
盟
を
設
立

ア
ン
ド
ル
ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
か
ら
二
万
ド
ル
の
寄
付
（
図
書
館
建
設
用
）

一
九
〇
一
年

自
伝
『
奴
隷
よ
り
身
を
起
し
て
』
を
出
版

セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
と
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス
で
会
食

ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
よ
り
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
る

一
九
〇
五
年

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
が
タ
ス
キ
ー
ギ
学
院
を
訪
問

一
九
〇
六
年

カ
ー
ネ
ギ
ー
、
タ
ス
キ
ー
ギ
学
院
を
訪
問
、
追
加
で
六
〇
万
ド
ル
を
寄
付

一
九
一
五
年

タ
ス
キ
ー
ギ
で
死
去
（
五
九
歳
）
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［
註
］

（
１
）
こ
こ
ま
で
の
軌
跡
（
と
し
て
本
人
が
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
に
書
か
せ
た
も
の
）
で
あ
る
「
自
伝
」
は
、
何
度
も
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ

て
き
た
が
、
昨
年
、
新
訳
が
出
た
。
佐
柳
文
男
・
佐
柳
光
代
訳
『
奴
隷
よ
り
身
を
起
し
て
―
―
ブ
ッ
カ
ー
・
Ｔ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
自
伝
』（
新

教
出
版
社
、
二
〇
二
四
年
）。
本
稿
は
、
こ
の
新
訳
に
寄
稿
し
た
「
解
説
」
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）W

. E
. B

urghardt D
u B

ois, T
he Souls of B

lack Folk,  Second E
dition  (C

hicago: A
. C

. M
cC

lirg &
 C

o., 1903), 50, 55-56. 

木
島
始
・
鮫
島
重
俊
・
黄
寅
秀
訳
『
黒
人
の
た
ま
し
い
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
二
年
）、
七
四
、八
〇
―
八
一
頁
（
訳
文
は
変
更
し
た
）。

（
３
）G

uardian, 9 N
ovem

ber 1901, 20 D
ecem

ber 1902, 4 A
pril 1903.

（
４
）K

enneth M
. H

am
ilton, B

ooker T
. W

ashington in A
m

erican M
em

ory (U
rbana: U

niversity of Illinois Press, 2017), C
hap. 4.

（
５
）“T

he Late B
ooker T

. W
ashington,” C

risis, V
ol. 11, N

o. 2 (D
ecem

ber 1915), 82.

（
６
）C

. V
ann W

oodw
ard, O

rigins of the N
ew

 South, 1877-1913 (B
aton Rouge: Louisiana State U

niversity Press, 1971), C
hap. 

XIII.

（
７
）B

enjam
in Q

uarles, T
he N

egro in the M
aking of A

m
erica, Second R

evised E
dition (N

ew
 Y

ork: C
ollier B

ooks, 1987), 

171-172. 

明
石
紀
雄
・
岩
本
裕
子
・
落
合
明
子
訳
『
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
歴
史
』（
明
石
書
店
、
一
九
九
四
年
）、
二
一
五
頁
。

（
８
）A

ugust M
eier, “Tow

ard a Reinterpretation of B
ooker T. W

ashington,” Journal of Southern H
istory 23 (M

ay 1957), 220-

227; Louis R
. H

arlan, B
ooker T

. W
ashington: T

he M
aking of a B

lack Leader, 1856-1901 (N
ew

 Y
ork: O

xford U
niversity 

Press, 1972); idem
, B

ooker T
. W

ashington: T
he W

izard O
f T

uskegee, 1901-1915 (N
ew

 York: O
xford U

niversity Press, 1983).

（
９
）Robert J. N
orrell, U

p from
 H

istory: T
he Life of B

ooker T
. W

ashington (C
am

bridge, M
A

: H
arvard U

niversity Press, 2009).

（
10
）M

ichael A
. R

ichards, “Pathos, Poverty, and Politics: B
ooker T

. W
ashingtonʼs R

adically R
eim

agined A
m

erican C
ivili-

zation,” Polity 51 (O
ctober 2019), 749-779.

（
11
）D

avid T
. B

eito &
 Jonathan B

ean, “A
 Strong Foundation,” N

ational R
eview

 (M
arch 23, 2009), 37-40. 

ワ
シ
ン
ト
ン
の

歴
史
的
評
価
の
変
転
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
レ
ビ
ュ
ー
論
文
を
参
照
。Joshua T

hom
as Zeringue, “B

ooker T
. W

ash-

ington and the H
istorians: H

ow
 C

hanging V
iew

s on R
ace R

elations, E
conom

ics, and E
ducation Shaped W

ashington 

H
istoriography, 1915-2010,” M

A
 T

hesis, Louisiana State U
niversity, 2015. https://repository.lsu.edu/gradschool_the-
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ses/1154

（
12
）O

sita N
w

anevu, “T
im

 Scottʼs M
essage W

as Fatally Flaw
ed,” N

ew
 York T

im
es, 19 N

ovem
ber 2023.

（
1３
）
ア
メ
リ
カ
連
邦
上
院
の
ス
コ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
（https://w

w
w

.scott.senate.gov/

）
よ
り
。

（
14
）M

ark B
erends, “T

he C
urrent Landscape of School C

hoice in the U
nited States: W

hat W
e K

now
, and D

onʼt K
now

 

about V
ouchers and C

harter Schools,” Phi B
eta K

appan 103 (Septem
ber 2021), 14-19.

（
1５
）
こ
の
点
（
特
に
ト
ロ
ッ
タ
ー
と
黒
人
「
保
守
派
」
の
親
和
性
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
の
第
五
章
・
第
六
章
を
参
照
。
大
森
一
輝

『
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
と
い
う
困
難
―
―
奴
隷
解
放
後
の
黒
人
知
識
人
と
「
人
種
」』（
彩
流
社
、
二
〇
一
四
年
）。

（
16
）『
奴
隷
よ
り
身
を
起
し
て
』、
一
七
七
、一
七
八
頁
。

（
17
）
こ
の
難
問
は
、公
民
権
運
動
期
に
も
引
き
継
が
れ
る
（
そ
し
て
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
）
課
題
で
も
あ
る
。
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・

キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
方
針
に
つ
い
て
、「
あ
ま
り
に
も
自
由
の
な
い
現
状
と
あ
ま
り
に
も
希
望
の
な
い
将
来
」
し
か

提
示
で
き
な
か
っ
た
、
と
言
っ
た
が
、
返
す
刀
で
、
デ
ュ
ボ
イ
ス
の
戦
術
も
「
す
べ
て
の
人
び
と
」
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
「
貴
族
的
な
エ
リ
ー
ト
」
の
や
り
方
だ
っ
た
と
批
判
し
た
。
た
だ
し
、
キ
ン
グ
は
、
デ
ク
ス
タ
ー
街
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
で
自
分
の

先
任
の
牧
師
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
賛
同
し
て
「
共
助
」（
具
体
的
に
は
、
農
業
か
ら
販
売
ま
で
行

う
協
同
組
合
活
動
）
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
を
、
好
意
的
に
紹
介
し
て
も
い
る
。
さ
ら
に
、
最
後
の
著
作
で
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
方
法

を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
は
そ
の
不
十
分
さ
を
補
っ
て
い
る
の
だ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
の
で
あ
る
。「
私
は
、
彼
（
ワ

シ
ン
ト
ン
）
が
、平
穏
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
妥
協
し
た
卑
屈
な
黒
人
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
を
採
り
ま
せ
ん
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
誤
り
は
、

構
造
的
な
悪
の
力
の
強
さ
を
過
小
に
見
積
も
っ
て
い
た
」
こ
と
で
あ
っ
て
、
説
得
と
実
例
だ
け
で
は
白
人
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
な
ら
、「
白
人
の
良
心
に
訴
え
る
と
き
に
は
い
つ
で
も
、
そ
れ
と
同
時
に
非
暴
力
の
圧
力
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。」

キ
ン
グ
も
、
人
種
主
義
が
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
「
ア
メ
リ
カ
」
を
、
ど
こ
に
向
か
っ
て
・
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
る
べ
き
な
の
か

を
、
差
別
と
の
長
い
闘
い
の
歴
史
を
ふ
ま
え
て
、
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
る
。M

artin Luther K
ing, Jr., W

hy W
e C

an’t W
ait (N

ew
 

Y
ork: H

arper &
 R

ow
, 1964), 33. 

中
島
和
子
・
古
川
博
巳
訳
『
黒
人
は
な
ぜ
待
て
な
い
か
［
新
装
版
］』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）、

三
二
頁
（
訳
文
は
変
更
し
た
）。K

ing, Stride T
ow

ard Freedom
: T

he M
ontgom

ery Story (N
ew

 Y
ork: H

arper &
 R

ow
, 1958), 38. 

雪
山
慶
正
訳
『
自
由
へ
の
大
い
な
る
歩
み
―
―
非
暴
力
で
闘
っ
た
黒
人
た
ち
』（
岩
波
新
書
、
一
九
五
九
年
）、
三
四
頁
。K

ing, W
here 
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D
o W

e G
o from

 H
ere: C

haos or C
om

m
unity? (N

ew
 Y

ork: H
arper &

 R
ow

, 1967), 129. 

猿
谷
要
訳
『
黒
人
の
進
む
道
―
―
世
界

は
一
つ
の
屋
根
の
も
と
に
』（
明
石
書
店
、
一
九
九
九
年
）、
一
三
八
頁
（
訳
文
は
変
更
し
た
）。

（
18
）Steven H

ahn, “T
he R

ace M
an,” N

ew
 R

epublic (N
ovem

ber 4, 2009), 50-55.

（
19
）Pero G

aglo D
agbovie, “ʻShadow

 vs. Substanceʼ: D
econstructing B

ooker T
. W

ashington,” in D
agbovie, A

frican A
m

er-

ican H
istory R

econsidered (U
rbana: U

niversity of Illinois Press, 2010), C
hap. 5.

（
20
）  「『
新
し
い
公
共
』
の
考
え
方
」
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

5.cao.go.jp/npc/attitude.htm
l

）。
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『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
は
、
安
芸
国
山
県
郡
本
地
村
（
現
・
広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
）
の
国
学
者
・
後
藤
夷
臣
が

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
六
月
二
十
三
日
に
安
芸
国
を
出
発
し
た
出
雲
・
因
幡
方
面
の
紀
行
文
で
、
出
雲
の
ほ
か
、
因
幡

や
近
江
に
訪
れ
、
最
終
的
に
は
紀
伊
国
に
至
る
。
本
稿
は
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
（
本
居
文
庫
）
写
本
『
八
雲

路
日
記　

三
上
』（
以
下
、
本
居
文
庫
本
）
を
便
宜
上
分
割
し
て
翻
刻
し
た
第
一
で
あ
る
。

　

後
藤
夷
臣
は
、
本
居
宣
長
の
門
下
で
あ
り
後
に
養
子
と
な
り
本
居
家
を
継
い
だ
本
居
大
平
に
学
ん
だ
。
櫻
園
を
号
し
、

安
芸
国
の
み
な
ら
ず
出
雲
・
伯
耆
・
石
見
な
ど
を
巡
り
、
各
地
で
『
古
事
記
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
を
講
じ
た
。

　

夷
臣
は
、
天
保
四
年
以
前
に
も
出
雲
を
訪
れ
て
お
り
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）、
出
雲
大
社
に
六
月
四
日
よ
り
七
日

間
出
雲
大
社
に
参
籠
し
た
際
に
は
『
八
雲
路
日
記
』
を
書
い
て
い
る
。
天
保
二
年
の
『
八
雲
路
日
記
』
は
、
上
下
巻
に
分

か
れ
て
お
り
、
上
は
安
芸
国
出
発
か
ら
出
雲
に
至
り
帰
郷
す
る
ま
で
の
紀
行
文
、
下
は
出
雲
大
社
に
て
詠
ん
だ
百
首
歌
や

長
歌
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
自
筆
本
が
本
地
村
近
く
壬
生
村
の
神
職
で
あ
り
夷
臣
の
門
人
の
井
上
頼
定
の
元
に
渡
り
、
翻

翻
刻『
八
雲
路
日
記
　
三
上
』㈠

武
田
　

佑
希
子

◉
資
料
紹
介
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◉資料紹介　翻刻『八雲路日記　三上』㈠

刻
資
料
が
『
千
代
田
町
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
今
回
翻
刻
を
行
っ
た
『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
の
本
文
中
に
「
天
保

五
夏
の
こ
ろ
奇
怪
の
あ
り
し
事
の
話
は
、
八
雲
路
日
記
四
の
巻
に
い
ふ
へ
し
」
と
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
『
八
雲
路
日

記
』
と
『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
以
外
は
未
詳
で
あ
る
。

　
『
八
雲
路
日
記　

三
上
』は
、写
本
二
点
が
確
認
で
き
る
。一
点
目
の
本
居
文
庫
本
は
書
写
者
不
明
で
あ
る
。二
点
目
は『
旧

島
根
県
史
編
纂
資
料　

近
世
筆
写
編
九
』
所
収
の
も
の
で
（
以
下
、
旧
県
史
版
）、
奥
書
に
は
「
天
保
十
二
年
辛
丑
七
月

八
日　

冨
永
芳
久
」
と
あ
り
、
そ
の
写
本
を
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
二
月
二
四
日
に
島
根
県
史
編
纂
掛
が
謄
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
冨
永
芳
久
は
、出
雲
大
社
の
社
家
に
生
ま
れ
、千
家
俊
信
や
本
居
内
遠
の
門
で
学
ん
だ
。
芳
久
の
名
は
、『
八

雲
路
日
記　

三
上
』
の
本
文
に
も
確
認
で
き
る
。
夷
臣
と
芳
久
の
出
会
い
は
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
夷
臣
が
出
雲

大
社
に
参
籠
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
本
居
文
庫
本
と
旧
県
史
版
そ
れ
ぞ
れ
、
多
少
の
校
異
を
除
き
同
じ
内
容
で

あ
る
が
、
芳
久
に
よ
る
写
し
は
、
夷
臣
が
因
幡
国
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
書
写
を
終
え
て
い
る
。
芳
久
は
主
に
出
雲
国
に
関

す
る
部
分
の
書
写
に
と
ど
め
て
い
る
が
、『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
に
お
け
る
夷
臣
の
旅
は
そ
の
後
、
因
幡
国
か
ら
但
馬
国

へ
と
続
い
て
い
く
。
終
盤
で
は
、
但
馬
・
美
作
・
紀
伊
な
ど
の
埋
葬
方
法
や
死
体
に
ま
つ
わ
る
不
思
議
な
出
来
事
に
着
目

し
て
い
る
点
も
含
め
、
夷
臣
の
思
想
を
知
る
上
で
も
重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
、
芳
久
と
同
じ
よ
う
に
日
記
中
に
名
前
が
登
場
す
る
人
物
で
注
目
し
た
い
の
が
松
江
の
商
人
で
あ
り
国
学
者
の
渡

部
彝
で
あ
る
。
渡
部
彝
は
、
出
雲
の
神
社
三
百
九
十
九
社
を
掲
載
し
た
案
内
記
と
も
い
え
る
『
出
雲
神
社
巡
拝
記
』（
以
下
、

巡
拝
記
）を
夷
臣
の『
八
雲
路
日
記　

三
上
』の
旅
と
同
年
の
天
保
四
年
の
冬
に
刊
行
し
た
と
さ
れ
る
。
夷
臣
が『
巡
拝
記
』

の
内
容
を
も
と
に
実
地
で
検
証
を
行
っ
た
と
は
考
え
づ
ら
い
が
、『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
内
で
夷
臣
が
渡
部
彝
の
説
を
引

用
し
て
い
る
文
章
と
『
出
雲
神
社
巡
拝
記
』
の
文
章
に
一
致
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
た
。『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
は
、
前
掲
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し
た
よ
う
に
「
天
保
五
夏
」
の
出
来
事
に
対
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
日
記
が
著
さ
れ
た
の
は
天
保
四
年
の
旅
を

終
え
た
後
、
天
保
五
年
の
夏
以
降
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
夷
臣
が
『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
の
執
筆
に
あ

た
り
、
渡
部
彝
の
『
出
雲
神
社
巡
拝
記
』
を
参
照
し
た
可
能
性
は
十
分
あ
り
得
る
。

　

夷
臣
は
、『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
の
目
的
に
つ
い
て
、
式
内
神
社
の
聞
見
録
ほ
か
、「
其
国
々
に
て
怪
き
奇
き
と
思
ふ
か

き
り
は
自
ら
往
見
て
か
く
し
ら
せ
る
な
り
」
と
記
す
。
そ
の
言
葉
の
通
り
、夷
臣
は
、大
平
門
下
と
し
て
『
古
事
記
』
や
『
万

葉
集
』
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
解
釈
か
ら
自
ら
の
学
問
を
深
め
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
出
雲
の
神
官
や
伊
勢
の
国
学
者
た
ち
と

も
交
流
を
持
ち
、
あ
る
い
は
遊
歴
し
た
先
々
で
見
聞
し
た
葬
送
儀
礼
な
ど
土
着
の
風
習
や
死
者
に
関
す
る
話
を
収
集
し
て

い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
夷
臣
は
宣
長
国
学
の
立
場
と
は
ま
た
異
な
る
視
点
か
ら
、
神
代
の
跡
を
各
地
に
探
し
求
め
た
の
で

あ
る
。

（
た
け
だ　

ゆ
き
こ
・
文
学
研
究
科
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
二
年
）

参
考
文
献

　

桐
原
朋
夫
「
皇
学
者
後
藤
夷
臣
（
一
）」（『
飽
薇
』
飽
薇
同
好
社
、
第
十
巻
二
号
、
一
九
三
四
年
）
一
―
八
頁
。

　

桐
原
朋
夫
「
皇
学
者
後
藤
夷
臣
（
二
）」（『
飽
薇
』
飽
薇
同
好
社
、
第
十
巻
三
号
、
一
九
三
四
年
）
五
―
一
三
頁
。

　

小
林
准
士｢

『
延
喜
式
』
と
『
出
雲
神
社
巡
拝
記
』｣（
島
根
大
学
附
属
図
書
館
『
淞
雲
』
第
六
号
、
二
〇
〇
六
年
）
一
〇

　
　

―
一
一
頁
。

　

新
見
吉
治
「
後
藤
夷
臣
」（『
尚
古
』
第
一
年
第
五
号
、
一
九
〇
七
年
）
五
―
一
〇
頁
。
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新
見
吉
治
「
後
藤
夷
臣
（
承
前
）」（『
尚
古
』
第
二
年
第
一
号
、
一
九
〇
七
年
）
五
―
一
〇
頁
。

　

鈴
木
理
恵
『
近
世
近
代
移
行
期
の
地
域
文
化
人
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
二
年
）

　

関
和
彦
「
渡
部
彝
の
復
権
と
周
辺
の
人
間
関
係
」（
松
江
歴
史
館
『
松
江
歴
史
館
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
二
〇
一
二
年
）、

　
　

一
―
一
五
頁
。

　

千
代
田
町
役
場
『
千
代
田
町
史　

近
世
資
料
編
（
下
）』（
一
九
九
〇
年
）

　

名
田
富
太
郎
『
山
県
郡
巡
り
道
中
記
』（
広
陵
社
、
一
九
三
一
年
）
五
―
二
五
頁
。

　

森
本
国
松
編
『
芸
備
郷
土
史
目
録
』（
第
三
書
房
、
一
九
三
四
年
）
六
七
頁
。
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凡
例

　

本
文
表
記
に
つ
い
て
は
、
読
解
の
便
宜
の
た
め
次
の
方
法
を
と
っ
た
。

　

１
．
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
統
一
し
た
が
、
一
部
の
漢
字
は
原
本
の
用
字
に
従
っ
た
。

　

２
．
変
体
仮
名
は
原
則
と
し
て
平
仮
名
に
改
め
た
。

　

４
．
ル
ビ
は
、
原
本
に
よ
る
も
の
以
外
は
打
た
な
か
っ
た
。

　

５
．
本
文
中
に
適
宜
句
読
点
、
中
点
（
・
）
を
加
え
た
。

　

６
．
二
行
割
注
は
〔　

〕
で
示
し
た
。

　

７
．
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
等
は
右
傍
に
（
マ
マ
）
と
傍
注
し
た
。「
完0

道
」
に
つ
い
て
は
誤
字
で
は
な
い
が
（
マ
マ
）
と
し
た
。

八
雲
路
日
記　

三 

上　
天
保
四
年　
　
　
　
　
　

夷
臣

今
年
も
出
雲
の
大
神
に
詣
て
む
と
い
へ
は
、
児
玉
利
足
も
同
く
ま
う
て
む
と
い
ふ
に
、
六

月
の
始
よ
り
、
け
ふ
や
出
な
む
、
明
日
や
い
そ
き
な
む
と
い
ふ
に
、
利
足
か
母
病
に
い
た

つ
き
て
、
命
さ
へ
あ
や
う
か
り
け
れ
は
、
と
か
く
し
て
日
を
過
た
り
。
今
は
と
て
、
け
さ

一
人
具
し
て
お
の
れ
は
か
り
い
て
ゆ
く
。
け
ふ
は
六
月
廿
日
ま
り
三
日
也
。
其
夜
は
新
庄

の
里
の
友
か
り
に
宿
れ
り
。
此
里
は
、
昔
吉
川
氏
の
知
ま
せ
し
地
に
て
、
小
倉
山
日
ノ
山

な
と
い
ふ
大
城
の
跡
あ
り
。
此
処
の
治
功
大
明
神
は
、
吉
川
興
経
主
の
霊
を
祭
て
今
も
岩

国
の
周
防
君
よ
り
厚
く
祭
り
給
ふ
。
神
主
三
上
主
わ
か
旅
の
宿
り
を
訪
ら
ひ
て
、
夜
終
物

か
た
り
す
。
当
社
に
風
吹
の
獅
子
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
、
い
つ
に
て
も
社
外
に
持
出
れ
は
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必
す
暴
風
お
こ
り
て
災
ひ
あ
り
と
い
ふ
も
か
し
こ
し
。
其
里
よ
り
石
見
国
出イ

ツ
ハ羽

の
里
に
こ

え
て
竹
﨑
孟
雄
か
り
訪
ら
ふ
。
か
た
み
に
た
え
た
る
こ
と
な
と
い
ひ
て
、
よ
め
り
し
う
た

あ
ま
た
と
し
へ
た
て
し
秋
も
村
き
も
の
心
は
か
れ
ぬ
言
の
葉
の
友

一
日
あ
る
し
と
ゝ
も
に
鬼オ
ニ
ノ
キ
ト

城
門
の
神
社
に
詣
。
い
と
も
か
し
こ
き
大
き
な
る
い
は
、
高
聳

て
た
ち
な
ら
ひ
た
る
か
末
に
て
往
合
た
る
そ
。
此
社
の
号
の
故
よ
し
に
は
有
け
り
。
祭
れ

る
神
は
貴
舩
の
大
神
と
そ
う
け
た
ま
は
る
。
祭
日
は
十
一
月
十
一
日
。
こ
の
竹
﨑
家
に
執

行
へ
り
。
里
の
家
々
よ
り
み
き
ね
米
さ
か
し
ね
な
と
い
ふ
物
を
こ
の
家
に
持
参
る
を
、
神

供
に
調
、
酒
に
譲
し
て
奉
る
と
な
む
古
言
の
残
り
た
る
も
お
か
し
。
ま
た
当
家
に
む
ね
と

仕
へ
奉
る
加
茂
神
社
は
、
延
暦
二
年
に
い
は
ひ
そ
め
し
と
い
ふ
。
今
の
宮
殿
は
吉
川
基
春

奇
附
の
造
営
な
り
。
御
殿
幣
殿
い
か
め
し
く
、
八
宇
の
末
社
等
古
の
ま
ゝ
な
り
。
神
宝
の

中
に
古
き
弓
一
張
矢
四
筋
あ
り
。
珍
ら
し
き
も
の
な
り
。
ま
た
月
守
何
某
、
朝
鮮
よ
り
帰

り
し
時
、
奉
り
し
と
い
ふ
鑓
二
筋
あ
り
。
今
の
世
に
は
見
な
れ
ぬ
甚
な
か
き
物
な
り
。
永

禄
・
天
正
の
こ
ろ
遠
近
の
諸
将
よ
り
奉
し
物
願
書
等
あ
ま
た
あ
り
。
か
く
て
此
家
を
出
て
、

往
さ
ま
に
魚
切
と
い
ふ
処
あ
り
。
こ
は
左
右
山
高
く
巌
聳
へ
た
る
中
ら
に
川
あ
り
。
岩
間

を
往
、
水
の
た
き
ち
落
る
と
こ
ろ
五
百
歩
は
か
り
か
ほ
と
流
れ
と
ゝ
ろ
き
て
、
い
と
も
か

し
こ
し
。
於
此
御
社
あ
り
。
石
折
神
根
折
神
を
祭
れ
り
。

こ
ゝ
を
過
、
河
本
の
駅
に
い
た
る
。
こ
ゝ
は
江
の
川
の
渡
瀬
な
り
。
祖
式
の
里
片
岡
善
雄

を
訪
ら
ふ
て
宿
る
。
こ
ゝ
の
神
主
潮
正
輝
其
外
こ
れ
か
れ
き
と
ゝ
ふ
ら
へ
り
。
人
々
の
乞

　

新
勅
撰

朝
毎
に
石
見
の
川
の
み
を
た

え
す
恋
し
き
人
に
あ
ひ
見
て

し
か
な

よ
み
人
不
知
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る
ま
に
〳
〵
歌
な
と
か
う
せ
ち
す
。
温
泉
の
里
に
い
き
て
湯
浴
せ
む
と
思
ふ
。
始
て
こ
え

行
山
路
な
れ
は
、
お
ほ
つ
か
な
く
侍
ら
む
と
て
、
善
雄
か
あ
な
ひ
し
て
往
。
こ
の
道
次
西

田
の
里
は
、
葛
根
を
採
て
葛
粉
と
ふ
物
を
製
て
、
里
人
の
薬
と
す
。
温
泉
の
津
の
里
に
い

た
り
。
年
こ
ろ
吾
宿
れ
り
し
福
光
屋
と
ふ
客
舎
に
い
り
て
宿
れ
り
。
吾
国
の
人
と
も
し
る

し
ら
ぬ
あ
ま
た
湯
浴
に
ま
を
れ
る
か
あ
へ
り
け
り
。
此
名
の
海
浦
は
北
海
路
を
通
ふ
百
舩

の
泊
る
港
に
し
て
、
商
舩
漁
舟
の
出
入
の
数
多
く
、
商
人
あ
ま
た
賑
へ
り
。
旅
枕
こ
ゝ
に

も
あ
ら
ぬ
に
善
雄
来
訪
へ
り
。
か
れ
と
夜
一
夜
こ
ゝ
に
宿
り
て
つ
と
め
て
打
連
て
い
て
ゆ

く
。
湯
里
に
い
た
り
、
霹
靂
神
社
に
詣
。
神
主
竹
内
正
温
を
詣
ら
ふ
。
何
く
れ
と
物
か
た

ら
ひ
て
神カ
ム

小コ

ヂ路
琴
ヶ
浜
を
見
に
ゆ
く
。
こ
ゝ
の
浜
の
真
砂
は
人
の
往
ま
に
〳
〵
響
音
な
ひ

て
琴
の
音
な
せ
り
。
あ
や
し
く
珍
ら
し
。
上
野
朽
子
谷
な
と
い
ふ
処
を
す
く
。
邇
摩
郡
佐

間
村
銀
山
と
て
、
銀
鉱
堀
処
に
い
た
り
て
天
野
検
校
か
家
に
宿
れ
り
。
主
の
こ
へ
る
ま
ゝ

に
よ
め
り
し
う
た

と
ひ
来
れ
は
う
つ
も
賑
は
し
栲
角
の
し
ろ
か
ね
山
の
君
か
や
と
り
に

こ
の
里
は
大
永
の
此
よ
り
銀
を
堀
始
て
、
今
も
家
居
あ
ま
た
立
並
て
賑
は
へ
り
。
山
吹
の

城
跡
は
、
此
家
に
向
ひ
た
る
山
に
し
て
松
柏
生
繁
れ
り
。
大
森
は
此
里
に
連
り
て
任
国
の

君
お
は
し
て
、
仕
人
た
ち
あ
ま
た
家
居
あ
り
。
こ
ゝ
に
五
百
羅
漢
と
い
ふ
も
の
石
も
て
彫

て
祭
れ
る
。
舎
も
岩
壁
の
平
面
を
穿
て
、
石
の
蔀
さ
し
て
あ
り
。
此
も
の
諸
国
に
多
か
る

も
の
な
れ
と
も
、
石
も
て
造
り
た
る
は
珍
ら
し
。
久
里
の
里
を
す
く
。
東
南
な
る
山
に
、

和
名
抄

温
泉
由

　

神
名
式

霹
靂
神
社
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大
城
の
跡
見
ゆ
る
は
久
里
隆
政
か
住
し
あ
と
な
る
へ
し
。
此
わ
た
り
よ
り
渡
山
八
上
山
見

ゆ
る
大
田
の
里
石
崎
賎
麿
を
訪
ら
ふ
主
の
う
た

露
ふ
ら
む
む
く
ら
ふ
庭
の
せ
め
て
は
と
君
な
く
さ
め
に
鳴
む
し
も
か
も

　

か
へ
し

た
つ
ね
こ
し
吾
を
な
く
さ
め
に
鳴
虫
を
き
ゝ
す
て
ゝ
行
旅
そ
わ
ひ
し
き

名
に
お
ふ
佐
比
女
山
は
る
か
に
あ
ふ
き
見
る
。
い
と
け
う
あ
り
。
昔
、
西
行
法
師
此
山
を

見
て
こ
ゝ
に
て
う
た
よ
め
り
し
と
て
、今
も
西
行
庵
と
い
ふ
室
あ
り
。遠
近
の
風
流
雅
こ
ゝ

に
き
て
風
流
の
円
居
す
と
い
へ
り
。
羽
根
の
里
を
過
け
る
時
、
満
蓮
の
神
社
を
た
つ
ね
て

詣
つ
。
こ
は
昔
大
江
元
就
大
人
、
此
社
に
一
夜
陳
し
給
ふ
こ
と
を
思
ひ
出
て
な
り
。
其
比

羽
根
義
国
と
い
ふ
人
の
あ
り
し
も
こ
の
里
人
な
る
へ
し
。
此
処
よ
り
静
間
と
い
ふ
処
を
た

つ
ね
て
静
間
神
社
に
詣
〔
祭
神
大
己
貴
尊
少
彦
名
命
〕。
抑
こ
の
社
は
、
海
岸
の
さ
し
出

た
る
岬
に
巌
聳
た
る
処
あ
り
て
、
其
処
の
崫
に
御
社
は
た
ゝ
せ
給
へ
り
。
か
く
ふ
り
は
へ

て
此
社
に
詣
る
故
よ
し
は
、
万
葉
集
な
る
賎
か
崫
の
歌
に
よ
り
て
考
る
こ
と
の
あ
れ
は
な

り
。
其
は
出
雲
の
国
市
畑
寺
薬
師
の
段
に
い
ふ
へ
し
。
か
く
て
出
雲
国
に
う
つ
り
、
多
芸

三
里
浜
な
と
い
ふ
処
を
過
て
園
神
社
に
ま
う
つ
祭
神
八
掴
瑞
臣
津
努
命
。
大
汝
持
大
神
の
国

造
ら
し
ゝ
時
、
御
功
あ
り
し
神
に
て
こ
の
わ
た
り
を
園
の
長
浜
と
い
ふ
。
杵
築
よ
り
引
つ

ら
な
り
た
る
い
と
長
き
砂
山
は
、
大
神
国
曳
来
ま
せ
し
時
の
御
綱
の
な
れ
る
山
な
り
。
長

く
引
延
た
る
砂
山
の
清
ら
な
る
に
、
古
松
生
繁
り
て
御
社
い
か
め
し
く
建
給
ひ
て
た
ふ
と

万
葉
二　

人
丸

大
舩
の
わ
た
り
の
山

同
十　
　

〃

妹
か
袖
さ
や
に
も
見
え
す
つ

ま
こ
も
る
屋
上
の
山

佐
比
売
山

出
雲
風
土
記

神
名
式

佐
比
売
山
神
社

今
三
瓶
山
云

　

和
名
抄

波ハ

ネ祢

　

同
静
間

神
名
式

静
間
神
社
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き
。
い
は
む
か
た
な
し
〔
委
し
き
事
ま
た
園
の
長
浜
の
図
な
と
左
に
よ
り
て
考
へ
た
る
事

は
出
雲
風
土
記
図
考
に
い
ふ
〕。
神
主
園
光
行
か
家
に
宿
て
よ
め
り
し
う
た

ふ
み
ゝ
れ
は
い
よ
ゝ
た
ふ
と
し
神
の
代
の
そ
の
あ
と
し
ろ
き
そ
の
ゝ
長
浜

け
ふ
は
八
月
五
日
。
杵
築
社
の
神
祭
り
な
れ
は
、
主
ね
も
こ
ろ
に
と
ゝ
め
し
を
し
ひ
て
出

行
、
杵
築
に
い
た
り
。
あ
ひ
し
れ
る
人
の
家
に
い
り
て
や
と
い
れ
り
。
湯
浴
髪
け
つ
り
な

と
し
て
大
前
に
詣
。
日
中
過
る
こ
ろ
北
嶋
国
造
昇
殿
あ
り
。
大
庭
に
て
神
あ
そ
ひ
の
舞
あ

り
。
夕
方
坪
内
主
を
訪
ら
ふ
。
く
さ
〳
〵
あ
る
し
な
し
給
へ
り
。

此
云
、当
社
神
宝
琵
琶
の
事
禁
秘
御
抄
云
、唐
土
よ
り
持
ふ
り
し
二
面
の
琵
琶
、玄
上
・

谷
蔭
の
内
に
て
、
玄
上
は
朝
庭
に
て
は
や
く
失
ひ
ぬ
る
を
、
紫
藤
の
谷
蔭
は
い
つ
の

こ
ろ
よ
り
か
当
社
の
御
内
殿
に
納
り
て
重
き
神
宝
と
な
り
し
を
、
文
政
十
二
年
十
一

月
此
琵
琶
朝
庭
へ
め
さ
れ
て
叡
覧
に
そ
な
は
り
、
し
は
ら
く
朝
庭
に
と
ゝ
め
給
ひ
し

を
、
翌
年
七
月
三
日
よ
り
京
都
の
大
地
震
希
代
の
珍
事
九
月
こ
ろ
ま
て
も
止
り
し
は
、

ま
た
〳
〵
大
社
神
宝
の
琵
琶
を
朝
廷
に
と
ゝ
め
御
返
納
な
き
を
神
の
お
し
ま
せ
給
ふ

御
祟
り
な
め
り
と
て
、
同
九
月
下
旬
に
御
返
し
遊
さ
れ
し
と
な
む
。
按
に
、
琵
琶
は

希
代
の
珍
物
に
し
て
則
琵
琶
の
小
舌
紫
藤
な
り
。
撥
面
に
竜
虎
の
画
あ
り
。

裏ウ
ラ

に
元
徳
元
冬
と
い
ふ
事
の
あ
り
し
よ
し
。

是
は
琵
琶
の
胴
と
合
せ
た
る
を
、
朝
庭
に
て
披
き
見
ら
れ
し
時
の
写
し
な
り
と
て
奥

に
し
る
す
。
是
を
以
て
考
る
に
、
後
醍
醐
帝
と
の
国
ち
か
く
わ
た
ら
せ
給
ひ
し
時
な

　

和
名
抄

許
築
と
あ
る
許
は
杵
の
誤
字

也
　

拾
玉　

慈
鎮

は
る
か
な
り
い
く
よ
の
雲
に

な
れ
ぬ
ら
ん
出
雲
の
宮
の
千

木
の
片
そ
き

　

家
持
歌
集

白
真
弓
い
つ
も
の
山
は
と
き

は
な
る
命
の
あ
や
な
慈
つ
ゝ

あ
ら
む

元
徳
は
後
醍
醐
帝
即
位
十
一

年
な
り
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と
、
当
社
に
納
奉
給
ひ
し
も
の
な
ら
む
。

　

琵
琶
の
裏
に

　
　
　
　

南
菻
妙
音
火
災　
　
　
　

名
游
道　
　

元
徳
元

　
　
　
　

南
無
虚
空
蔵
菩
薩　
　
　
　
　
　
　
　

冬
之
比
作

さ
て
此
琵
琶
朝
廷
よ
り
御
返
納
の
節
、
破
損
修
覆
遊
さ
れ
仰
紙
一
紙
武
家
伝
奏
議
奏

連
著
の
こ
と
黄
金
許
多
御
奇
附
の
事
な
と
、く
は
し
き
事
は
大
社
実
録
〔
夷
臣
著
述
〕

に
い
へ
り
。
此
神
宝
の
こ
と
普
く
世
に
き
こ
え
て
か
く
れ
な
く
、
ま
た
あ
ら
ぬ
こ
と

な
と
人
の
い
へ
る
事
も
あ
れ
は
、
か
く
こ
ゝ
に
い
さ
ゝ
か
い
へ
り
。

次
の
日
も
大
前
に
詣
。
そ
の
ち
な
み
に
能ヨ
シ
ノ野
河
を
渡
り
て
芳
久
主
を
訪
ら
ひ
、
帰
る
さ
に

は
須
賀
河
を
渡
て
西
村
主
そ
の
外
し
れ
る
人
こ
れ
か
道
と
か
わ
ら
ふ
。
さ
て
鰐
渕
山
に
詣
。

左
り
の
か
た
御
崎
山
な
り
。
け
は
し
き
山
坂
を
登
り
、
高
き
峯
を
こ
え
、
深
き
谷
に
下
り

お
く
ま
り
た
る
処
に
寺
院
あ
ま
た
あ
り
。
奥
の
院
と
云
処
は
左
右
岩
壁
の
奥
に
曝
(
マ
マ
)布

有
。

滝
の
崫
に
一
宇
あ
り
て
、
滝
水
は
庇
の
前
に
落
る
な
り
。
和
田
の
坊
と
い
ふ
に
入
て
宿
る
。

こ
ゝ
の
摩
多
羅
神
と
称
る
神
社
は
、
祭
神
建
速
須
佐
之
男
命
を
い
ふ
。
風
土
記
に
云
神
魂

社
を
是
に
あ
つ
る
は
い
か
ゝ
あ
ら
む
。
或
人
云
、
昔
年
当
山
に
て
人
の
頭
骨
の
大
さ
六
尺

は
か
り
な
る
を
、
ほ
り
い
た
せ
り
。
人
々
怪
て
、
須
佐
能
男
命
の
御
な
ら
む
と
恐
て
今
の

社
を
建
て
い
は
ひ
祭
れ
り
と
い
ふ
。
ま
た
神
代
紀
云
、
鰐
成
嶽
は
こ
の
鰐
渕
山
の
事
な
り

と
云
。
こ
の
両
説
は
う
け
か
た
し
。
風
土
記
を
考
る
に
こ
の
鰐
渕
山
は
、
西
方
日
の
御
崎

冬
の
比
作
と
あ
る
は
修
覆
な

る
へ
し

類
聚
歌
林

　

順
徳
院

八
雲
た
つ
出
雲
の
子
ら
か
黒

髪
は
よ
し
野
の
川
の
沖
に
な

つ
さ
ふ

　

万
葉
十
二

真
菅
よ
し
曽
我
の
河
原
に
鳴

千
鳥
ま
な
し
吾
せ
子
わ
か
こ

ふ
ら
く
は

享
保
の
比

冷
泉
宗
家
卿
の
歌

木
の
間
よ
り
月
は
出
雲
の
御

崎
山
神
代
の
秋
の
光
み
の
ら

む
　

神
代
紀

素
戔
嗚
尊
居
熊
成
峯
而
遂
入

於
根
国
云
々
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よ
り
東
の
は
て
三
穂
か
岬
ま
て
引
続
き
た
る
山
に
て
大
汝
持
神
国
造
ら
し
ゝ
時
、
新
羅
国

高
志
国
よ
り
引
来
給
ひ
し
山
な
り
〔
委
し
き
事
は
出
雲
風
土
記
図
考
に
云
へ
し
〕。
須
佐

之
男
命
、
此
国
に
き
給
ひ
て
八
雲
立
の
神
詠
を
も
の
し
給
ふ
時
は
、
此
山
は
い
ま
た
な
か

り
し
な
り
。
さ
れ
は
鰐
成
嶽
は
異
地
に
し
て
、
ま
た
須
佐
之
男
命
の
御
あ
る
へ
く
も
あ
ら

す
。
ま
た
、
此
山
に
て
天
保
五
夏
の
こ
ろ
奇
怪
の
あ
り
し
事
の
話
は
、
八
雲
路
日
記
四
の

巻
に
い
ふ
へ
し
。
是
よ
り
十ウ
ツ
フ
ル
ヒ

六
嶋
を
見
に
ゆ
く
。
此
処
は
海
苔
の
名
産
な
る
事
、
世
人
よ

く
し
れ
り
。
其
嶋
は
雲
手
嶋
・
京
嶋
・
神
伝
嶋
三
・
大
黒
嶋
・
水
尾
嶋
・
大
平
嶋
・
鯖
口
嶋
・

内
ノ
大
平
嶋
・
殿
嶋
・
京
口
嶋
・
小
嶋
・
苔
福
嶋
・
根
瀧
嶋
・
山
柄
嶋
、
こ
の
十
六
嶋
を

十
六フ
ル
ヒ嶋
と
い
ふ
は
、
或
書
に
浦
人
海
苔
を
採
に
藻
屑
貝
殻
な
と
つ
き
た
る
を
う
ち
ふ
る
ひ

て
採
故
に
、
か
の
海
苔
の
よ
く
生
る
嶋
の
数
に
よ
ひ
な
れ
て
、
終
に
十
六
嶋
の
字
を
う
つ

ぷ
る
ひ
と
い
ふ
と
い
へ
り
。
さ
も
あ
る
へ
し
。
都
て
こ
れ
ら
の
こ
と
文
字
と
訓
と
こ
と
な

る
こ
と
、
伴
蒿
蹊
か
考
へ
し
事
あ
り
。
そ
は
こ
ゝ
に
は
い
は
す
。
此
処
よ
り
松
浦
と
い
ふ

処
に
い
つ
。
ま
た
多
久
村
に
こ
ゆ
。
雲
見
峠
と
い
ふ
山
路
に
石
神
と
い
ふ
あ
り
。
高
一
杖

は
か
り
。
周
も
ま
た
お
な
し
。
其
側
に
小
石
神
と
い
ふ
あ
り
て
、
数
百
余
同
形
な
る
も
の

並
へ
り
。
里
人
は
建
石
と
な
も
い
ふ
。
国
人
渡
邉
某
云
、
多
芸
津
彦
命
の
神
跡
な
り
と
い

ふ
は
い
か
ゝ
あ
ら
む
。
神
名
式
、
常
陸
国
大
荒
礒
崎
薬
師
菩
薩
明
神
社
同
那
賀
郡
、
ま
た

能
登
国
な
る
石
像
の
神
社
い
つ
れ
も
此
処
な
る
と
ま
た
〳
〵
同
し
さ
ま
な
れ
は
、
こ
は
う

つ
な
く
大
汝
持
命
少
彦
名
命
の
神
跡
な
る
へ
し
。
ま
た
仏
家
の
薬
師
仏
と
い
ふ
も
の
に
、

ウ
ツ゚

゜
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薬ク
ス
シ
ノ師

神
を
混
合
し
た
る
こ
と
、
次
の
市
畑
寺
の
段
と
考
合
し
て
其
誤
れ
る
こ
と
し
る
へ
し
。

此
山
よ
り
完

(
マ
マ
)

道
湖
眼
下
に
見
ゆ
。
こ
は
往
古
の
海
の
残
り
に
し
て
、
西
は
平
田
よ
り
東
松

江
の
城
下
ま
て
竪
六
里
は
か
り
の
湖
水
な
り
。
か
の
鳥
上
嵩
は
こ
の
湖
の
南
に
高
く
そ
ひ

へ
た
る
山
な
り
。
大
蛇
の
住
し
皮
の
河
は
、
こ
の
鳥
上
山
よ
り
湖
水
に
流
れ
い
る
河
な
り
。

或
書
に
、
完
(
マ
マ
)道

畦
地
山
ま
た
完

（
マ
マ
）道

遠
江
守
正
隆
と
い
ふ
人
の
見
え
た
る
も
、
此
わ
た
り
の

人
な
る
へ
し
。
是
よ
り
市
畑
寺
に
詣
。
こ
の
寺
正
面
の
一
宇
に
薬
師
仏
を
い
は
ひ
祭
り

て
、
遠
近
の
眼
を
煩
ふ
人
、
こ
の
仏
に
乞
祷
て
神
験
い
ち
し
る
し
。
こ
の
東
の
脇
の
小
社

に
少
彦
名
命
を
祭
り
、
西
脇
の
小
社
に
葦
原
醜
男
命
を
祭
る
。
門
外
に
坊
舎
あ
り
。
こ
の

寺
の
古
き
も
の
に
、
市
畑
神
領
と
書
た
る
も
の
あ
る
よ
し
或
人
い
へ
り
ま
し
ゝ
。
こ
の
仏

進
を
む
ね
と
祭
る
日
は
、
海ウ
シ
ホ水
を
奉
る
と
そ
。
里
翁
の
い
へ
ら
く
、
本
尊
薬
師
仏
往
古
完

（
マ
マ
）

道
の
湖
中
よ
り
出
現
ま
し
〳
〵
て
、
当
山
の
半
途
に
岩
崫
あ
り
。
其
処
に
御
鎮
坐
ま
し
ゝ

を
、
後
に
今
の
堂
宇
を
建
て
祭
れ
り
と
云
。
其
始
て
御
鎮
座
の
窟
と
い
ふ
は
い
さ
ゝ
か
な

れ
と
も
、
い
か
さ
ま
に
も
古
き
神
跡
と
お
ほ
し
く
て
、
窟
中
に
小
祠
あ
り
。
前
に
注
縄
引

延
て
あ
り
。
倩
、
当
社
の
事
跡
を
按
ふ
に
、
中
昔
よ
り
浮
屠
の
輩
神
社
と
仏
宇
に
と
り
な

し
て
、
あ
ら
ぬ
名
と
も
を
お
ほ
せ
ま
つ
り
て
、
お
の
か
し
く
祭
る
こ
と
あ
け
て
か
そ
へ
か

た
し
。
当
社
も
う
つ
な
く
大
汝
持
命
少
彦
名
命
の
御
鎮
坐
に
し
て
、
諸
人
の
病
患
を
救
ひ

給
ふ
こ
と
眼
病
の
み
に
限
る
へ
か
ら
す
。
こ
と
に
、
こ
の
国
は
此
二
神
の
御
本
国
に
ま
し

ま
せ
は
、
万
葉
集
な
る
大
汝
持
少
御
神
の
賎
の
窟
と
よ
み
し
は
、
き
は
め
て
こ
の
い
は
や

　

和
名
抄

意
宇
郡
完

(
マ
マ
)道

今
訛
て
シ
ン
ジ

ユ
ウ
ミ
云

神
名
式
同
郡

完(
マ
マ
)道

神
社

　

出
雲
川　

叔
(
マ
マ
)蓮

出
雲
深
き
み
な
と
を
た
つ
ぬ

れ
は
は
る
か
に
つ
た
ふ
わ
か

の
う
ら
波

　

皮
河

神
道
百
首
兼
邦

和
ら
く
る
光
り
は
な
ほ
そ
あ

ら
は
る
ゝ
ひ
の
川
上
の
出
雲

八
重
垣

鳥
上
嵩

神
代
紀
一
書
云
素
戔
嗚
尊
云

云

東
渡
到
出
雲
国
簸
川
上
有
所

鳥
上
峯
云

云

市
畑
寺

出
雲
風
土
記
云
神
名
火
山
葦

原
神
社

シ
ヽ
チ
ノ
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の
事
な
る
へ
し
。
こ
の
静
の
窟
の
こ
と
、
石
見
国
邑
智
郡
岩
屋
村
に
静
か
い
は
や
と
称

る
も
の
あ
り
て
、
小
篠
敏 〔
濱
田
候
の
儒
臣
明
和
寛
政
の
こ
ろ
の
人
に
て
鈴
の
屋
の
弟
子

也
〕
鈴
の
屋
翁
に
物
語
し
て
よ
り
、
翁
も
静
の
崫
は
こ
れ
な
め
り
と
い
ひ
置
れ
た
り
。
伴

蒿
蹊
も
此
説
を
諾
へ
り
。
抑
、
静
の
岩
と
称
る
も
の
播
唐
国
生
子
崫
こ
れ
世
の
人
の
し
る

処
な
り
。
こ
れ
も
上
古
の
神
作
に
し
て
、
其
造
れ
る
さ
ま
も
め
つ
ら
し
。
ま
た
、
こ
の
崫

作
ら
し
ゝ
時
の
石イ
シ
ク
ズ屑

は
、
遥
遠
き
処
に
捨
た
り
と
い
ふ
。
こ
ゝ
に
も
、
か
の
二
神
を
い
は

ひ
祭
る
よ
し
の
伝
な
れ
は
、
静
か
崫
と
い
は
む
も
ま
た
諾
な
り
。
石
見
国
静
か
崫
と
い
ふ

処
、
お
の
れ
往
て
見
し
に
山
の
麓
に
小
社
有
て
、
其
山
の
頂
に
登
る
と
こ
ろ
に
中
の
崫
奥

の
崫
と
い
ふ
あ
り
。
い
つ
れ
も
聊
の
自
然
の
崫
に
し
て
神
祠
も
な
し
。
岩
屋
村
の
号
の
故

よ
し
は
何
れ
に
拠
て
な
つ
け
ゝ
む
。
い
ふ
か
し
。
然
に
先
年
此
辺
山
を
洗
流
し
て
、
鉱コ
テ
ツ砂

を
と
る
も
の
山
の
崩
れ
よ
り
、
長
尺
は
か
り
の
薬
師
仏
の
銅
像
を
堀
出
せ
り
。
是
な
む
静

か
崫
の
神
像
な
る
へ
し
と
、
か
の
社
内
に
い
は
ひ
置
し
に
、
自
然
に
蟋コ
ホ
ロ
キ蟀
の
如
く
な
る
黒

き
虫
出
て
、
こ
の
銅
の
仏
像
を
喰
て
一
年
余
に
し
て
、
竟
に
残
り
な
く
喰
尽
せ
り
と
云
り
。

此
事
実
は
、
こ
の
出
羽
の
庄
に
濱
田
君
よ
り
置
給
ふ
出
羽
組
代
宦
何
某
か
其
こ
ろ
書
た
る

も
の
に
誌
せ
り
。
其
后
は
、
当
社
内
に
神
像
を
斎
置
こ
と
な
し
と
云
り
。
い
と
怪
し
き
事

な
り
。
此
社
を
し
も
静
か
崫
の
真
跡
の
こ
と
敏
か
い
ひ
し
も
年
こ
ろ
諾
は
れ
、
か
く
〳
〵

侍
り
し
に
同
国
同
郡
の
う
ち
赤ア
カ

谷
と
い
ふ
処
あ
り
〔
安
芸
広
島
よ
り
石
見
濱
田
府
往
通
の

道
な
り
〕。
此
処
よ
り
水
源
凡
五
十
丁
は
か
り
登
り
て
、
京
か
原
と
い
ふ
処
あ
り
。
其
山

゜
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の
南
表
は
、
安
芸
国
山
県
郡
高タ

カ
ヌ野

村
才サ

イ
オ
ツ乙

村
に
峯
を
隔
て
境
を
な
せ
り
。
則
、
山
陰
山
陽

の
坂
合
な
り
。
頂
頭
よ
り
十
丁
は
か
り
下
り
て
、
北
の
方
一
山
一
面
の
岩
壁
な
り
。
そ
の

平
面
に
方
面
二
杖
は
か
り
高
九
尺
余
奥
深
杖
余
其
内
角
面
に
し
て
彫
磨
人
力
の
及
ふ
へ
く

も
あ
ら
ぬ
神
作
の
崫
あ
り
。
其
岩
屑
と
思
し
き
も
の
六
七
丁
は
か
り
山
を
隔
て
ゝ
谷
底
に

捨
た
り
。
是
全
く
生
子
崫
と
同
し
さ
ま
な
り
。
是
な
む
往
古
か
の
二
神
の
造
給
ひ
て
鎮
坐

ま
し
ゝ
静
の
崫
な
る
へ
し
。
然
れ
と
も
此
処
は
い
と
深
き
山
奥
に
し
て
、
秋
の
末
よ
り
春

の
す
ゑ
ま
て
雪
の
た
ゆ
る
こ
と
な
く
後
世
詣
る
人
も
な
か
り
つ
ら
む
を
、
今
の
岩
屋
村
に

い
さ
ゝ
か
の
崫
の
あ
り
し
に
よ
り
て
、
小
祠
を
建
、
此
御
神
を
う
つ
し
祭
り
し
な
る
へ
し
。

今
は
京
か
原
の
崫
は
し
る
へ
も
な
く
な
り
し
な
り
。
又
、
前
に
云
、
安
濃
部
静
間
村
静
間

神
社
是
も
、
静
の
崫
の
真
跡
な
り
と
こ
の
わ
た
り
の
人
は
い
へ
れ
と
、
上
古
の
跡
い
つ
れ

か
真
の
跡
な
ら
む
。
後
世
の
心
も
て
、
強
て
定
る
は
い
と
お
ほ
つ
か
な
き
事
に
て
そ
あ
れ
。

さ
れ
と
も
、
今
試
に
強
て
い
は
ゝ
ま
た
く
こ
の
市
畑
山
の
岩
屋
を
二
神
の
鎮
坐
根
元
の
静

の
崫
な
る
へ
き
。
前
に
も
い
ふ
こ
と
く
、
今
は
仏
を
祭
と
い
へ
と
も
、
全
神
社
に
ま
き
れ

な
き
事
は
神
領
と
云
。
海
水
を
奉
る
こ
と
な
と
、
古
き
伝
の
い
ち
し
る
し
。
ま
た
当
社
に

乞
祷
て
、
諸
病
に
験
あ
る
こ
と
仲
子
の
及
ふ
と
こ
ろ
に
あ
ら
す
。
お
の
れ
前
に
、
杵
築
の

社
頭
に
て
百
首
歌
よ
み
て
奉
り
し
時
、
八
雲
立
の
御
神
詠
の
歌
の
文
字
を
一
字
宛
、
始
に

置
て
よ
め
り
し
三
十
一
首
の
う
た
の
中
る
の
字

瑠
璃
色
に
ひ
か
る
ほ
と
け
の
名
と
い
ふ
は
な
へ
て
薬ク
ス
シ師

の
こ
れ
の
大
神
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と
よ
み
し
な
と
思
ひ
出
さ
れ
て
か
し
こ
か
れ
と
も
、
今
は
二
神
の
始
て
鎮
坐
て
万
人
の
病

患
を
守
護
給
ふ
静
の
崫
の
根
元
は
こ
の
市
畑
山
の
崫
に
し
て
、
石
見
国
な
る
京
か
原
の
い

は
や
播
磨
国
な
る
生
子
崫
は
、
後
に
作
り
坐
し
ゝ
処
な
る
へ
し
。
さ
て
、
岩
屋
村
の
社
静

間
の
社
は
自
然
の
崫
に
よ
り
て
う
つ
し
祭
り
し
な
ら
ん
。
此
類
な
る
あ
る
へ
し
と
考
へ
定

つ
。
佐
陀
の
御
社
に
詣
。
祭
れ
る
神
は
伊
邪
那
岐
神
・
伊
邪
那
美
神
・
天
照
大
御
神
・
月

夜
見
命
・
須
佐
之
男
命
を
合
せ
祭
る
。
或
は
云
、
四
坐
。
渡
邉
主
云
、
当
社
祭
神
古
書
に

神
御
霊
命
の
子
𧏛
貝
比
女
命
加
賀
の
〔
加
賀
の
こ
と
次
に
い
ふ
〕
久
計
止
に
て
産
坐
る
佐

陀
大
神
と
あ
る
は
、
猿
田
彦
の
命
の
御
事
な
り
。
当
社
は
、
猿
田
彦
命
と
大
田
命
と
御
縄

張
の
宮
建
に
し
て
、
こ
ゝ
に
と
ゝ
ま
り
給
ひ
ぬ
と
あ
り
。
然
れ
は
、
一
説
四
柱
の
う
ち
な

ら
ん
か
と
云
り
。
当
社
も
、
杵
築
の
大
宮
に
次
て
厳
重
な
る
御
社
な
り
。
ま
た
、
当
社

に
神
詠
と
て
国
土
の
広
き
あ
ら
野
を
田
と
な
し
て
鍬
の
御
矛
や
露
の
玉
米
と
い
ふ
う
た

に
、
神
人
の
鍬
も
た
る
像
な
と
書
そ
へ
て
木
に
彫
、
紙
に
う
つ
し
て
信
心
の
人
に
あ
た
ふ

る
也
。
こ
は
か
の
大
成
経
を
偽
作
せ
し
美
濃
国
潮
音
か
偽
り
て
作
り
ま
う
け
し
歌
な
り
と

云
り
。
い
と
も
か
し
こ
し
。
か
く
て
水
の
浦
に
い
た
り
、
久
計
門
の
社
に
ま
う
て
む
と
て
、

其
夜
は
そ
こ
に
な
も
宿
れ
り
。
其
夜
、
但
馬
国
人
北
垣
〔
通
称
和
平
〕
方
照
、
枕
を
な
ら

へ
て
あ
ひ
か
た
ら
へ
り
。
此
主
は
、
年
こ
ろ
杵
築
の
大
神
を
信
て
、
近
き
こ
ろ
吾
山
に
御

社
を
建
て
い
は
ひ
拝
り
。
つ
と
め
て
方
照
主
と
ゝ
も
に
、
海
士
の
小
舩
に
う
ち
乗
て
、
久

計
門
の
浦
に
ゆ
く
。
久(
マ
マ
)

計
門
の
浦
に
ゆ
く
。
此
処
は
、
北
海
に
さ
し
出
た
る
海
涯
に
大
き
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な
る
崫
あ
り
て
、
崫
の
中
に
舩
を
乗
い
れ
て
奥
に
入
、
彼
方
此
方
と
漕
め
く
り
、
ま
た
こ

き
出
し
て
高
天
原
古
久
計
止
な
と
い
ふ
処
に
詣
。
神
名
式
に
云
、
加
賀
神
社
是
な
り
〔
今

は
社
殿
は
な
し
〕。
祭
れ
る
神
は
、
𧏛
貝
比
売
命
・
天
照
大
神
な
り
。
こ
ゝ
の
崫
の
中
に
、

天ソ

ラ井
よ
り
し
た
ゝ
り
落
る
水
の
露
を
持
帰
、
乳
汁
の
少
き
婦
女
に
あ
た
ふ
れ
は
、
必
験
あ

り
て
乳
汁
い
つ
る
な
り
。
渡
邉
主
云
、
或
書
云
、
加
賀
神
崎
久
計
止
崫
高
十
丈
巡
五
百
歩

東
西
北
は
通
れ
り
と
云
〔
三
方
に
海
に
通
穴
の
入
口
あ
り
〕。
猿
田
彦
命
、
此
崫
に
て
生

給
ふ
時
、
御
母
𧏛
貝
姫
暗
き
崫
な
る
か
な
と
宣
て
、
金
弓
に
て
射
通
し
給
へ
は
、
明
り
さ

し
て
〔
今
の
北
の
方
の
穴
な
り
〕
か
ゝ
や
け
る
故
に
加
賀
と
い
ふ
と
云

云
。
久
計
止
と
い

ふ
号
は
、
窟
の
中
を
舩
に
て
三
方
へ
往
ぬ
け
る
故
に
潜ク
キ
ト門
な
る
へ
し
。

さ
て
此
処
よ
り
方
照
主
は
三
穂
の
神
社
へ
詣
て
た
る
。
お
の
れ
は
別
れ
て
松
江
の
方
に
ゆ

く
。こ
の
近
き
わ
た
り
に
津
の
森
と
い
ふ
有
。是
を
大
蛇
の
骨
宮
と
も
い
ふ
。須
佐
能
男
命
、

退
治
し
給
ひ
し
大
蛇
の
骨
を
集
て
祭
れ
り
と
云
り
。
こ
よ
り
松
江
に
出
て
宿
れ
り
。
こ
の

松
江
は
鱸ス
ヽ
キの
名
産
に
し
て
、
十
月
の
こ
ろ
完

(
マ
マ
)道
湖
よ
り
大
海
に
下
る
鱸
を
採
な
り
。
此
魚

の
事
神
代
の
御
典
に
も
見
え
て
、
其
名
い
と
古
き
こ
と
し
る
へ
し
。
こ
れ
に
よ
り
、
此
処

を
し
も
松
江
と
い
ふ
は
漢
国
に
鱸
の
多
か
る
処
を
松ズ
ン
ゴ
ウ江
と
い
ふ
事
の
あ
れ
は
な
る
へ
し
。

こ
ゝ
に
四
日
は
か
り
あ
り
て
、
熊
野
社
・
大
庭
社
に
ま
う
て
し
。
ま
た
揖
夜
神
社
に
詣
。

祭
れ
る
神
は
、
須
佐
能
男
命
・
伊
猛
命
、
同
右
社
美
保
津
比
売
命
と
い
ふ
も
い
か
ゝ
あ
ら
む
。

神
代
の
御
巻
に
見
え
た
る
伊
布
夜
坂
は
此
処
の
事
な
り
と
い
へ
と
、
此
地
海
辺
の
な
た
ら

久
計
止

書
紀
に
洞ク

キ
ノ
ウ
ミ海

万
葉
に
木
間
立

久
々
霍
公
鳥
ま
し
ゝ
百
舌
鳥

の
草
久
吉
な
と
み
れ
今
云
く

ぐ
る
る
也

　

鱸
古
事
記
云
栲
縄
之
千
尋
縄
打

延
為
釣
海
士
之
口
大
之
尾
翼

鱸神
名
式
云

揖
夜
神
社

同
石
社

韓
国
伊
太
氐
神
社
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か
な
る
処
に
て
、
伊
布
夜
坂
と
思
し
き
処
は
見
え
す
。
或
云
、
日
吉
村
剣
大
明
神
、
祭
神

伊
邪
那
岐
命
・
大
山
祗
命
〔
風
土
記
云
詔
刀
社
式
云
能
利
刀
神
社
〕。

こ
の
御
社
の
山
大
石
塁
々
と
し
て
、
伊
邪
那
岐
命
、
泉
津
平
坂
に
て
引
塞
給
ひ
し
千
引
の

石
な
り
と
云
〔
千
家
俊
信
大
人
の
考
〕。
今
の
神
主
の
祖
父
内
蔵
太
夫
と
云
し
人
、
神
前

に
詣
、泉
の
国
に
往
三
日
過
て
帰
れ
り
〔
現
身
な
か
く
往
し
に
は
あ
ら
す
魂
の
往
し
な
り
〕。

其
故
よ
し
を
人
に
語
ら
す
、
老
年
に
及
息
絶
る
際
に
始
て
泉
の
国
に
通
ふ
穴
当
社
内
に
あ

り
と
い
ふ
事
を
語
て
息
絶
た
り
と
云

云
。
是
よ
り
、
伊
東
村
大
森
大
明
神
に
詣
。
神
主
浅

尾
氏
を
訪
ら
ふ
。
安ヤ
ス
キ来
の
里
よ
り
舩
に
乗
て
、伯
耆
国
米
子
に
渡
り
大タ

イ
セ
ン山
に
詣
。
神
名
式
云
、

大
神
山
神
社
祭
れ
る
神
は
大
己
貴
尊
、
今
は
大
智
明
大
権
現
と
云
。
さ
て
当
山
は
〔
前
に

云
、
佐
比
女
山
と
こ
の
大
山
は
国
留
の
杬
な
り
と
風
土
記
に
云
り
〕
西
の
国
に
類
な
き
高

山
に
し
て
、
山
の
頂
頭
に
登
る
人
は
、
当
山
の
院
主
お
の
か
代
に
た
ゝ
一
度
登
る
の
み
に

て
、
其
余
案
内
た
に
し
る
人
な
し
と
云
こ
と
元
享
釈
書
と
い
ふ
も
の
に
見
え
て
今
も
然
り

と
云
。
然
る
に
吾
友
濱
田
人
松
田
春
平
、
教
子
と
も
を
ゐ
て
此
山
の
い
た
ゝ
き
に
登
り
け

る
に
、
さ
ら
に
か
た
き
こ
と
も
あ
ら
す
、
奇
怪
こ
と
も
な
し
と
云
り
。
浮
徒
の
輩
と
さ
ま

か
く
さ
ま
に
い
ひ
ふ
れ
て
、
罪
深
き
人
登
り
得
ぬ
と
い
ふ
山
の
国
々
に
多
か
れ
と
も
、
類

ひ
な
き
富
士
の
山
す
ら
人
の
登
り
見
る
に
、
ま
ひ
て
其
よ
り
早
き
山
の
い
か
て
か
登
り
え

さ
ら
む
。
春
原
(
マ
マ
)か

倭
魂
の
ほ
と
そ
こ
よ
な
か
り
け
る
。
此
山
の
東
の
か
た
に
、
か
の
舩
上

山
と
い
ふ
は
有
な
り
。
さ
か
ひ
の
浦
と
い
ふ
処
に
き
て
三
穂
の
崎
に
ゆ
く
。
三
穂
の
神
社

能
利
刀
神
社

式
今
本
能
字
熊
に
誤

　

平
坂

古
事
記
故
其
所
謂
黄
津
平
坂

者
出
雲
国
伊
賦
夜
坂
也

大
森
大
明
神

式
云
筑
陽
神
社

大
山
登
嶺
の
事
春
平
の
言
た

る
大
山
ノ
記
と
い
ふ
も
の
に

見
ゆ
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に
詣
。こ
の
と
こ
ろ
は
北
海
隠
岐
国
の
方
に
さ
し
出
た
る
岬
に
し
て
、其
処
に
御
社
は
た
ゝ

せ
給
へ
り
。
祭
れ
る
神
は
一
宮
三
穂
津
姫
命
、
二
宮
事
代
主
命
を
ま
つ
れ
り
。
此
社
に
て

人
々
神
主
に
物
種
を
乞
ふ
こ
と
あ
り
。
こ
は
誰
人
に
て
も
大
前
に
て
五
穀
の
種
と
始
て
桑

綿
其
外
万
物
の
豊
作
を
乞
祈
て
種
を
乞
へ
は
、
何
の
種
を
望
て
も
神
主
よ
り
あ
た
ふ
る
も

の
籾モ
ミ

な
り
。
其
籾
を
持
帰
て
吾
望
の
品
を
乞
の
み
。
田
畠
に
蒔
は
、
籾
種
変
て
吾
乞
祈
ま

に
〳
〵
生
て
こ
と
に
豊
作
を
得
る
な
り
。
神
験
あ
や
し
き
事
と
も
あ
り
〔
な
ほ
当
社
の
こ

と
く
は
し
く
八
雲
路
日
記　
　

巻
に
云
〕。
こ
ゝ
よ
り
ま
た
伯
耆
国
に
わ
た
り
て
、
赤
崎

上
伊
勢
な
と
を
過
、稲
積
村
と
い
ふ
あ
り
。
こ
は
歌
枕
名
寄
に
見
え
た
る
処
な
る
へ
し〔
名

寄
権
少
僧
都
光
覚
秋
の
田
の
稲
積
の
里
の
秋
風
に
寒
け
く
な
り
ぬ
初
か
り
の
こ
ゑ
〕。
倉

石
の
町
に
い
た
り
て
、
漬
閑
寺
重
阿
主
を
訪
ら
ふ
。
そ
よ
り
御
徳
山
に
詣
。
山
の
麓
に
寺

天
台
宗
三
宇
あ
り
。
奥
の
院
と
い
ふ
に
詣
る
道
は
、
い
と
も
け
は
し
き
巌
の
そ
ひ
へ
た
る

峰
つ
た
ひ
に
、
木
の
根
を
ふ
み
登
り
鎖
を
ひ
き
、
或
は
梯
を
登
り
橋
を
渡
り
蔦
に
と
り
つ

き
な
と
、
い
と
も
あ
や
う
き
か
ら
き
道
な
り
。
其
道
す
か
ら
、
巌
の
さ
し
の
そ
き
た
る
上

に
、
神
社
堂
宇
を
造
り
か
ま
へ
、
左
右
の
谷
は
い
く
千
尋
も
あ
ら
む
と
思
し
き
谷
の
岩
壁

よ
り
た
き
ち
る
水
の
う
ち
け
ふ
り
そ
こ
ゐ
の
き
は
み
も
見
え
す
、
い
と
も
か
し
こ
し
。
か

ら
ふ
し
て
奥
の
御
社
に
詣
。
人
み
な
投ナ
ケ
イ
レ入

堂
と
な
も
い
ふ
巌
の
聳
へ
覗
き
た
る
下
方
の
奥

に
御
社
あ
り
。
此
御
社
に
は
詣
る
人
も
な
く
、
実
に
遠
よ
り
投
入
た
る
か
こ
と
し
。
趣
な

く
て
は
詣
る
や
う
こ
そ
な
か
り
け
れ
。
す
さ
も
お
の
れ
も
た
ゝ
か
し
こ
し
と
仰
き
見
た
る

　

三
穂

和
名
抄
美
保
、
式
云
美
保
神

社
、
三
保
の
関
と
云
、
或
は

手
間
の
関
云

堀
川
百
首

さ
り
と
も
と
思
ひ
し
か
と
も

八
雲
立
て
ま
の
関
に
は
秋
も

と
ま
ら
す

名
寄
師
俊

み
こ
と
の
り
か
し
こ
み
て
そ

も
ろ
た
ふ
ね
こ
れ
よ
り
み
ほ

の
さ
き
に
つ
く
せ
ぬ

手
間
ヶ
関
は
手
間
天
神
の
有

る
地
に
し
て
三
穂
よ
り
七
八

里
へ
た
て
た
り

（
マ
マ
）
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は
か
り
な
り
。
其
道
、
次
の
神
社
は
梺
に
拝
礼
殿
あ
り
。
次
な
る
は
野
際
明
神
・
天
満
宮
・

勝
手
権
現
・
観
音
堂
、
次
々
に
建
給
ひ
て
、
い
や
は
て
に
奥
の
御
社
蔵
王
権
現
な
り
。
是

よ
り
因
幡
国
に
こ
え
、
鷺
峯
山
に
詣
。
鹿
野
に
い
て
ゝ
宿
る
。
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台
湾
ポ
ス
ト
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ

解
説
シ
リ
ー
ズ
―
―
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？

　

は
じ
め
に

　

解
説
シ
リ
ー
ズ
「
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？
」
の
第
二
回
と
し
て
、
台
湾
映
画
の
「
今
」
に
つ
い
て
書

い
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
を
本
誌
の
編
集
委
員
会
よ
り
受
け
た
。
こ
の
依
頼
に
、
魏
徳
聖
が
製
作
し
、
馬
志
翔
が

監
督
し
た
二
〇
一
四
年
の
台
湾
映
画
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

１
９
３
１ 

海
の
向
こ
う
の
甲
子
園
』（
以
下
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』）

大
石
　

和
久

第
二
回

――
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

１
９
３
１ 

海
の
向
こ
う
の
甲
子
園
』

　
　
　
　
に
つ
い
て
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
の
試
み
――
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に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
で
、
応
え
た
い
と
思
う
。

　

著
者
は
二
〇
二
三
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
台
湾
芸
術
大
学
の
研
究
員
と
し
て
台
北
に
滞
在
し
た
。
そ
れ
で
編

集
委
員
会
は
こ
の
よ
う
な
執
筆
依
頼
を
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
は
台
湾
映
画
の
専
門
家

で
は
な
く
、
一
介
の
映
画
美
学
研
究
者
で
し
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な
者
が
（
い
く
ら
台
湾
映
画
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
と
し
て
も
）、台
湾
映
画
の
「
今
」
に
つ
い
て
「
解
説
」
な
ど
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
荷
が
重
い
依
頼
で
あ
っ

た
。
一
度
は
お
断
り
し
よ
う
か
と
も
考
え
た
が
、
結
局
は
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
筆

者
が
北
海
学
園
大
学
で
映
画
研
究
を
し
て
い
る
こ
と
に
関
わ
る
。
こ
の
こ
と
に
触
れ
る
前
に
、
ま
ず
は
『
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｏ
』
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

台
湾
が
日
本
統
治
下
に
あ
っ
た
一
九
三
一
年
、
嘉
義
農
林
学
校
（
以
下
、
嘉
農
）
は
台
湾
代
表
と
し
て
甲
子

園
に
出
場
し
、
準
優
勝
を
果
た
す
（「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
と
は
嘉
農
の
ロ
ー
マ
字
表
記
で
あ
る
）。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、

こ
の
実
話
を
基
に
し
た
劇
映
画
で
あ
る
。嘉
農
野
球
部
は
、一
勝
も
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
弱
小
野
球
部
だ
っ

た
。
四
国
の
強
豪
、
愛
媛
県
立
商
業
学
校
野
球
部
の
元
監
督
・
近
藤
兵
太
郎
は
、
嘉
農
で
会
計
の
仕
事
を
し
て

い
た
。
近
藤
は
野
球
部
の
監
督
を
任
さ
れ
、
ス
パ
ル
タ
訓
練
で
鍛
え
直
す
。
近
藤
は
「
球
は
霊
な
り
、
霊
正
し

か
ら
ば
霊
ま
た
正
し
、
霊
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
霊
ま
た
正
し
か
ら
ず
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
日
本
式
の
〈
野
球
道
〉

を
説
く
（
１
）。
こ
の
よ
う
に
、近
藤
の
訓
練
は
技
術
面
の
み
な
ら
ず
精
神
面
の
鍛
錬
も
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

嘉
農
野
球
部
は
当
時
、
台
湾
で
も
珍
し
か
っ
た
「
蕃
人
」「
漢
人
」「
日
本
人
」
か
ら
成
る
三
民
族
の
混
成
チ
ー
ム
。

近
藤
は
こ
の
点
に
、
こ
の
野
球
部
の
強
み
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
。
近
藤
は
こ
う
断
言
す
る
。「
蕃
人
は
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足
が
速
い
。
漢
人
は
打
撃
が
強
い
。
日
本
人
は
守
備
に
長
け
て
い
る
。
こ
ん
な
理
想
的
な
チ
ー
ム
は
ど
こ
に
も

な
い
。
き
ち
ん
と
練
習
す
れ
ば
必
ず
甲
子
園
に
い
け
る
」。
近
藤
の
厳
し
い
指
導
に
耐
え
、
め
き
め
き
と
実
力

を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
嘉
農
は
、
と
う
と
う
甲
子
園
に
出
場
、
準
優
勝
を
果
た
す
。

　

さ
て
、
嘉
農
が
甲
子
園
の
準
々
決
勝
で
対
戦
し
た
の
が
、
北
海
道
代
表
の
札
幌
商
業
学
校
（
以
下
、
札
商
）

で
あ
っ
た
。
札
商
は
、
現
・
北
海
学
園
札
幌
高
校
の
前
身
に
あ
た
る
学
校
で
あ
る
（
２
）。
こ
の
映
画
の
中
で
、

嘉
農
と
札
商
の
試
合
は
大
き
く
扱
わ
れ
、
し
か
も
、
札
商
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
錠
者
博
美
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
か
つ
て
の
札
商
、
つ
ま
り
現
・
北
海
学
園
札
幌
高
校
は
筆
者
が

現
在
、
映
画
研
究
者
と
し
て
勤
め
て
い
る
北
海
学
園
大
学
の
併
設
校
で
あ
り
、
場
所
的
に
も
隣
り
合
っ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
著
者
は
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
そ
も
そ
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
台
湾
映
画
の
「
今
」

と
い
う
お
題
に
悩
ん
で
い
た
と
き
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
取
り
上
げ
た
ら
、
何
と
か
書
け
る
の
で
は
な
い
か
と
、
ふ

と
思
い
付
い
た
。
札
商
の
お
隣
で
映
画
研
究
を
し
て
い
る
の
も
何
か
の
縁
。
そ
れ
で
、
台
湾
映
画
の
専
門
家
で

も
何
で
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
謀
に
も
解
説
依
頼
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
著
者
は
映
画
に
お
け
る
北
海
道
表
象
を
、
そ
の
内
国
植
民
地
と
し
て
の
歴
史
性
の
観
点
か
ら
研
究
し

て
き
た
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、
植
民
地
時
代
の
台
湾
を
舞
台
と
し
た
映
画
で
あ
る
。
植
民
地
表
象
と
い
う
点
で
も
、

『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
興
味
深
い
。
こ
れ
も
、
執
筆
依
頼
を
引
き
受
け
た
動
機
と
な
っ
た
。
台
湾
代
表
の
嘉
農
と
北

海
道
代
表
の
札
商
と
の
戦
い
は
、
植
民
地
の
学
校
同
士
の
闘
争
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
解
説
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
観
点
か
ら
、
こ
の
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
解
釈
し
て
み
た
い
と

202



解説シリーズ―今、何が起きているのか？　「台湾ポストニューシネマ」

思
う
。
そ
の
際
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
重
要
な
理
論
家
の
一
人
、
ホ
ミ
・
バ
ー
バ
を
参
照
し
た
い
。
バ
ー
バ

の
理
論
か
ら
見
え
て
く
る
、
こ
の
映
画
に
込
め
ら
れ
た
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
な
意
味
と
は
何
か
。
バ
ー
バ
の

観
点
に
立
て
ば
、
嘉
農
の
野
球
は
、
日
本
へ
の
愛
憎
半
ば
す
る
「
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
（
両
価
性
）」
に
基
づ
く
、

日
本
野
球
の
「
擬
態
＝
摸
倣m

im
icry

」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
は
、
な
ぜ
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
語
る
こ
と
が
、
台
湾
映
画
に
お
い
て
「
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？
」

を
語
る
こ
と
で
も
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
そ
の
後
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア

ル
的
観
点
か
ら
解
釈
す
る
。
本
来
な
ら
こ
れ
で
本
解
説
を
終
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
後
に
、
札
商

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
・
錠
者
が
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
お
い
て
い
か
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
に

言
及
し
て
お
き
た
い
。
彼
こ
そ
が
、
私
に
本
解
説
を
執
筆
す
る
動
機
を
与
え
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

一　

台
湾
ポ
ス
ト
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
と
魏
徳
聖

　
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、
魏
徳
聖
三
部
作
中
の
一
作
で
あ
る
。
三
部
作
の
他
の
二
作
は
、
ど
ち
ら
も
彼
が
監
督
し

た
『
海
角
七
号 

君
想
う
、
国
境
の
南
』（
二
〇
〇
八
年
、
以
下
『
海
角
七
号
』）
お
よ
び
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ 

第

一
部　

太
陽
旗
、
第
二
部　

虹
の
橋
』（
二
〇
一
一
年
、
以
下
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』）
で
あ
る
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
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で
は
、
彼
は
製
作
に
回
っ
た
。
魏
徳
聖
に
よ
れ
ば
自
身
は
野
球
に
は
素
人
で
あ
っ
た
の
で
、
野
球
経
験
者
の
馬

志
翔
に
監
督
を
依
頼
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
魏
徳
聖
は
台
湾
ポ
ス
ト
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
の
旗
手
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら

一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
台
湾
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
の
後
の
世
代
に
属
す
る
映
画
監
督
で
あ
る
。
侯
孝

賢
や
楊
徳
昌
、
李
安
、
蔡
明
亮
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
の
監
督
達
の
美
的
に
洗
練
さ
れ
た
映
画
は
、
世
界
的

な
映
画
祭
で
数
多
く
の
賞
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
芸
術
性
は
必
ず
し
も
か
ん
ば
し
い
興
行
収
入

に
は
結
び
つ
か
ず
、
そ
の
結
果
、
台
湾
映
画
の
製
作
本
数
は
激
減
し
た
。

　

台
湾
映
画
の
低
迷
は
、
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
の
監
督
・
楊
徳
昌
の
助
監
督
を
務
め
た
、
い
わ
ば
そ
の
弟
子
、
魏
徳

聖
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
魏
徳
聖
が
二
〇
〇
八
年
に
監
督
し
た
『
海
角
七
号
』
は
、
台
湾

映
画
史
に
残
る
画
期
的
な
映
画
と
な
っ
た
。
日
本
統
治
時
代
に
生
ま
れ
た
日
本
人
男
性
と
台
湾
人
女
性
の
恋
愛

が
、日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
終
焉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
悲
恋
を
甘
美
に
、か
つ
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
に
描
い
た
こ
の
映
画
は
、
台
湾
で
製
作
さ
れ
た
映
画
と
し
て
史
上
最
高
の
五
億
三
〇
〇
〇
万
元
の
収
益
を
上

げ
た
。
台
湾
映
画
研
究
者
の
赤
松
美
和
子
は
、
こ
の
大
ヒ
ッ
ト
に
つ
い
て
「
二
〇
〇
八
年
、
台
湾
映
画
は
自
ら

の
歴
史
を
エ
ン
タ
メ
と
し
て
語
る
こ
と
で
再
び
息
を
吹
き
返
す
」
と
記
し
て
い
る
（
３
）。
ま
た
、『
セ
デ
ッ
ク
・

バ
レ
』
と
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
も
同
様
に
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
て
い
る
。
魏
徳
聖
の
登
場
に
つ
い
て
、
四
方
田
犬
彦

も
こ
う
言
っ
て
い
る
。
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魏
徳
聖
と
い
う
映
画
人
の
出
現
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
台
湾
映
画
を
も
っ
と
も
特
徴
付
け
る
現
象
の
一

つ
で
あ
る
。
侯
孝
賢
や
楊
徳
昌
が
映
像
作
家
と
し
て
の
繊
細
な
文
体
に
拘
泥
し
、
世
界
中
の
映
画
祭
に
宛

て
て
ハ
イ
ブ
ロ
ウ
な
芸
術
映
画
を
撮
り
続
け
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
次
の
世
代
で
あ
る
魏
徳
聖
は
逆
に
、
誰

も
が
登
場
人
物
に
同
一
化
し
て
、
強
い
情
動
的
興
奮
を
体
験
す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
徹
し
て
、

台
湾
映
画
を
も
う
一
度
興
隆
へ
と
導
い
た
。（
４
）

　

台
湾
映
画
研
究
者
の
稲
見
公
仁
子
に
よ
れ
ば
、
エ
ン
タ
メ
化
の
傾
向
は
、
現
在
に
ま
で
至
る
台
湾
映
画
の
特

徴
と
言
っ
て
よ
い
（
５
）。
そ
れ
は
、
近
年
、
台
湾
で
は
ジ
ャ
ン
ル
映
画
（
例
え
ば
『
紅
い
服
の
少
女 

第
一
章 

神

隠
し
[
二
〇
一
五
年
]、第
二
章 
真
実
[
二
〇
一
七
年
]』[
程
偉
豪
]
や
『
返
校 

言
葉
が
消
え
た
日
』[
二
〇
一
九
年
、

徐
漢
強
]
な
ど
の
ホ
ラ
ー
映
画
）
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
こ
れ
は
現
在
の
台
湾
発

の
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
映
画
に
も
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
台
湾
映
画
の
エ
ン
タ
メ
化
の
嚆
矢
と

な
っ
た
魏
徳
聖
、
そ
の
三
部
作
の
一
作
の
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
台
湾
映
画
の
「
今
」
の
一

端
を
語
る
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
魏
徳
聖
の
台
湾
映
画
の
エ
ン
タ
メ
化
は
、
同
時
に
、「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
探
究
と
と
も

に
な
さ
れ
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
稲
見
は
、
ポ
ス
ト
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
に
つ
い
て
、
こ
う
言
っ
て
い
る
。

人
々
を
引
き
つ
け
た
の
は
台
湾
が
台
湾
で
あ
る
こ
と
、
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
関
係
性
で
あ
っ
た
。
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た
と
え
ば
言
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、
国
語
と
台
湾
語
や
各
原
住
民
族
の
言
語
な
ど
が
混
在
す
る
の
が
リ
ア

ル
な
社
会
の
描
写
で
あ
る
。
道
教
の
信
仰
や
歌
仔
戲
、
夜
市
な
ど
の
民
俗
的
ア
イ
テ
ム
や
日
本
統
治
時
代
、

そ
の
後
の
白
色
テ
ロ
、
民
主
化
運
動
な
ど
の
歴
史
素
材
も
台
湾
が
台
湾
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
う
し
た

描
写
が
興
行
的
成
功
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
台
湾
と
し
て
の
意
識
は
、
八
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ

で
も
見
ら
れ
た
こ
と
だ
が
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
民
主
化
が
進
む
な
か
で
熟
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ

る
。（
６
）

　

民
主
化
以
前
、
国
民
党
一
党
独
裁
の
下
で
は
、
映
画
の
中
で
「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
関
わ
る
光
景

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
独
裁
が
終
わ
り
、
中
華
中
心
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

か
ら
解
放
さ
れ
政
治
が
〈
本
土
化
（
台
湾
化
）〉
す
る
（
７
）。
そ
れ
に
照
応
す
る
よ
う
に
、
映
画
人
た
ち
は
台
湾

本
位
の
視
点
か
ら
、
台
湾
の
光
景
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を
始
め
た
。
魏
徳
聖
が
、
多
元
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ

ル
ー
プ
―
―
中
国
語
の
「
族
群
」
―
―
か
ら
成
る
台
湾
の
生
活
空
間
に
注
目
し
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
台
湾
本

位
の
視
点
か
ら
で
あ
る
（
８
）。
台
湾
の
南
端
、
先
住
民
族
の
居
住
す
る
恒
春
半
島
を
『
海
角
七
号
』
は
舞
台
と

し
て
い
る
が
、
こ
の
舞
台
設
定
を
め
ぐ
っ
て
、
台
湾
映
画
研
究
者
の
林
ひ
ふ
み
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

台
湾
最
南
部
の
恒
春
半
島
を
舞
台
と
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
台
湾
映
画
に
も
見
ら
れ
た
外
省
人
、
本

省
人
の
区
分
を
越
え
て
、
客
家
や
先
住
諸
民
族
も
交
え
た
多
数
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
が
、
現
に
共
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存
し
、
北
京
語
と
台
湾
語
を
中
心
と
す
る
多
言
語
の
生
活
空
間
を
形
成
し
て
い
る
台
湾
社
会
の
現
状
が
生

き
生
き
と
描
き
出
さ
れ
た
。（
９
）

　

台
湾
に
共
生
す
る
、
多
元
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
（
あ
る
い
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
）。
こ
れ
が
、
魏
徳

聖
が
扱
う
大
き
な
主
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、彼
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
主
題
は
、日
本
統
治
時
代
で
あ
る
。

日
本
統
治
時
代
が
注
目
さ
れ
る
に
は
、
や
は
り
台
湾
の
民
主
化
が
進
み
、
中
華
中
心
主
義
か
ら
解
放
さ
れ
る
必

要
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
日
本
統
治
時
代
は
、
中
国
へ
の
侵
略
の
視
点
か
ら
専
ら
否
定
的
に
表
象
さ
れ
る
の
み

で
あ
っ
た
。
魏
徳
聖
は
、
現
在
の
台
湾
の
礎
と
な
っ
た
日
本
統
治
時
代
の
現
実
に
、
そ
の
功
罪
と
も
ど
も
、
迫

ろ
う
と
す
る
（
⓾
）。
そ
の
意
味
で
、
彼
が
こ
の
時
代
を
扱
う
の
は
、
や
は
り
「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を

探
究
す
る
作
業
で
あ
っ
た
。
上
に
見
た
よ
う
に
、『
海
角
七
号
』
も
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
も
日
本
統
治
時
代
の
出
来
事

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
も
、
一
九
三
〇
年
、
日
本
統
治
時
代
に
先
住
民
族
（
セ

デ
ッ
ク
族
）
が
抗
日
蜂
起
し
た
霧
社
事
件
を
活
劇
化
し
た
映
画
で
あ
っ
た
。
魏
徳
聖
の
三
部
作
は
す
べ
て
、
エ

ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
多
元
性
と
日
本
統
治
時
代
を
扱
っ
て
い
る
。
以
下
、
本
解
説
で
は
、
こ
の
三
部
作
の

中
で
も
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
焦
点
を
当
て
、
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。
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二　
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
つ
い
て
―
―
日
本
野
球
の
「
擬
態
＝
摸
倣
」
―
―

　

冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、「
蕃
人
」「
漢
人
」「
日
本
人
」
の
三
民
族
が
協
力
し
合
い
、
甲
子
園
で

活
躍
す
る
映
画
で
あ
る
。
魏
徳
聖
は
自
身
で
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
お
い
て
「
団
結
の
精
神
」、「
異
な
る
民
族
が
分

け
隔
て
な
く
互
い
に
協
力
す
る
と
い
う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
精
神
」
を
称
揚
し
た
、
と
語
っ
て
い
る
（
⓫
）。
彼
は
、

嘉
農
に
多
元
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
協
調
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
お
い
て
、
日
本

人
は
当
時
の
台
湾
を
構
成
し
た
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、

先
住
民
族
の
抗
日
闘
争
を
描
い
た
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
と
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。『
セ

デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
で
は
、
日
本
人
の
圧
政
に
耐
え
か
ね
た
先
住
民
族
が
、
日
本
人
た
ち
の
首
を
狩
り
、
惨
殺
す

る
の
で
あ
る
（
こ
の
よ
う
に
、『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
は
、
一
種
の
エ
ク
ス
プ
ロ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
側
面
も

持
っ
て
い
る
）。

　
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
と
は
真
逆
に
、
日
本
人
と
台
湾
人
の
協
調
を
描
く
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、
日
本
統
治
時

代
を
美
化
し
て
い
る
と
し
て
、
親
日
ど
こ
ろ
か
「
媚
日
」
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
⓬
）。
た
し

か
に
、
こ
の
映
画
で
は
、『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
の
よ
う
な
抗
日
の
激
し
い
戦
い
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
批
判
は
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
が
植
民
地
時
代
の
日
台
の
「
文
化
衝
突
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
こ
と
を
見

逃
し
て
い
る
、
と
魏
徳
聖
は
反
論
し
て
い
る
（
⓭
）。
彼
は
「
台
湾
の
歴
史
を
考
え
た
と
き
、
原
住
民
の
伝
統
文
化
、
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漢
民
族
の
移
民
文
化
、
外
来
の
植
民
文
化
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
三
種
類
の
文
化
が
合
流
し
て
い
た
の
が
、
日

本
の
統
治
時
代
な
ん
で
す
」
と
言
い
、
こ
の
よ
う
な
文
化
の
「
合
流
」
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
「
衝
突
」
が
生
じ
、

そ
こ
か
ら
必
然
的
に
「
ド
ラ
マ
」
が
生
ま
れ
て
く
る
、
と
語
る
（
⓮
）。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
日
台
の
協
調
の
ド
ラ
マ

で
あ
り
つ
つ
も
、
同
時
に
そ
れ
ら
の
「
衝
突
」
の
「
ド
ラ
マ
」
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
へ
の
「
媚
日
」
的
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、
四
方
田
は
魏
徳
聖
が
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
の

監
督
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、と
注
意
を
促
し
て
い
る
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』

の
抗
日
か
ら
の
単
な
る
転
向
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
作
は
い
わ
ば
「
鏡
の
表

と
裏
」（⓯
）
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
一
見
相
反
す
る
よ
う
で
も
魏
徳
聖
の
映
画
に
内
在
的
な
二
つ
の
側
面
で
あ
る
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
理
論
家
・
ホ
ミ
・
バ
ー
バ
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
四
方
田
の
言
う
「
鏡
の
表
と
裏
」
を

「
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
（
両
価
性
）」（
⓰
）
と
言
い
表
す
で
あ
ろ
う
。
精
神
分
析
に
由
来
す
る
こ
の
語
は
、
同
一
の

対
象
に
対
し
て
愛
情
と
憎
し
み
を
同
時
に
抱
く
心
理
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。
バ
ー
バ
は
、
植
民
者
と
非
植
民

者
の
関
係
に
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
を
見
た
。
台
湾
人
は
、
宗
主
国
の
日
本
を
愛
す
る
と
同
時
に
憎
み
、
あ
る
い

は
日
本
に
憧
れ
と
同
時
に
反
発
を
抱
い
て
い
た
。
魏
徳
聖
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

台
湾
人
は
日
本
に
対
し
て
矛
盾
し
た
感
情
を
抱
い
て
い
る
。
愛
す
る
べ
き
な
の
か
恨
む
べ
き
な
の
か
。
な

ら
ば
『
セ
ー
ダ
ッ
カ
バ
ラ
イ
』[『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
の
こ
と
]
で
憎
し
み
の
原
点
を
描
き
、『
海
角
七
号
』

で
愛
の
原
点
を
描
こ
う
。（
⓱
）
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あ
る
い
は
、
魏
徳
聖
は
「
日
本
統
治
時
代
は
、
時
に
は
愛
憎
相
半
ば
し
、
良
し
悪
し
の
基
準
だ
け
で
は
解
釈

で
き
な
い
面
が
多
々
あ
っ
た
時
代
で
す
」（
⓲
）
と
も
語
る
。
台
湾
の
球
児
た
ち
は
、
日
本
を
憧
れ
の
対
象
（
憧
れ

の
甲
子
園
）
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
、
セ
デ
ッ
ク
族
と
同
じ
く
日
本
に
反
発
し
て
も
い
た
。
魏
徳
聖
が
言
う

よ
う
に
、一
見
、親
日
的
な
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
日
台
の
「
衝
突
」
も
ま
た
そ
の
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

台
湾
人
の
日
本
へ
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
な
思
い
は
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
と
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
の
よ
う
な
テ
ク

ス
ト
間
の
関
係
と
し
て
の
み
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
と
い
う
一
つ
の
テ
ク
ス
ト
の
中
に
も
込
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
で
は
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
の
よ
う
に

明
ら
か
に
抗
日
的
な
光
景
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
の
細
部
に
は
、
嘉
農
が
日
本

へ
抵
抗
す
る
様
が
、
随
所
に
巧
み
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
消
息
を
見
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
は
、
当
時

の
甲
子
園
が
、
被
植
民
者
を
日
本
人
化
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
た
こ
と
の
確
認
か
ら
始
め
た
い
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』

は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
部
分
を
含
む
劇
映
画
で
あ
る
が
、
魏
徳
聖
は
、
む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
甲
子
園
の
歴
史
を

踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
映
画
を
制
作
し
て
い
る
。

　
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
の
序
盤
、
一
九
三
一
年
の
甲
子
園
の
開
会
式
が
映
し
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
内
地
の
各
地

域
の
代
表
チ
ー
ム
の
み
な
ら
ず
、
台
湾
に
加
え
、
満
州
や
朝
鮮
の
植
民
地
か
ら
の
代
表
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
い

る
の
が
見
え
る
。
人
類
学
の
立
場
か
ら
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
論
じ
た
沼
崎
一
郎
が
言
う
通
り
、
当
時
の
全
国
中
等

学
校
優
勝
野
球
大
会
（
現
在
の
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
）
は
、
台
湾
や
満
州
、
朝
鮮
と
い
っ
た
「
外

地
」
の
代
表
を
も
含
ん
だ
「
帝
国
の
祭
典
」
で
あ
っ
た
（
⓳
）。
大
日
本
帝
国
の
各
地
方
を
代
表
す
る
高
校
が
一
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堂
に
集
い
、
甲
子
園
で
競
い
合
う
。
そ
の
と
き
、
外
地
は
大
日
本
帝
国
の
一
地
方
と
み
な
さ
れ
、
帝
国
の
空
間

に
包
括
さ
れ
均
質
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
外
地
の
球
児
た
ち
は
、
野
球
を
通
し
て
大
日
本
帝
国
の
国
民
と
し

て
日
本
人
化
、
な
い
し
は
〈
皇
民
化
〉
さ
れ
て
ゆ
く
。
沼
崎
の
指
摘
通
り
、
甲
子
園
は
「
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
装
置
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。「
帝
国
領
内
の
地
方
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
（
郷
土
愛
）
が
、

甲
子
園
と
い
う
回
路
を
通
じ
て
、
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
回
収
さ
れ
る
。
そ
れ
が
帝
国

の
祭
典
と
し
て
の
甲
子
園
の
意
義
だ
っ
た
」（
⓴
）、
と
沼
崎
は
言
う
（
戦
後
、
甲
子
園
は
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
側
面

を
喪
失
し
、
い
わ
ば
縮
小
さ
れ
た
形
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
意
義
の
み
を
留
め
て
い
る
）。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
台
湾
野
球
の
通
史
を
著
し
た
ア
ン
ド
ル
ー
・
Ｄ
・
モ
リ

ス
は
、
日
本
人
が
台
湾
人
を
日
本
人
化
し
、
日
本
人
へ
と
同
化
さ
せ
る
際
、
野
球
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。「
台
湾
人
の
見
事
な
プ
レ
ー
は
、
か
つ
て
の
野
蛮
で
遅
れ
た
人
々
を
改
良
す
る

の
に
日
本
の
植
民
地
体
制
が
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
を
印
象
づ
け
た
」（
㉑
）。
野
球
は
、「
野
蛮
な
」
台
湾
人
に
身

体
的
な
規
律
訓
練
を
通
し
て
、
日
本
人
の
よ
う
に
「
文
明
化
」
す
る
装
置
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
甲
子
園
は
、

外
地
の
球
児
た
ち
を
文
明
化
＝
日
本
人
化
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
嘉
農
の
球
児
た
ち
は
、
甲
子
園
で
日
本
人
化
さ
れ
る
の
に
、
た
だ
身
を
委
ね
る
だ
け
だ
っ
た
の
か
。

甲
子
園
が
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
装
置
で
あ
る
限
り
、
彼
ら
は
た
し
か
に
日
本
人
化
さ
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、嘉
農
野
球
部
の
強
み
は
、エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
多
元
性
（「
蕃
人
は
足
が
速
い
。

漢
人
は
打
撃
が
強
い
。
日
本
人
は
守
備
に
長
け
て
い
る
」）
に
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
甲
子
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園
で
活
躍
す
る
こ
と
は
、
台
湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
か
か
わ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
台
湾
人
ら
し
さ
を

体
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
日
本
人
化
さ
れ
る
こ
と
が
、
同
時
に
台
湾
人
ら
し
く
あ
る
こ
と
で
も
あ

る
と
い
う
逆
説
が
あ
る
。

　

こ
の
逆
説
は
、
バ
ー
バ
の
言
う
「
擬
態
＝
摸
倣
」
の
概
念
を
想
起
さ
せ
る
。
バ
ー
バ
に
よ
れ
ば
、
被
植
民
者

は
植
民
者
の
文
化
の
「
摸
倣
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
と
の
「
差
異
」
を
生
み
出
す
こ
と
で

植
民
者
に
抵
抗
す
る
。
バ
ー
バ
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

植
民
地
的
擬
態
＝
摸
倣
と
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
完
全
に
は
同
じ
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0alm
ost the sam

e, 

but not quite 

差
異
の
主
体
と
し
て
の
、
修
正
さ
れ
た
認
識
可
能
な
他
者
へ
の
欲
望
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

擬
態
＝
摸
倣
の
言
説
は
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
の
周
り
に
構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
擬
態
＝

摸
倣
が
効
果
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
ず
れ
、
過
剰
、
差
異
を
常
に
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
㉒
）

　

被
植
民
者
は
、
植
民
者
を
摸
倣
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
差
異
化
し
な
が
ら
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
「
ま
が
い

も
のm
ockery

」
を
生
み
出
す
（
㉓
）。
そ
れ
は
植
民
者
を
「
嘲
笑m

ockery

」
す
る
こ
と
で
あ
り
、そ
う
し
て
「
植

民
地
的
言
説
の
権
威
」
は
「
撹
乱
」
さ
れ
る
（
㉔
）。「
擬
態
＝
模
倣
」
は
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
性
質
を
帯
び
て

い
る
。
被
植
民
者
は
植
民
者
へ
の
愛
と
憧
れ
が
ゆ
え
に
植
民
者
を
「
模
倣
」
し
、
そ
れ
に
「
擬
態
」
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
「
擬
態
＝
模
倣
」
が
植
民
者
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
「
ま
が
い
も
の
」
し
か
生
み
出
さ
な
い
の
で

212



解説シリーズ―今、何が起きているのか？　「台湾ポストニューシネマ」

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
、
植
民
者
へ
の
憎
悪
と
反
発
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

嘉
農
の
球
児
た
ち
は
甲
子
園
で
日
本
人
を「
摸
倣
」し
、そ
れ
に「
擬
態
」し
た
。
彼
ら
は
野
球
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
に
身
を
包
み
、
そ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
ロ
ー
マ
字
表
記
さ
れ
た
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
の
ロ
ゴ
が
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
彼
ら
は
日
本
球
児
の
標
準
的
な
外
形
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
日
本
人
に
文
字
通
り
「
擬
態
」
し
て
い
る

の
で
あ
る（
嘉
義
市
内
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
衣
装
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
）。
し
か
し
、

そ
れ
は
同
時
に
、
日
本
人
と
の
間
に
「
差
異
」
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
人
の
「
摸
倣

＝
擬
態
」
が
生
み
出
し
た
も
の
は
、「
ま
が
い
も
の
」
の
日
本
人
で
し
か
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、彼
ら
に
と
っ

て
日
本
人
の
よ
う
に
野
球
を
す
る
こ
と
は
、
逆
説
的
に
も
、
台
湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
具
現
化
し
、
極
め

て
台
湾
人
ら
し
く
な
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
日
本
人
を
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
一

つ
と
し
て
含
む
よ
う
な
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
多
元
性
を
体
現
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
人
の
「
擬
態
＝
模
倣
」
を

通
じ
て
台
湾
人
と
な
る
こ
と
、
そ
れ
が
彼
ら
の
日
本
人
へ
の
抵
抗
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
擬
態
＝
摸
倣
」

の
逆
説
が
最
も
よ
く
表
れ
て
い
る
シ
ー
ン
を
取
り
上
げ
よ
う
。
甲
子
園
で
、
新
聞
記
者
の
小
池
が
、
嘉
野
の
球

児
た
ち
に
次
の
よ
う
に
聞
く
シ
ー
ン
が
あ
る
（
㉕
）。

聞
き
た
い
の
は
、
き
み
た
ち
は
、
ち
が
う
民
族
の
部
員
と
意
思
の
疎
通
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
野

蛮
な
高
砂
族
は
、
日
本
語
を
理
解
で
き
る
の
。
に
～
ほ
～
ん
～
ご
、
わ
か
る
？
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す
で
に
見
た
よ
う
に
、
野
球
は
野
蛮
な
台
湾
人
を
文
明
化
す
る
装
置
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
差

別
的
発
言
に
、
近
藤
は
語
気
を
荒
げ
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

意
思
疎
通
が
何
で
す
か
。
野
蛮
？　

あ
な
た
、
い
っ
た
い
何
を
見
て
る
ん
で
す
か
。
ち
ゃ
ん
と
こ
の
子
た

ち
を
見
て
く
だ
さ
い
。
民
族
の
違
い
な
ん
か
関
係
な
い
。
こ
の
子
た
ち
は
、
み
な
ほ
か
の
チ
ー
ム
の
子
た

ち
と
同
じ
、
野
球
好
き
の
球
児
た
ち
で
す
。

　

野
球
の
勝
利
を
目
的
と
す
る
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
由
来
す
る
能
力
の
み
が
重
要

な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
の
下
で
は
、
文
明
と
野
蛮
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
無
効
化
さ
れ
て
い
る
。
多
元
的
な

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
協
調
が
嘉
農
野
球
部
の
強
さ
の
源
泉
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
嘉
農
野
球
部
は
台

湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
体
現
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
甲
子
園
は
、
嘉
農
の
球
児
た
ち
を
日
本

人
化
す
る
「
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
装
置
と
し
て
も
機
能
し
た
。
近
藤
は
「
こ
の
子
た
ち
は
、

み
な
ほ
か
の
チ
ー
ム
の
子
た
ち
と
同
じ
、
野
球
好
き
の
球
児
た
ち
で
す
」、
と
言
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
嘉
農

の
球
児
た
ち
も
内
地
の
球
児
た
ち
と
等
し
く
、「
大
日
本
帝
国
の
子
た
ち
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
㉖
）。
つ
ま
り
、

日
本
人
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
台
湾
人
ら
し
く
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
近
藤
の
台
詞
に

は
、「
擬
態
＝
摸
倣
」
の
逆
説
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
さ
ら
に
こ
の
映
画
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
も
触
れ

て
お
こ
う
。
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ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
は
、
嘉
農
の
球
児
た
ち
は
日
本
か
ら
台
湾
へ
帰
る
た
め
に
船
に
乗
っ
て
い
る
。
決
勝
戦
で

は
負
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
、
甲
板
の
上
で
夕
陽
に
包
ま
れ
な
が
ら
多
幸
感
に
溢
れ
返
っ
て
い
る
。

あ
る
部
員
が
ガ
ラ
ス
瓶
に
入
っ
た
甲
子
園
の
黒
い
土
を
夕
陽
に
か
ざ
す
、
そ
の
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
か
ら
こ
の
ラ

ス
ト
シ
ー
ン
は
始
ま
る
。
彼
は
、
そ
れ
を
見
て
「
め
っ
ち
ゃ
、
き
れ
い
だ
ろ
う
」
と
思
わ
ず
声
を
上
げ
る
。
そ

の
土
は
、
も
ち
ろ
ん
、
日
本
野
球
の
台
湾
へ
の
移
植
を
含
意
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
移

植
で
は
な
く
、「
差
異
」
を
伴
っ
た
移
植
で
あ
っ
た
。
台
湾
人
を
日
本
人
化
す
る
は
ず
だ
っ
た
野
球
は
、
台
湾
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
具
現
化
す
る
た
め
の
装
置
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
甲
子
園
の
土
は
夕
陽
に

美
し
く
映
え
る
の
で
あ
ろ
う
し
、
球
児
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
に
無
上
の
喜
び
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
お
け
る
、
土
の
主
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
映
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
金
原

由
香
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
土
や
泥
―
―
そ
れ
は
水
分
を
含
ん
だ
土
で
あ
る
―
―
と
い
っ
た
具
体
的
イ
メ
ー
ジ

が
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
の
説
話
論
的
持
続
を
支
え
て
い
た
（
㉗
）。
例
え
ば
、
近
藤
は
酔
っ
払
っ
て
用
水
路
で
眠
り
込

み
泥
だ
ら
け
に
な
る
（
様
々
な
生
命
を
育
む
、
台
湾
の
あ
の
き
め
細
か
い
泥
。
こ
の
台
湾
の
泥
の
中
で
、
日
本

か
ら
の
流
れ
者
、
近
藤
は
再
生
す
る
だ
ろ
う
）。
選
手
た
ち
は
と
言
え
ば
、
雨
の
中
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が

ら
試
合
を
戦
う
。
ま
た
、
彼
ら
は
嘉
義
の
白
い
土
と
は
異
な
る
甲
子
園
の
土
の
黒
さ
に
驚
く
。
そ
れ
を
見
た
近

藤
は
そ
の
黒
い
土
を
彼
の
白
い
シ
ャ
ツ
に
擦
り
つ
け
、「
土
は
土
だ
。
台
湾
の
土
と
変
わ
ら
ん
」
と
彼
ら
を
諭

し
、
そ
の
緊
張
を
ほ
ぐ
そ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
土
と
泥
の
主
題
の
系
列
が
最
終
的
に
た
ど
り
着
く
と
こ
ろ

が
、
ガ
ラ
ス
瓶
に
入
っ
た
甲
子
園
の
土
で
あ
っ
た
。
台
湾
に
運
ば
れ
て
ゆ
く
こ
の
日
本
の
黒
い
土
に
、
台
湾
の
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ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
栄
光
が
託
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
黒
い
土
は
、
日
本
の
野
球
が
台
湾
に
移
植

さ
れ
る
こ
と
で
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
日
台
の
文
化
の
「
異
種
混
交
（
雑
種

化
）hybrid

」
が
新
し
い
文
化
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
（
㉘
）。

三　

札
商
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
・
錠
者
博
美
に
つ
い
て
―
―
台
湾
と
北
海
道
―
―

　

さ
て
、
最
後
に
、
札
商
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
錠
者
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｏ
』
で
は
、
札
商
の
錠
者
が
脇
役
の
中
で
も
極
め
て
特
別
で
、
重
要
な
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
モ
リ
ス

は
、
錠
者
を
「
第
三
の
主
人
公
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
で
あ
る
（
第
一
主
人
公
は
近
藤
、
第
二
の
主
人
公
は
本
解
説
で

は
ふ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
八
田
弥
一
で
あ
る
）（㉙
）。

　

錠
者
と
い
う
人
物
の
重
要
性
は
、
嘉
農
が
戦
っ
た
札
商
と
の
試
合
や
中
京
商
業
と
の
決
勝
戦
な
ど
、
こ
の
映

画
の
重
要
な
シ
ー
ン
が
彼
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
通
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
だ
ろ
う
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｏ
』
は
、
錠
者
が
日
本
兵
と
し
て
と
し
て
南
方
の
戦
線
に
向
か
う
た
め
に
台
湾
に
立
ち
寄
り
、
嘉
義
に
向
か
う

シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
。
嘉
義
に
向
か
う
列
車
の
中
で
、
ま
た
嘉
義
に
着
い
て
か
ら
は
嘉
農
の
グ
ラ
ン
ド
で
、
錠

者
は
、
嘉
農
と
の
甲
子
園
の
戦
い
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
映
画
に
、
そ
の
他
の
登
場
人
物
が
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回
想
す
る
シ
ー
ン
は
な
い
。
こ
の
映
画
の
プ
ロ
ッ
ト
を
そ
の
回
想
に
よ
っ
て
展
開
さ
せ
る
唯
一
の
人
物
が
、
錠

者
で
あ
る
（
㉚
）。

　

ま
た
、
錠
者
は
、
嘉
農
の
ラ
イ
バ
ル
の
中
で
も
、
単
に
嘉
農
に
敵
対
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
嘉
農
に
魅
入
ら

れ
た
者
と
し
て
登
場
す
る
唯
一
の
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
錠
者
と
い
う
人
物
の
重
要
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
シ
ー
ン
が
あ
る
。
札
商
は
準
々
決
勝
で
嘉
農
に
敗
れ
て
し
ま
う
が
、
錠
者
は
、
ラ
イ
バ
ル
な
が
ら

も
嘉
農
の
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
感
銘
を
受
け
る
。
そ
れ
で
、
彼
は
、
嘉
農
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
ア
キ
ラ
（
本

名
は
呉
明
捷
、彼
の
あ
だ
名
で
あ
る
）
に
「
俺
に
勝
っ
た
か
ら
に
は
優
勝
し
ろ
よ
」
と
言
っ
て
、自
分
の
「
ラ
ッ

キ
ー
ボ
ー
ル
」
を
手
渡
す
（
し
か
し
、
ア
キ
ラ
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
ア
キ
ラ
は
「
君
の
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
ル

は
俺
の
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
ル
と
は
限
ら
な
い
」
と
言
っ
て
、
錠
者
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
返
し
て
し
ま
う
）。

　

錠
者
は
嘉
農
と
中
京
商
業
の
決
勝
戦
を
見
て
、
さ
ら
に
嘉
農
に
魅
入
ら
れ
て
ゆ
く
。
決
勝
戦
で
ア
キ
ラ
は
指

の
豆
を
潰
し
、流
血
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
後
ま
で
投
げ
抜
く
。
ま
た
、嘉
農
メ
ン
バ
ー
は
一
致
協
力
し
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
戦
い
抜
く
。
錠
者
は
、
こ
の
嘉
農
の
必
死
の
戦
い
ぶ
り
に
、
い
ち
早
く
「
嘉

農
は
戦
場
の
英
雄
な
り
！　

天
下
の
嘉
農
！
」
と
叫
び
、
こ
の
チ
ー
ム
を
絶
賛
す
る
。
錠
者
に
触
発
さ
れ
、
甲

子
園
中
の
観
客
が
次
第
に
「
天
下
の
嘉
農
！
」
と
嘉
農
に
エ
ー
ル
を
送
る
よ
う
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
錠
者
は
、
こ
の
映
画
の
唯
一
の
回
想
の
主
体
に
し
て
語
り
手
で
あ
り
、
嘉
農
の
ラ
イ
バ
ル

の
中
で
も
唯
一
、
嘉
農
に
魅
入
ら
れ
た
者
と
し
て
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
重
要
で
特
別
な

役
割
が
錠
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
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魏
徳
聖
は
、
台
湾
と
北
海
道
を
一
種
の
相
似
性
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。
地
理
的
に
見
れ
ば
、

台
湾
と
北
海
道
は
大
日
本
帝
国
の
北
端
と
南
端
と
い
う
意
味
で
対
極
に
位
置
す
る
が
、
ど
ち
ら
も
帝
国
の
〈
辺

境
〉
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
相
似
的
で
あ
る
。
ま
た
歴
史
的
に
は
、
ど
ち
ら
も
植
民
地
―
―
北
海
道
は
内
国
植

民
地
―
―
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
相
似
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
似
性
が
、北
海
道
代
表
、札
商
の
ピ
ッ

チ
ャ
ー
の
錠
者
に
特
別
で
重
要
な
役
割
を
、
魏
徳
聖
が
与
え
た
理
由
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
に

注
目
し
て
い
る
の
は
、
管
見
の
限
り
、
四
方
田
だ
け
で
あ
る
。

魏
徳
聖
は
明
ら
か
に
こ
こ
で
、
嘉
農
と
札
幌
商
業
と
の
対
決
を
通
し
て
、
日
本
の
最
南
端
と
最
北
端
を
対

等
に
並
べ
て
み
せ
て
い
る
。
今
日
で
は
記
憶
す
る
人
と
て
ほ
と
ん
ど
い
な
い
が
、
北
海
道
こ
そ
は
、
沖
縄
、

台
湾
、
朝
鮮
に
先
立
っ
て
、
日
本
が
最
初
に
植
民
地
と
し
、
開
拓
の
名
の
も
と
に
原
住
民
を
蹂
躙
し
て
き

た
場
所
で
あ
っ
た
。
甲
子
園
の
優
勝
決
定
戦
と
は
、
こ
う
し
て
新
旧
の
植
民
地
の
子
弟
が
、
宗
主
国
の
大

人
た
ち
の
眼
前
で
日
本
へ
の
帰
属
度
を
競
い
あ
う
事
件
と
し
て
再
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。（㉛
）

　

た
だ
し
、
嘉
農
の
札
商
と
の
戦
い
は
「
日
本
へ
の
帰
属
度
」
を
競
い
合
う
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
に
帰
属
す

る
こ
と
へ
の
抵
抗
で
も
あ
っ
た
、
と
こ
こ
に
付
言
し
て
お
く
。

　

錠
者
は
「
天
下
の
嘉
農
！
」
と
叫
ん
だ
と
き
、
嘉
農
の
球
児
た
ち
と
同
じ
く
植
民
地
か
ら
や
っ
て
来
た
者
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
嘉
農
の
戦
い
が
意
味
す
る
も
の
に
、
い
ち
早
く
気
付
き
、
そ
れ
に
深
く
共
感
し
た
の
で
は
な
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か
っ
た
か
（
㉜
）。
錠
者
は
嘉
農
に
、
い
わ
ば
自
ら
の
〈
分
身
〉
を
見
た
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
嘉

農
は
決
勝
で
は
敗
れ
た
も
の
の
、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
精
神
」
を
発
揮
し
、
多
元
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ

が
一
致
団
結
す
る
と
い
う
台
湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
体
現
し
た
。
嘉
農
は
日
本
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
野
球

を
た
だ
単
に
摸
倣
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
差
異
化
す
る
こ
と
で
、
台
湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
実
現
す

る
た
め
の
装
置
へ
と
変
え
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
植
民
者
に
対
す
る
被
植
民
者
の
抵
抗
が
あ
っ
た
。
錠
者
は

嘉
農
の
球
児
た
ち
と
同
じ
被
植
民
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
他
の
甲
子
園
の
観
客
に
先
ん
じ
て
、
そ
の
こ
と
に
気

付
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
錠
者
は
嘉
農
を
絶
賛
し
た
。
つ
ま
り
、
嘉
農
が
被
植
民
者
と
し
て
成
し
得
た

抵
抗
を
称
え
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
錠
者
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て
こ
の
映
画
が
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
も
、
彼

の
嘉
農
へ
の
深
い
共
感
に
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
は
嘉
義
の
地
で
、
彼
に
強
い
印
象
を
残
し
た
嘉
農
の
こ
と
を
思
い

出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
は
、
嘉
農
と
い
う
野
球
チ
ー
ム
へ
の
共
感
の

深
さ
、
そ
の
忘
れ
難
さ
の
表
現
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
は
、
嘉
農
へ
の
共
感
で
震
え
る
そ
の

内
面
の
表
現
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
㉝
）。

　

さ
て
、
錠
者
が
ま
ず
「
天
下
の
嘉
農
！
」
と
叫
び
、
甲
子
園
の
日
本
人
は
そ
れ
に
同
調
し
、
こ
の
エ
ー
ル
を

繰
り
返
す
の
で
あ
っ
た
。
錠
者
に
促
さ
れ
、
甲
子
園
中
の
日
本
人
が
嘉
農
の
戦
い
の
意
義
に
気
付
き
、
エ
ー
ル

を
送
っ
た
と
き
、
嘉
農
は
日
本
人
の
目
指
す
べ
き
、
理
想
と
し
て
立
ち
現
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
な
ら
ば
、

こ
こ
で
は
、
植
民
者
と
被
植
民
者
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
な
関
係
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
言
わ
ざ
る
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を
得
な
い
。
嘉
農
の
よ
う
に
、
自
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
体
現
し
た
台
湾
人
こ
そ
が
日
本
人
の
憧
れ
の
対

象
で
あ
り
、
摸
倣
す
べ
き
理
想
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
も
は
や
な
い
。
こ
こ
に
嘉
農
の
日
本
へ
の
抵
抗

は
極
ま
る
。
バ
ー
バ
は
「
擬
態
＝
模
倣
」
と
は
「
他
者
へ
の
欲
望
」
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
た
。
こ
の
シ
ー
ン

で
は
、
被
植
民
者
が
植
民
者
を
も
は
や
欲
望
す
る
こ
と
な
く
、
植
民
者
が
被
植
民
者
を
欲
望
す
る
。
つ
ま
り
、

日
本
が
台
湾
を
欲
望
す
る
の
で
あ
っ
て
、
台
湾
が
日
本
を
欲
望
す
る
の
で
は
も
は
や
な
い
。
植
民
地
・
台
湾
が

欲
望
の
対
象
と
し
て
、
宗
主
国
・
日
本
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
と
い
う
逆
転
が
こ
こ
で
は
生
じ
て
い
る
の
で
あ

る
（
㉞
）。

　

お
わ
り
に

　

本
解
説
を
振
り
返
ろ
う
。
ポ
ス
ト
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
の
旗
手
、
魏
徳
聖
は
台
湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
追
求

を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
描
き
出
し
た
。
こ
れ
が
、台
湾
映
画
の
「
今
」
の
一
傾
向
を
形
成
し
た
。『
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
嘉
農
の
野
球
を
日
本
野
球
の
「
擬
態
＝
摸
倣
」
と
し
て
表
象
し
た
映
画
で
あ
る
。
嘉
農
の
球
児
は
、

大
日
本
帝
国
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
反
復
し
つ
つ
も
差
異
化
す
る
こ
と
で
、
台
湾
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
、
す
な
わ
ち
多
元
的
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
具
現
化
し
た
。
こ
こ
に
、
宗
主
国
の
日
本
へ
の
彼
ら
の
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抵
抗
が
あ
っ
た
。
ま
た
札
商
の
錠
者
の
担
う
役
割
の
重
要
さ
は
、
彼
が
嘉
農
の
球
児
た
ち
と
同
じ
く
、
植
民
地

か
ら
や
っ
て
来
た
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
錠
者
は
、
彼
の
分
身
と
し
て
の
嘉
農
の
球
児
た
ち
に
深
い

共
感
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
植
民
者
が
被
植
民
者
を
欲
望
す
る
と
い
う
、

そ
れ
ら
の
間
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
関
係
の
逆
転
で
あ
り
、
こ
こ
に
嘉
農
の
日
本
へ
の
抵
抗
は
極
ま
る
。

　

本
解
説
で
は
、
ほ
ぼ
製
作
の
魏
徳
聖
の
み
に
言
及
し
、
監
督
の
馬
志
翔
に
触
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
反
省
点
で
あ
る
。
魏
徳
聖
が
野
球
経
験
者
の
馬
志
翔
に
監
督
を
任
せ
た
効
果
が
出
て
い
る
の
は
、

や
は
り
、
野
球
の
試
合
の
シ
ー
ン
で
あ
ろ
う
。
魏
徳
聖
は
「
こ
の
映
画
の
五
〇
か
ら
六
〇
％
ぐ
ら
い
は
野
球
の

試
合
風
景
で
す
。
こ
ん
な
に
試
合
の
場
面
が
多
い
野
球
映
画
も
珍
し
い
で
し
ょ
う
」（
㉟
）
と
語
っ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
こ
の
映
画
は
、
運
動
感
覚
に
満
ち
た
映
画
と
な
っ
た
。
上
昇
運
動
（
空
に
高
く
上
が
る
ボ
ー
ル
）、
直

線
運
動
（
選
手
達
の
疾
走
）
や
回
転
運
動
（
バ
ッ
ト
の
回
転
）
等
々
の
様
々
な
軌
跡
を
描
く
運
動
に
溢
れ
て
い

る
。
映
画
が
運
動
の
芸
術
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
運
動
の
多
様
性
が
ゆ
え
に
、
こ
の
映
画
は
ま
さ
し
く
〈
映

画
的
〉
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。
嘉
農
の
選
手
た
ち
は
、
こ
れ
ら
多
様
な
運
動
を
通
し
て
、
三
民
族
が
協
力
し

合
う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
精
神
を
具
現
化
し
た
こ
と
を
、
最
後
に
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　

冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
、
本
解
説
は
、
錠
者
投
手
が
筆
者
の
勤
め
る
大
学
の
お
隣
の
札
商
（
現
・
北
海
学
園
札

幌
高
校
）
の
球
児
で
あ
っ
た
こ
と
に
縁
を
感
じ
て
、
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
台
湾
映
画
に
つ
い
て
は

専
門
家
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
筆
者
自
身
で
は
気
付
か
な
い
誤
り
を
犯
し
て
い
る
点
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

読
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
す
る
次
第
で
あ
る
。
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［
註
］

（
１
）
阪
本
佳
代
「
解
説　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
と
嘉
農
を
も
っ
と
理
解
す
る
た
め
に
」、
漫
画
版
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

１
９
３
１ 

海
の
向
こ

う
の
甲
子
園
』（
魏
徳
聖
・
陳
嘉
蔚
原
作
、
陳
小
雅
作
画
、
宇
野
幸
一
・
阪
本
佳
代
訳
）、
翔
泳
社
、
二
〇
一
四
年
、
四
一
九

頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
）
二
〇
一
五
年
一
月
一
六
日
、
北
海
学
園
札
幌
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
は
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
の
日
本
公
開
を
記
念
し
、
本
作
の

特
別
鑑
賞
会
を
デ
ィ
ノ
ス
シ
ネ
マ
ズ
札
幌
劇
場
に
て
開
催
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い（「
甲
子
園
で「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」

と
対
戦
し
た
札
幌
商
業
野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
会
が
特
別
鑑
賞
会
」、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
、https://w

w
w

.roc-taiw
an.

org/jp_ja/post/2808.htm
l

[
最
終
ア
ク
セ
ス
、
二
〇
二
四
年
九
月
三
〇
日
]。
山
中
い
ず
み
「
日
本
統
治
時
代
、
台
湾
か

ら
の
甲
子
園
出
場
校
描
い
た
映
画
」、『
北
海
道
新
聞
』、
二
〇
一
五
年
一
月
二
二
日
、
朝
刊
）。

（
３
）
赤
松
美
和
子
「
映
画
―
―
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
か
ら
エ
ン
タ
メ
へ
―
―
」、
赤
松
美
和
子
・
若
松
大
祐
編
著
、『
台
湾
を
知
る
た

め
の
72
章
』、明
石
書
店
、二
〇
二
二
年
、二
六
六
頁
。
ま
た
、坂
川
直
也
「
魏
徳
聖
に
お
け
る
日
本
統
治
時
代
の
エ
ン
タ
メ
化
」、

『
ユ
リ
イ
カ　

台
湾
映
画
の
現
在
』
第
七
七
七
号
、
二
〇
二
一
年
、
四
二
六
―
四
三
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
４
）
四
方
田
犬
彦
『
台
湾
の
歓
び
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
一
六
五
頁
。

（
５
）
稲
見
公
仁
子
「
台
湾
映
画
の
歩
み
」、『
ユ
リ
イ
カ　

台
湾
映
画
の
現
在
』、
六
六
頁
。

（
６
）
同
前
。

（
７
）
丸
川
哲
史
、『
台
湾
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
身
体
』、
青
土
社
、
二
三
一
―
二
三
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ち
な
み
に
、

本
書
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
視
点
か
ら
、
台
湾
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
に
つ
い
て
優
れ
た
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）黒
羽
夏
彦
は
、『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
や
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
「
族
群
の
多
元
性
が
背
景
に
織
り
込
ま
れ
た
ド
ラ
マ
」
で
あ
る
と
し
、

「
多
元
主
義
的
な
観
点
か
ら
台
湾
島
に
お
け
る「
我
々
」の
来
歴
を
語
り
直
そ
う
と
す
る
試
み
」で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る（
黒

羽
夏
彦
「
台
湾
理
解
の
変
遷
―
―
外
部
の
視
点
か
ら
台
湾
本
位
の
「
我
々
」
の
視
点
へ
―
―
」、『
台
湾
を
知
る
た
め
の
72
章
』、

四
九
頁
）。
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（
９
）
林
ひ
ふ
み
「
台
湾
映
画
『
海
角
七
号
』
を
読
み
解
く
」、『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
第
四
五
二
号
、
二
〇
一
〇
年
、
八
一
頁
。

（
１０
）
林
初
梅
は
、一
九
九
〇
年
頃
ま
で
の
台
湾
の
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
お
け
る
日
本
人
表
象
に
つ
い
て
こ
う
言
っ
て
い
る
。

「
日
本
像
は
中
国
侵
略
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
で
、
台
湾
人
の
国
民
的
記
憶
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
全
く
の
虚
像
だ
と
言

う
こ
と
さ
え
で
き
る
も
の
だ
っ
た
」（
林
初
梅
「
魏
徳
聖
の
三
部
作
『
海
角
七
号
』『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
鑑
賞

し
て
」、『
東
方
』
第
四
〇
八
号
、
二
〇
一
五
年
、
二
頁
）。
し
か
し
、
近
年
、
日
本
像
は
「
抗
日
戦
争
の
虚
像
か
ら
台
湾
人
の

身
近
な
「
日
本
」
経
験
・
記
憶
へ
と
転
換
し
た
」（
同
前
）。
魏
徳
聖
の
三
部
作
に
は
「
現
在
の
日
本
の
統
治
時
代
に
対
す
る

歴
史
認
識
が
現
れ
て
い
る
」（
同
前
、
三
頁
）。
台
湾
人
は
、
日
本
に
対
し
て
単
に
否
定
的
な
も
の
で
は
な
い
「
複
雑
」
で
「
筆

舌
に
尽
く
し
が
た
い
思
い
」
を
抱
い
て
お
り
、
魏
徳
聖
の
三
部
作
は
こ
の
思
い
を
「
感
動
的
」
な
も
の
と
し
て
描
き
出
し
た

（
同
書
、
二
頁
）。
こ
の
よ
う
に
林
初
梅
は
こ
の
三
部
作
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

（
１１
）
魏
徳
聖
「
台
湾
と
日
本
が
共
に
栄
光
へ
向
か
っ
た
物
語
を
知
っ
て
ほ
し
い
」（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）、
漫
画
版
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

１
９
３
１ 

海
の
向
こ
う
の
甲
子
園
』、
四
〇
六
頁
。

（
１２
）『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
野
嶋
剛
『
認
識
・TA

IW
A

N

・
電
影 

映
画
で
知
る
台
湾
』（
明
石
書
店
、

二
〇
一
五
年
）
に
詳
し
い
。
野
嶋
は
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
対
す
る
批
判
は
主
に
外
省
人
か
ら
な
さ
れ
た
と
し
、「「
抗
日
八
年
」

の
歴
史
を
共
有
す
る
外
省
人
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
、
日
本
統
治
を
肯
定
す
る
よ
う
な
作
品
を
真
っ
向
か
ら
認
め
る
こ
と
は

難
し
い
」（
同
前
、
三
三
頁
）
と
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

（
１３
）
同
前
、
三
四
頁
。

（
１４
）
魏
徳
聖
「
台
湾
と
日
本
が
共
に
栄
光
へ
向
か
っ
た
物
語
を
知
っ
て
ほ
し
い
」、
四
〇
三
頁
。
ま
た
、『
映
画
で
知
る
台
湾
』

に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
魏
徳
聖
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
語
っ
て
い
る
（
四
三
頁
）。

（
１５
）
四
方
田
、
前
掲
書
、
一
六
五
頁
。

（
１６
）Hom

i K
. B

habha, T
he Location of C

ulture, 1st ed., London and N
ew

 York, R
outledge, 1994, p. 86. （

ホ
ミ
・
Ｋ
・ 

バ
ー
バ
『
文
化
の
場
所
―
―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
位
相
―
―
』、
本
橋
哲
也
・
正
木
恒
夫
・
外
岡
尚
美
・
阪
元
留
美
訳
、
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法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
八
―
一
四
九
頁
。）
ま
た
、B

ill A
shcroft, G

areth G
rif�ths and H

elen T
if�n,  

Post-C
olonial Studies: T

he K
ey C

oncepts, 2nd ed., London and N
ew

 York, R
outledge, 2007, p. 10 

（
ビ
ル
・
ア
ッ

シ
ュ
ク
ロ
フ
ト
、
ガ
レ
ス
・
グ
リ
フ
ィ
ス
、
ヘ
レ
ン
・
テ
ィ
フ
ィ
ン
『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
事
典
』、
木
村
公
一
編
訳
、
南
雲
堂
、

二
〇
〇
八
年
、
二
六
―
二
七
頁
）
も
参
照
の
こ
と
。『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
事
典
』
に
よ
れ
ば
、「
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
」
と
は
、

被
植
民
者
の
内
面
に
お
い
て
、
植
民
者
と
の
「
共
犯
関
係com

plicity

」
と
植
民
者
へ
の
「
反
抗resistance

」
が
同
時
に

存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

（
１７
）『
海
角
七
号
』
特
別
披
露
試
写
会
に
先
立
つ
、
魏
徳
聖
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
〇
九
年
九
月
二
九
日
、
新
宿
・
明
治
安

田
生
命
ホ
ー
ル
）。
林
ひ
ふ
み
「
台
湾
映
画
『
海
角
七
号
』
を
読
み
解
く
」、
八
八
頁
よ
り
引
用
し
た
。[　

]
は
筆
者
に
よ
る

補
い
。

（
１８
）「
映
画
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
―
―
甲
子
園
大
会
で
準
優
勝
し
た
台
湾
代
表
の
物
語
―
―
」（
魏
徳
聖
・
馬
志
翔
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）、

https://w
w

w
.nippon.com

/ja/people/e00058/

（
最
終
ア
ク
セ
ス
、
二
〇
二
四
年
九
月
三
〇
日
）

（
１９
）
沼
崎
一
郎
『
人
類
学
者
、
台
湾
映
画
を
観
る
―
―
魏
徳
聖
三
部
作
『
海
角
七
号
』・『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』・『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』

の
考
察
―
―
』、
風
響
社
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
二
〇
一
九
年
、
六
〇
頁
。

（
２０
）
同
前
、
六
四
頁
。

（
２１
）A

ndrew
 D

. M
orris, C

olonial Project, N
ational G

am
e: A

 H
istory of B

aseball in T
aiw

an, B
erkeley and Los 

A
ngeles, U

niversity of C
alifornia Press, 2011, p. 3. （

ア
ン
ド
ル
ー
・
Ｄ
・
モ
リ
ス
『
台
湾
野
球
の
文
化
史
―
―
日
・
米
・

中
の
は
ざ
ま
で
―
―
』
丸
山
勝
訳
、論
創
社
、二
〇
二
二
年
、
xxi
頁
。）
モ
リ
ス
は
、台
湾
に
お
け
る
野
球
と
同
様
に
、
ス
ポ
ー

ツ
が
植
民
地
の
文
明
化
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
、
英
領
西
イ
ン
ド
諸
島
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
挙
げ
て
い
る
。

（
２２
）B

habha, T
he Location of C

ulture, p. 86. （
翻
訳
、
一
四
八
頁
。）

（
２３
）Ibid. （
翻
訳
、
一
四
九
頁
。）

（
２４
）Ibid. 

（
翻
訳
、
同
前
。） 

モ
リ
ス
も
バ
ー
バ
の
「
擬
態
＝
摸
倣
」
が
、
台
湾
人
の
日
本
人
化
を
捉
え
る
た
め
の
概
念
と
し
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て
有
効
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（M

orris, C
olonial Project, p. 22-23 [

翻
訳
、二
七
頁
]）。
し
か
し
、彼
は
「
擬
態
＝
摸
倣
」

に
お
け
る
「
差
異
」
を
、
被
植
民
者
が
植
民
者
の
「
ま
が
い
も
の
」
を
作
り
出
し
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
こ
と
と
は
考
え
て
い

な
い
。
被
植
民
者
が
植
民
者
を
い
く
ら
摸
倣
し
よ
う
と
も
、
被
植
民
者
は
完
全
に
植
民
者
に
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
点

で
「
野
蛮
」
で
あ
り
続
け
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
モ
リ
ス
は
バ
ー
バ
ー
の
言
う
「
差
異
」
を
捉
え
て
い
る
。
こ
の
点
が

本
解
説
と
異
な
る
。

（
２５
）
こ
の
小
池
と
い
う
新
聞
記
者
は
、
作
家
の
菊
池
寛
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
菊
池
は
、
実
際
に
嘉
農
対
中

京
商
業
の
決
勝
を
観
戦
し
、「
涙
ぐ
ま
し
い
…
…
三
民
族
の
協
調
」
と
題
し
た
そ
の
観
戦
記
を
東
京
朝
日
新
聞
に
寄
稿
し
て
い

る
。
菊
池
は
こ
う
書
い
て
い
る
。「
僕
は
す
っ
か
り
…
…
嘉
義
び
い
き
に
な
っ
た
。
内
地
人
、本
島
人
、高
砂
族
と
い
う
変
わ
っ

た
人
種
が
同
じ
目
的
の
た
め
協
同
し
努
力
し
て
い
る
と
い
う
事
が
、
何
と
な
く
涙
ぐ
ま
し
い
感
じ
を
起
こ
さ
せ
る
」（『
東
京

朝
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
八
月
二
二
日
、
朝
刊
）。
菊
池
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
池
も
、
嘉
農
の
メ
ン
バ
ー
に
差
別
的
に
接
し

た
こ
と
を
悔
い
な
が
ら
、
映
画
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
う
。「
僕
は
す
っ
か
り
嘉
農
び
い
き
に
な
っ
た
。
異
な
る
人
種
が
、
同

じ
目
的
の
た
め
に
努
力
す
る
姿
は
何
と
も
涙
ぐ
ま
し
い
感
情
を
お
こ
さ
せ
る
な
あ
」。
小
池
の
台
詞
か
ら
は
、「
内
地
人
、
本

島
人
、
高
砂
族
」
と
い
う
民
族
名
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
民
族
は
戦
時
中
、
日
本
人
に
一
元
的
に
包
摂
さ
れ
る
、

そ
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
し
か
な
か
っ
た
。
沼
崎
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
民
族
は
み
な
日
本
人
と
み
な
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
（
沼
崎
、
前
掲
書
、
六
四
頁
）。
そ
れ
ゆ
え
、
魏
徳
聖
（
彼
は
本
映
画
の
脚
本
家
で
も
あ
る
）
は
、
そ
れ
ら
の

民
族
名
を
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
小
池
の
台
詞
は
、
嘉
農
が
多
元
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
か

ら
成
る
こ
と
を
端
的
に
認
め
、
そ
れ
を
褒
め
称
え
る
言
葉
と
な
る
。
魏
徳
聖
は
そ
の
よ
う
に
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。

（
２６
）
沼
崎
、
同
前
、
六
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。
た
だ
し
、
沼
崎
も
、
甲
子
園
を
単
な
る
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
装
置
と
み
な
し
た
映
画
で
あ
る
と
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
捉
え
て
い
な
い
。
地
元
の
代
表
校
を
熱
狂
的
に
応
援
す
る
と
い
う
「
地

方
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
」の
思
い
を
、高
校
野
球
は
掻
き
立
て
る
。そ
の
よ
う
な
実
感
を
基
に
、沼
崎
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。「
甲

子
園
と
い
う
装
置
が
、
素
朴
な
地
方
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
と
収
斂
さ
せ
る
回
路
と
な
っ
て
い
る
こ
と
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を
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
、
信
条
的
に
は
拒
否
し
て
い
て
も
、
心
情
的
に
は
拒
否
し
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
一
九
三
一

年
の
嘉
義
市
民
は
、
実
は
ア
ン
チ
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
／
ア
ン
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
台
湾
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
を
表
現
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
想
像
し
た
く
な
る
」（
沼
崎
、
同
前
、
七
四
頁
）。
本
解
説
で
は
、「
心
情
」
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
擬
態

＝
摸
倣
」
の
構
造
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
「
ア
ン
チ
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
／
ア
ン
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
台
湾
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
」

を
捉
え
よ
う
と
し
た
。

（
２７
）
金
原
由
香
「
ア
ジ
ア
映
画
史
に
加
わ
っ
た
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
」、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

１
９
３
１ 

海
の
向
こ
う
の
甲
子
園
』
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
東
急
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
一
五
年
、
一
九
頁
。

（
２８
）
林
初
梅
は
、
台
湾
文
化
の
異
種
混
交
性
に
つ
い
て
、「
ク
レ
オ
ー
ル
文
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
次
の
よ
う
に
語
る
。「
た
と

え
負
の
遺
産
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ら
を
台
湾
の
独
自
性
へ
と
転
換
さ
せ
れ
ば
、
歴
史
や
文
化
が
豊
か
に
な
る
と
い
う
多
文
化
主

義
の
発
想
が
台
湾
に
は
あ
る
。
ク
レ
オ
ー
ル
文
化
が
存
在
し
な
い
国
は
ど
こ
に
も
な
い
が
、
積
極
的
に
そ
れ
ら
を
認
め
、
そ

し
て
自
ら
の
主
体
性
へ
と
転
換
さ
せ
て
い
る
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
思
い
が
魏
徳
聖
の
映
画
に

潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
」（
林
初
梅
、
前
掲
書
、
六
頁
）。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
で
は
、
野
球
が
ま
さ
し
く
「
ク
レ
オ
ー
ル
文
化
」

で
あ
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。

（
２９
）
モ
リ
ス
、
前
掲
書
、
三
〇
〇
頁
（「
日
本
語
版
へ
の
あ
と
が
き
」）。
ま
た
、
赤
松
も
、
本
解
説
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
、

錠
者
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
赤
松
は
、
錠
者
が
こ
の
映
画
の
「
影
」
の
部
分
を
引
き
受

け
た
が
ゆ
え
に
、
こ
の
映
画
が
「
明
る
い
ス
ポ
根
青
春
映
画
」
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。「
日
本
領
土
最
北
か
ら
の
出
場
校
で
あ

る
札
幌
商
業
の
錠
者
は
、
最
南
端
の
台
湾
か
ら
来
た
嘉
農
を
ラ
イ
バ
ル
視
し
つ
つ
も
応
援
し
、
甲
子
園
で
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
て
は
嘉
農
の
敗
北
者
で
あ
り
信
奉
者
で
あ
る
と
い
う
役
目
を
務
め
、
冒
頭
と
終
焉
で
は
軍
服
を
纏
い
日
本
帝
国
や
戦
争
の

恐
怖
を
表
す
な
ど
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
お
け
る
影
の
役
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
る
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、
錠
者
が
戦
地
に
赴
く

間
際
に
台
湾
に
立
ち
寄
り
回
想
し
た
、
暗
闇
か
ら
照
ら
し
出
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ほ
ど
明
る
い
ス
ポ
根
青
春
物

語
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」（
赤
松
美
和
子
「
現
代
台
湾
映
画
に
お
け
る
「
日
本
時
代
」
の
語
り
―
―
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』・
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『
大
稲
埕
』・『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
中
心
に
―
―
」、
所
澤
潤
・
林
初
梅
編
『
台
湾
の
な
か
の
日
本
記
憶
』、
三
元
社
、
二
〇
一
六
年
、

一
八
二
―
一
八
三
頁
）。

（
３０
）
た
だ
し
、
史
実
と
し
て
、
錠
者
が
嘉
義
に
立
ち
寄
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
（「
果
子
電
影 

× 

米
倉
影
業
」 https://

w
w

w
.facebook.com

/story.php/?story_fbid=812403158808190&
id=416499215065255

[
最
終
ア
ク
セ
ス　

二
〇
二
四

年
九
月
三
〇
日
]）。
錠
者
投
手
の
い
と
こ
の
お
孫
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
彼
は
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
亡
く
な
っ
て
い
る
。
現
実

の
錠
者
は
南
方
に
出
征
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３１
）
四
方
田
、
前
掲
書
、
一
六
二
頁
。

（
３２
）
北
海
道
は
、
内
地
で
あ
る
と
同
時
に
外
地
で
も
あ
る
よ
う
な
〈
内
国
植
民
地
〉
と
し
て
の
両
義
性
を
持
つ
。
と
す
れ
ば
、

北
海
道
か
ら
や
っ
て
来
た
錠
者
は
台
湾
人
に
対
し
て
、
被
植
民
者
（
外
地
人
）
で
あ
る
と
同
時
に
植
民
者
（
内
地
人
）
で
も

あ
る
と
い
う
両
義
性
を
帯
び
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
錠
者
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
考
察
す
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
本
解
説
で
は
そ
の
余
裕
も
能
力
も
な
い
。
別
稿
に
譲
り
た
い
。

（
３３
）
赤
松
は
、
魏
徳
聖
三
部
作
す
べ
て
に
日
本
人
が
語
り
手
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
彼
女
は
、
そ
れ
が

中
国
語
や
台
湾
語
の
み
な
ら
ず
、「
複
数
の
言
語
が
響
き
合
う
複
雑
で
巧
み
な
語
り
」
を
可
能
に
し
て
い
る
と
言
う
（
赤
松
、

前
掲
書
、
一
八
四
頁
）。「『
海
角
七
号
』（
台
湾
語
・
中
国
語
・
日
本
語
）
で
は
、
日
本
教
師
が
日
本
語
の
手
紙
で
「
捨
て
た
ん

じ
ゃ
な
い
、
泣
く
泣
く
手
放
し
た
の
だ
」
と
引
き
揚
げ
を
贖
罪
し
、『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』（
セ
デ
ッ
ク
語
・
日
本
語
）
で
は
、

日
本
軍
人
鎌
田
が
「
台
湾
の
山
岳
で
わ
れ
わ
れ
大
和
民
族
が
百
年
前
に
失
っ
た
武
士
道
の
精
神
を
見
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
霧

社
事
件
で
の
原
住
民
の
戦
い
ぶ
り
を
武
士
道
と
同
一
化
し
て
讚
え
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』（
日
本
語
・
台
湾
語
）
で
は
、
嘉
農
戦
の
敗

戦
投
手
で
日
本
軍
人
と
し
て
出
兵
す
る
錠
者
が
「
戦
場
の
英
雄
！　

天
下
の
嘉
農
！
」
と
喝
采
す
る
。
魏
徳
聖
関
係
作
品
の

「
日
本
時
代
」
は
、
植
民
地
統
治
後
七
〇
年
に
及
ぶ
日
本
の
沈
黙
を
補
う
か
の
よ
う
に
日
本
人
の
語
り
手
に
よ
り
、
贖
罪
さ
れ
、

讃
え
、
喝
采
さ
れ
、
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
」（
赤
松
、
同
前
）。
本
解
説
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
赤
松
の
指
摘
は
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ア
ル
的
な
意
味
を
持
つ
。
日
本
人
に
よ
っ
て
「
贖
罪
さ
れ
、
讃
え
、
喝
采
さ
れ
」
て
い
る
の
は
台
湾
人
で
あ
り
、
そ
の
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意
味
に
お
い
て
、
日
本
人
は
台
湾
人
を
欲
望
の
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
植
民
地
的
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス

の
逆
転
現
象
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３４
）
こ
の
欲
望
の
逆
転
に
つ
い
て
はA

shcroft, G
rif�ths and T

if�n, Post-C
olonial Studies, p. 11 

（
ア
ッ
シ
ュ
ク
ロ
フ
ト
、

グ
リ
フ
ィ
ス
、
テ
ィ
フ
ィ
ン
『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
事
典
』、
二
八
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。
こ
の
逆
転
は
、
文
化
間
の
「
異

種
混
交
」
と
関
わ
っ
て
い
る
。
日
台
の
文
化
が
異
種
混
交
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
し
い
台
湾
な
り
の
野
球
の
あ
り
方
が
生
ま
れ
、

そ
れ
が
日
本
人
の
褒
め
称
え
る
理
想
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３５
）
野
嶋
、『
映
画
で
知
る
台
湾
』、
三
八
頁
。

※
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校
校
長
の
竹
越
広
志
先
生
、
お
よ
び
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
の

多
田
康
郎
最
高
顧
問
に
は
、
札
商
と
嘉
農
の
試
合
に
関
す
る
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
ま
た
直
接
お
話

を
伺
う
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
。そ
の
と
き
の
両
氏
の
お
言
葉
か
ら
、本
解
説
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
多
田
最
高
顧
問
か
ら
は
、
一
九
三
一
年
甲
子
園
出
場
時
の
札
商
メ
ン
バ
ー

の
記
念
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
（
二
三
〇
︱
二
三
一
頁
掲
載
）。
こ
こ
に
両
氏
に
謝
辞
を
申
し
上

げ
た
い
。
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左から三人目が錠者投手。一番左が多田栄郎監督。

230



解説シリーズ―今、何が起きているのか？　「台湾ポストニューシネマ」

左から三人目が錠者投手。一番左が多田栄郎監督。
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令
和
五
年
度　

大
学
院
文
学
研
究
科

❖
学
位
論
文
題
目
一
覧

修
士
学
位
論
文

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏
　
　
名

修
　
士
　
論
　
文
　
題
　
目

細
川　

夏
步

現
代
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
「
ア
イ
ヌ
プ
リ
」
を
取
り

入
れ
る
理
由

［
彙
報
］
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［彙報］令和五年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

徳
永
良
次 
教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

徳
永
良
次 
教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ａ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｂ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｃ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

郡
司　

淳 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

須
田
一
弘 

教
授

❖
授
業
科
目
及
び
担
当
者

●
日
本
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程

※
非
常
勤
科
目
は
実
際
に
開
講
し
た
科
目
の
み
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授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ａ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｂ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｃ

渡
部
あ
さ
み 
教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅵ
Ａ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅵ
Ｂ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 
教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅵ
Ｃ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 
教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ａ

森
川
慎
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ｂ

森
川
慎
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ｃ

森
川
慎
也 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

仲
松
優
子 

教
授

●
英
米
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程
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［彙報］令和五年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

関
本
真
乃 

准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

関
本
真
乃 

准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

関
本
真
乃 

准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅲ

中
村
三
春 

講
師

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

大
谷
通
順 
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
谷
通
順 
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
Ⅰ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

丸
島　

歩 

准
教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

丸
島　

歩 

准
教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

丸
島　

歩 

准
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅱ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅰ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅱ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅰ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅱ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅱ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅱ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
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授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

森
川
慎
也 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

森
川
慎
也 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

森
川
慎
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅲ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

田
中
洋
也 
教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅳ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅳ
Ａ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 
教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅳ
Ｂ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
Ⅰ

小
柳
敦
史 

准
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

小
柳
敦
史 

准
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

小
柳
敦
史 

准
教
授

論
文
指
導

小
柳
敦
史 

准
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
思
想
特
殊
講
義
Ⅱ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅰ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅱ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅲ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

仲
松
優
子 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅰ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅰ
Ａ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅰ
Ｂ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅱ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅱ
Ａ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅱ
Ｂ

柴
田　

崇 

教
授

●
英
米
文
化
専
攻
修
士
課
程
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◎
二
〇
二
四
年
度　

第
一
回
全
体
ゼ
ミ
（
中
間
報
告
）

　
　

七
月
六
日
（
土
）
９
：
45
～
12
：
00
、
21
番
教
室
に
て
開
催

さ
れ
た
。
修
士
課
程
と
博
士
（
後
期
課
程
）
に
在
学
す
る
四
名

の
院
生
が
次
の
題
目
で
論
文
の
構
想
と
そ
の
内
容
の
一
部
を
発

表
し
た
（
参
加
者
約
20
名
）。

城
田　

龍
星　
　
「
現
代
英
語
に
お
け
る
発
音
と
綴
り
字
の
不

一
致
」

武
田　

佑
希
子
「
近
世
国
学
者
に
お
け
る
「
黄
泉
比
良
坂
」

の
解
釈
と
そ
の
系
譜
―
後
藤
夷
臣
『
八
雲
路

日
記
』
を
中
心
に
―
」

林　
　

香
苗　
　
「
三
浦
綾
子
『
銃
口
』
試
論
―
研
究
史
と
そ

の
課
題
―
」

大
村　

勅
夫　
　
「
笹
井
宏
之
の
短
歌
の
研
究　

そ
の
２
―
第

二
歌
集
『
て
ん
と
ろ
り
』
に
お
け
る
身
体
語

彙
「
ゆ
び
（
指
）」
に
注
目
す
る
―
」

◎
二
〇
二
四
年
度　

第
二
回
全
体
ゼ
ミ
（
中
間
報
告
）

　
　

十
一
月
二
日
（
土
）
10
：
00
～
12
：
30
、
15
番
教
室
に
て
開

催
さ
れ
た
。
修
士
課
程
に
在
学
す
る
五
名
の
院
生
が
次
の
題
目

で
論
文
の
構
想
と
そ
の
内
容
の
一
部
を
発
表
し
た
（
参
加
者
約

20
名
）。

一
色　

紗
矢
香　
「
現
代
の
変
化
す
る
漬
物
に
み
る
食
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
自
己
表
現
と
生
き
が

い
化
を
中
心
に
―
」

藤
野
戸　

柾
希　
「
特
定
技
能
２
号
を
目
指
す
外
国
人
の
た
め

の
適
切
な
日
本
語
学
習
支
援
の
あ
り
方
―
農

業
分
野
に
お
け
る
耕
種
農
業
を
中
心
に
―
」

渡
辺　
　

駆　
　
「
中
原
中
也
の
詩
の
音
楽
性
―
〈
時
間
〉
を

中
心
に
―
」

多
米　

玲
奈　
　
「
幻
想
の
装
置
と
し
て
の
短
歌
―
葛
原
妙
子

を
中
心
に
―　

第
二
章　

葛
原
妙
子
へ
の
評

価
」

文
学
研
究
科
教
育
・
研
究
発
表
活
動
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中
嶋　

奏
子　
　
「
植
民
地
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
女

性
の
植
民
地
経
験
の
多
様
性
―
イ
ラ
イ
ザ
・

フ
ェ
イ
の
書
簡
『
イ
ン
ド
か
ら
の
手
紙
』
を

手
が
か
り
に
―
」
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編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

編
集
後
記

◉
『
年
報
新
人
文
学
』
第
二
一
号
を
み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
巻
頭
言
、
論
文
七
編
、
研
究
ノ
ー
ト
一
編
、
資
料
紹
介
一
編
、
解

説
シ
リ
ー
ズ
―
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
号
の
論
考
は
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
在
籍
す

る
研
究
者
や
大
学
院
生
、
お
よ
び
研
究
科
を
巣
立
っ
た
気
鋭
の
研
究
者
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
地
道
な
調
査
・
研
究
活

動
の
成
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
執
筆
者
の
み
な
さ
ま
、
厳
正
な
査
読
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
査
読
者
の
み
な
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

◉
巻
頭
言
は
、
徳
永
良
次
教
授
に
「
人
の
「
こ
え
」
を
聴
く
」
と
題
し
て
、
高
山
寺
の
典
籍
文
書
の
な
か
か
ら
、
明
恵
上
人
や
禅
浄
房
の
「
奥

書
」
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
〇
二
四
年
の
夏
に
、
北
海
道
立
近
代
美
術
館
で
「
国
宝
鳥
獣
戯
画　

京
都
高
山
寺
展　

明
恵
上
人

と
文
化
財
の
伝
承
」
が
開
催
さ
れ
て
大
い
に
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
ま
す
。

◉
「
年
報　

新
人
文
学
」
創
刊
号
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
二
○
○
五
年
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
二
〇
年
近
く
経
過
し
た
本
年
、
第
二
一
号
を
無
事

に
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
創
刊
号
の
刊
行
に
よ
せ
て
大
濱
徹
也
氏
が
「
国
家
の
下
で
辺
境
と
さ
れ
た
北
の
大
地
か
ら
新
し
き
学
問

の
地
平
を
き
り
拓
く
に
た
る
飛
翔
の
場
た
ら
ん
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
種
が
北
の
荒
野
に
根
づ
き
、
大
き
く
育
つ
に
は
幾
多
の
歳
月
が
か

か
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
歳
月
に
耐
え
う
る
に
は
、
研
究
誌
と
し
て
、
年
ご
と
に
充
実
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て

お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
も
本
研
究
科
の
教
員
・
大
学
院
生
が
一
体
と
な
っ
た
継
続
的
な
努
力
に
よ
り
、
今
ま
さ
に
こ
の
種
が
開
花
し
始
め
た

の
は
、
望
外
の
慶
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
時
代
の
趨
勢
に
は
抗
し
き
れ
ず
、
次
号
か
ら
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
移
行
し
ま
す
。

体
裁
は
変
わ
っ
て
も
中
身
に
い
さ
さ
か
の
後
退
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
誌
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
フ
ク
ロ
ウ
は
、
暗
い
時
代
の
到
来
を

予
感
し
な
が
ら
も
、
北
の
大
地
か
ら
新
人
文
学
の
理
想
を
胸
に
抱
き
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
飛
翔
を
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◉
本
研
究
科
に
は
着
実
に
研
究
を
進
め
て
い
る
大
学
院
生
が
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。
本
誌
は
、姉
妹
誌
で
あ
る
『
人
文
論
集
』
と
は
異
な
り
、

査
読
を
経
て
論
考
が
掲
載
さ
れ
る
学
術
誌
で
す
。
大
学
教
員
か
ら
の
論
文
投
稿
に
加
え
、
大
学
院
生
か
ら
の
投
稿
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
み

ず
か
ら
の
研
究
を
世
に
問
う
う
え
で
最
適
の
機
会
で
す
の
で
、
大
学
院
生
の
皆
様
も
奮
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

（
手
塚
薫
・
仲
丸
英
起
）
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